


残
す
。

西
日
本
豪
雨
災
害

私
た
ち
は
真
備
に
何
を
残
そ
う
と
し
た
の
か



2

２
０
２
１
年
。
今
年
の
7
月
で
「
平
成
30

年
7
月
豪
雨
災
害
」
か
ら
3
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
災
害
は
、
平
成
30
（
２
０
１
８
年
）
年

6
月
28
日
か
ら
北
日
本
で
大
雨
を
降
ら
せ
た

こ
と
に
始
ま
り
、
7
月
5
日
に
は
勢
力
を
緩

め
ず
南
下
し
た
前
線
が
西
日
本
に
長
期
に
わ

た
っ
て
停
滞
し
た
こ
と
に
よ
り
発
生
し
ま
し

た
。

 

こ
の
災
害
に
よ
り
、
私
た
ち
の
住
む
「
晴

れ
の
国
岡
山
」
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。岡

山
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
61
名
、
い
ま

だ
行
方
不
明
の
方
が
3
名
。
全
壊
家
屋
４
８

３
０
棟
、
半
壊
家
屋
３
３
６
５
棟
、
床
上
下

浸
水
家
屋
併
せ
て
７
０
５
８
棟
。

 

小
田
川
の
氾
濫
に
よ
り
特
に
倉
敷
市
真
備

町
が
大
き
な
浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

町
中
が
家
の
2
階
ま
で
浸
水
し
、
病
院
の

屋
上
や
家
の
屋
根
か
ら
救
助
を
求
め
る
方
々
、

浸
水
し
た
家
の
間
を
ボ
ー
ト
で
救
助
さ
れ
る

方
々
の
様
子
は
、
皆
様
に
も
衝
撃
を
与
え
た

光
景
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

「
住
居
や
地
域
の
集
い
の
場
」
は
も
ち
ろ
ん
、

「
地
域
の
歴
史
的
に
貴
重
な
史
料
」、「
公
文

書
」、
そ
し
て
、
家
族
の
想
い
出
の
詰
ま
っ
た

「
写
真
」、「
日
記
帳
・
母
子
手
帳
・
子
ど
も
さ

ん
の
描
い
た
絵
な
ど
の
想
い
出
の
も
の
」
が

水
浸
し
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
、
驚
く
ほ
ど
速

く
黴
が
発
生
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

岡
山
の
災
害
か
ら

「
大
切
な
も
の
」を
残
す
活
動

こ
の
３
年
間
、
岡
山
に
は
、
民
・
官
チ
ー

ム
は
違
え
ど
も
、
真
備
町
に
災
害
を
超
え
て

被
災
者
様
・
地
域
の
「
大
切
な
も
の
」
を
残

そ
う
と
奮
闘
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が
あ
り

ま
し
た
。

「
残
す
。」　

私
た
ち
は
真
備
に
何
を
残
そ
う

と
し
た
の
か
？

「
つ
な
ぐ
。」　

残
す
活
動
の
後
方
に
あ
っ
た

支
援
、
被
災
地
域
の
人
と
人
を
つ
な
ぐ
活
動

「
伝
え
る
。」　

西
日
本
豪
雨
災
害
の
教
訓

を
ど
う
未
来
に
伝
え
て
い
く
の
か
？

こ
の
3
つ
を
テ
ー
マ
に
、
被
災
者
様
・
地

域
に
と
っ
て
「
大
切
な
も
の
」
を
残
そ
う
と

活
動
し
た
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の

活
動
を
記
録
す
る
1
冊
の
本
を
制
作
し
ま
す
。

私
た
ち
が「
本
」で
伝
え
た
い

3
つ
の
こ
と

1
．
私
た
ち
は
、
被
災
地
に
何
を
残
そ
う
と

し
た
の
か
？

西
日
本
豪
雨
災
害
に
よ
り
、「
す
べ
て
を
失

っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
」
危
機
的
状
況

に
直
面
し
て
初
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
「
大
切

な
も
の
・
残
し
た
い
も
の
」
と
は
何
だ
っ
た

の
か
？
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
が
託
さ
れ
た

「
大
切
な
も
の
」
に
つ
い
て
伝
え
ま
す
。

 

2
．
私
た
ち
は
、
ど
う
や
っ
て
残
そ
う
と
し

た
の
か
？

①
組
織
・
チ
ー
ム
は
ど
の
よ
う
し
て
作
ら
れ

た
の
か
？

②
災
害
被
災
物
の
応
急
処
置
方
法
と
は
？

今
後
の
さ
ら
な
る
円
滑
で
迅
速
な
被
災
地

支
援
を
願
い
、
当
時
の
課
題
も
含
め
た
体
験

と
と
も
に
お
伝
え
し
ま
す
。

 

3
．
災
害
か
ら
「
大
切
な
も
の
」
を
残
す
こ

と
の
意
義

災
害
と
は
あ
る
日
突
然
や
っ
て
く
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
被
災
者
様
は
、
身
の
危
険
、

災
害
直
後
の
避
難
生
活
で
疲
労
困
憊
さ
れ
ま

す
。

①
地
域
の
歴
史
的
な
大
切
な
も
の
を
後
世
に

伝
え
て
い
く

②
被
災
者
様
の
人
生
、
ご
家
族
の
歴
史
に

「
空
白
」
を
作
ら
な
い

　

そ
の
た
め
に
は
、
最
優
先
さ
れ
る
人
命
救

助
・
生
活
再
建
に
係
る
緊
急
支
援
と
並
行
し

て
、
災
害
か
ら
様
々
な
「
被
災
物
を
残
す
た

め
の
レ
ス
キ
ュ
ー
・
応
急
処
置
」
も
早
い
段

階
か
ら
必
要
で
す
。
執
筆
者
一
同
か
ら
の
願

い
と
想
い
を
伝
え
る
一
冊
と
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

は
じ
め
に

も
く
じ

は
じ
め
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
１
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私
た
ち
は
真
備
に
何
を
残
そ
う
と
し
た
の
か

岡
山
県
文
化
財
等
救
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
活
動
…
…

岡
山
県
教
育
庁
文
化
財
課　

内
池
英
樹

―
公
文
書
を
残
す

倉
敷
市
に
お
け
る
水
損
公
文
書
救
出
と

修
復
処
置
の
取
り
組
み
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室　

山
本
太
郎

岡
山
県
立
記
録
資
料
館
の
思
い
と
活
動
…
…
…
…
…
…

岡
山
県
立
記
録
資
料
館　

定
兼
学

―
文
化
財
を
残
す

大
日
庵
の
仏
像　

緊
急
レ
ス
キ
ュ
ー
か
ら
復
興
へ

今
ま
で
、
こ
れ
か
ら
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

元
県
立
博
物
館　

中
田
利
枝
子

―
歴
史
文
書
を
残
す

西
日
本
豪
雨
で
の
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み
…
…

岡
山
史
料
ネ
ッ
ト　

今
津
勝
紀

268121518

2122262830353942

454850545862

●
歴
史
資
料
と
は
？

岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
の
レ
ス
キ
ュ
ー
史
料
と
そ
の
整
理
・
活
用

岡
山
大
学
社
会
文
化
科
学
研
究
科　

東
野
将
伸

―
民
間
資
料
・
想
い
出
を
残
す

思
い
出
を
残
し　

未
来
へ
の
希
望
へ
つ
な
ぐ
…
…
…
…

真
備
町
写
真
洗
浄
＠
あ
ら
い
ぐ
ま
岡
山　

森
田
靖

●
写
真
洗
浄
マ
ニ
ュ
ア
ル
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
人
一
人
の
チ
カ
ラ
・
地
助
力

真
備
洗
浄
や
っ
て
ま
す　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
…
…
…
…

真
備
町
写
真
洗
浄
＠
あ
ら
い
ぐ
ま
岡
山　

福
井
圭
一

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
で
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

藤
實
久
美
子
・
中
山
和
子
・
原
田
莉
沙
子

●
水
害
被
災
写
真
を
汚
染
す
る

　

糸
状
菌
の
検
出
と
分
離
培
養
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学　

長
濱
統
彦
・
淺
田
万
穂

ま
も
る　

つ
な
ぐ　

つ
た
え
る
仕
事
…
…
…
…
…
…
…

岡
山
県
立
美
術
館　

福
冨 

幸
・
八
田
真
理
子

●
被
災
写
真
の
現
状
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

西
日
本
豪
雨
災
害
「
大
切
な
も
の
」
無
償
応
急
処
置

出
来
る
こ
と
を
出
来
る
だ
け
チ
ー
ム　

今
村
友
紀

山
本
金
属
製
作
所　

村
上
浩
二

●
被
災
写
真
の
色
彩
層
（
感
光
材
層
）
硬
化
……
…
…
…

絵
画
修
復
工
房
Ｙ
ｅ
Ｙ　

斎
藤
裕
子
・
今
村
友
紀

●
真
空
乾
燥
機
の
製
作
な
ら
び
に
使
用
方
法
…
…
…
…

山
本
金
属
製
作
所　

村
上
浩
二

大
切
な
も
の
と
は
？ 

災
害
か
ら
残
す
べ
き
沢
山
の
も
の

西
日
本
豪
雨
災
害
「
大
切
な
も
の
」
無
償
応
急
処
置

出
来
る
こ
と
を
出
来
る
だ
け
チ
ー
ム　

斎
藤
裕
子

―
家
屋
を
残
す

家
屋
再
生
の
取
り
組
み

伝
え
て
繋
い
で
動
い
て
助
け
合
う
…
…
…
…
…
…
…
…

Team

桃
太
郎　

北
山
紀
明

●
災
害
か
ら
楽
器
を
残
す
「
楽
器
な
お
し
隊
」……
…
…

服
部
悟

第
２
章　

つ
な
ぐ
。

災
害
を
超
え
て
、

地
域
の
絆
・
支
援
活
動
を
つ
な
ぐ

―「
残
す
」気
持
ち
を
つ
な
ぐ

天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
で
の

「
大
切
な
も
の
」
無
償
応
急
処
置
活
動
……
…
…
…
…
…

岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ　

加
藤
淳
子
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第１章

―
被
災
地
と
支
援
を
つ
な
ぐ

自
然
治
癒
力
の
高
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
…
…
…

特
定
非
営
利
法
人
岡
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー　

詩
叶
純
子

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
地
域
支
援
へ

〜
地
域
自
ら
の
力
を
つ
な
げ
て
い
く
〜
…
…
…
…
…
…

特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ん
な
の
集
落
研
究
所　

永
田
愛

災
害
に
お
け
る
公
益
財
団
の
役
割
と
使
命
…
…
…
…
…

公
益
財
団
法
人
み
ん
な
で
つ
く
る
財
団
お
か
や
ま   

石
田
篤
史

活
動
す
る
人
の
想
い
を
共
に
形
に
…
…
…
…
…
…
…
…

公
益
財
団
法
人
み
ん
な
で
つ
く
る
財
団
お
か
や
ま   
田
原
牧
子

―
地
域
の
再
生
力
を
つ
な
ぐ

つ
な
が
り
を
生
き
る
力
に

〜
真
備
川
辺
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
〜
…
…
…
…

川
辺
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
る
く　

槙
原
聡
美

自
分
の
町
を
愛
す
る
よ
う
に
隣
町
を
愛
す
る
…
…
…
…

い
の
り
ん
ジ
ャ
パ
ン　

石
原
靖
大

第
３
章　

伝
え
る
。

私
た
ち
は
ど
う
災
害
を
伝
え
て
い
く
の
か

●
岡
山
の
河
川
災
害
を
紐
解
く
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
災
害
の
記
録
を
残
す
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
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仁

災
害
を
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け
た
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…
…
…
…
…

特
定
非
営
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大
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私
た
ち
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切
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の
か
…
…
…
…
…
…
…
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Ｎ
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Ｋ
岡
山
放
送
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ア
ナ
ウ
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サ
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北
村
紀
一
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な
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…
…
…
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害
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経
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倉
敷
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術
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な
が
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可
能
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…
…
…
…
…
…
…
…
…

画
家　

浅
野
有
紀

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
使
命
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

版
画
家　

岡
村
勇
佑
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大
切
な
も
の
」
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未
来
に
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る
……
…
…
…
…
…
…

現
代
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三
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…
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…
…
…
…
…
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損
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…
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…
…
…
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ｅ
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斎
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今
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友
紀
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期
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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岡
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…
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デ
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第１章　残す。私たちは真備に何を残そうとしたのか

平
成
26
年
度
に
岡
山
県
文
化
財
等
救
済
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

が
設
立
さ
れ
、
岡
山
県
教
育
庁
文
化
財
課

（
以
下
、
県
文
化
財
課
）
に
事
務
局
が
お
か
れ

ま
し
た
。
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、「
大
規
模
災

害
発
生
時
に
県
内
所
在
の
文
化
財
等
を
守
る

た
め
、
県
内
大
学
（
研
究
室
）
や
、
博
物
館

協
議
会
、
県
建
築
士
会
、
行
政
機
関
等
」
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、「
こ
れ
ら
の
構
成
団
体
が

連
携
し
て
、
大
規
模
災
害
時
に
は
文
化
財
等

の
救
済
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
平
常
時
か

ら
の
備
え
と
し
て
、
文
化
財
等
の
所
在
把
握
、

人
材
育
成
な
ど
の
活
動
を
行
う
。」
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
平
常
時
の
活
動
と
し
て
、

文
化
財
等
の
救
済
活
動
を
実
施
す
る
人
材
の

育
成
等
を
予
定
し
て
お
り
、
年
１
回
程
度
資

料
救
済
に
関
す
る
研
修
会
や
構
成
団
体
が
参

加
し
て
の
会
合
、
そ
し
て
試
験
的
で
は
あ
っ

た
が
県
内
の
市
で
未
指
定
文
化
財
も
含
め
た

調
査
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災

岡
山
県
文
化
財
等
救
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
活
動

内
池
英
樹
（
岡
山
県
教
育
庁
文
化
財
課
副
参
事
）

岡山県文化財等救済ネットワーク
大規模災害から県内所在の文化財等を守ることができるように平成26年3月末、岡山県教育庁文化財課に設置され
ました。県文化財課が事務局となり、構成団体（県内大学や岡山史料ネット、県建築士会・博物館協議会）と被害
情報を共有し、活動内容を調整するようつくられたこのネットワークでは、文化庁や国の文化財防災ネット、中四
国10県市の連携等の県外の関係機関との支援要請・調整を行うことも進めています。

岡山県文化財等救済ネットワーク組織図

内池英樹（うちいけ・ひでき）

広島市生まれ　岡山大学大学院修了。
平成9年度、岡山大学教育学部助手、平成10年度以降、玉野市立小学校教
諭、岡山県立図書館職員、玉野市教育委員会指導主事、岡山県立博物館職
員、平成30年度から現職。中近世移行期や江戸時代の歴史資料が専門。
西日本豪雨災害に際し「岡山県文化財等救済ネットワーク」の事務局とし
て、構成団体への情報提供等を行う。また、県内自治体から情報収集を、県
外の専門機関との連絡調整を行う。文化財等の救済の「裏方」の立場から
考える。

害
が
起
こ
り
ま
し
た
。
県
文
化
財
課
に
は
、

被
災
状
況
に
つ
い
て
市
町
村
の
文
化
財
担
当

者
か
ら
逐
次
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
倉
敷
市
や
高
梁
市
、

矢
掛
町
等
の
自
治
体
の
中
に
は
、
速
や
か
に

被
災
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
県
文
化
財

課
で
は
、
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局
と
し

て
被
災
状
況
や
レ
ス
キ
ュ
ー
要
請
等
を
集
約

し
て
、
構
成
団
体
の
皆
さ
ん
に
７
月
10
日
以

降
、
５
回
に
わ
た
っ
て
情
報
提
供
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
被
災
状
況
の
把
握
が
難
し
い

自
治
体
に
対
し
て
、
県
文
化
財
課
職
員
が
被

災
地
域
に
入
り
、
指
定
文
化
財
を
中
心
に
、

そ
の
周
辺
の
様
子
も
調
べ
て
回
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
７
月
11
日
に
倉
敷

市
真
備
地
区
・
矢
掛
町
、
同
12
日
に
倉
敷
市

下
津
井
地
区
、
13
日
に
岡
山
市
、
総
社
市
の

確
認
を
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
11
日
に
は
、
岡
山
県
立
ま
き
び

支
援
学
校
か
ら
、
校
内
に
あ
っ
て
水
没
し
た

被
災
公
文
書
の
レ
ス
キ
ュ
ー
依
頼
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
に
依
頼

し
て
、
被
災
し
た
公
文
書
を
適
切
に
処
理
で

き
る
よ
う
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
倉
敷
市
真
備
地
区
に
あ
る
寺
院

や
、
高
梁
市
の
個
人
宅
等
で
被
災
し
た
資
料

に
つ
い
て
も
救
済
に
対
し
て
の
協
力
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
要
請
に
応
じ
て
、
岡
山
史
料

ネ
ッ
ト
や
岡
山
県
博
物
館
協
議
会
等
の
関
係

団
体
に
依
頼
し
た
り
、
県
文
化
財
課
職
員
が

赴
く
等
し
て
資
料
の
救
済
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
数
多
く
の
被
災
資
料
を
保
管
す

る
場
所
の
確
保
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
冷
凍
庫
を
確
保
し
て
、
救
出
さ

れ
て
き
た
資
料
を
一
時
保
管
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
も
相
当
量
の
水
損
資

料
が
出
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
の
で
、
中

四
国
地
方
で
災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
、
相
談

窓
口
と
な
っ
て
く
れ
て
い
る
独
立
行
政
法
人

国
立
文
化
財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
、

岡
山
県
内
も
し
く
は
近
隣
県
で
被
災
し
た
資

料
を
保
管
で
き
る
冷
凍
施
設
の
照
会
を
依
頼

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
岡
山
市
内
に
あ
る

冷
凍
会
社
か
ら
、
冷
凍
庫
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
、
倉
敷

市
真
備
支
所
で
被
災
し
た
公
文
書
が
、
福
岡

市
内
で
の
処
理
が
終
わ
る
ま
で
の
間
、
約
一

年
間
に
わ
た
っ
て
預
か
っ
て
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
鳥
取
県
や
福
岡
県
等
に
あ
る
真

空
凍
結
乾
燥
が
で
き
る
施
設
に
対
し
て
も
、

協
力
依
頼
を
行
い
ま
し
た
。
一
時
保
管
さ
れ

て
い
た
倉
敷
市
真
備
支
所
の
公
文
書
が
、
令

和
元
年
10
月
以
降
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
真
空
凍
結
乾
燥
に
よ
る
処

理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
前
面
に
出
て
活
動

す
る
様
子
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
代
わ
り
、
現
地
に
入
っ
て
く
だ
さ
る
構

成
団
体
に
情
報
提
供
を
行
っ
た
り
、
国
や
他

県
・
市
の
機
関
と
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
災
害
時
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
、
改
め
て
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
の
度
の
災
害
を
経
験
し
た
結

果
、
救
済
す
べ
き
未
指
定
文
化
財
の
所
在
情

報
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
被
災
状
況
の
把

握
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
市

町
村
の
文
化
財
行
政
担
当
者
と
協
力
し
、
未

指
定
文
化
財
等
の
所
在
に
つ
い
て
確
認
し
て

い
く
と
と
も
に
、
所
有
者
に
対
し
て
も
救
済

活
動
が
行
わ
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、

救
済
活
動
に
必
要
な
知
識
技
能
を
有
し
た
人

材
の
養
成
、
救
済
し
た
文
化
財
等
を
一
時
保

管
す
る
施
設
の
確
保
を
進
め
る
な
ど
、
引
き

続
き
事
前
の
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

「岡山県文化財保存活用大綱」について
文化財を守るために昭和 25（1950）年に「文化財保護法」が制定された後、
昭和 50（1975）年には「岡山県文化財保護条例」が制定されました。平成 30

（2018）年に改正された文化財保護法では、文化財の保存と活用を中長期的な
視点にたって考えていくことが盛り込まれるとともに、第 183 条の 2 第 1 項
で「都道府県の教育委員会は、当該都道府県の区域における文化財の保存及び
活用に関する総合的な施策の大綱（「文化財保存活用大綱」）を定めることがで
きる。」ことが制度化されたのです。 令和元年11月に、岡山県教育委員会が策
定した「岡山県文化財保存活用大綱」は、改正文化財保護法に基づき、本県文
化財の総合的な保存・活用の基本的方向性を示したものです。平成30年７月豪
雨災害を踏まえて、未指定文化財の救済についても第４章に記述しています。 
https://www.pref.okayama.jp/page/635271.html
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第１章　残す。私たちは真備に何を残そうとしたのか

き
っ
か
け

　

倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
は
倉
敷

市
真
備
支
所
内
に
あ
り
、
歴
史
公
文
書
・
古

文
書
・
古
写
真
そ
の
他
の
歴
史
資
料
を
約
30

万
点
保
管
し
て
い
る
。
公
文
書
館
法
に
も
と

づ
い
て
、
歴
史
資
料
の
①
収
集
及
び
整
理
②

保
存
及
び
活
用
③
調
査
及
び
研
究
④
普
及
及

び
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
倉
敷
市
真

備
地
区
の
約
３
割
、
１
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
浸
水
、
そ
の
深
さ
は
約
５
メ
ー
ト
ル
に
も

及
ん
だ
。
こ
の
大
規
模
な
浸
水
に
よ
り
、

幼
・
小
・
中
・
高
の
学
校
園
及
び
真
備
図
書

館
な
ど
多
く
の
公
共
施
設
が
被
災
し
、
保
管

し
て
い
た
公
文
書
の
多
く
が
水
損
し
た
。
倉

敷
市
真
備
支
所
１
階
も
天
井
ま
で
水
没
し
た

た
め
、
１
階
に
あ
っ
た
事
務
所
や
書
庫
の
公

文
書
は
１
日
以
上
泥
水
に
つ
か
っ
た
。
歴
史

資
料
整
備
室
は
真
備
支
所
２
階
に
事
務
所
と

行
っ
た
。
７
月
24
日
に
は
真
備
支
所
２
階
の

歴
史
資
料
整
備
室
事
務
所
と
閲
覧
室
を
本
庁

か
ら
の
職
員
の
応
援
を
受
け
て
３
階
へ
移
動

し
、
歴
史
資
料
整
備
室
職
員
は
真
備
支
所
へ

復
帰
し
た
。
真
備
支
所
の
水
道
が
復
旧
し
た

の
は
７
月
24
日
、
電
気
は
７
月
25
日
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
も
歴
史
資
料
整
備
室
職
員
は
、

10
月
ま
で
通
常
業
務
に
加
え
て
真
備
支
所
１

階
の
片
付
け
や
、
被
災
者
の
案
内
、
避
難
所

業
務
、
支
援
物
資
配
給
業
務
な
ど
に
従
事
し

た
。

　

真
備
支
所
職
員
が
真
備
支
所
へ
復
帰
し
た

７
月
24
日
か
ら
水
没
し
た
１
階
の
片
付
け
が

始
ま
っ
た
。
業
務
上
必
要
と
し
て
２
階
渡
り

廊
下
へ
移
動
さ
れ
た
以
外
の
水
損
公
文
書
は

廃
棄
さ
れ
た
が
、
被
災
後
多
く
の
業
務
が
錯

綜
す
る
中
、
廃
棄
が
一
気
に
進
ん
だ
た
め
、
支

所
職
員
は
歴
史
的
な
観
点
か
ら
の
価
値
判
断

は
困
難
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
歴
史
資
料
整

備
室
は
土
地
台
帳
等
、
目
に
つ
い
た
も
の
は

収
集
し
た
が
、
１
階
書
庫
の
文
書
全
体
に
つ

い
て
歴
史
的
観
点
か
ら
の
価
値
判
断
を
行
う

人
的
・
時
間
的
余
力
が
な
か
っ
た
。

　

課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、
水

損
公
文
書
の
処
置
に
必
要
な
ま
と
ま
っ
た
場

所
の
確
保
で
あ
っ
た
。
平
成
30
年
７
月
末
か

ら
候
補
が
出
て
は
消
え
る
と
い
っ
た
状
態
で

二
転
三
転
し
、
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
。
し
か
し
８
月
末
に
な
っ
て
真
備
中
学
校

体
育
館
が
浮
上
し
、
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
乾
い
た
泥
が
床
の
上
に
乗
っ
て
い
る
状

態
だ
っ
た
の
で
、
教
育
企
画
総
務
課
が
「
い

の
り
ん
ジ
ャ
パ
ン
」（
キ
リ
ス
ト
教
系
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
）
に
依
頼
し
、
11
月
に
清
掃

し
て
も
ら
っ
た
。

活
動
の
手
法

　

処
置
場
所
が
確
保
で
き
た
の
で
、
12
月
に

各
学
校
園
と
真
備
支
所
各
課
か
ら
処
置
が
必

要
な
水
損
公
文
書
を
真
備
中
学
校
体
育
館
へ

持
ち
込
ん
だ
。
全
部
で
１
４
０
箱
程
度
だ
っ

た
。
そ
し
て
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
の
指
導

を
受
け
て
、
歴
史
資
料
整
備
室
職
員
や
真
備

支
所
職
員
が
、
実
際
に
水
損
公
文
書
の
処
置

を
始
め
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
労
働
者
派
遣
は
平
成
31
年
１
月
か
ら
始
ま

っ
た
。「
頁
め
く
り
」
→
「
乾
燥
」
→
「
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
順
序
で
処
置
を
進
め
た
。

「
頁
め
く
り
」
で
は
ま
ず
フ
ォ
ル
ダ
ー
等
を
外

し
て
大
き
な
カ
ビ
や
泥
を
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ

ー
で
大
ま
か
に
拭
き
取
り
な
が
ら
頁
を
め
く

っ
た
。
濡
れ
て
い
る
場
合
は
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
を
は
さ
ん
だ
。「
乾
燥
」
で
は
送
風
機
に

よ
り
風
を
当
て
た
り
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
近

く
に
置
い
た
り
し
て
乾
燥
さ
せ
た
。
最
後
に

「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
で
は
再
度
カ
ビ
や
泥
を
キ

倉
敷
市
に
お
け
る
水
損
公
文
書
救
出
と
修
復
処
置
の
取
り
組
み

公
文
書
を
残
す

倉敷市総務課歴史資料整備室の様子
（令和２年６月２日）

水損公文書の処置作業
（平成31年2月5日、真備中学校美術室）

岡山県立記録資料館による指導
（平成30年12月11日、真備中学校体育館）

山
本
太
郎
（
倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
長
）

閲
覧
室
、
３
階
に
収
蔵
庫
が
あ
っ
た
が
、
浸

水
は
２
階
の
床
ま
で
は
達
し
な
か
っ
た
た
め
、

不
幸
中
の
幸
い
に
も
歴
史
資
料
は
無
事
で
あ

っ
た
。
１
階
で
水
損
し
た
公
文
書
の
う
ち
、

支
所
職
員
が
業
務
上
必
要
と
判
断
し
た
も
の

を
２
階
渡
り
廊
下
へ
移
動
し
た
。
ま
た
、
倉

敷
市
本
庁
の
国
土
調
査
課
等
が
地
籍
調
査

票
・
地
籍
図
・
地
籍
簿
等
を
引
き
上
げ
た
。

歴
史
資
料
整
備
室
も
明
治
以
来
の
土
地
台
帳

等
、
歴
史
的
に
重
要
な
水
損
公
文
書
を
廃
棄

直
前
に
収
集
し
た
。
そ
れ
以
外
の
真
備
支
所

の
水
損
し
た
文
書
は
廃
棄
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
真
備
支
所
別
棟
２
階
に
あ
っ
た
公
文
書

も
、
書
架
の
一
番
下
の
段
に
置
か
れ
て
い
た

公
文
書
が
水
損
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
水
損
公
文
書
の
修
復
処
置
に
つ

い
て
は
、
歴
史
的
に
重
要
で
カ
ビ
被
害
が
著

し
い
公
文
書
は
、
カ
ビ
の
進
行
を
く
い
と
め

る
た
め
、
平
成
30
年
８
月
に
岡
山
市
の
岡
山

中
央
冷
蔵
株
式
会
社
の
格
別
の
配
慮
に
よ
り

約
60
コ
ン
テ
ナ
（
１
コ
ン
テ
ナ
は
20
×
40
×

60
㎝
）
を
冷
凍
保
管
し
た
。
真
備
支
所
の
水

損
公
文
書
と
、
各
学
校
園
の
水
損
公
文
書
を

ま
と
め
て
処
置
を
行
う
た
め
に
、
組
織
づ
く

り
を
し
て
倉
敷
市
の
各
部
局
が
一
本
化
す
る

必
要
か
ら
、
平
成
30
年
10
月
に
「
倉
敷
市
水

損
公
文
書
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」（
総

務
局
と
教
育
委
員
会
）
を
構
築
し
た
。
そ
し

て
歴
史
資
料
整
備
室
か
ら
専
門
機
関
・
専
門

家
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に
支
援
依
頼
文
を

発
送
し
た
。

課
題・苦
労
点

　

真
備
支
所
は
１
階
の
天
井
ま
で
水
没
し
た

た
め
、
歴
史
資
料
整
備
室
職
員
を
含
む
真
備

支
所
職
員
は
平
成
30
年
７
月
９
日
か
ら
真
備

総
合
公
園
体
育
館
で
支
援
物
資
受
け
入
れ
と

配
給
業
務
に
従
事
し
た
。
当
初
は
24
時
間
勤

務
し
て
24
時
間
休
み
、
ま
た
24
時
間
勤
務
す

る
と
い
う
形
態
で
あ
っ
た
。
炎
天
下
の
作
業

で
あ
り
、
体
力
的
に
も
き
つ
か
っ
た
。
全
国

の
自
治
体
か
ら
多
く
の
職
員
の
応
援
を
受
け
、

自
衛
隊
も
災
害
廃
棄
物
撤
去
や
入
浴
支
援
な

ど
の
災
害
支
援
に
当
た
っ
て
い
た
。

　

真
備
支
所
は
電
気
・
水
道
と
も
ス
ト
ッ
プ

し
、
湿
度
が
高
い
状
態
に
見
受
け
ら
れ
た
の

で
、
私
も
含
め
た
歴
史
資
料
整
備
室
職
員
は

時
々
収
蔵
庫
へ
行
っ
て
換
気
と
資
料
確
認
を
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ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
や
ス
チ
ー
ル
た
わ
し
で
拭

き
取
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
の
内
、「
頁
め
く

り
」
と
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
浸
水
を
免

れ
た
真
備
中
学
校
３
階
の
美
術
室
で
、
乾
燥

は
真
備
中
学
校
体
育
館
で
行
っ
た
。
真
備
中

学
校
は
電
気
が
通
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
送

風
機
・
空
気
清
浄
機
・
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
動

か
す
た
め
ガ
ソ
リ
ン
発
電
機
を
借
用
し
た
。

真
備
支
所
各
課
か
ら
体
育
館
に
持
ち
込
ま
れ

た
水
損
公
文
書
は
す
べ
て
処
置
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
各
課
に
選
別
し
て
も
ら
い
、
必
要

な
も
の
の
み
処
置
し
た
。
作
業
者
の
健
康
管

理
に
も
配
慮
し
た
。
防
塵
マ
ス
ク
・
ゴ
ム
手

袋
・
ヘ
ヤ
キ
ャ
ッ
プ
・
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン

ガ
ウ
ン
を
用
意
し
、
作
業
場
所
に
は
空
気
清

浄
機
を
３
台
稼
働
さ
せ
た
。

　

真
備
中
学
校
で
の
水
損
公
文
書
処
置
は
平

成
31
年
３
月
に
終
了
し
、
４
月
初
め
ま
で
に

公
文
書
は
各
学
校
園
や
真
備
支
所
へ
戻
し
た
。

　

令
和
元
年
度
に
は
、
真
備
支
所
３
階
の
歴

史
資
料
整
備
室
内
で
国
土
調
査
課
の
地
籍
調

査
票
・
地
籍
簿
・
地
籍
図
、
真
備
支
所
市
民

課
の
水
損
公
文
書
の
修
復
処
置
を
実
施
し
た
。

歴
史
資
料
整
備
室
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
派
遣
労
働
者
が
従

事
し
た
。
岡
山
中
央
冷
蔵
で
冷
凍
保
存
し
て

い
た
公
文
書
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
11
月

か
ら
令
和
２
年
３
月
に
か
け
て
福
岡
市
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
協
力
で
大
型
真
空
凍
結

乾
燥
機
に
か
け
て
乾
燥
処
理
を
実
施
し
た
。

乾
燥
処
理
を
し
た
公
文
書
（
学
校
園
の
重
要

公
文
書
、
真
備
支
所
の
土
地
台
帳
等
）
は
歴

史
資
料
整
備
室
内
で
修
復
処
置
を
実
施
し
た
。

真
備
支
所
の
土
地
台
帳
等
は
、
特
に
四
辺
が

汚
れ
て
い
た
の
で
、
四
辺
を
裁
ち
落
と
し
た
。

各
学
校
園
に
は
処
置
し
た
公
文
書
を
返
却
し

た
。

　

令
和
２
年
度
に
も
、
歴
史
資
料
整
備
室
職

員
と
人
材
派
遣
会
社
の
派
遣
労
働
者
が
、
乾

燥
処
理
を
し
た
土
地
台
帳
等
の
修
復
処
置
を

実
施
し
て
い
る
。

活
動
の
広
が
り

　

岡
山
県
立
記
録
資
料
館
（
定
兼
学
館
長
ほ

か
）
に
は
被
災
直
後
か
ら
水
損
公
文
書
修
復

処
置
に
つ
い
て
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、

公
文
書
修
復
処
置
の
実
施
指
導
で
も
お
世
話

に
な
っ
た
。
岡
山
県
文
化
財
課
に
事
務
局
が

あ
る
岡
山
県
文
化
財
等
救
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
は
、
岡
山
中
央
冷
蔵
株
式
会
社
に
よ
る
水

損
公
文
書
の
冷
凍
保
管
の
引
き
受
け
、
福
岡

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
真
空
凍
結

乾
燥
の
引
き
受
け
、
に
あ
た
っ
て
仲
介
に
御

尽
力
い
た
だ
い
た
。
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
の
今

津
代
表
に
は
被
災
直
後
か
ら
援
助
の
申
出
を

い
た
だ
い
た
。
国
立
公
文
書
館
の
加
藤
丈
夫

館
長
は
真
備
中
学
校
の
水
損
公
文
書
処
置
作

業
場
所
を
視
察
さ
れ
、
ま
た
国
立
公
文
書
館

の
専
門
職
員
に
真
備
中
学
校
で
実
地
指
導
し

て
い
た
だ
い
た
。
全
史
料
協
か
ら
も
２
人
真

備
中
学
校
へ
実
地
指
導
に
来
て
い
た
だ
い
た
。

い
の
り
ん
ジ
ャ
パ
ン
に
は
処
置
場
所
の
真
備

中
学
校
体
育
館
の
清
掃
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

修
復
処
置
の
作
業
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お

手
伝
い
い
た
だ
い
た
。

活
動
の
成
果

　

各
学
校
園
と
真
備
支
所
の
水
損
し
た
公
文

書
の
う
ち
、
業
務
上
必
要
な
公
文
書
と
歴
史

的
に
重
要
な
文
書
を
読
め
て
保
存
で
き
る
段

階
ま
で
修
復
処
置
し
、
そ
れ
ら
を
各
学
校
園

と
真
備
支
所
へ
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
真
空
凍
結
乾
燥
し
た
歴
史
的
に
重
要

な
文
書
に
つ
い
て
も
、
読
め
て
保
存
で
き
る

段
階
ま
で
修
復
処
置
し
、
各
学
校
園
に
は
返

却
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を

通
じ
て
、
市
民
の
存
在
や
権
利
を
証
明
す
る

公
文
書
の
重
要
性
、
水
損
し
て
も
あ
き
ら
め

な
け
れ
ば
修
復
で
き
る
こ
と
、
多
く
の
組
織
・

機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ

れ
ら
の
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
修

復
処
置
の
技
術
に
つ
い
て
も
、
洋
紙
で
あ
れ

ば
さ
ほ
ど
手
間
を
か
け
な
く
て
も
熱
乾
燥
で

乾
燥
す
る
方
法
が
今
後
検
討
さ
れ
て
も
よ
い

よ
う
に
思
っ
た
。

　

ま
た
、
歴
史
資
料
整
備
室
の
活
動
の
直
接

の
成
果
で
は
な
い
が
、
被
災
後
は
真
備
支
所

に
お
け
る
大
規
模
災
害
に
関
す
る
防
災
行
動

計
画
（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
の
中
に
、
１
階
の

重
要
な
公
文
書
を
優
先
順
位
に
よ
り
３
階
廊

下
へ
一
時
退
避
す
る
こ
と
が
組
み
込
ま
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
予
防
措
置
を
と
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
被
災
か
ら
学
ん
だ
成
果
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

山本太郎
（やまもと・たろう）

倉敷市出身。倉敷市総務
課歴史資料整備室長とし
て古文書・歴史公文書・古
写真等の保存と利用に携わ
る。史料の読み込みを通じ
てオリジナルな歴史像を考
えることを目標にしている。

真空凍結乾燥機に水損公文書を設置
（令和元年11月6日、福岡市埋蔵文化
財センター）

平成30年7月豪雨による水損公文書処置経緯
平成30年7月5日～7日 平成30年7月豪雨が倉敷市を襲う

平成30年7月7日 小田川などが決壊、大規模な浸水被害

平成30年7月24日 歴史資料整備室職員が真備支所へ復帰

平成30年7月27日 真備支所1階の書庫にあった土地台帳等を歴史資料整備室職員が廃
棄から救う

平成30年8月3日～9日 水損重要公文書（土地台帳等）の冷凍保存準備作業（九州大学大
学院生がボランティア）

平成30年8月10日〜令和2年1月14日 水損重要公文書（真備支所・教育委員会）を岡山中央冷蔵で冷凍
保存（約60コンテナ）

平成30年10月 倉敷市水損公文書保全プロジェクトチーム設置

平成30年11月19日・21日 真備中学校体育館の清掃（ボランティアによる）

平成30年11月29日 国立公文書館・岡山県立記録資料館・全史料協・岡山史料ネット・
国文学研究資料館へ支援依頼文発送

平成30年12月7日 岡山県立記録資料館による全体のプランニングとマネジメントの
指導

平成30年12月11日 岡山県立記録資料館による処置の実地指導

平成30年12月12日～平成31年3月18日 真備中学校体育館・美術室・図書室で水損公文書（各学校園と真
備支所）修復作業（市職員とシルバー人材センター労働者派遣）

令和元年6月18日～令和2年1月20日
真備支所3階歴史資料整備室内で国土調査課の地籍調査票・地籍
簿・地籍図、真備支所市民課の水損公文書修復処置（歴史資料整
備室職員・ボランティア・シルバー人材センター労働者派遣）

令和元年11月6日～令和2年3月3日 岡山中央冷蔵で冷凍していた水損重要公文書を福岡市埋蔵文化財
センターで真空凍結乾燥

令和2年1月21日～
真備支所3階歴史資料整備室内で真空凍結乾燥後の公文書の修復
処置（歴史資料整備室職員・ボランティア・シルバー人材センタ
ー労働者派遣・人材派遣会社の労働者派遣）
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全
体
的
な
動
き（
抄
）

２
０
１
８
年
7
月
6
日
発
災
前
夜
、
そ
の
豪

雨
の
激
し
さ
か
ら
、
記
録
資
料
館
の
こ
と

ば
か
り
が
心
配
で
、
7
日
は
特
別
休
館
と

し
た
。
被
災
し
た
職
員
も
い
た
。
当
館
に

も
半
地
下
に
一
部
浸
水
箇
所
あ
り
。
急
遽

排
水
。

7
月
10
日
、
県
施
設
や
市
町
村
に
対
し
て
被

災
状
況
の
電
話
聞
き
取
り
を
始
め
る
。
従

前
よ
り
準
備
し
て
い
た
レ
ス
キ
ュ
ー
グ
ッ

ズ
の
在
庫
を
確
認
し
て
必
要
物
資
の
調
達

を
は
じ
め
る
。
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
協
議
を

記
録
資
料
館
で
開
催
す
る
。

7
月
11
日
、
本
庁
主
管
課
に
災
害
支
援
着
手

の
こ
と
を
報
告
す
る
。
県
の
災
害
対
策
施

策
の
一
環
と
し
て
活
動
。
県
立
倉
敷
ま
き

び
支
援
学
校
か
ら
水
損
資
料
の
保
全
処
置

方
法
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
翌
日
持
ち

出
し
て
い
た
県
立
岡
山
南
支
援
学
校
に
職

選
ば
れ
た
議
員
に
よ
る
議
会
で
定
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
記
録
資
料
館
は
県
民
の
た
め

に
あ
る
施
設
で
あ
る
。
目
の
前
の
県
民
が
記

録
資
料
の
保
全
に
困
っ
て
い
る
な
ら
、
資
料

保
存
の
能
力
を
有
す
る
わ
が
館
が
手
を
差
し

伸
べ
る
の
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
る
。

発
災
当
時
館
長
で
あ
っ
た
わ
た
く
し
は
、

わ
が
館
お
よ
び
職
員
の
被
災
が
最
も
心
配
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
無
事
が
確
認
で
き
た
後
は
、

被
災
し
た
記
録
資
料
の
救
出
で
あ
る
。
そ
れ

を
す
る
と
通
常
の
館
業
務
に
影
響
が
あ
り
そ

う
な
の
で
、
職
員
も
戸
惑
っ
て
い
る
様
子
が

見
受
け
ら
れ
た
。

し
か
し
そ
こ
は
腹
を
括
っ
て
、
改
め
て
「
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
を
救
出
す
る
こ
と
は
、
わ
が
館

の
業
務
で
あ
る
」
と
宣
言
し
た
。
同
時
に
、
救

出
作
業
は
安
全
に
、
そ
し
て
過
剰
な
労
働
を

し
な
い
よ
う
に
も
指
示
し
た
。
要
す
る
に
出

来
る
範
囲
で
最
善
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
少
し
職
場
の
内
輪
話
を
書
か
せ
て
も

ら
う
な
ら
、
当
時
15
人
い
た
職
員
は
、
能
力
、

健
康
状
態
、
立
場
（
正
規
職
、
非
常
勤
）、
職

種
（
事
務
、
事
務
補
助
、
専
門
〈
公
文
書
、
古

文
書
〉）、
そ
し
て
情
熱
も
多
種
多
様
で
あ
っ

た
。
し
か
し
組
織
の
人
間
は
、
全
体
の
目
標

が
定
ま
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ
た
役

割
に
は
手
を
抜
か
な
い
。

　

わ
が
館
は
、
設
立
時
か
ら
岡
山
史
料
ネ
ッ

ト
や
全
史
料
協
、
県
博
物
館
協
議
会
な
ど
と

連
携
し
て
資
料
救
出
の
講
座
な
ど
で
研
修
を

重
ね
て
い
た
。
救
出
経
験
を
有
し
て
い
る
職

員
も
い
る
。
ま
た
、
全
史
料
協
の
会
員
仲
間

に
は
災
害
資
料
救
出
の
指
導
者
が
い
た
。
わ

が
館
の
能
力
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
考
え
ら

れ
る
だ
け
の
準
備
は
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん

走
り
な
が
ら
、
各
所
か
ら
の
助
言
を
も
ら
い

な
が
ら
、
自
在
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
も
心

が
け
た
。
ま
た
、
こ
の
際
わ
が
館
の
活
動
の

手
伝
い
な
ど
を
通
じ
て
、
関
係
者
等
に
ス
キ

ル
を
伝
え
た
い
と
も
思
っ
た
。

　

被
災
情
報
は
公
私
を
問
わ
ず
共
有
す
る
と

し
て
、
資
料
救
出
作
業
支
援
に
つ
い
て
は
岡

山
史
料
ネ
ッ
ト
と
の
協
議
で
、
わ
が
館
は
自

治
体
か
ら
の
要
請
に
応
じ
る
か
た
ち
で
公
的

施
設
の
資
料
を
対
象
と
し
た
。
か
と
い
っ
て

個
人
資
料
の
救
出
を
し
な
い
つ
も
り
毛
頭
は

な
く
、
災
害
当
初
、
水
損
資
料
を
冷
凍
保
管

で
き
た
の
は
わ
が
館
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、
岡

山
史
料
ネ
ッ
ト
が
救
出
し
た
資
料
を
預
か
っ

た
。

　

発
災
当
初
一
番
気
に
な
っ
た
の
は
、
倉
敷

市
歴
史
資
料
整
備
室
で
あ
っ
た
。
同
室
に
は

約
30
万
点
か
ら
の
資
料
が
あ
る
。
そ
こ
の
無

事
を
聞
い
た
と
き
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

7
月
11
日
、
同
室
の
山
本
太
郎
さ
ん
が
来
館

さ
れ
た
。
今
は
資
料
救
出
ど
こ
ろ
で
は
な
く

岡
山
県
立
記
録
資
料
館
の
思
い
と
活
動

公
文
書
を
残
す

7月24日真備図書館の資料運び出し

7月12日倉敷まきび支援学校資料保全処置検討協議中

定
兼  

学
（
岡
山
県
立
記
録
資
料
館　

特
別
館
長
）

員
3
人
を
派
遣
し
て
保
全
処
置
の
実
演
指

導
。

7
月
12
日
、
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関

連
絡
協
議
会
（
全
史
料
協
）
の
会
長
事
務

局
と
し
て
被
災
資
料
救
出
処
置
に
詳
し
い

会
員
に
問
い
合
わ
せ
る
。
14
日
愛
媛
県
西

予
市
か
ら
被
災
連
絡
が
あ
り
、
支
援
等
を

調
整
す
る
。

7
月
19
日
、
職
員
1
人
が
私
的
に
真
備
町
に

行
き
、
史
料
ネ
ッ
ト
と
被
災
者
支
援
セ
ン

タ
ー
で
ビ
ラ
配
り
。

7
月
21
日
、
職
員
1
人
が
私
的
に
真
備
町
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
。
そ
の
と
き
倉
敷

市
立
真
備
図
書
館
の
被
災
も
確
認
し
、
同

館
館
長
の
声
を
聞
く
。
史
料
ネ
ッ
ト
の
救

出
資
料
を
わ
が
館
冷
凍
庫
に
預
か
る
。

7
月
22
日
、
真
備
図
書
館
長
か
ら
正
式
に
水

損
資
料
レ
ス
キ
ュ
ー
の
要
請
が
あ
り
、
24

日
職
員
3
人
を
派
遣
し
て
記
録
資
料
館
に

約
１
２
０
点
持
ち
帰
る
。

7
月
25
日
、
真
備
図
書
館
水
損
資
料
の
保
全

処
置
作
業
を
開
始
。

7
月
27
日
、
倉
敷
市
真
備
支
所
よ
り
保
全
処

置
方
法
指
導
の
要
請
が
あ
り
、
31
日
職
員

3
人
を
派
遣
し
て
水
損
資
料
の
当
面
の
保

全
処
置
方
法
を
説
明
。

8
月
8
日
、
全
史
料
協
会
長
名
で
内
閣
総
理

大
臣
宛
に
豪
雨
被
災
地
に
お
け
る
公
文
書

等
の
保
全
・
保
存
に
関
す
る
要
望
書
を
提

出
。
15
日
に
は
総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大

臣
宛
に
も
。

8
月
10
日
、
倉
敷
市
か
ら
4
人
が
来
館
し
、

水
損
資
料
保
全
処
置
の
体
制
づ
く
り
等
に

つ
い
て
相
談

　
　
（
こ
の
間
各
地
か
ら
被
災
資
料
の
処
置

に
つ
い
て
電
話
の
問
い
合
わ
せ
あ
る
。
ま

た
マ
ス
コ
ミ
取
材
や
県
内
外
の
方
々
よ
り

支
援
が
あ
っ
た
）

12
月
5
日
、
真
備
図
書
館
よ
り
引
き
受
け
た

水
損
資
料
の
保
全
処
置
を
完
了
し
、
す
べ

て
返
却
。

記
録
資
料
館
の
思
い

　

岡
山
県
立
記
録
資
料
館
は
、「
岡
山
県
の

記
録
を
伝
え
る
重
要
な
公
文
書
（
現
用
の
も

の
を
除
く
。）、
古
文
書
そ
の
他
の
資
料
（
以

上
「
記
録
資
料
」
と
い
う
）
を
保
存
し
、
及

び
一
般
の
利
用
に
供
す
る
」（
条
例
第
一
条
）

こ
と
を
目
的
と
し
て
２
０
０
５
年
に
設
立
し

た
。
わ
が
館
の
よ
っ
て
立
つ
法
的
根
拠
は
記

録
資
料
館
条
例
で
あ
る
。
条
例
と
は
県
民
に
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被
災
者
支
援
で
あ
る
。
し
か
し
、
ゆ
く
ゆ
く

は
資
料
救
出
す
る
時
期
が
来
る
の
で
、
そ
の

時
は
頼
む
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
本
さ
ん

の
疲
れ
切
っ
た
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
が
、
真

備
支
所
公
文
書
を
何
と
し
て
も
救
出
保
全
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
迫
を
感
じ
た
。
事
実

そ
の
後
、
倉
敷
市
は
同
氏
中
心
で
展
開
し
た
。

わ
が
館
か
ら
も
何
度
か
助
言
に
赴
い
た
。
同

じ
日
、
総
社
市
文
化
財
課
の
笹
田
健
一
さ
ん

に
連
絡
し
て
も
同
様
、
資
料
救
出
に
は
出
ら

れ
る
状
況
に
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
総
社
市

か
ら
市
史
編
纂
段
階
で
把
握
し
て
い
た
一
つ

の
貴
重
な
古
文
書
群
を
失
っ
た
無
念
の
報
告

を
受
け
た
。

同
じ
11
日
、
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課
の

内
池
英
樹
副
参
事
よ
り
県
立
倉
敷
ま
き
び
支

援
学
校
の
水
災
資
料
を
南
支
援
学
校
に
移
動

し
て
い
る
報
が
入
り
、
併
せ
て
同
校
事
務
部

長
か
ら
の
支
援
要
請
に
よ
り
翌
12
日
出
向
い

た
。
泥
を
か
ぶ
っ
た
ス
チ
ー
ル
引
き
出
し
の

前
で
同
校
職
員
が
不
安
顔
で
待
っ
て
い
た
。

同
時
に
わ
れ
わ
れ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
て

な
ん
と
か
し
な
く
て
は
と
の
意
欲
も
感
じ
ら

れ
た
。
早
速
わ
が
館
の
山
下
香
織
が
実
演
し

て
技
術
指
導
を
し
、
そ
の
後
は
同
校
職
員
が

自
ら
保
全
処
置
を
す
す
め
た
。
以
後
わ
が
館

か
ら
は
電
話
・
メ
ー
ル
等
で
の
助
言
だ
け
で

済
ん
だ
。
そ
れ
は
同
校
に
古
文
書
等
の
資
料

整
理
経
験
の
あ
る
浅
野
笑
子
さ
ん
が
職
員
に

い
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
個
人
情
報
満
載
の

現
用
公
文
書
を
急
い
で
復
旧
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
事
情
が
あ
っ
た
の
で
頑
張
ら
れ
た
も

の
と
思
う
。

余
談
に
な
る
が
、
わ
た
く
し
は
全
史
料
協

の
会
長
と
し
て
全
国
の
被
災
資
料
保
全
活
動

に
も
目
配
り
を
し
て
い
た
。
特
に
７
月
14
日
、

愛
媛
県
西
予
市
の
谷
口
文
化
財
課
長
か
ら
の

連
絡
は
切
迫
し
て
い
た
の
で
、
救
出
技
術
等

を
伝
え
た
。
そ
の
後
気
に
な
っ
た
の
で
8
月

3
日
、
私
的
に
西
予
市
に
出
向
い
た
と
こ
ろ
、

そ
の
段
階
で
も
ま
だ
水
損
公
文
書
を
運
び
出

し
て
い
た
が
、
急
い
で
保
全
措
置
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
被
災
者

支
援
の
活
動
の
さ
な
か
で
数
人
の
関
係
職
員

が
救
出
処
置
を
済
ま
せ
て
い
た
。
市
民
が
存

立
す
る
根
幹
に
係
る
貴
重
公
文
書
は
迅
速
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
わ
れ

わ
れ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
効
い
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
他
の
大
量
の
水
損
資
料
は
そ
の
後

9
月
以
降
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
得
て
保

全
活
動
を
は
じ
め
た
。

さ
て
、
わ
が
館
が
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ

の
は
真
備
図
書
館
の
公
文
書
救
出
保
全
で
あ

る
が
、
既
に
紙
数
が
尽
き
た
。
そ
れ
ら
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
紀

要
第
14
号
に
「
特
集
平
成
30
年
７
月
豪
雨
へ

の
対
応
」
を
組
み
、「
災
害
対
応
の
概
要
」、
前

田
能
成
「
記
録
資
料
館
の
活
動
」、
山
下
香
織

「
特
集　

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
災
害
へ
の

対
応　

被
災
文
書
の
処
置
」
に
詳
し
い
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
る
の
で
参
照

し
て
い
た
だ
き
た
い
）
の
で
割
愛
す
る
。
他

の
報
告
書
と
し
て
、
岡
崎
雅
彦
「
平
成
30
年

7
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
へ
の
対
応
」（
全
史
料

協
『
記
録
と
史
料
』
29
号
、
２
０
１
９
年
3

月
）、
山
下
香
織
「
平
成
三
〇
年
七
月
豪
雨
に

お
け
る
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
の
対
応
」

（『
岡
山
地
方
史
研
究
』
１
４
７
号
、
２
０
１

９
年
4
月
）、
杉
山
一
雄
「
岡
山
県
立
記
録
資

料
館
の
災
害
時
に
お
け
る
対
応
と
防
災
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」（
国
立
公
文
書
館
『
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
』
第
73
号
、
２
０
１
９
年
8
月
）

が
あ
る
。

以
上
、
わ
が
館
で
は
全
般
的
な
調
整
を
前

田
能
成
、
技
術
面
を
山
下
香
織
が
中
心
と
な

り
、
全
館
体
制
で
取
り
組
ん
だ
。
被
災
の
大

き
さ
に
比
べ
る
と
本
当
に
さ
さ
や
か
な
活
動

に
す
ぎ
な
い
が
、
わ
が
館
職
員
も
被
災
者
、
被

災
資
料
に
対
し
て
思
い
を
致
し
な
が
ら
情
熱

を
注
い
だ
と
い
い
た
い
。

定兼  学（さだかね・まなぶ）

2005年岡山県立記録資料館勤務。
2011年同館館長。2020年同館特
別館長。

大
日
庵
の
仏
像　

緊
急
レ
ス
キ
ュ
ー
か
ら
復
興
へ

い
ま
ま
で
、
こ
れ
か
ら

文
化
財
を
残
す

中
田
利
枝
子
（
元
岡
山
県
立
博
物
館
統
括
学
芸
員　

就
実
大
学
非
常
勤
講
師
）

真
備
町
有
井
は
、
末
政
川
沿
岸
の
地
区
で
、

小
田
川
と
の
合
流
地
点
に
近
い
。
末
政
川
か

ら
あ
ふ
れ
た
水
は
土
手
の
脇
に
あ
る
大
日
庵

に
も
押
し
寄
せ
た
。
大
日
庵
は
村
の
集
会
所

と
も
い
う
べ
き
場
所
で
、
大
日
如
来
坐
像
を

本
尊
と
し
、
周
辺
か
ら
集
め
ら
れ
た
大
小
さ

ま
ざ
ま
の
仏
像
も
祀
ら
れ
て
い
た
。
近
隣
の

住
人
が
管
理
し
、
時
に
集
ま
っ
て
読
経
す
る

と
い
う
、
い
わ
ば
地
域
の
民
間
信
仰
の
場
で

あ
っ
た
。
被
災
直
後
、
ま
だ
水
も
引
き
切
ら

な
い
う
ち
に
、
近
隣
の
青
年
僧
た
ち
が
入
り
、

仏
像
を
引
き
上
げ
、
小
高
い
所
に
あ
る
宝
生

院
に
緊
急
避
難
さ
せ
た
。

宝
生
院
の
住
職
は
、
当
時
、
岡
山
県
立
博

物
館
学
芸
課
長
で
あ
っ
た
Ｔ
氏
の
か
つ
て
の

教
え
子
だ
っ
た
こ
と
か
ら
博
物
館
に
連
絡
が

入
り
、
私
に
つ
な
が
れ
た
。
被
災
後
、
ほ
ぼ

一
週
間
が
た
っ
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。
猛
暑

が
続
く
中
、
た
っ
ぷ
り
と
水
分
を
含
ん
だ
木

質
は
す
ぐ
に
カ
ビ
を
生
じ
腐
敗
が
始
ま
る
。

猶
予
は
な
か
っ
た
。
さ
っ
そ
く
翌
日
に
現
地

に
向
か
っ
て
見
る
と
、
泥
は
仏
像
の
細
部
に

ま
で
入
り
込
み
、
接
合
部
分
や
彩
色
部
分
の

膠
は
高
温
と
水
濡
れ
の
た
め
溶
け
て
い
る
状

態
で
あ
っ
た
。
早
速
、
水
洗
い
を
開
始
し
た
。

少
々
手
荒
い
や
り
方
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ま

ま
乾
か
し
て
し
ま
え
ば
泥
は
取
り
去
れ
な
く

な
る
。
日
が
暮
れ
る
頃
に
は
小
さ
め
の
仏
像

の
水
洗
い
を
終
え
た
。
陰
干
し
で
ゆ
っ
く
り

と
乾
か
し
て
く
れ
る
よ
う
住
職
に
依
頼
し
、

大
型
の
仏
像
２
体
に
つ
い
て
は
博
物
館
ま
で

移
送
し
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。

後
日
、
博
物
館
に
持
ち
込
ま
れ
た
2
体
は
、

大
日
如
来
坐
像
と
毘
沙
門
天
立
像
で
あ
っ
た
。

手
先
や
光
背
な
ど
濁
流
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
部
分
も
あ
っ
た
が
、
体
部
と
頭
部
は
よ
く

残
っ
て
い
た
。
博
物
館
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し

て
、
洗
浄
を
行
い
、
消
毒
液
で
の
ふ
き
取
り

を
し
た
あ
と
、
数
週
間
に
わ
た
り
乾
燥
を
ま

っ
た
。

そ
の
間
、
仏
像
を
熟
覧
、
調
査
す
る
時
間

が
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
一
木
造
り
で
平
安
時

代
後
期
に
制
作
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
作
品
で

あ
っ
た
。
同
時
に
、
幾
度
も
の
修
理
を
経
て

い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
山
陽
道
に
面
し

た
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
洗
練
さ
れ
た
作
で
、

こ
の
よ
う
な
作
品
が
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。

大日庵被災状況
2019.7.8
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3
月
か
ら
修
復
作
業
が
始
ま
っ
た
。
毘
沙

門
天
立
像
の
胎
内
に
は
、
竹
筒
に
収
め
た
納

入
品
が
あ
っ
た
。
仏
師
工
房
で
記
録
を
取
り

な
が
ら
開
い
た
。
明
治
21
年
に
納
め
た
小
指

ほ
ど
の
大
き
さ
の
毘
沙
門
天
鋳
像
と
、
像
の

由
緒
、
寄
進
者
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

こ
と
も
世
話
人
皆
様
に
伝
え
た
。

修
復
が
決
定
し
た
こ
ろ
か
ら
、
7
月
に
は

県
立
博
物
館
で
お
披
露
目
す
る
計
画
を
立
て
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
作
業
を
す
す
め
て
も
ら
っ

た
。
修
復
中
は
、
世
話
人
皆
さ
ま
や
レ
ス
キ

ュ
ー
に
か
か
わ
っ
た
青
年
僧
、
史
料
ネ
ッ
ト

の
方
な
ど
と
、
数
度
に
わ
た
り
工
房
を
訪
問

し
た
。
仏
師
さ
ん
も
職
人
魂
発
揮
と
な
り
、

か
つ
て
は
一
枚
板
で
ふ
た
を
し
た
状
態
で
あ

っ
た
背
面
に
つ
い
て
、
ヒ
ノ
キ
材
で
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
背
面
を
新
調
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

予
定
通
り
に
修
復
も
進
み
、
7
月
17
日
か

ら
公
開
し
た
。
こ
の
展
示
で
は
岡
山
史
料
ネ

ッ
ト
が
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得

て
行
っ
て
き
た
文
書
史
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活

動
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。
大
日
庵
世
話
人

の
方
々
も
連
れ
だ
っ
て
見
え
ら
れ
た
。
被
災

後
一
年
と
い
う
こ
と
で
、
報
道
さ
れ
る
機
会

が
多
か
っ
た
た
め
か
、
地
元
の
方
々
、
文
化

財
を
保
管
す
る
寺
院
関
係
の
来
訪
も
多
か
っ

た
。
こ
う
い
っ
た
場
合
に
は
博
物
館
も
お
手

伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
、
と
い
う

ア
ナ
ウ
ン
ス
に
は
な
っ
た
と
思
う
。

さ
て
、
こ
れ
で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

仏
像
は
拝
め
る
姿
に
ま
で
は
な
っ
た
け
れ
ど

も
、
大
日
庵
の
建
造
物
は
な
く
な
り
堤
防
の

拡
張
工
事
の
た
め
、
今
は
お
戻
り
に
な
れ
る

場
所
が
な
い
。
新
た
な
場
所
を
探
し
、
建
物

も
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
だ
ま
だ
復

興
半
ば
で
あ
る
。
す
ぐ
に
は
無
理
だ
が
い
ず

れ
は
大
日
堂
を
再
興
し
て
仏
様
を
お
迎
え
し

た
い
と
世
話
人
さ
ん
が
話
し
て
帰
ら
れ
た
。

公
開
も
終
わ
り
、
仏
像
は
ひ
と
ま
ず
宝
生

院
預
か
り
と
な
っ
た
。
12
月
に
は
仏
様
に
つ

い
て
寺
で
地
元
の
皆
さ
ん
に
お
話
し
す
る
機

会
を
い
た
だ
い
た
。
そ
ん
な
に
古
い
仏
像
が

こ
の
地
域
に
あ
っ
た
の
か
、
こ
こ
が
古
代
に

は
そ
ん
な
に
重
要
な
地
域
だ
っ
た
の
か
、
と
、

あ
ら
た
め
て
誇
り
を
持
た
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

そ
し
て
明
治
21
年
と
書
い
て
あ
っ
た
胎
内
文

書
は
、
明
治
13
年
有
井
で
33
名
も
の
死
者
を

出
し
た
水
害
後
の
大
日
堂
の
再
建
に
合
わ
せ

納
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
だ

と
す
れ
ば
再
建
ま
で
に
９
年
か
か
っ
て
い
る
、

ど
う
ぞ
ゆ
っ
く
り
と
あ
せ
ら
ず
事
を
進
め
て

下
さ
い
、
と
お
伝
え
し
た
。

災
害
後
は
、
ま
ず
生
活
再
建
が
優
先
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
間
に

も
損
傷
が
進
み
、
放
棄
さ
れ
る
文
化
財
も
あ

る
。
何
を
急
ぎ
、
何
を
後
回
し
に
す
る
か
、
自

十
分
に
乾
燥
し
た
の
ち
に
、
館
内
に
あ
る

燻
蒸
施
設
で
、
防
黴
防
虫
処
理
を
終
え
た
。

も
う
年
の
瀬
を
迎
え
て
い
た
。
さ
て
、
こ
こ

か
ら
が
問
題
で
あ
っ
た
。
仏
師
の
技
も
な
く
、

資
金
も
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
上
の

こ
と
が
で
き
な
い
。
大
日
庵
を
お
守
り
し
て

い
た
住
民
の
皆
さ
ん
は
ま
だ
ま
だ
復
興
に
追

わ
れ
て
い
て
、
修
復
費
用
の
相
談
な
ど
で
き

な
い
。
岡
山
県
文
化
財
課
に
相
談
を
持
ち
掛

け
た
と
こ
ろ
で
、
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
り
、
幾
分
か
の
助
成
（
Ｇ
Ｂ
フ
ァ
ン
ド
・

芸
術
文
化
に
よ
る
災
害
復
興
支
援
フ
ァ
ン

ド
）
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
完
全
修
復
が
で
き
る
金
額
で
は
な
い
が
、

何
と
か
皆
さ
ん
が
手
を
合
わ
せ
て
拝
め
る
姿

に
ま
で
は
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
れ
ま

で
各
所
の
仏
像
修
理
で
お
世
話
に
な
っ
た
赤

磐
市
在
住
の
仏
師
Ｈ
氏
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

快
く
協
力
の
申
し
出
が
得
ら
れ
た
。
さ
っ
そ

く
宝
生
院
を
通
じ
、
大
日
庵
世
話
人
の
皆
様

に
お
伝
え
し
修
復
の
了
解
を
い
た
だ
い
た
。

分
に
も
出
来
る
作
業
、
技
術
者
に
頼
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
作
業
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

識
別
し
な
が
ら
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
を
進
め

て
い
く
し
か
な
い
。
現
在
の
文
化
財
レ
ス
キ

ュ
ー
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
労
力
、
専

門
家
の
助
言
、
善
意
の
技
術
者
と
基
金
な
ど

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
地
域
の
歴
史

や
文
化
、
地
域
の
誇
り
を
伝
え
る
活
動
に
、

行
政
も
ま
た
、
資
金
や
普
及
啓
発
お
い
て
今

後
一
層
関
わ
っ
て
欲
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

中田利枝子（なかた・りえこ）

倉敷市生まれ。平成元年より、岡山県
立博物館学芸員、平成20年より岡山
県立美術館主任学芸員、同学芸課長、
岡山県立博物館統括学芸員として勤
務。令和2年3月定年退職。同4月より、
就実大学非常勤講師、一般財団法人倉
敷山田コレクション学芸アドバイザー。
宗教美術作品の調査、作品保護および
修復に関わるアドバイスを続けている。

大日庵 毘沙門天立像の修復から紐解かれる地域の災害史と復興

納入された品は、明治21年、有井村の人が生駒の毘沙門天像の御守りを「御真像」として納めたものとわかる。背
面の一枚板による修理、竹筒の容器はこの時に調えたと判断される。
大日庵境内の石碑には、有井村で明治13年に大洪水があり、33名もの人命が失われた記録が刻まれている。この
納入品は災害から8年を経た後の復興、再建の際の納入と推測する。生活が落ち着くまで、さらにそこからの文化
財復興には時間がかかるが、あぜらずに、と教えてくれているようだ。（中田）

搬入直後の毘沙門天立像　 頭部ほか

胎内納入状況

修復完了間近の毘沙門天立像

搬入直後の毘沙門天立像　 体躯

修復完了後、世話人皆様の
来館

文書が納入されていた
竹筒

納入品（文書と鋳像
を包んだもの）

納入品の包みを開く

書付と毘沙
門天鋳像

毘沙門天立像体内納入品
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西
日
本
豪
雨
で
の
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み

歴
史
文
書
を
残
す

今
津
勝
紀
（
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
）

呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開

設
し
て
市
民
に
向
け
た
情
報
発
信
の
手
立
て

を
整
え
た
。

今
後
予
想
さ
れ
る
片
付
け
作
業
に
際
し
、

水
損
し
た
歴
史
資
料
が
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
呼
び
か
け
る
準
備
を
は
じ
め
、
七

月
一
四
日
付
け
の
山
陽
新
聞
に
は
被
災
者
の

生
活
情
報
欄
の
中
央
に
「
水
没
し
た
記
録
捨

て
な
い
で
」
と
呼
び
か
け
る
記
事
が
掲
載
さ

れ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
呼
び

か
け
の
ビ
ラ
を
配
布
し
、
片
付
け
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
差
配
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に

も
協
力
を
働
き
か
け
た
。
七
月
下
旬
に
は
被

災
資
料
の
情
報
も
入
る
よ
う
に
な
り
、
倉
敷

市
立
真
備
図
書
館
・
真
備
歴
史
民
俗
資
料
館

で
の
レ
ス
キ
ュ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
個
人

宅
の
資
料
な
ど
約
一
〇
〇
〇
点
を
救
出
し
た
。

こ
の
頃
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
な
ど
に
よ

り
真
備
で
の
レ
ス
キ
ュ
ー
の
様
子
も
伝
わ
る

よ
う
に
な
り
、
全
国
の
史
料
ネ
ッ
ト
や
市
民

か
ら
の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
。
岡
山
史
料
ネ

ッ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
県
内
の
行
政
機
関
や
大

学
の
関
係
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
の
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

っ
た
が
、
責
任
あ
る
体
制
の
構
築
が
急
務
と

な
っ
た
。
岡
山
県
教
育
庁
文
化
財
課
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
岡
山
県
文
化
財
等
救
済
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
県
内
の
自
治
体
・
大
学
・
博
物

西
日
本
豪
雨
で
の
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト

岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
は
、
災
害
時
に
歴
史
資

料
が
少
し
で
も
滅
失
す
る
こ
と
を
く
い
止
め

る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
だ
。
災
害
に

見
舞
わ
れ
る
前
か
ら
予
防
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
り
準
備
し
て
お
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、

二
〇
〇
五
年
に
日
本
最
初
の
予
防
型
ネ
ッ
ト

と
し
て
、
岡
山
大
学
に
事
務
局
を
お
き
ス
タ

ー
ト
し
た
。
歴
史
資
料
の
所
在
調
査
や
水
損

資
料
の
処
理
方
法
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
講
演
会
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
回
、
否

応
な
く
予
防
型
か
ら
実
践
型
ネ
ッ
ト
へ
と
移

行
し
た
。

二
〇
一
八
年
七
月
に
西
日
本
豪
雨
が
発
生

し
、
倉
敷
市
真
備
町
を
は
じ
め
と
し
て
、
岡

山
市
、
総
社
市
、
高
梁
市
な
ど
県
内
各
地
に

甚
大
な
被
害
が
及
ぶ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

歴
史
資
料
な
ど
文
化
財
の
レ
ス
キ
ュ
ー
が
必

要
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
す
る
。
す
ぐ
さ
ま
県

内
の
関
係
者
と
連
絡
を
と
り
、
情
報
共
有
を

な
お
、
古
文
書
な
ど
狭
義
の
歴
史
資
料
だ

け
で
な
く
、
屏
風
・
仏
像
な
ど
の
美
術
資
料

の
レ
ス
キ
ュ
ー
に
も
そ
れ
ぞ
れ
倉
敷
市
歴
史

資
料
整
備
室
・
県
立
博
物
館
と
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
ん
だ
。
修
復
の
完
了
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
返
却
す
る
と
と
も
に
、
目
録
な

ど
を
作
成
し
公
刊
し
て
い
る
。
現
在
も
作
業

は
継
続
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
レ
ス
キ
ュ

ー
し
た
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
事
柄
に

つ
い
て
、
現
地
で
の
講
座
や
講
演
会
な
ど
を

企
画
し
て
ゆ
き
た
い
。

史
料
ネ
ッ
ト
運
動
の
め
ざ
す
も
の

史
料
ネ
ッ
ト
と
い
う
運
動
が
形
を
な
し
た

の
は
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
が

き
っ
か
け
で
、
以
来
、
地
震
や
水
害
な
ど
の

災
害
で
地
域
の
歴
史
資
料
な
ど
文
化
財
が
失

わ
れ
る
こ
と
を
少
し
で
も
防
ご
う
と
い
う
活

動
が
全
国
各
地
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。
今
で

こ
そ
、
災
害
発
生
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

躍
す
る
の
は
よ
く
見
ら
れ
る
光
景
だ
が
、
そ

れ
ま
で
の
日
本
で
は
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
あ
ま
り
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ

と
も
な
か
っ
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
惨
状

を
見
る
に
見
か
ね
た
多
く
の
市
民
が
、
自
分

の
出
来
る
こ
と
を
手
伝
お
う
と
動
き
出
し
た

の
が
こ
の
年
で
あ
り
、
一
九
九
五
年
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
元
年
と
も
呼
ば
れ
る
。

災
害
に
際
し
て
は
、
莫
大
な
公
費
が
注
ぎ

込
ま
れ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
を
最
優
先

と
し
て
、
ハ
ー
ド
面
の
再
建
が
も
の
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
で
進
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
然
の

こ
と
だ
が
、
損
壊
、
倒
壊
し
た
家
屋
の
撤
去

に
と
も
な
い
、
そ
の
家
で
伝
え
て
い
た
も
の

な
ど
が
、
ど
ん
ど
ん
捨
て
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と

に
も
な
る
。
本
来
、
こ
う
し
た
際
に
力
を
発

揮
す
べ
き
自
治
体
の
職
員
も
災
害
対
応
で
忙

殺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
地
域
の

歴
史
を
伝
え
る
も
の
が
何
も
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
危
機
感
を
若

手
の
歴
史
研
究
者
た
ち
が
共
有
し
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
、
被
災
し
た
家
屋
を
一
軒
一
軒
訪
ね
、

歴
史
資
料
を
生
活
の
再
建
が
な
る
ま
で
一
次

的
に
お
預
か
り
し
ま
す
、
必
要
な
ら
ば
修
復

な
ど
も
し
ま
す
と
ビ
ラ
を
配
り
、
呼
び
か
け

て
回
る
活
動
を
は
じ
め
た
。
こ
れ
が
史
料
ネ

ッ
ト
の
原
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
か
ら
二
五
年
前
の
活
動
は
困

難
を
き
わ
め
た
。
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
広
い

意
味
で
の
文
化
財
に
つ
い
て
の
社
会
的
認
知

が
低
か
っ
た
。
被
災
し
た
家
々
を
回
っ
て
み

る
と
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
と
、
あ
し

ら
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
都
度
、
お
宝
の
よ
う
な
古
文
書
で
は
な
く
、

み
な
さ
ん
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
日
々
の
生

活
の
痕
跡
が
大
事
で
す
の
で
、
そ
う
し
た
も

岡山史料ネット
岡山史料ネットは、災害時に歴史資料が少しでも滅失することをくい止めるためのボラ
ンティア組織だ。災害に見舞われる前から予防的にネットワークを作り準備しておこう
ということで、二〇〇五年に日本最初の予防型ネットとして、岡山大学に事務局をおき
スタートした。歴史資料の所在調査や水損資料の処理方法などのワークショップや講演
会などを行ってきたが、今回、否応なく予防型から実践型ネットへと移行した。

〒700-8530 岡山市北区津島中3-1-1 岡山大学日本史研究室内
電話&FAX 086-251-7569
e-mail：okayamasiryonet@gmail.com　http://okayamasiryonet.s1008.xrea.com/

館
協
議
会
・
建
築
士
会
な
ど
、
主
と
し
て
機

関
の
連
携
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岡
山

史
料
ネ
ッ
ト
は
個
人
の
資
格
で
参
加
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
し
て
位
置
け
、
規
約
の

制
定
な
ど
組
織
整
備
を
行
っ
た
。

発
災
以
来
、
歴
史
資
料
の
現
状
確
認
に
回

る
と
と
も
に
、
レ
ス
キ
ュ
ー
が
断
続
的
に
継

続
す
る
が
、
救
出
し
た
資
料
の
ほ
と
ん
ど
は

臭
気
も
ひ
ど
く
、
黴
や
腐
敗
が
進
行
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
す
ぐ
に
処
理
で
き
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
冷
凍
し
て
時
間
を
稼
ぐ
こ
と

と
し
、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
・
古
代
吉
備

文
化
財
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
協
力
を
え
た
。
一

〇
月
に
は
岡
山
大
学
社
会
文
化
科
学
研
究
科

文
明
動
態
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
、
地

域
歴
史
資
料
学
・
地
域
史
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
立
ち
上
が
り
、
岡
山
大
学
内
に
保
管
・

整
理
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
た
の

で
、
以
後
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
、
月
に
複

数
回
、
洗
浄
と
乾
燥
を
中
心
と
し
た
整
理
・

修
復
作
業
を
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ

て
行
っ
て
い
る
。
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真備図書館
ほか公文書類

民間資料

岡山大学

県立
記録資料館

ノートルダム清心女子大学県立美術館
博物館協議会

県文化財課

倉敷市総務・学校
教育・文化財

YeY絵画修復
チーム

全国ネット

県ネット

岡山史料
ネット

真備支所公文書
学校関係文書

個人
写真・作
文・書画・
日記

2019.7現在の県内の状况

社会文化科学研究科
文明動態学研究センター

県立博物館
博物館協議会

就実大学

仏像

の
も
残
せ
る
と
い
い
で
す
ね
、
な
ど
と
説
明

は
す
る
が
、
理
解
を
得
る
の
は
困
難
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
今
で
こ
そ
、
こ
う
し
た
地
域
に

残
さ
れ
た
人
間
の
痕
跡
を
地
域
歴
史
資
料
な

ど
と
呼
称
し
て
い
る
が
、
当
時
は
文
化
財
保

護
を
主
管
す
る
文
化
庁
を
は
じ
め
都
道
府
県
、

市
町
村
の
教
育
委
員
会
で
も
そ
う
し
た
資
料

を
保
全
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い

な
か
っ
た
。
行
政
は
文
化
財
保
護
法
で
指
定

し
た
文
化
財
の
保
護
、
保
全
の
義
務
を
負
う

が
、
そ
こ
か
ら
は
ず
れ
る
未
指
定
文
化
財
の

保
護
、
保
全
は
業
務
外
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
流
れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
東
日
本
大

震
災
の
経
験
で
あ
り
、
こ
の
点
は
、
今
回
の

災
害
に
際
し
て
、
県
文
化
財
課
・
県
立
記
録

資
料
館
・
県
立
美
術
館
・
県
立
博
物
館
な
ど

か
ら
多
大
な
支
援
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
、
前

進
し
た
こ
と
を
実
感
し
た
。
関
係
各
位
に
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

災
害
時
に
、
住
み
慣
れ
た
町
、
見
慣
れ
た

景
観
、
そ
こ
に
織
り
込
ま
れ
た
人
と
人
と
の

関
係
が
瞬
時
に
崩
壊
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち

は
こ
う
し
た
も
の
を
一
挙
に
喪
失
す
る
の
だ

が
、
本
当
の
意
味
で
の
復
興
っ
て
ど
う
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。
人
間
の
生
存
を
保
証
す
る
イ

ン
フ
ラ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
そ

の
上
で
、
人
間
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
の
な

か
で
生
き
て
い
る
。
誕
生
し
た
瞬
間
か
ら
所

与
の
関
係
に
取
り
込
ま
れ
、
自
ら
の
生
存
を

確
保
す
る
た
め
の
諸
関
係
を
時
に
選
択
し
、

創
出
す
る
。
そ
う
し
た
生
命
の
い
と
な
み
が

歴
史
で
あ
り
、
そ
の
様
式
を
文
化
と
い
っ
て

も
い
い
だ
ろ
う
。
家
族
や
地
域
も
こ
う
し
た

関
係
の
ひ
と
つ
な
の
だ
が
、
私
た
ち
の
生
存

と
生
活
は
歴
史
と
文
化
に
よ
り
支
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
う
、
私
た
ち
は
歴
史
と
文
化
な
く

し
て
は
生
き
ら
れ
な
い
の
だ
。

例
え
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
岡
山
は
焼

け
野
原
に
な
る
が
、
す
ぐ
さ
ま
後
楽
園
の
整

備
が
開
始
さ
れ
、
し
ば
ら
く
し
て
岡
山
城
天

守
閣
の
「
再
建
」
が
目
指
さ
れ
る
。
よ
う
や

く
、
高
度
経
済
成
長
期
に
岡
山
城
の
天
守
閣

は
「
再
建
」
さ
れ
る
が
、
岡
山
と
い
う
場
を

共
有
す
る
人
た
ち
の
「
大
切
な
も
の
」、
拠
り

所
と
し
て
後
楽
園
と
天
守
閣
は
必
要
だ
っ
た

の
だ
。
岡
山
城
天
守
閣
の
「
再
建
」
と
ほ
ぼ

同
時
期
に
『
岡
山
市
史
』
の
編
纂
も
実
施
さ

れ
る
が
、
こ
れ
も
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
で
、

自
ら
の
位
置
を
確
か
め
、
こ
れ
か
ら
進
む
方

向
を
再
認
識
す
る
こ
と
で
あ
り
、
市
民
の
未

来
に
向
け
て
の
事
業
で
も
あ
っ
た
。
個
人
や

地
域
社
会
に
と
っ
て
、
そ
の
歴
史
と
文
化
を

支
え
る
、
資
料
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
モ
ノ
や
関
係
は
、
み
な
「
大
切
な
も
の
」

な
の
で
あ
る
。

当
初
は
、
若
手
の
歴
史
研
究
者
が
主
体
と

な
っ
た
史
料
ネ
ッ
ト
運
動
で
あ
っ
た
が
、
今

や
こ
れ
は
決
し
て
歴
史
家
に
よ
る
歴
史
家
の

た
め
の
資
料
保
存
運
動
な
の
で
は
な
い
。
史

料
ネ
ッ
ト
運
動
は
、
歴
史
資
料
の
救
済
・
保

全
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
を
見
つ
め
直
す
、
し
か
も
生
活
者
を
主
体

と
し
た
新
た
な
地
域
や
町
作
り
の
運
動
と
い

っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
歴
史
家
は
、
そ
の
職

能
に
応
じ
て
、
ほ
ん
の
少
し
お
手
伝
い
す
る

に
す
ぎ
な
い
が
、
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
う
。

今津勝紀（いまづ・かつのり）

岡山大学大学院社会文化科学研究科教授
1963年、東京都に生まれる。岡山大学文学部卒業後、京都大学大学院文学
研究科単位取得退学。博士（文学）。鳥取女子短期大学・樟蔭女子短期大学
をへて1998年より岡山大学文学部助教授、2013年から現職。17年４月か
ら同大学附属図書館長。専門は日本古代史。日本古代社会史、ヤマト王権
形成過程の地域史的研究に取り組んでいる。主著に、『日本古代の税制と社
会』塙書房、2012年、『戸籍が語る古代の家族』吉川弘文館、2019年。

　

地
域
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
歴
史
資
料
」

に
は
、
江
戸
時
代
以
前
の
文
書
や
書
籍
と
い

っ
た
紙
媒
体
の
モ
ノ
だ
け
で
は
な
く
、
美
術

資
料
（
仏
像
、
絵
画
、
彩
色
絵
図
な
ど
）
や

石
造
物
な
ど
も
含
ま
れ
る
。「
歴
史
資
料
」
と

一
般
に
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
多
い

と
み
ら
れ
る
が
、
近
現
代
の
葉
書
、
書
籍
、
ア

ル
バ
ム
、
写
真
、
襖
の
下
張
り
、
新
聞
、
チ

ラ
シ
な
ど
、
そ
こ
か
ら
歴
史
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
は
す
べ
か
ら
く
「
歴
史
資
料
」

と
み
て
よ
い
。

ま
た
、
伝
承
や
音
声
（
民
謡
な
ど
）
の
よ

う
な
無
形
物
も
「
歴
史
資
料
」
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
現
代
の
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
や
映
像
・
音
声
も
、
将
来
的
に
は
「
歴

史
資
料
」
に
含
ま
れ
て
い
く
も
の
が
多
く
あ

る
と
み
ら
れ
る
（「
歴
史
資
料
」
の
意
義
や
保

存
方
法
に
つ
い
て
は
、
奥
村
弘
編
『
歴
史
文

化
を
大
災
害
か
ら
守
る
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
所
収
の
論
考
な
ど
を
参
照
さ
れ

た
い
）。 歴

史
資
料
と
は
？

岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
の
レ
ス
キ
ュ
ー
史
料
と
そ
の
整
理
・
活
用

東
野
将
伸
（
岡
山
大
学
社
会
文
化
科
学
研
究
科
・
講
師
）

「
歴
史
資
料
」
の
中
で
も
、
現
時
点
ま
で
の

岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
で

は
、
近
世
・
近
現
代
の
文
書
と
書
籍
を
主
な

対
象
と
し
て
い
る
。
和
紙
に
墨
で
書
か
れ
た

文
書
は
、
水
に
浸
し
て
の
洗
浄
作
業
や
乾
燥

の
工
程
を
経
て
も
も
と
の
文
書
の
形
態
や
文

字
の
形
を
保
つ
場
合
が
多
く
、
特
殊
な
技
能

を
必
要
と
し
な
い
修
復
の
方
法
が
確
立
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
一
方
で
、
彩
色
の
美
術
資
料
や

洋
紙
・
イ
ン
ク
が
使
用
さ
れ
た
文
書
な
ど
は
、

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
な
い
よ
う
に
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
作
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
、
専

門
の
修
復
家
集
団
で
は
な
い
岡
山
史
料
ネ
ッ

ト
で
は
手
に
余
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
今
後
、

簡
便
か
つ
効
果
的
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の

開
発
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

レ
ス
キ
ュ
ー
し
た
歴
史
資
料
を
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
し
た
後
、
目
録
の
作
成
や
写
真
撮
影
な

ど
を
行
い
、
そ
の
後
所
蔵
者
へ
返
却
し
た
り
、

し
か
る
べ
き
保
存
機
関
へ
の
寄
贈
を
検
討
し

た
り
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
岡
山
史
料
ネ

ッ
ト
で
は
い
く
つ
か
の
文
書
群
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
現
時
点

で
「
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
武
藤
家
文
書
」

（
以
下
、
武
藤
家
文
書
、
下
段
の
写
真
を
参

照
）
に
つ
い
て
は
、
全
点
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

作
業
と
目
録
作
成
が
完
了
し
て
い
る
（
詳
細

は
上
村 

和
史 

・
東
野 

将
伸
「
岡
山
県
御
津

郡
金
川
村
武
藤
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
介
」

（『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科

紀
要
』 

四
九
、
二
〇
二
〇
年
を
参
照
さ
れ
た

い
）。

　

武
藤
家
文
書
は
、
西
日
本
豪
雨
発
生
か
ら

一
ヶ
月
弱
が
経
過
し
た
二
〇
一
八
年
七
月
二

六
日
に
、
家
屋
の
片
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
へ
と
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
っ
た
文
書
群
で
あ
る
。

　

同
文
書
は
、
明
治
一
〇
年
代
か
ら
昭
和
四

〇
年
代
ま
で
の
文
書
や
書
籍
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
総
点
数
は
二
八
一
点
、
こ
の
中
で
も

武
藤
家
の
家
業
で
あ
っ
た
醤
油
醸
造
業
関
係

資
料
や
決
算
書
類
、
日
露
戦
争
期
の
軍
事
郵

便
、
教
科
書
や
学
習
ノ
ー
ト
な
ど
の
教
育
関

係
資
料
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

史
料
か
ら
は
、
御
津
地
域
の
近
現
代
を
復
元

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
加
え
て
、
地
域

の
有
力
者
の
経
済
・
教
育
活
動
や
戦
争
と
地

域
と
の
関
係
、
出
征
兵
士
の
思
想
と
い
っ
た
、

日
本
近
代
史
研
究
の
重
要
な
論
点
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
見
す
る
と
近
現
代
の
古

い
紙
と
冊
子
の
集
ま
り
に
見
え
る
文
書
群
で

あ
る
が
、
レ
ス
キ
ュ
ー
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作

業
を
通
じ
て
、
今
後
の
地
域
社
会
の
存
続
に

貢
献
で
き
る
も
の
と
し
て
整
備
さ
れ
た
と
言

え
る
。
武
藤
家
文
書
が
現
在
の
状
態
に
ま
で

至
っ
た
こ
と
は
、
多
く
の
方
々
の
善
意
と
働

き
か
け
の
賜
物
で
あ
る
。
関
係
各
位
の
ご
協

力
に
は
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

武
藤
家
文
書
の
事
例
を
み
て
も
わ
か
る
通

り
、
地
域
の
方
々
、
行
政
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
、
多
く
の
人
々
の
協
力
の
中
で
「
歴
史

資
料
」
は
そ
の
命
脈
を
保
っ
て
い
く
。
岡
山

史
料
ネ
ッ
ト
も
こ
の
よ
う
な
「
歴
史
資
料
」

の
保
全
を
目
的
と
す
る
組
織
の
一
つ
と
し
て
、

今
後
と
も
よ
り
よ
い
体
制
を
模
索
し
つ
つ
、

長
く
活
動
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

武藤家文書と被災家屋の片
付 け ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々

（2018年7月26日）
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第１章　残す。私たちは真備に何を残そうとしたのか

　

被
災
さ
れ
た
方
の
災
害
で
汚
損
し
た
写
真

は
、
そ
の
方
々
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
貴
重

な
も
の
で
あ
り
、
思
い
出
そ
の
も
の
で
す
。

「
お
ば
あ
さ
ん
の
写
真
は
こ
れ
し
か
な
い
ん

じ
ゃ
。」
と
写
真
を
持
ち
込
ま
れ
る
方
も
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
思
い
返
さ
れ
ま

す
。
写
真
を
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち

や
、
写
真
を
災
害
か
ら
残
す
事
は
、
被
災
者

の
皆
様
の
「
明
日
へ
の
希
望
を
つ
な
ぐ
も

の
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、写
真
だ
け
で
は
な
く
、賞
状
・

卒
業
証
書
・
文
集
・
習
字
・
お
絵
か
き
帳
・

卒
業
ア
ル
バ
ム
・
プ
リ
ク
ラ
な
ど
思
い
出
の
も

の
も
残
す
た
め
の
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

企
業
や
商
品
の
写
真
撮
影
が
私
の
仕
事
で

す
。
２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
の
時
に
写

真
洗
浄
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験

か
ら
も
西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
、
真
備
町
は

浸
水
深
度
が
深
い
地
域
が
多
い
こ
と
か
ら
必

ず
写
真
が
被
災
し
て
い
る
と
安
易
に
想
像
で

き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
西
日
本
豪
雨
災
害
直

後
に
「
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
を
通

じ
て
、
写
真
洗
浄
活
動
を
真
備
町
で
開
始
す

る
旨
を
宣
言
・
広
報
し
、
併
せ
て
「
お
か
や

ま
コ
ー
プ
」、「
倉
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
」

に
は
、
写
真
洗
浄
の
企
画
書
を
手
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

お
か
や
ま
コ
ー
プ
は
発
災
当
時
、
炊
き
出

し
な
ど
の
被
災
地
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
私

た
ち
に
は
大
量
の
写
真
を
保
管
管
理
す
る
た

め
の
コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
資
材
を
提
供
く
だ
さ

り
、
ハ
ー
ト
フ
ル
ネ
ッ
ト
と
い
う
コ
ー
プ
組

合
員
の
助
け
合
い
活
動
の
中
で
独
自
に
写
真

洗
浄
会
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

倉
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
写
真
の
受

付
を
行
っ
て
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
機
材
の

提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
、
活
動
証
明
書

思
い
出
を
残
し

未
来
へ
の
希
望
へ
つ
な
ぐ

民
間
資
料
・
思
い
出
を
残
す

森
田 

靖
（
真
備
町
写
真
洗
浄
＠
あ
ら
い
ぐ
ま
岡
山
）

災
害
か
ら

「
思
い
出
」
を
残
す

な
ぜ
そ
の
取
り
組
み
を

し
た
か
？

の
発
行
手
続
き
な
ど
活
動
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
写
真
洗
浄
と

い
う
活
動
を
、
倉
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

運
営
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
一

部
門
の
よ
う
な
扱
い
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
が
、
よ
り
多
く
の
写
真
を
お
預
か
り
し
、

残
す
た
め
の
作
業
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

原
動
力
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
初
期
は
写
真
を
残
す
ど
こ
ろ
で

な
く
、
泥
で
だ
め
に
な
っ
た
家
財
と
一
緒
に

廃
棄
さ
れ
た
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
私
た
ち
は
ま
ず
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
チ
ラ
シ
を
お
い
て
も
ら

い
、「
写
真
を
捨
て
な
い
で
ほ
し
い
」
と
い

う
呼
び
か
け
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
発

災
か
ら
２
か
月
後
、
９
月
の
終
わ
り
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
依
頼
で
写
真
洗

浄
講
習
会
を
開
催
し
、
そ
の
後
に
は
ど
ん
ど

ん
洗
浄
依
頼
写
真
が
増
え
て
い
き
、
毎
週
写

真
洗
浄
会
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
何
年
も
の
長
期
に
わ

た
る
た
め
、
安
心
し
て
大
量
の
写
真
を
保
管

し
作
業
す
る
た
め
に
十
分
な
環
境
の
整
っ
た

拠
点
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
真
備
は
町
全
体

が
被
災
し
て
い
た
の
で　

公
民
館
な
ど
の
公

共
の
ス
ペ
ー
ス
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
て
し

ま
い
、
拠
点
の
確
保
に
苦
労
を
し
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
の
年
末
に
は
作
業
場
所
を
川
辺

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
て
、

し
ば
ら
く
す
る
と
協
力
し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ

フ
も
増
え
て
平
日
も
作
業
が
で
き
る
環
境
が

整
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
活
動
に
は
、「
誰
で
も
で
き
る

２
０
１
８
年
12
月
ご
ろ
。
ア
ル
バ
ム
か
ら
の
切
り
出
し
・
写

真
洗
浄
作
業
。
班
ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
管
理
・
指
導
に

あ
た
る
こ
と
に
し
て
い
た
。徐
々
に
リ
ー
ダ
ー
が
増
え
て
い
っ

た
。
真
備
保
健
福
祉
会
館
に
て
。

２
０
１
９
年
１
〜
３
月
。
写
真
洗
浄
依
頼
が
最
も
多
か
っ
た

時
期
。
預
か
っ
た
写
真
ア
ル
バ
ム
は
ま
ず
開
い
て
乾
燥
さ
せ

る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
。
ま
び
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
に
て
。

誰
で
も
で
き
る
か
ら

こ
そ
の
課
題

２
０
１
９
年
１
月
よ
り
、
作
業
場
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
内
に
移
転
し
た
。
現
場
チ
ー
ム
か
ら
写
真
洗
浄
に
参

加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
増
え
、
そ
の
中
か
ら
新
た
に
活
動

に
定
着
し
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
有
志
が
生
ま
れ
た
。

ボ
ラ
セ
ン
内
に
移
転
し
た
こ
と
で
参
加
者
は
飛
躍
的
に
増
加

し
た
。
現
場
の
ニ
ー
ズ
状
況
に
応
じ
、
過
剰
に
な
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
写
真
洗
浄
で
受
け
入
れ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

力
を
取
り
こ
ぼ
さ
ず
活
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２０１９年９〜１０月 当初は真備保健福祉会館ガレージで「写真洗浄講習会」という名
目で行っていた。徐々に写真洗浄の依頼が増えレギュラー活動とすることに。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
老
若
男
女
い
ろ
ん

な
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
多
い
と
き
は

１
日
１
２
８
名
、
２
０
２
１
年
１
月
24
日
で

約
８
５
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
洗
浄
は
誰
に
で
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
が
、
や
は
り
初
参
加
の
方
に
は
や

り
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

多
く
の
参
加
者
が
水
濡
れ
し
た
写
真
を
目

に
す
る
こ
と
が
初
め
て
の
方
で
す
。
一
度
水

に
浸
か
っ
た
写
真
は
色
落
ち
し
や
す
く
、
さ

ら
に
泥
汚
れ
が
あ
り
、
黴
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
ど
の
部
分
を
き
れ
い
に

洗
浄
し
、
ど
の
部
分
を
色
落
ち
し
な

い
よ
う
に
注
意
深
く
洗
浄
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
の
見
極
め
は
、
ま

ず
は
私
た
ち
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
勢
の
参
加
者
の
作
業
の

質
を
出
来
る
限
り
一
定
に
保
つ
た
め

に
は
、
写
真
洗
浄
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が

で
き
る
経
験
者
に
長
く
作
業
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
日
に
よ
っ
て
増
え

た
り
減
っ
た
り
す
る
参
加
人
数
に
対

応
で
き
る
十
分
な
会
場
ス
ペ
ー
ス
や

資
機
材
、
消
耗
品
の
調
整
に
も
注
意
が
必
要

で
し
た
。

　

何
年
に
も
わ
た
る
私
た
ち
の
活
動
で
は
、

ス
タ
ッ
フ
で
意
思
疎
通
を
常
時
行
い
、
大
事

な
こ
と
や
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
み
ん
な
で
決
め
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
多
く
の
方
々
が
集
ま
る
団
体
と
し

て
、
機
能
的
・
効
率
的
に
、
そ
し
て
作
業
の

み
ん
な
で
作
業
す
る

工
夫
を

ど
う
取
り
組
ん
だ
の
か
？
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第１章　残す。私たちは真備に何を残そうとしたのか

ッ
フ
、
ご
ラ
ン
テ
ィ
ア
共
に
作
業
内
容
だ
け

で
な
く
、
活
動
に
対
す
る
思
い
や
感
想
も
共

有
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
洗
浄
作
作
業
は
、
困
っ
た
人
を
助
け

よ
う
と
思
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
く
て

も
、
体
力
的
な
こ
と
な
ど
で
き
な
か
っ
た
方

で
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
る
。

そ
し
て
、
作
業
し
な
が
ら
適
度
に
お
し
ゃ
べ

り
す
る
し
、
し
な
く
て
も
い
い
。

　

初
対
面
で
も
何
度
か
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
仲
良
く
な
れ
た
り
、
適
度
な
距
離
感
で

親
し
く
な
れ
る
場
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

同
士
の
交
流
が
深
ま
っ
て
い
く
も
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

写
真
洗
浄
作
業
に
参
加
す
る
こ
と
で
災
害

に
対
し
て
「
私
も
何
か
が
で
き
た
」
と
い
う

達
成
感
を
得
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
作
業
を

し
な
が
ら
話
を
す
る
こ
と
で
作
業
す
る
方
自

身
の
癒
し
の
効
果
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
被
災
地
で
あ
る
真
備
の
方
々
も
参
加
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り　

地
元
に
根
ざ
し
た

活
動
に
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
私
た
ち
の

喜
び
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
災
害
に
お
け
る
写
真
洗
浄
の
取
り
組
み
を

質
を
一
定
に
保
つ
た
め
に
は
皆
で
様
々
な
工

夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

　

お
預
か
り
し
た
写
真
は
、
一
家
族
分
で
も

何
百
枚
に
上
る
場
合
も
あ
り
、
一
枚
一
枚
、

所
有
者
を
間
違
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

誰
が
ど
の
ご
家
族
の
写
真
洗
浄
作
業
に
は
い

っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
作
業
の
進
捗
状
況
が

分
か
り
、
作
業
後
に
は
次
の
作
業
者
に
ス
ム

ー
ズ
に
作
業
を
引
き
継
ぐ
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
お
預
か
り
し
た
個
々
の
写
真

森田 靖

写真撮影が 本業。2000 年鳥取
県西部地震でボランティアデ
ビュー　2002 年岡山県 登 録災
害ボランティアコーディネー
ター 登 録。2011 年 東日本 大 震
災の後　倉敷市社会福祉協議会
と協働で写真洗浄をおこなった

２０１８年７月６日 ３日続く激しい雨　全国放送で災害が起こるといわれ　警戒態勢に。　11時ごろ　真備で堤防が決壊し　浸水被害にあった
ことを知る。

７月７日 近隣地域の被害状況調査　復旧活動に参加。隣接地域の被害状況調査

７月８日 岡田小学校で　避難所運営のお手伝い

７月9日 災害支援ネットワーク岡山設立。のちに世話人に就任。

７月１１日 倉敷市災害ボランティアセンター設立。被害状況の調査と会場設営を開始。コーディネーターとしてマッチングと
送迎。会場設営、資機材地図などの準備を行う。

７月１３日~１５日 県災害ボランティアコーディネーターとして箭田サテライト勤務
以後、９月末まで土日祝日は箭田サテライトにて勤務　また毎週木曜夜は災害支援ネットワークの会議に参加

８月中旬 あらいぐま岡山の設立と写真洗浄の企画書をネットワークの会議と倉敷社協・岡山コープに提出。写真の受付を
開始する。同時期に福井・文谷が笠岡で写真洗浄を開始。中谷が矢掛で写真洗浄を開始。

９月３０日 倉敷市災害ボランティアセンター主催で写真洗浄講習会を開催。福井をはじめ笠岡の活動メンバーが合流。真備で
の活動が講習会という形でスタート。初日から写真洗浄依頼が殺到した。

10月21日 多数の写真洗浄依頼を受け「真備町写真洗浄＠あらいぐま岡山」としてレギュラー活動に。本格的に町内の写真救
済に取り組んで行くことになる。

１２月 吹きさらしのガレージでは寒く写真が風で飛ばされることもあり、保健福祉センターの２階の大会議室を使わせて
もらう。

２０１８年年末〜 ボランティアセンターの移転に伴い、川辺のいきいきプラザに移転

２０１９年3月 ボランティアセンターが箭田の保健福祉センターに移転。写真は被災して市役所が倉庫として使っていた真備人権
ふれあい館を借りて保管。ボランティア作業は元田集会所を床をボランティア仲間が貼ってくれ、お借りする。

２０１９年５月 人権ふれあい館が解体になり、よくボランティア作業でおじゃましていた岡様の倉庫をお借りして　電気や床の補
修をしてもらって写真を保管できるようにさせてもらう。

２０１９年１２月 元田集会所が補修工事のため倉庫に全面移転、現在に至る。

真備町写真洗浄＠あらいぐま岡山の歩みと森田の動き

あらいぐま岡山
災害ボランティアセンター
の依頼で洗浄講習会を開
催したのがきっかけ。以後　
週末にボランティアを募り　
洗浄会を開催していくうち
に常連をまきこんで運営を
開始、運営資金を助成をい
ただくために団体を結成し
た。真備町写真洗浄会は現
在（2021年 1月）も活動中。

活
動
の
ひ
ろ
が
り

２
０
１
９
年
４
月
〜 

真
備
町
箭
田
「
元
田
集
会
所
」
に
移
転

す
る
。
多
く
の
施
設
が
被
災
し
た
町
内
に
あ
っ
て
、
利
用
で

き
る
施
設
は
限
ら
れ
た
。
リ
フ
ォ
ー
ム
・
解
体
待
ち
の
物
件

が
主
な
作
業
場
に
な
っ
た
。
住
民
の
方
々
の
ご
厚
意
に
よ
り

お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

元
田
集
会
所
に
移
っ
て
か
ら
は
よ
り
地
域
性
が
増
し
た
。
近

隣
住
民
が
中
心
と
な
り
活
動
を
牽
引
す
る
よ
う
に
な
る
。
元

田
集
会
所
で
の
活
動
は
２
０
１
９
年
12
月
ま
で
続
い
た
。

２０２０年１月より真備町箭田の岡工務店倉庫へ移転。４月より新型
コロナウイルス流行により休止。６月再開。以来、密を避けつつ感染
症対策を徹底し活動継続。

の
作
業
進
行
状
況
が
つ
か
め
る
よ
う
に
「
情

報
の
見
え
る
化
と
共
有
」
に
ポ
イ
ン
ト
を
お

き
ま
し
た
。

写
真
は
ご
家
族
ご
と
に
お
か
や
ま
コ
ー
プ
様

よ
り
お
借
り
し
た
コ
ン
テ
ナ
に
保
管
し
、
ネ

ッ
ト
上
に
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で
見
ら
れ
る

「
預
か
り
リ
ス
ト
」
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ナ
ご
と
に
作
業
状
況
が
わ

か
る
カ
ル
テ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
誰
で
も
参
加
し
や
す
い
、
居
心
地

の
良
い
場
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
ス
タ

伝
え
、
被
災
地
の
現
状
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て
き
ま

し
た
。
被
災
地
に
写
真
洗
浄
と
い
う
取
り
組

み
が
あ
り
、
災
害
で
失
い
か
け
た
写
真
を
残

す
こ
と
が
出
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
こ

と
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
西
日
本
豪
雨
災
害

以
後
の
災
害
地
で
も
写
真
洗
浄
を
行
う
地
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
活
動
に
賛
同

い
た
だ
い
た
他
地
方
の
方
々
に
真
備
の
被
災

写
真
を
持
ち
帰
り
、
自
分
た
ち
の
地
元
で
洗

浄
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
写
真
洗
浄
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
広
ま
り
と
共
に
、
私
た
ち
の
お
預

か
り
し
た
よ
り
多
く
の
被
災
写
真
を
よ
り
早

く
被
災
者
様
の
お
手
元
に
残
す
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
、
長
野
の
豪
雨
災
害
で
も
日
本

財
団
に
助
成
を
い
た
だ
き
、
現
地
で
写
真
洗

浄
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る
活
動
も
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
洗
浄
の
取
り
組
み
と
は
、「
汚
れ
て

傷
ん
だ
写
真
を
で
き
る
だ
け
き
れ
い
に
し
て

お
返
し
す
る
」
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
写
真
を
お
返
し
す
る
こ
と
で
、
被
災
者

様
に
災
害
に
立
ち
向
か
う
希
望
を
み
い
だ
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
私
た
ち
の
本
当
の
ゴ
ー

ル
だ
と
考
え
ま
す
。

　

写
真
洗
浄
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
依
頼
が
あ
れ
ば
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
に
出
か
け
て
い
き
、
写
真
の
保
全
を

考
え
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

こ
ん
な
に

よ
ー
し
て
も
ら
っ
た
ん
じ
ゃ
け

が
ん
ば
ら
に
ゃ
い
け
ん
な
ぁ
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真備洗浄作業工程パネル真備洗浄作業場に掲示しているパネルです。大まかな作業工程です。例外はたくさんありますが、状態の良い
写真は概ねこのような処置を施しています。参加者さんの創意工夫により処置方法は日々進化を続けています。

ページを
開いて
乾燥

洗濯ばさみ

空気が入る
乾く

写真アルバムを乾かします

洗濯ばさみでページを開き乾かす

写真アルバムが濡れていると、泥水の中に含まれるバクテリア
により、写真の表面がどんどん分解されてゆきます。まずは乾
かすことが大切です。

アルバムを立てて、洗濯ばさみでページを開きます。こうする
ことで中に空気が入りよく乾くようになります。洗濯ばさみが
なければ、ダンボールの切れ端を挟むなど、何でもよいです。

一番重要な処置です。もしもまだア
ルバムが濡れていたらすぐに乾かし
てください。10分くらいあればで
きます。写真洗浄は後からでもよい
です。まずは乾かしを！

卒業アルバムなど印刷物は処置が
異なります。塗工紙に印刷された
ものは乾くと貼り付いてパリパリ
になってしまいます（別途参照）

1枚1枚
カッターで
切れ目を入れて
はがす

カバーフィルムごと
1枚1枚はがす

アルバムから写真を取り出す

裏の接着糊を取る
この状態で裏面の接着糊を除去し
ます。ナイロンたわしで擦ると簡
単に落とすことができます。

ある程度乾いたらアルバムから写真
を取り出します。カバーフィルムを
いきなり剥ぐと写真像が取れてしま
うことがあります。取り出す際は
カッターで写真の四隅に切れ目を入
れ、1枚1枚カバーフィルムが付い
たまま取り出します。カバーフィル
ムを取るのは洗浄の直前です。

裏面の接着糊
ナイロンたわし

で擦り取る

カバーフィルム
付いたまま

1枚 1枚取り出す

フエルアルバム

ポケットアルバム

フチの部分の
インク汚れ

無水エタノールで
きれいに

エタノール拭き
洗浄後の写真は仕上げにエタノール拭きをします。必ずやらなけ
ればならないわけではなりませんが、写真がより綺麗になりま
す。主に水で落ちきれなかったフチの部分のインク汚れを落とす
ことに使います。適量をウェットティッシュにスプレーし、汚れ
の残っている部分を拭きます。当方では速乾性の高い無水エタ
ノールを使っています。エタノールは火気厳禁です。使用後のス
プレーは密閉ボトルに戻してください。

表面のベタベタが取れない写真というのも
あります。そのような写真はＯＰＰ写真袋
へ保護をします。片面を切って L字型にす
ると入れやすいです。写真に付属するメモ
書きなどもＯＰＰ写真袋へ保護します。

OPP写真袋（クリアポケット）

ポケットアルバムへ
収納しお返しします

アルバムへ入れる際は写真の天地
を揃えます。縦向きの写真は右側
が地になるように揃えます。なる
べく横向き縦向きの写真が対にな
るようにします。多少順番を変え
ても構いません。写真の内容を見て判断してください。

元アルバムからはがす段階から写真の順番を守って作業を進め
ますが、作業過程で多少前後が発生している可能性もあります。
並びを再確認してください。例えば、誕生会の写真群に数枚だ
け法事の写真が紛れていたなら順番が狂っています。前後を確
認してアルバムへ入れる際に直してください。

順番を再確認する

天地を揃える

人物など
中心の絵柄は
慎重に

端の方から
少しずつ洗う

多くの写真は
水で洗うことができます

写真洗浄
必要なものは、水、バケツ2杯、鳥除け、タオルなどです。バケ
ツに水を張り、写真を水に浸し、少しずつ汚れを落としてゆきま
す。写真の端の方から少しずつ洗う要領です。表面が腐食して
いる場合は絵柄が落ちてしまう場合があるので慎重に洗浄しま
す。絵柄を守りながらゆっくり洗ってゆきます。ある程度汚れが
落ちたら清水ですすぎをします。

大切な絵柄が落ちてしまいそうな時は、写
真全体を水に浸けることは避けた方がよ
いです。場合により部分洗いも有効です。
ウェットティッシュで水拭き、デリケート
な写真は洗わない選択肢もありです。

部分洗い／ウェットティッシュ水拭き

洗浄後の写真は
干して乾かします

水切り
洗浄後の写真を水切りします。
「鳥避け」がとても便利です。
鳥避けの下には吸水用のタオル
や新聞紙を敷いておきます。

ある程度水切りした
ら、物干しに干しま
す。洗濯ばさみの跡
がつかないように写真の端を挟みます。干すときは写真の混在
が起きやすいです。アルバムの最初は必ず「はじめ」の付箋。
終わりには「おわり」の付箋を付けて、アルバムの括りを判り
やすくします。とりわけ持ち主の混在には注意してください。

干す

くっついて固まって
しまった写真

水に浸けてはがす （温度＝ぬるま湯程度）

隙間へ水を
入れていく要領

重ねていた写真は、くっついて固まってしまう場合が多々ありま
す。多くは1枚1枚をはがすことができます。浸食が少ない場合
は、水中ではがすと比較的容易に分離できます。少しお湯を加え
ぬるま湯程度にするとよりはがしやすくなります。水の中でくっ
ついた写真の隅から少しずつはがしてゆきます。写真と写真の間
に水を入れていく要領です。まずはいくつかの固まりにバラし
て、さらに1枚1枚を分離してゆきます。

浸食が大きい写真は、水に浸けるとたちまちに像が
消失してしまいます。そのような写真は全体を浸け
ることは避け、写真と写真の間に水滴を垂らしなが
ら少しずつがしてゆきます。固い場合は軽く温めな
がらヘラで介助を入れます。
※白黒写真ははがれない場合が多いです。

水に浸けてはがす（浸食少）

水に浸けずにはがす（浸食大）

卒業アルバムなどの印刷物はその
まま乾くとパリパリに貼り付いて
しまいます。貼り付いたアルバム
は水に浸けて数日間おきます。ふ
やかしてから剥がしてゆきます。
時間がかかる処置です。

少しずつ
はがしてゆく

水に浸けて
固着をふやかす

定規を当てて
並行に

はがれたら軽く洗い
水を切る

紙をはさんで吸水
（コピー用紙で可　チラシは不可）

ゴワゴワにならないように
プレスする

ときどき紙を取り替える

固着したアルバムを水でふやかし1ページ1ページはがしてゆきま
す。ペインティングナイフなどコテで介助しながら少しずつ。定
規を当てて並行にはがすとはがしやすいです。乾燥は紙を挟み吸
水して乾燥させます。板挟みにしゴワゴワにならないようにプレ
スします。1日1回は紙を替え、乾くまで繰り返します。

貼り付いた卒業アルバム処置法

© あらいぐま作戦
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真
備
洗
浄
や
っ
て
ま
す

 

ど
う
ぞ
お
気
軽
に

誰
で
も
立
ち
寄
れ
る
作
業
場
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

い
つ
来
て
も
い
つ
帰
っ
て
も
よ
い
、
と
い
う
自
由
な
参
加
形
式
。

い
つ
の
間
に
か
、
み
ん
な
の
居
場
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
手
を
動
か
し
作
業
を
す
る
こ
と
が
、

こ
の
町
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

活
動
を
通
し
て
人
間
関
係
の
輪
も
広
が
り

ま
し
た
。
一
時
的
に
も
人
が
少
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
町
内
に
、
こ
の
よ
う
な
「
作
業

場
」
が
存
在
し
た
こ
と
は
意
義
が
大
き
か
っ

た
で
す
。

　

２
年
目
を
向
か
え
、
再
建
・
リ
フ
ォ
ー
ム

を
済
ま
さ
れ
た
方
が
徐
々
に
町
に
戻
っ
て
こ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
嬉

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
写
真
洗
浄
の
依
頼
も
増
え
て
い
ま

す
。
お
困
り
の
方
が
ま
だ
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
力
を
尽
く
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
町
内
の
活

動
参
加
者
さ
ん
も
増
え
ま
し
た
。

　

数
あ
る
災
害
支
援
活
動
の
中
で
も
「
写
真

洗
浄
」
は
比
較
的
長
期
化
す
る
側
面
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
ま
す
。
長
く
続
け
る
た
め
に

は
、
活
動
そ
の
も
の
を
楽
し
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
日
々
こ
の
場
が
明
る
く
な
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

活
動
か
ら
派
生
し
て
様
々
な
「
部
活
動
」

も
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
真
備
洗
浄
の
面

白
い
と
こ
ろ
で
す
。
竹
林
整
備
の
「
竹
林

ク
ラ
ブ
」
、
手
作
業
同
好
会
「
ク
ラ
フ
ト

部
」
、
缶
バ
ッ
ジ
で
町
を
盛
り
上
げ
る
「
缶

バ
ッ
ジ
活
動
」
。
こ
こ
に
集
う
こ
と
が
皆
ん

な
の
活
力
に
な
り
、
や
が
て
町
の
活
力
に
結

び
つ
い
て
い
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

真
備
町
写
真
洗
浄
会
（
真
備
洗
浄
）
は
西

日
本
豪
雨
災
害
よ
り
３
ヶ
月
後
の
２
０
１
８

年
９
月
よ
り
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も

活
動
が
継
続
し
て
い
ま
す
（
２
０
２
１
年
１

月
現
在
）。
真
備
洗
浄
の
特
徴
と
し
て
は
、

被
災
し
た
町
の
中
心
地
で
活
動
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
復
旧
の
プ
ロ
セ
ス
と
共
に
歩
ん
で
き
ま

し
た
。
写
真
洗
浄
を
依
頼
す
る
、
依
頼
を
受

け
る
と
い
う
こ
と
は
こ
こ
で
は
日
常
で
す
。

　

活
動
に
参
加
さ
れ
る
方
は
多
岐
に
渡
っ
て

い
ま
す
。
当
初
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
一
部
と
し
て
立
ち
上
が
り
、
遠
方
か

ら
訪
れ
る
参
加
者
さ
ん
に
多
く
助
け
ら
れ
ま

し
た
。
２
年
目
の
現
在
、
活
動
支
え
て
い
る

の
は
真
備
町
及
び
近
隣
在
住
の
有
志
が
中
心

で
す
。
災
害
支
援
活
動
か
ら
地
域
活
動
へ
、

自
然
に
根
付
い
て
ゆ
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
以
降
は
移
動
制

限
も
あ
り
、
よ
り
地
域
力
が
試
さ
れ
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
約
は
プ
ラ
ス
に
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
元
で
地
元
を
助
け
る
「
地
助
力
」

が
町
の
復
興
に
直
結
し
て
く
る
も
の
と
痛
感

す
る
か
ら
で
す
。

真備洗浄「クラフト部」作成、クリスマス飾り。
手作り活動で作業場を盛り上げています。
水曜日は「竹林クラブ」が活動中。竹林整
備と共に小道具の製作も行っています。

活動を支える頼れる精鋭たち。

公
式
活
動
日
数
２
７
５
日
。
約
８
５
０
０

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総

預
か
り
件
数
５
４
１
件
。
返
却
済
件
数

４
６
１
件
。
約
30
万
枚
の
写
真
処
置
を
行

い
ま
し
た
。（
２
０
２
１
年
１
月
24
日
現
在
）

多
く
の
写
真
は
水
で
洗
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
写
真
に
は
人
々
の
人
生
が
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。
写
真
と
向
き
合
う
こ
と
は

新
た
な
発
見
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
処
置
に
着
手
し
た
こ
と

は
真
備
洗
浄
の
大
き
な
功
績
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
不
可
能
と
思
わ
れ
て
い
た
固
着

印
刷
物
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

作
業
に
は
困
難
が
伴
い
ま
す
が
、
諦
め

る
必
要
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

作
っ
て
楽
し
い
、
着
け
て
楽
し
い
缶
バ
ッ
ジ
。
自
作
品
で
す
。

缶
バ
ッ
ジ
売
り
上
げ
を
活
動
費
に
充
て
て
い
ま
す
。
活
動
参

加
記
念
の
寄
付
金
バ
ッ
ジ
と
し
て
配
布
し
て
い
ま
し
た
。
や

が
て
町
お
こ
し
の
ア
イ
テ
ム
と
な
り
、町
内
外
の
お
店・団
体・

個
人
か
ら
製
作
依
頼
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一軒一軒のお宅を訪問する「ローラー作戦」を
実施。住民の方より様々な声を聞く。支援格差
なく全ての方に機会を提供したいです。

２０１９年１１月。「あらいぐまサロン」
実施。活動報告・返却会も兼ね
た催しを行いました。多勢の方が
来てくださり盛り上がりました。

出張開催「玉島写真洗浄会」も定期的に行われた。
玉島ならではの参加者さんが集い独特の雰囲気
がありました。

一
人
一
人
の
チ
カ
ラ
・
地
助
力

真備町箭田の活動場所。通称「倉庫」。

福
井 
圭
一
（
真
備
町
写
真
洗
浄
＠
あ
ら
い
ぐ
ま
岡
山
）

福井 圭一
東京都出身。グラフィックデザイナー。
2011年東日本大震災を機に写真救済
活動開始。津波流出した写真の洗浄・
データ化活動「あらいぐま作戦」運営。
女川町・陸前高田市・釜石市などの
写真救済に取り組む。2018 年西日本
豪雨を機に岡山県へ移住。現在、倉
敷市真備町で活動。真備町写真洗浄会
の運営に任る。あらいぐま岡山顧問。
課外のあらいぐま代表。被災写真救済
ネットワーク共同代表。趣味：自転車。
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き
っ
か
け

　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
は
カ
ト
リ

ッ
ク
信
仰
に
基
づ
く
建
学
の
精
神
に
よ
り
、

困
難
に
あ
る
人
に
寄
り
添
い
、
自
ら
の
こ
と

と
し
て
祈
り
を
紡
ぎ
、
心
を
一
つ
に
集
め
る

と
い
う
教
育
・
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

そ
の
実
践
に
は
永
年
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
て

い
る
。
２
０
１
８
年
西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
学
生
お
よ

び
親
族
の
多
く
が
被
災
者
と
な
っ
た
。
避
難

所
か
ら
通
学
す
る
学
生
、
通
学
困
難
な
学
生
、

自
宅
が
親
族
の
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
る
学

生
、
教
科
書
や
配
布
プ
リ
ン
ト
・
ノ
ー
ト
な

ど
を
す
べ
て
失
っ
た
学
生
。
そ
の
影
響
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
大
学
は
被
災
学
生
へ
の

緊
急
支
援
な
ど
の
対
応
に
追
わ
れ
た
が
、
学

生
か
ら
も
支
援
を
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
が

り
、「
西
日
本
豪
雨
災
害
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
発
足
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
緯
の
な
か
、
歴
史
的
な
史
料

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
で
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動

民
間
資
料
・
想
い
出
を
残
す

子どもの絵画の洗浄

ご家族の想い出≪子どもの絵画・作文など≫

藤
實
久
美
子
・
中
山
和
子
・
原
田
莉
沙
子

の
保
全
・
調
査
に
つ
い
て
の
経
験
を
も
つ
私

た
ち
は
、
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
と

の
つ
な
が
り
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
。
な
お
、

岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
で
の
話
し
合
い
の
な
か
で
、

公
文
書
（
学
校
文
書
を
含
む
）
は
個
人
情
報

保
護
の
観
点
か
ら
県
・
市
職
員
が
対
応
し
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
は
民
間
史
料

に
専
念
す
る
こ
と
と
し
た
。（
Ｆ
）

活
動
の
方
法

災
害
発
生
後
の
動
き
は
、
先
に
示
し
た
と

お
り
で
あ
り
、
そ
の
動
き
は
５
つ
の
段
階
で

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
先
行
す
る
活
動
か
ら
の
学
び
：
県
記
録
資

料
館
・
県
立
美
術
館
、
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト

被災写真アルバムの解体

の
活
動
に
参
加
・
同
行
し
て
、
作
業
内
容

（
専
門
家
の
指
導
を
う
け
れ
ば
学
生
と
一

緒
に
作
業
で
き
る
か
）、
安
全
性
（
と
く
に

衛
生
面
）
を
確
認
し
、
必
要
な
道
具
、
作

業
場
所
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。

②
構
内
の
作
業
場
所
の
確
保
：
大
学
生
の
多

く
は
学
科
の
単
位
取
得
と
合
わ
せ
て
資

格
・
免
許
の
取
得
を
目
ざ
し
て
い
る
。
課

外
活
動
も
あ
る
。
大
学
生
は
忙
し
く
、
移

動
時
間
の
確
保
は
難
し
い
。
全
学
生
が
加

入
し
て
い
る
学
生
教
育
研
究
災
害
傷
害
保

険
で
大
学
施
設
内
の
活
動
は
カ
バ
ー
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
構
内
で
場
所
を
探

し
た
。
県
立
美
術
館
の
活
動
を
継
承
し
、

第
２
期
授
業
の
教
室
分
配
が
終
わ
っ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
教
室
使
用
を
管
轄
す
る
学

務
部
教
務
係
の
協
力
を
え
た
。
４
カ
月
間

の
長
期
に
わ
た
っ
て
作
業
場
所
を
確
保
で

き
た
こ
と
は
大
学
施
設
の
長
所
で
あ
っ
た
。

③
学
内
の
支
援
：
物
品
の
提
供
で
は
、
キ
リ

ス
ト
教
文
化
研
究
所
予
算
で
の
消
耗
品
購

入
許
可
、
２
学
部
６
学
科
の
合
同
研
究

室
・
事
務
部
・
学
務
部
・
附
属
図
書
館
・

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
よ
り
の
協
力
が
大
き

い
。
写
真
を
乾
燥
す
る
と
き
の
ダ
ブ
ル
ク

リ
ッ
プ
、
購
入
す
る
と
高
価
な
カ
ッ
タ
ー

マ
ッ
ト
な
ど
、
学
校
な
ら
で
は
の
物
品
の

提
供
を
受
け
た
。
施
設
利
用
で
は
良
好
な

作
業
環
境
の
確
保
の
た
め
配
慮
を
え
た
。

複
数
車
両
の
駐
車
場
使
用
に
つ
い
て
は
、

構
内
に
附
属
小
学
校
が
あ
る
こ
と
か
ら
下

校
時
の
安
全
、
学
生
の
安
全
な
通
行
、
小

学
校
・
大
学
の
行
事
・
工
事
に
と
も
な
う

配
慮
が
常
に
あ
っ
た
。

④
プ
ラ
ン
相
談
：
１
Ａ
１
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
「
大
切
な
も
の
」
チ
ー
ム
と
相
談
し
な

が
ら
進
め
た
。
思
い
が
け
ず
、
活
動
の
記

録
冊
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
受
け
取
り
、

と
て
も
感
激
し
た
。

⑤
記
録
作
成
：
学
長
事
務
室
に
定
期
的
に
活

動
状
況
を
報
告
し
、
最
後
に
学
内
・
学
外

の
２
誌
に
文
章
を
遺
し
た
。（
Ｆ
）

賛
同・協
力
者
と
接
し
て

感
じ
た
こ
と

レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
は
多
く
の
学
生
が
参

加
し
た
が
、
参
加
理
由
を
聞
い
て
み
る
と
、
西

日
本
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
方
の
た
め
に
と
に

か
く
何
か
し
た
い
。
た
だ
何
を
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
。
大
学
内
で
レ
ス
キ
ュ
ー

活
動
が
で
き
る
こ
と
を
知
り
、
参
加
す
る
に

い
た
っ
た
と
い
う
。
大
学
内
で
活
動
が
で
き

る
こ
と
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
参
加
し
や
す

い
環
境
だ
っ
た
。

　

参
加
し
た
学
生
は
、
学
年
や
学
科
を
問
わ

ず
、
み
ん
な
で
一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
て

ゆ
く
こ
と
が
楽
し
く
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
い
た
と
い
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
と
お
し
て
被
災
者
の
想
い
や
災
害
の
悲
惨

さ
を
理
解
す
る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
が
、
学

内
で
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
は
「
何
か
や
っ
て

み
よ
う
！
」
と
い
う
第
１
歩
を
踏
み
出
す
機

会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
Ｎ
）

活
動
の
な
か
で
直
面
し
た
工
夫

授
業
の
空
き
時
間
に
参
加
し
て
い
る
学
生

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
短
い

時
間
の
な
か
で
効
率
よ
く
作
業
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
学
年
や
学
科
も

違
う
た
め
、
は
じ
め
は
お
互
い
硬
く
な
り
、
何

を
す
れ
ば
よ
い
か
戸
惑
う
場
面
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
今
日
す
る
作
業
の
確
認
を
し
、
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
た
。

私
は
、
お
も
に
被
災
写
真
デ
ジ
タ
ル
化
の

前
処
理
班
と
し
て
、
写
真
の
整
理
を
お
こ
な

っ
た
。
整
理
作
業
で
は
ジ
ャ
ン
ル
分
け
、
選

別
の
２
点
に
悩
ん
だ
。
ジ
ャ
ン
ル
分
け
で
は
、

ま
ず
家
族
ご
と
に
、
年
代
、
仕
事
仲
間
、
子

ど
も
た
ち
、
イ
ベ
ン
ト
行
事
と
い
っ
た
シ
チ

ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
項
目
を
決
め
、
で
き
る
だ

け
細
か
く
分
類
し
た
。
次
に
、
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
写
真
の
選
別
で
は
、
作
業
者
１
人
に
つ

い
て
10
枚
程
度
選
ん
だ
。
そ
の
後
、
な
ぜ
こ

の
写
真
を
選
ん
だ
の
か
、
作
業
者
全
員
で
話

し
合
っ
た
。
目
標
を
決
め
、
対
話
し
な
が
ら

作
業
す
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
は
打
ち
解
け
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
被
災
へ
の
理
解
も
深
め
な

が
ら
、
進
め
ら
れ
た
と
思
う
。（
Ｈ
）

被
災
者
の
方
の
ニ
ー
ズ

　

総
社
市
の
Ｓ
家
よ
り
預
か
っ
た
卒
業
ア
ル

バ
ム
は
塗
工
紙
を
使
用
し
て
お
り
、
癒
着
が

強
く
、
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
セ
ス
キ
で
、
安
全
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
部
分
の
汚
れ
を
取
り
除
く
の

み
で
あ
っ
た
。
不
肖
・
藤
實
は
「
卒
業
ア
ル

バ
ム
は
図
書
館
に
あ
る
の
で
よ
い
の
で
は
な

い
か
」
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
違
う
。
史
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活動団体の動き
災害発生2018年7月7日～
■7月10日　岡山史料ネット打ち合わせ（第１回）
■7月25日　ノートルダム清心女子大学文学部現代社会学科長・学長事務室への報告・許可。教職員・学生に協力

呼びかけ。学内e連絡システム（対象者220名）を利用
■8月10日　岡山県立記録資料館　史料保全活動に参加（藤實）
■8月11日　北区御津地域　現地視察（岡山史料ネット・藤實）
■8月31日　倉敷市龍昌院「大切なもの」チーム　修復作業視察（岡山史料ネット・藤實）
■9月14日　岡山史料ネット代表今津勝紀岡山大学教授よりノートルダム清心女子原田豊己大学長に文書にて支援依頼
■9月18日　学長、支援許可。学務部教務係の協力を得て309L教室使用許可決定
■10月13日　岡山県立美術館「大切なもの」チーム写真洗浄作業（藤實・中山・原田）
■10月15日　スケジュール告知・物品提供呼びかけ（学内e連絡）
■10月17日・19日　「大切なもの」チーム・県美・記録資料館から物品を搬入
	 施設企画管理部による調整・協力、および使用教室と建物共有する附属図書館の協力（以下、搬入・搬出作業同様）
■10月20日　総社市下原S家史料　搬入・応急処置・現状記録写真撮影（今津・藤實）
■10月22日から11月29日までの月曜日・木曜日13:00～17:00を中心に計12回、洗浄・写真整理作業を実施。大

学院生原田莉沙子・中山和子を中心に卒業生を含めた学内43名、学外５名参加。このほか授業で80余名参加
■11月30日　斎藤裕子氏の講義ののち1A1Aプロジェクト・アルバム製作（「史料講読Ⅱ」受講生）
■12月11日　「大切なもの」チーム修復作品および県美・記録資料館物品　返却
■12月20日　総社市下原S家史料　返却（今津・藤實）
■2019年2月8日までに学内借用物品を返却、309L教室鍵返却
■７月・８月　活動記録『キリスト教文化研究所年報』41、『岡山地方史研究』148

料
を
返
却
に
う
か
が
っ
た
と
き
の
Ｓ
様
の
お

話
・
表
情
・
ハ
ー
ト
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

卒
業
式
の
日
、
そ
の
後
の
日
々
の
な
か
で
、
ペ

ー
ジ
を
め
く
っ
た
思
い
出
は
「
こ
の
」
卒
業

ア
ル
バ
ム
で
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
卒
業
ア
ル

バ
ム
と
写
真
１
枚
、
１
枚
は
同
じ
で
あ
る
。

（
Ｆ
）

現
在
か
ら
未
来
へ

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
蔓
延
・
自
然
災
害
の

頻
発
に
よ
っ
て
、「
自
然
」
と
い
う
言
葉
は
か

つ
て
よ
り
も
重
い
意
味
で
語
ら
れ
る
。
人
び

と
の
生
活
ス
タ
イ
ル
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
、
防
災
・
危
機
管
理
・
共
生
な
ど
）

に
つ
い
て
再
考
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、

社
会
危
機
は
弱
者
の
存
在
を
鮮
明
に
し
て
い

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
活

動
経
験
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
経
験
は
互
い

に
寄
り
添
い
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
突
き

付
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
経
験
は
現

在
の
日
常
生
活
の
成
り
立
ち
を
客
観
視
し
、

未
来
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
入
り
口
と

な
る
。（
Ｆ
）

日記帳の乾式洗浄 被災写真の仕分け作業

被災した日記帳（大学ノート47冊）の応急処置

大学ノートに書き綴られた約10年分の日記帳。
泥と黴で汚損しているほか、水濡れで、ノートの表紙同士、ペー
ジ同士が引っ付いた状態。幸い油性ボールペンで文字が書かれて
いたため文字のにじみはない。災害時、船乗りで何か月も海で過
ごすため不在だった旦那様の代わりに家族の歴史・想い出がいっ
ぱいの日記帳が奥様から私たちに託された。

１．ノートの解体
　―「大切なもの」チーム

シリカゲルと共に密閉容器中で乾燥させ、ノートの引っ付いてい
る表紙同士をへらで剥がす。
その後、糊付けで綴じられているページを1枚ごと解体。

２．ページの乾式洗浄
　―ノートルダム清心女子大学

ページ一枚一枚の乾式洗浄。ウオールマスター（図書などのドライクリーニング用スポンジ）で細かい埃、泥汚れ、
黴をクリーニングする。

３．ノートの 綴り直し
　―岡山県天神山文化プラザ ボランティア

ページを綴りなおす。ノート単位分のページの背を接着剤で接着する「背固め」を行い、さらに開いたノート中央
部分を糸で縫い綴る。
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写真アルバム本体は泥の付着・カビの発生で再利用がかなわない。応急処置した写真
と共にこれからもたくさんの思い出を綴っていただくために。「1A1Aプロジェクト・
アルバム作成」「史料講読Ⅱ」受講生

1A1Aプロジェクト・アルバム作成

藤實久美子（ふじざね・くみこ）

東京都生まれ。専門は江戸時代の書籍文化論。学習院大学人文科学研究科史学
専攻博士後期課程単位取得退学。博士（史学）。学習院大学史料館助手などを経
て、2008年４月から2019年３月まで岡山市のノートルダム清心女子大学文学部
現代社会学科に准教授、のち教授として勤務し、学芸員養成課程を兼務した。
2019年４月から立川市の大学共同利用機関法人人間文化研究機構　国文学研究
資料館研究部に教授として勤務する。岡山史料ネット会員。

中山和子（なかやま・かずこ）

香川県生まれ。専門は江戸時代から明治時代の宗教思想史・政治宗教史。2019
年3月に岡山市のノートルダム清心女子大学大学院修士課程修了（文学研究科社
会文化学専攻）。在学中に岡山史料ネット文化財レスキュー（西日本豪雨プロジ
ェクト）に携わる。学芸員資格を取得し、2019年４月から長崎県南島原市教育
委員会文化財課に学芸員（主事）として勤務する。主に文化財普及活用や世界
遺産推進に従事し、博物館や図書館での展覧会やワークショップを企画してい
る。

原田莉沙子（はらだ・りさこ）

岡山県生まれ。専門は江戸時代の出版文化史。2019年3月に岡山市のノートル
ダム清心女子大学大学院修士課程修了（文学研究科社会文化学専攻）。学芸員資
格取得済み。在学中に岡山史料ネット文化財レスキュー（西日本豪雨プロジェ
クト）に携わる。ノートルダム清心女子大学臨時職員としての経験を経て、2020
年４月から岡山シティミュージアムに学芸員（会計年度任用職員）として勤務
する。主に池田家文庫絵図展などの展覧会やワークショップを企画している。

被
災
し
た
写
真
や
資
料
を
汚
染
す
る
糸
状

菌
が
い
る
こ
と
は
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、

い
く
つ
か
の
報
告
が
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
が

「
菌
」
と
呼
ぶ
微
生
物
に
は
大
き
く
分
け
て
細

菌
と
真
菌
が
あ
り
、
糸
状
菌
の
多
く
は
真
菌

に
含
ま
れ
る
。
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
カ
ビ
で
あ

る
。
真
菌
が
引
き
起
こ
す
病
気
は
少
な
い
が
、

乾
燥
や
低
温
を
好
み
、
植
物
性
の
基
質
（
え

さ
）
を
好
む
も
の
が
多
い
傾
向
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
人
間
が
長
期
的
に
保
管
す
る
食
品
や

物
品
を
汚
染
し
て
私
た
ち
を
悩
ま
せ
る
こ
と

が
多
い
。
菌
糸
を
延
ば
す
こ
と
に
よ
り
、
基

質
に
侵
入
し
た
り
固
着
し
た
り
す
る
傾
向
が

あ
る
た
め
、
細
菌
に
比
べ
て
、
よ
り
排
除
や

洗
浄
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
で
、

真
菌
に
は
酵
母
や
麹
な
ど
、
発
酵
食
品
や
製

薬
に
関
わ
り
社
会
的
な
利
益
に
生
む
も
の
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津

波
に
よ
り
被
災
し
た
紙
媒
体
（
注
１
）
や
植

水
害
被
災
写
真
を
汚
染
す
る
糸
状
菌
の
検
出
と
分
離
培
養

民
間
資
料
・
想
い
出
を
残
す

長
濱
統
彦
・
淺
田
万
穂
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
人
間
生
活
学
部
食
品
栄
養
学
科
）

物
標
本
（
注
２
）
に
は
、
様
々
な
種
類
の
ペ

ニ
シ
リ
ウ
ム
属
糸
状
菌
、
い
わ
ゆ
る
ア
オ
カ

ビ
の
仲
間
が
発
生
し
、
そ
れ
ら
の
価
値
を
棄

損
す
る
主
因
と
な
っ
て
い
た
。
他
に
も
ア
ル

タ
ナ
リ
ア
属
（
ス
ス
カ
ビ
）
や
ア
ク
レ
モ
ニ

ウ
ム
属
糸
状
菌
な
ど
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
鶏
卵
写
真
を
汚
染
す
る
糸
状
菌
に
関

す
る
報
告
（
注
３
）
で
は
、Alternaria

、

A
sp

ergillu
s

、C
h
aeto

m
iu

m

、

C
ladosporiu

m

、C
oryn

espora

、

E
u
ro

tiu
m

、G
a
la

cto
m

yce
s

、

長濱ゼミ
食品を中心とした微生物、特に真菌を研究する研究室です。
普段は寄生性真菌、発酵食品、常在菌、内生真菌からきのこ
まで、さまざまな微生物をターゲットに、主に多様性に基づ
く特徴や傾向を調べています。サンプリングとか工場見学と
称して、いろんなところへ遊びに行ったりします。「健康増
進会」という別名で、学内でフットサルなどの運動もしてい
ます。Withコロナでいろいろな面に時間を割かれて大変で
すが、研究活動あっての大学だと思って頑張っています。
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図1　B-2（左）、C-1（右）の菌糸および胞子嚢の形態

G
eotrichum

、M
alassezia

、N
ectria

、

Saccharom
yces

、Trichosporon

等
の
さ

ま
ざ
ま
な
真
菌
属
が
検
出
さ
れ
、
よ
り
高
い

多
様
性
を
表
し
た
。
一
部
の
も
の
は
タ
ン
パ

ク
分
解
能
と
セ
ル
ロ
ー
ス
分
解
能
を
有
し
て

い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
数
多
く
の
種
類
か
ら

構
成
さ
れ
る
微
生
物
集
団
が
、
写
真
や
資
料

の
汚
染
に
複
合
的
に
関
与
し
て
い
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
な
微
生
物
集
団
の
こ
と
を
微
生
物

叢
と
呼
ぶ
。
従
来
、
微
生
物
叢
を
調
べ
る
た

め
に
は
、
分
離
し
た
個
々
の
微
生
物
を
培
養

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
状
を
調
べ
る
「
培
養
法
」

が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
試
料
に
よ

っ
て
は
培
養
困
難
な
微
生
物
が
多
く
を
占
め

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
加
え
て
1
種
類

の
培
地
で
培
養
さ
れ
る
微
生
物
の
種
類
に
は

限
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な
す
べ
て
の

微
生
物
種
を
培
養
す
る
に
は
多
大
な
労
力
を

要
す
る
。
そ
う
な
る
と
培
養
法
で
は
微
生
物

叢
全
体
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
、
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
近
年
で
は
培
養
を
経
ず
に

試
料
か
ら
直
接
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
な
ど
の
遺

伝
情
報
分
子
を
抽
出
し
て
網
羅
的
に
読
み
取

り
を
行
う
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム
解
析
が
主

流
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
本
文
中
で
は

「
非
培
養
法
」
と
称
し
た
。

２
０
１
８
年
7
月
に
発
生
し
た
西
日
本
豪

雨
に
お
い
て
も
大
量
の
写
真
が
被
災
し
、
写

真
洗
浄
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自

に
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
活
動
し
た
が
、
汚

染
原
因
と
な
っ
て
い
る
微
生
物
は
不
明
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
ま
ず
水
害
被

災
写
真
を
用
い
て
、
写
真
を
汚
染
す
る
糸
状

菌
の
種
多
様
性
を
調
べ
、
同
時
に
分
離
培
養

株
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
種
類

の
、
ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
っ
た
糸
状
菌
が

写
真
汚
染
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
か
突
き
止

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
最
終
的
に
、
そ

れ
ら
糸
状
菌
の
写
真
上
に
お
け
る
増
殖
予

防
・
殺
菌
効
果
を
評
価
す
る
手
法
を
確
立
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

研
究
試
料
と
し
て
は
、
２
０
１
８
年
7
月

の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
倉
敷
市
真
備
町
に
お

い
て
水
害
被
災
し
た
5
つ
の
写
真
を
使
用
し

た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
糸
状
菌
で
汚
染
さ
れ

て
お
り
、
像
の
判
別
が
出
来
な
く
な
っ
て
い

た
。
ま
ず
、
一
般
培
地
上
で
は
培
養
困
難
な

真
菌
類
を
含
め
網
羅
的
に
検
出
（
＝
非
培
養

法
）
す
る
た
め
に
、
糸
状
菌
に
よ
る
汚
染
を

受
け
た
被
災
写
真
を
細
か
く
切
り
、
ジ
ル
コ

ニ
ア
ビ
ー
ズ
と
共
に
激
し
く
振
盪
す
る
こ
と

に
よ
り
糸
状
菌
を
破
砕
し
、
市
販
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

抽
出
キ
ッ
ト
を
用
い
て
全
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
抽
出
・

精
製
し
た
後
、
真
菌
の
分
類
指
標
と
し
て
頻

用
さ
れ
て
い
る
遺
伝
子
領
域
で
あ
る
リ
ボ
ソ

ー
ム
Ｉ
Ｔ
Ｓ
２
領
域
（
約
３
５
０
塩
基
）
を

Ｐ
Ｃ
Ｒ
増
幅
し
、
そ
の
ア
ン
プ
リ
コ
ン
（
増

幅
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
を
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー

（M
iSeq

）
に
よ
り
ラ
ン
ダ
ム
に
約
10
万
リ
ー

ド
（
配
列
数
）
を
決
定
し
、
主
にM

othur 
SO

P

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
不
適
配
列
な

ど
を
取
り
除
き
、
97
％
の
一
致
率
で
Ｏ
Ｔ
Ｕ

（
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
に
お
い
て
種
に
相
当
す
る
分

類
単
位
）
に
ま
と
め
た
。
多
く
の
リ
ー
ド
を

含
む
Ｏ
Ｔ
Ｕ
に
つ
い
て
相
同
配
列
検
索
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
で
最
近
縁
配
列
の
推

定
を
行
な
っ
た
。
簡
単
に
い
う
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
微
生
物
が
混
合
し
た
状
態
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
ま
と
め
て
抽
出
し
、
真
菌
に
共
通
に
含
ま

れ
る
短
い
遺
伝
子
の
み
を
増
幅
し
た
も
の
を

決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
存
在
す
る
真
菌
の

種
類
と
割
合
を
推
定
す
る
と
い
う
方
法
で
あ

り
、
よ
く
メ
タ
ゲ
ノ
ム
を
用
い
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ

ー
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
非
培
養
法
で
は
、
出
現
し
た
真
菌
の

性
質
を
精
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

欠
点
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
同
時
にPotato-

D
extrose

寒
天
培
地
上
に
切
断
し
た
写
真
を

静
置
し
て
、
数
日
～
数
週
間
培
養
し
、
出
現

し
た
糸
状
菌
の
純
粋
培
養
と
保
存
を
行
い
、

形
態
の
観
察
（
図
1
）
と
指
標
と
な
る
Ｄ
Ｎ

Ａ
配
列
に
基
づ
い
て
そ
の
種
類
を
同
定
し
た
。

さ
ら
に
培
養
し
た
糸
状
菌
の
写
真
紙
に
お
け

る
生
育
特
性
を
推
定
す
る
た
め
、
タ
ン
パ
ク

分
解
能
（
ゼ
ラ
チ
ン
の
タ
ン
ニ
ン
酸
染
色
法
）

と
セ
ル
ロ
ー
ス
分
解
能
（
セ
ル
ロ
ー
ス
お
よ

び
Ｃ
Ｍ
Ｃ
の
コ
ン
ゴ
ー
レ
ッ
ド
染
色
法
）
を

調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

非
培
養
法
（M

iSeq

）
に
よ
り
決
定
さ
れ

た
約
15
万
リ
ー
ド
の
配
列
か
ら
１
３
４
の
Ｏ

Ｔ
Ｕ
が
得
ら
れ
、
多
様
な
真
菌
種
が
汚
染
に

関
わ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
表
1
）。

特
に
リ
ー
ド
が
多
か
っ
た
上
位
5
種
の
Ｏ
Ｔ

Ｕ
を
以
下
に
示
し
た
。Penicillium

（
≒

Talarom
yces

）
属
が
大
部
分
を
占
有
し
て

い
た
。

培
養
法
に
よ
り
真
菌
培
養
株
11
株
を
分
離

し
た
。
そ
れ
ら
を
形
態
学
的
特
徴
と
菌
類
Ｉ

Ｔ
Ｓ
領
域
に
基
づ
い
て
6
種
に
分
類
し
た

（
表
2
）。
う
ち
4
種
がPenicillium

（
≒

Talarom
yces

）
に
属
し
て
い
た
。
Ｄ
Ｎ
Ａ

塩
基
配
列
の
類
似
度
か
ら
同
定
し
た
11
株
の

種
を
表
２
に
示
す
。

属
と
し
て
は
非
培
養
法
と
同
様
に

Penicillium

（
≒Talarom

yces

）
属
が
多

か
っ
た
。
11
真
菌
培
養
株
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
は
、

非
培
養
法
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
）
に
よ
り
得
ら
れ
た
Ｏ

Ｔ
Ｕ
配
列
の
リ
ー
ド
数
上
位
20
位
の
い
ず
れ

か
と
99
〜
96
％
の
相
同
性
を
有
し
て
お
り
、

ほ
ぼ
同
一
と
考
え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
培
養
法

で
現
れ
た
11
株
は
非
培
養
法
で
も
検
出
さ
れ

た
。
逆
に
、
非
培
養
法
に
よ
り
、
最
多
の
Ｏ

Ｔ
Ｕ
リ
ー
ド
数
が
得
ら
れ
たTalarom

yces 
am

estolkiae

や
3
番
目
に
多
か
っ
た

Trichoderm
a harzianum

は
培
養
法
で

は
出
現
し
な
か
っ
た
。
培
地
、
温
度
、
水
分

活
性
等
、
培
養
条
件
に
適
合
す
る
菌
種
の
み

優
先
的
に
生
育
し
、
そ
れ
以
外
は
生
育
が
相

対
的
に
抑
制
さ
れ
た
結
果
、
出
現
し
な
か
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
今
回
得
ら
れ
た

真
菌
叢
菌
種
は
、
こ
れ
ま
で
の
被
災
サ
ン
プ

ル
由
来
の
菌
種
も
の
と
異
な
っ
て
お
り
、
分

離
源
の
種
類
、
塩
分
濃
度
、
地
域
や
環
境
の

違
い
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
各
真
菌
培
養

株
の
酵
素
活
性
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

ほ
ど
強
い
セ
ル
ロ
ー
ス
分
解
能
を
示
す
分
離

株
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
Ａ
‐
３
株
は

Trichoderm
a

属
で
あ
り
、Trichoderm

a

属
は
木
材
腐
朽
菌
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
が
、
と
り
わ
け
強
い
セ
ル
ロ
ー
ス
分
解
能

を
示
し
て
い
な
い
。
菌
体
外
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ

産
生
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
全
て
の
株
で
観
察
さ

れ
、
タ
ン
パ
ク
質
の
分
解
が
写
真
汚
染
に
お

い
て
重
要
な
性
質
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。
今
後
は
、
高
い
割
合
を
占
め
た
真
菌
株

表1　非培養法により検出されたOTU（上位５OTU）

OTU リード数が占
める割合（％） 最近縁を示した配列 最近縁種との

相同値（％）
1 58 Talaromyces amestolkiae CBS 252.31 100 
2 26 Talaromyces pinophilus 195 100 
3 8.8 Trichoderma harzianum CBS 819.68 100 
4 1.8 Trichoderma virens CBS 109339 100 
5 1.8 Talaromyces subaurantiacus NRRL 66353 100 

菌株名 指標配列の相同性に基づく種同定 最近縁種との
相同値 （％）

A-2 Talaromyces verruculosus SGMNPf3 100
A-3 Trichoderma virens CBS 109339 99.0
B-3 Aspergillus tabacinus UTHSC 07-2427 99.8
A-4 Penicillium citrinum CBS 117.64 100
C-1 Penicillium citrinum NRRL 1841 100
C-2 Penicillium citrinum NRRL 1841 100
E-1 Penicillium citrinum NRRL 1841 100
A-1 Penicillium meleagrinum var. viridiflavum CBS 335.59 100
B-2 Penicillium meleagrinum var. viridiflavum CBS 335.59 100
D-1 Penicillium sumatrense IR-5Su-1-4-2 98.2
D-2 Penicillium sumatraense CBS 127362 100

表2　培養法により出現した真菌分離株と指標配列の相同性に基づく種同定
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Talarom
yces am

estolkiae

の
分
離
培
養

と
、
そ
れ
を
含
め
た
主
要
分
離
株
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
た
殺
菌
お
よ
び
増
殖
抑
制
効
果
の

評
価
検
討
、
菌
体
外
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
の
阻
害

に
よ
る
写
真
保
護
効
果
の
検
討
な
ど
を
行
い
、

写
真
上
に
お
け
る
効
果
的
な
増
殖
予
防
・
殺

菌
方
法
の
検
討
を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
淺
田
万
穂
さ
ん
の
卒
業
論
文

研
究
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
一
部

は
、
第
46
回
日
本
防
菌
防
黴
学
会
に
て
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
サ
ン
プ
ル
を
ご
提
供
い
た
だ

い
た
絵
画
修
復
工
房
Ｙ
ｅ
Ｙ
斎
藤
裕
子
様
、

本
研
究
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た

藤
實
久
美
子
先
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

の
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

注（
1
）
東
嶋
健
太
、
和
田
朋
子
、
五
十
嵐
圭
日

子
、
江
前
敏
晴
、
鮫
島
正
浩
、
磯
貝
明（
２

０
１
２
）。“
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波

被
災
紙
中
に
存
在
す
る
糸
状
菌
の
同
定
”、

紙
パ
技
協
誌 66.

（
2
）
久
米
田
裕
子
、
坂
田
淳
子
、
高
鳥
浩
介
、

木
川
り
か
、
佐
藤
嘉
則
、
＆
佐
久
間
大
輔

（
２
０
１
５
）。
津
波
に
よ
る
被
災
植
物
標

本
の
カ
ビ
被
害
調
査
。
保
存
科
学
、（
54
）、

長濱統彦（ながはま・たかひこ）

博士（農学）
海洋研究開発機構研究員、東筑紫短期大学を経て現職。
所属：ノートルダム清心女子大学・食品栄養学科・学科長・教授
専門：食品衛生学、微生物生態学
所属団体：日本菌学会、日本食品微生物学会、日本防菌防黴学会、岡山きのこ
研究会
好きなお菓子：カヌレ、五大北天まんじゅう

淺田万穂（あさだ・まほ）

慣れ親しんだ地元で起きた水害に関連しており、未だ明確になっていない水害
被災写真や絵画などを洗浄し保存する方法の確立に少しでも貢献出来ればと思
いこの研究に興味を持ちました。
菌の種類によって成長のスピードが異なるため、複数種の分離株を得るのに苦
戦しました。
今後も、被災した「大切なもの」を残す活動が普及、発展していくことを願っ
ています。

75–82.

（
3
）Puškárová, A

., Bučková, M
., 

H
abalová, B., K

raková, L., M
aková, 

A
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 P
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M
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m
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album
en photography heritage: A 

m
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Reports, 

6
（
1
）, 1–14.

未
来
を
つ
く
る「
文
化
財
」

　

自
然
が
豊
か
で
温
暖
な
気
候
、
災
害
が
少

な
い
と
さ
れ
た
岡
山
県
に
未
曾
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
「
西
日
本
豪
雨
」
か
ら
２
年
、
２

０
２
０
年
は
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
（CO

VID
-19

）
と
い
う
目
に
見

え
な
い
禍
に
翻
弄
さ
れ
た
。
あ
た
り
ま
え
で

あ
っ
た
日
常
が
瞬
く
間
に
無
常
な
も
の
へ
変

わ
る
出
来
事
が
次
々
に
押
し
寄
せ
る
時
、
美

術
館
／
博
物
館
の
役
割
は
何
か
、
美
術
や
歴

史
に
携
わ
る
も
の
に
、
学
芸
員
や
研
究
者
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
い
っ
た
い
何
が
で
き
る
の
か
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
つ
つ

「
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
」
―
が
さ
さ
や

か
な
そ
の
答
え
で
あ
っ
た
と
思
う
。
本
活
動

に
は
少
な
か
ら
ず
美
術
館
／
博
物
館
の
学
芸

員
や
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
参

加
し
復
興
の
一
助
を
担
う
こ
と
が
で
き
、

我
々
の
矜
持
を
示
せ
た
。（
当
館
で
の
活
動
に

つ
い
て
は
「
岡
山
県
立
美
術
館
紀
要
第
九

ま
も
る  

つ
な
ぐ  

つ
た
え
る
仕
事　

民
間
資
料
・
想
い
出
を
残
す

被災写真乾燥のための真空乾燥機制作

福
冨  

幸
・
八
田
真
理
子
（
岡
山
県
立
美
術
館
）

号
」
を
参
照
。）

　

一
般
的
に
美
術
館
／
博
物
館
の
活
動
は
文

化
財
保
護
法
（
１
９
５
０
年
）、
博
物
館
法

（
１
９
５
１
年
）、
そ
し
て
近
年
新
し
く
な
っ

た
文
化
芸
術
基
本
法
（
２
０
１
７
年
）
等
を

よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
。
そ
れ
ら
の
法
律
が
目

的
と
す
る
こ
と
を
ざ
っ
く
り
ま
と
め
る
と
、

「
文
化
財
」
の
保
存
と
活
用
に
努
め
、
教
育
、

学
術
及
び
文
化
の
発
展
の
た
め
に
働
き
、
文

化
芸
術
に
関
す
る
活
動
を
促
進
し
、
心
豊
か

岡山県立美術館
西日本豪雨災害に際し、「岡山県文化財等救済ネットワーク」の一
員として他団体と連携して情報収集に務め、県下の博物館施設につ
なぐ役割を担う。また「大切なもの無償応急処置出来る事を出来る
だけチーム」に協力し、県立美術館で被災資料処置作業を実施。「天
神山文化プラザ」「岡山史料ネット」での作業をサポートしながら、
地域における文化財等の在り方について学芸員の立場から考える。
〒700-0814  岡山市北区天神町8-48
TEL. 086-225-4800　FAX. 086-224-0648
ホームページhttps://okayama-kenbi.info/

第46回日本防菌防黴
学会年次大会にて
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は
観
賞
上
価
値
の
高
い
も
の
並
び
に
動
物

（
生
息
地
、
繁
殖
地
及
び
渡
来
地
を
含

む
。）、
植
物
（
自
生
地
を
含
む
。）
及
び
地

質
鉱
物
（
特
異
な
自
然
の
現
象
の
生
じ
て

い
る
土
地
を
含
む
。）
で
我
が
国
に
と
つ
て

学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
以
下
「
記
念

物
」
と
い
う
。）

五　

地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業

及
び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ

た
景
観
地
で
我
が
国
民
の
生
活
又
は
生
業

の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
（
以
下
「
文
化
的
景
観
」
と
い
う
。）

六　

周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的

風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物

群
で
価
値
の
高
い
も
の
（
以
下
「
伝
統
的

建
造
物
群
」
と
い
う
。）（
文
化
財
保
護
法

第
二
条
）

と
定
義
さ
れ
、
人
類
の
営
み
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
を
包
括
す
る
。
有
形
／
無
形

の
人
類
が
作
り
出
し
た
も
の
か
ら
人
と
と
も

に
あ
る
動
植
物
や
自
然
ま
で
幅
広
く
対
象
と

し
、
従
っ
て
そ
れ
ら
を
扱
う
博
物
館
施
設
に

は
人
文
系
の
み
な
ら
ず
自
然
科
学
系
、
動
物

園
や
植
物
園
も
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
我
々

が
行
う
べ
き
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
ら
多
岐
に

わ
た
る
「
文
化
財
」
を
収
集
保
管
・
調
査
研

究
・
展
示
公
開
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
と
の
相
互
協
力
が
求
め
ら
れ

な
生
活
や
社
会
の
実
現
を
図
ろ
う
、
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
か
。
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
の

「
文
化
財
」
と
は
、

一　

建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書

跡
、
典
籍
、
古
文
書
そ
の
他
の
有
形
の
文

化
的
所
産
で
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又

は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
こ
れ
ら
の

も
の
と
一
体
を
な
し
て
そ
の
価
値
を
形
成

し
て
い
る
土
地
そ
の
他
の
物
件
を
含
む
。）

並
び
に
考
古
資
料
及
び
そ
の
他
の
学
術
上

価
値
の
高
い
歴
史
資
料
（
以
下
「
有
形
文

化
財
」
と
い
う
。）

二　

演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
そ
の
他
の
無

形
の
文
化
的
所
産
で
我
が
国
に
と
つ
て
歴

史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
以

下
「
無
形
文
化
財
」
と
い
う
。）

三　

衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中
行
事
等

に
関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
、
民
俗

技
術
及
び
こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、

器
具
、
家
屋
そ
の
他
の
物
件
で
我
が
国
民

の
生
活
の
推
移
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
（
以
下
「
民
俗
文
化
財
」

と
い
う
。）

四　

貝
づ
か
、
古
墳
、
都
城
跡
、
城
跡
、
旧

宅
そ
の
他
の
遺
跡
で
我
が
国
に
と
つ
て
歴

史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
、
庭

園
、
橋
梁
、
峡
谷
、
海
浜
、
山
岳
そ
の
他

の
名
勝
地
で
我
が
国
に
と
つ
て
芸
術
上
又

て
い
る
。

　

法
律
や
定
義
と
い
う
と
難
し
く
聞
こ
え
る

が
、
一
人
一
人
が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
生
ま

れ
育
ち
、
ど
の
よ
う
に
生
活
し
、
そ
の
生
を

全
う
し
た
か
、
連
綿
と
続
く
人
類
の
歩
み
を

大
切
に
し
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ

か
を
考
え
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
。

当
然
、
人
ひ
と
り
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、

常
に
道
半
ば
、
多
く
の
人
々
と
の
協
働
に
よ

っ
て
、
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
こ

そ
実
現
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
び
の

活
動
の
よ
う
に
志
を
同
じ
く
す
る
も
の
が
集

い
、
為
し
得
た
行
為
そ
の
も
の
も
文
化
と
な

り
、
や
が
て
ま
た
未
来
に
お
け
る
新
た
な
る

創
造
へ
の
活
力
と
な
ら
ん
こ
と
を
願
っ
て
―

―
微
力
な
が
ら
そ
う
し
た
こ
と
を
仕
事
に
し

て
い
る
の
が
美
術
館
／
博
物
館
の
学
芸
員
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。（
福
冨　

幸
）

先
輩
た
ち
の
背
中
か
ら

私
が
現
職
に
就
い
た
の
は
２
０
１
７
年
9

月
だ
が
、
大
学
院
を
修
了
し
た
の
は
翌
年
3

月
だ
っ
た
。
気
持
ち
新
た
に
学
芸
員
生
活
を

始
め
て
か
ら
、
4
か
月
も
し
な
い
う
ち
に
西

日
本
豪
雨
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
被
災
物

レ
ス
キ
ュ
ー
の
な
か
で
私
の
関
わ
っ
た
部
分

は
と
て
も
少
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
主
導
さ
れ

た
多
く
の
先
輩
方
の
姿
を
見
て
、
新
人
学
芸

員
と
し
て
感
じ
た
こ
と
を
こ
こ
に
書
い
て
お

き
た
い
。

　

7
月
21
日
、
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ

ー
が
真
備
図
書
館
の
水
損
資
料
を
応
急
処
置

す
る
の
に
伴
い
、
災
痕
が
ま
だ
生
々
し
い
真

備
町
に
行
っ
た
。
道
中
で
は
家
屋
の
2
階
近

く
ま
で
迫
る
泥
水
の
汚
れ
や
転
覆
し
た
車
に

も
驚
い
た
が
、
下
水
が
蒸
さ
れ
た
臭
気
に
何

よ
り
衝
撃
を
受
け
た
。
図
書
館
に
入
る
と
本

が
洪
水
の
か
た
ち
を
残
す
よ
う
に
溢
れ
出
て

お
り
、
小
ぶ
り
の
部
屋
で
は
天
井
が
崩
れ
て

い
た
。
真
夏
に
近
い
高
温
で
、
長
時
間
の
屋

外
作
業
は
ま
ま
な
ら
な
い
。
こ
の
日
、
よ
う

や
く
被
災
地
の
現
実
の
一
端
を
五
感
で
知
り

得
た
よ
う
に
思
う
。

被
災
地
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
後

に
、
種
々
の
被
災
物
レ
ス
キ
ュ
ー
に
微
力
な

が
ら
参
加
す
る
な
か
で
、
徐
々
に
「
も
の
」

と
人
と
の
関
係
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
青
カ
ビ
が
繁
殖
す
る
な
ど
被
害
を

受
け
た
膨
大
な
量
の
書
画
や
民
俗
資
料
に
対

し
て
、
学
芸
員
は
研
究
職
と
し
て
史
的
価
値

を
鑑
み
優
先
順
位
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
私
た
ち
が
と
り
な
せ
る
の
は
、
果
た

し
て
「
史
的
」
価
値
を
も
つ
も
の
だ
け
な
の

だ
ろ
う
か
。
家
族
や
大
切
な
人
に
ま
つ
わ
る

な
ど
、
日
々
の
生
活
や
人
生
を
通
じ
て
育
ま

れ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
価
値
に
つ
い
て
、
私

た
ち
は
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
あ

る
い
は
そ
の
必
要
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。

　

斎
藤
さ
ん
と
今
村
さ
ん
の
「
出
来
る
こ
と

を
出
来
る
だ
け
チ
ー
ム
」
の
指
導
と
福
冨
学

芸
課
長
の
調
整
に
よ
っ
て
岡
山
県
立
美
術
館

研
修
室
で
の
写
真
洗
浄
作
業
が
始
ま
っ
た
の

は
、
上
記
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
頃
だ
。
こ

の
作
業
は
計
画
か
ら
実
行
ま
で
の
全
て
が
チ

ー
ム
名
通
り
に
現
実
的
か
つ
具
体
的
だ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
無
理
な
く
継
続
的
な
活
動

の
あ
り
か
た
、
そ
し
て
自
身
の
専
門
性
の
活

か
し
か
た
に
つ
い
て
、
大
き
な
学
び
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
一
人
ひ
と
り
の
大
切
な
も

の
の
救
出
に
少
し
で
も
助
力
で
き
た
こ
と
に

加
え
て
、
油
画
修
復
を
専
門
と
さ
れ
る
お
二

人
の
「
も
の
」
と
人
に
対
す
る
思
い
に
触
れ

ら
れ
た
こ
と
は
、
何
に
も
代
え
が
た
い
経
験

だ
っ
た
。

災
禍
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
が
担

う
役
割
の
最
適
解
は
、
被
害
の
範
囲
や
個
別

の
事
情
か
ら
都
度
導
き
出
す
し
か
な
い
。
し

か
し
確
か
な
の
は
、
私
た
ち
は
「
も
の
」
を

扱
う
仕
事
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
そ
ば
に
存
在

す
る
人
間
そ
の
も
の
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
西
日
本
豪
雨
の
被

災
物
レ
ス
キ
ュ
ー
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

働
き
を
さ
れ
た
先
輩
方
の
胸
に
は
こ
の
思
い

が
抱
か
れ
て
い
た
の
だ
と
、
3
年
間
を
思
い

返
す
今
に
し
て
骨
身
に
沁
み
て
い
る
。
そ
し

て
改
め
て
思
う
の
は
、
い
か
な
る
「
も
の
」

に
も
人
を
生
か
す
力
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ

と
。
こ
の
こ
と
は
私
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の

道
標
に
な
る
よ
う
に
感
じ
る
と
同
時
に
、
先

輩
方
が
示
さ
れ
た
思
い
と
し
て
、
次
へ
と
繋

げ
て
い
く
役
目
を
託
さ
れ
て
も
い
る
の
で
は

な
い
か
と
襟
を
正
し
て
い
る
。

（
八
田
真
理
子
）

八田真理子（はった・まりこ）

石川県金沢市生まれ。東京大学大学院
修了。2017年9月より学芸員として岡
山県立美術館に勤務。専門は中国絵画
史で雪舟など中世日本絵画にも関心を
持つ。

福冨  幸（ふくとみ・こう）

京都市生まれ。岡山大学大学院修了。
平成3年より学芸員として岡山県立美
術館に勤務。主に工芸全般・近現代日
本画を担当。県下80余館の博物館施
設が加盟する岡山県博物館協議会事務
局として「岡山県文化財等救済ネット
ワーク」に参画。小・中・高３児の母。

被災写真の含水量測定

被災アルバム台紙の解体 被災写真のインク定着と洗浄処置
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被
災
写
真
の
現
状

今
村
友
紀
（�

西
日
本
豪
雨
災
害
「
大
切
な
も
の
」
無
償
応

急
処
置
出
来
る
事
を
出
来
る
だ
け
チ
ー
ム
）

村
上
浩
二
（
山
本
金
属
製
作
所
）

写
真
に
よ
る
損
傷
の
違
い

　

お
預
か
り
し
た
写
真
に
は
大
き
く
分
け
て
、

白
黒
写
真
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
カ
ラ
ー
写
真
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
に
よ
る
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
カ
ラ
ー
写
真
が
あ
っ
た
。
水
災
に
よ
る
水

濡
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
に
は
特
徴

的
な
損
傷
が
見
ら
れ
た
。

　

白
黒
写
真
は
、
水
損
直
後
に
は
色
彩
層
が

溶
け
、
乾
燥
後
は
粉
状
と
な
り
印
画
紙
か
ら

剥
落
す
る
。

　

ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
カ
ラ
ー
写
真
で
は
、
水
損

直
後
に
色
彩
層
が
溶
け
、
色
の
に
じ
み
が
生

じ
る
が
、
乾
燥
後
、
定
着
力
は
弱
い
も
の
の

印
画
紙
に
残
存
す
る
。

　

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
カ
ラ
ー
写
真
で
は
、
他

の
写
真
に
比
べ
格
段
に
色
彩
層
の
に
じ
み
は

少
な
く
輪
郭
の
ボ
ヤ
ケ
と
ピ
ン
ク
色
の
変
色

が
生
じ
る
程
度
で
あ
る
が
、
水
濡
れ
期
間
が

長
い
と
色
彩
層
に
亀
裂
、
剥
離
が
生
じ
印
画

紙
へ
の
再
定
着
は
難
し
い
状
態
と
な
る
。

最
大
限
に

写
真
色
彩
層
を
残
す
に
は
？

　

当
チ
ー
ム
は
、
岡
山
県
立
美
術
館
、
な
ら

び
に
本
稿
筆
者
（
村
上
）
と
共
に
、
水
損
に

よ
り
に
じ
み
の
生
じ
た
カ
ラ
ー
写
真
の
色
彩

層
を
最
大
限
に
印
画
紙
に
再
定
着
し
た
う
え

で
、
黴
、
泥
の
洗
浄
を
行
う
方
法
を
検
討
し

た
。

被
災
写
真
表
面
の

赤
外
吸
収
分
光
分
析

　

図
１
よ
り
被
災
写
真
の
表
面
に
は
、
発
色

層
が
被
災
前
の
状
態
で
残
留
し
て
い
る
健
全

部(

ⅰ)

、
発
色
層
が
膨
潤
し
て
色
素
が
消
失

し
始
め
て
い
る
に
じ
み
部(

ⅱ)

と
、
発
色
層

が
消
失
し
て
下
地
が
露
出
し
て
い
る
剥
が
れ

部(

ⅲ)

が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
部
分
に
存

在
す
る
化
学
種
を
特
定
す
る
た
め
、
フ
ー
リ

エ
変
換
赤
外
吸
収
分
光
分
析(Fourier-

transform
 infrared spectroscopy, 

FTIR) 

を
行
っ
た
。

　

物
質
に
は
、
分
子
構
造
に
固
有
の
振
動
が

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
特
定
波
長
の
赤
外
線

が
吸
収
さ
れ
る
た
め
、
各
波
長
の
赤
外
線
に

対
す
る
吸
収
率
を
測
定
し
て
ス
ペ
ク
ト
ル
を

得
れ
ば
、
物
質
を
同
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

図
２
は
、
分
析
に
用
い
た
装
置
で
あ
る
。

図
３
は
、
赤
外
吸
収
分
光
分
析
の
結
果
で

あ
る
。
図
３
（
ａ
）
の
（
ⅰ
）（
ⅱ
）（
ⅲ
）

は
、
図
１
（
ａ
）
の
（
ⅰ
）（
ⅱ
）（
ⅲ
）
に

対
応
し
、
に
じ
み
部 (

ⅱ) 

の
ス
ペ
ク
ト
ル

は
、
健
全
部 (

ⅰ) 

と
剥
が
れ
部(

ⅲ)

の
合

成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

被
災
写
真
は
、
長
時
間
水
に
浸
か
っ
て
い

た
た
め
、
一
部
で
は
印
画
紙
表
面
の
感
光
材

料
が
水
に
溶
け
、
色
が
に
じ
ん
で
い
た
り
、
ア

ル
バ
ム
の
保
護
フ
ィ
ル
ム
を
剥
が
す
際
に
は
、

保
護
フ
ィ
ル
ム
側
に
発
色
層
が
付
着
し
印
画

紙
に
は
色
が
残
ら
な
い
と
い
っ
た
現
象
が
確

認
さ
れ
た
。

　

写
真
フ
ィ
ル
ム
は
、
フ
ィ
ル
ム
ベ
ー
ス
と

な
る
紙
の
支
持
体
の
上
に
、「
感
光
乳
剤
」
と

呼
ば
れ
る
ハ
ロ
ゲ
ン
化
銀
微
粒
子
を
ゼ
ラ
チ

ン
水
溶
液
に
懸
濁
し
た
も
の
が
幾
重
に
も
塗

り
重
ね
ら
れ
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

水
災
に
よ
っ
て
、
カ
ラ
ー
写
真
フ
ィ
ル
ム

の
発
色
層
が
水
に
浸
か
り
続
け
る
と
、
こ
の

感
光
乳
剤
に
含
ま
れ
る
ゼ
ラ
チ
ン
が
膨
潤
す

る
。
そ
の
後
、
次
第
に
ゼ
ラ
チ
ン
は
溶
解
す

る
た
め
、
色
彩
層
（
感
光
材
層
）
が
流
れ
落

ち
、
像
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

図2　図１の表面分析に用いた
フーリエ変換赤外吸収分光分析
装置（FTIR）

白黒写真：粉状に感光材が剥落
図３　フーリエ変換赤外吸収分光分析の結果【(a)図1の該当部、(b)標準物質】

被災した写真ネガフィルム図１　表面分析・断面観察に用いた被災写真および【(a)全体、(b）は(a)の右下の拡大】

ネガフィルムカラー写真：
感光材が溶けて流れ落ちる

デジタル写真（インクジェットカラー写真）：
にじみは少ないが、印刷面が剥離する

　

健
全
部(

ⅰ)

な
ら
び
に
剥
が
れ
部(

ⅲ)

の
ス
ペ
ク
ト
ル
形
状
か
ら
同
定
さ
れ
た
の
が
、

ゼ
ラ
チ
ン
と
低
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
で
あ
る

図
３
（
ｂ
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
確
か
に
写
真

感
光
乳
剤
（
色
の
あ
る
部
分
）
は
ゼ
ラ
チ
ン

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
剥
が
れ
部
か
ら
検
出

さ
れ
た
低
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は
写
真
の
支

持
体
紙
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
発
色
層
の
主
成
分
で
あ

る
ゼ
ラ
チ
ン
は
、
水
に
さ
ら
さ
れ
る
と
膨
潤

し
、
さ
ら
に
長
時
間
が
経
過
す
る
と
溶
解
し
、

写
真
紙
か
ら
流
れ
落
ち
て
し
ま
う
。

　

一
度
膨
潤
し
た
発
色
層
は
、
乾
燥
後
も
色

落
ち
し
や
す
く
、
に
じ
み
部
分
も
現
状
に
と

ど
め
る
た
め
に
は
ゼ
ラ
チ
ン
質
の
硬
化
を
促

す
必
要
が
あ
る
。

被
災
写
真
の

光
学
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察

　

被
災
写
真
の
健
全
部
・
に
じ
み
部
・
剥
が
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図４　被災写真の断面光学顕微鏡像（暗視野モード）

被災写真のインクがにじむ様子を観る
―感光材の膨潤―
　水災で長時間水に浸かっていたカラー写真を乾燥させ、光学顕微鏡で写
真断面を観る。
　色素を含んだゼラチンの層がふやけ、かろうじて印画紙に残存している
ことが分かる。

れ
部
に
つ
い
て
、
そ
の
状
態
を
確
認
す
る
た

め
に
光
学
顕
微
鏡
に
よ
る
断
面
観
察
を
行
っ

た
。

　

断
面
観
察
分
析
に
用
い
た
被
災
写
真
は
、

前
述
の
表
面
分
析
に
用
い
た
写
真
と
同
写
真

で
あ
る
。
こ
の
写
真
は
、
表
面
に
ア
ル
バ
ム

の
保
護
フ
ィ
ル
ム
が
付
着
し
た
状
態
で
あ
っ

た
た
め
、
こ
れ
を
真
空
乾
燥
し
、
フ
ィ
ル
ム

を
剥
離
し
た
後
に
カ
ミ
ソ
リ
で
小
片
を
採
集

し
た
。
図
１(

ｂ)

の
点
線
部
を
断
面
観
察

位
置
と
し
た
。

　

断
面
作
成
に
は
ミ
ク
ロ
ト
ー
ム
を
使
用
し
、

光
学
顕
微
鏡
観
察
で
は
、
明
視
野
な
ら
び
に

暗
視
野
モ
ー
ド
を
用
い
た
結
果
、
発
色
の
状

（a）健全部

光学顕微鏡

岡山県立美術館での被災写真応急処置作業

（b）にじみ部 （c）剥がれ部

況
を
鮮
明
に
観
察
す
る
た
め
に
は
、
暗
視
野

モ
ー
ド
が
有
効
で
あ
っ
た
。
写
真
の
表
面
か

ら
裏
面
ま
で
の
約
０
・
２[

㎜] 

が
視
野
内
に

収
ま
る
様
に
、
対
物
レ
ン
ズ
×
20
で
観
察
を

行
っ
た
。

　

図
４
が
、
被
災
写
真
の
断
面
光
学
顕
微
鏡

像 (

暗
視
野
モ
ー
ド) 

で
あ
る
。

　

図
４(

ａ)

が
健
全
部
で
あ
る
が
、
発
色
層

(

Ⅰ)

が
下
地(

Ⅱ)

に
密
着
し
て
お
り
、
そ

の
厚
み
は
約
10 

μm
で
あ
る
。

　

図
４(

ｂ)

で
は
、
膨
潤
し
て
色
の
薄
く
な

っ
た
発
色
層(

Ⅲ)

が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
が
に

じ
み
部
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

図
４(
ｃ)
で
は
、
発
色
層
が
完
全
に
消
失

し
、
下
地(
Ⅱ)
が
露
出
す
る
と
と
も
に
、
下

地
が
膨
ら
ん
で
剥
離
し
た
箇
所(

Ⅳ)

も
観
察

さ
れ
た
。

　

発
色
層
が
水
に
さ
ら
さ
れ
、
色
素
が
元
の

位
置
か
ら
消
失
す
る
と
、
乾
燥
さ
せ
て
も
像

は
復
元
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
被
災
後
は
速

や
か
に
水
を
除
去
し
、
発
色
層
の
色
落
ち
、

劣
化
を
止
め
る
事
が
重
要
で
あ
る
。

写
真
の
色
彩
層
（
感
光
材
層
）
は
ゼ
ラ
チ

ン
膜
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
一
刻
も
早
い
写

真
の
乾
燥
」
は
浸
水
被
災
写
真
の
色
彩
層
硬

化
に
必
須
で
あ
り
一
定
の
効
果
が
あ
る
。
し

か
し
、
一
度
膨
潤
し
た
色
彩
層
は
、
粘
性
が

残
り
、
擦
れ
な
ど
に
よ
り
色
落
ち
す
る
ほ
ど

脆
弱
な
塗
膜
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
被
災
し

た
写
真
に
は
驚
く
速
さ
で
カ
ビ
が
発
生
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
迅
速
な
水
洗
も
必
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
束
ね
ら
れ
浸
水
し
た
写
真
は

写
真
同
士
が
接
着
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
分

離
す
る
に
は
必
ず
水
分
を
用
い
た
処
置
が
必

要
に
な
る
。

被
災
写
真
の
残
存
色
彩
層
を
可
能
な
限
り

残
し
、
か
つ
、
水
洗
浄
・
水
分
を
使
っ
た
処

置
を
可
能
に
す
る
た
め
写
真
乳
剤
の
硬
化
方

法
を
検
討
、
実
施
し
た
。

カ
ラ
ー
写
真
フ
ィ
ル
ム
の
定
着
液

写
真
乳
剤
層
の
硬
化
、
つ
ま
り
ゼ
ラ
チ
ン

を
硬
化
す
る
た
め
に
着
目
し
た
の
は
写
真
現

像
の
工
程
で
あ
る
「
定
着
処
理
」
に
使
用
さ

れ
る
薬
剤
で
あ
る
。

定
着
処
理
と
は
、
現
像
さ
れ
な
か
っ
た
不

必
要
な
未
感
光
銀
を
フ
ィ
ル
ム
か
ら
溶
解
洗

浄
す
る
工
程
で
あ
る
。
用
い
ら
れ
る
定
着
液

に
は
未
感
光
銀
を
除
去
す
る
た
め
の
薬
剤
と

共
に
、
必
要
な
感
光
銀
を
留
め
る
た
め
に
ゼ

ラ
チ
ン
膜
を
硬
化
さ
せ
る
硬
膜
剤
が
含
ま
れ

て
い
る
。

フ
ィ
ル
ム
感
光
材
層
は
、
臭
化
銀
の
感
光

と
現
像
液
に
よ
る
繊
細
な
化
学
変
化
の
末
に

形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
像
の
最
終
工

程
で
あ
る
「
定
着
」
に
用
い
ら
れ
る
定
着
剤

に
は
当
然
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で
の
化
学
変
化

を
損
な
わ
ず
に
う
ま
く
定
着
さ
せ
る
た
め
の

薬
剤
配
合
が
な
さ
れ
て
い
る
。

定
着
液
に
含
ま
れ
る「
硬
膜
剤
」

主
な
定
着
剤
の
組
成
を
表
1
に
示
す
。

定
着
液
に
含
ま
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
剤
の

役
割
は
、「
定
着
主
剤
：
ハ
ロ
ゲ
ン
化
銀
の
溶

解
」「
硫
黄
遊
離
防
止
剤
：
定
着
主
剤
の
分
解

防
止
」「
酸
性
剤
：
酸
性
作
用
・
定
着
液
の
保

存
性
向
上
」「
硬
膜
剤
：
ゼ
ラ
チ
ン
の
硬
膜
作

用
」
に
大
別
さ
れ
る
。

定
着
液
の
中
で
像
の
定
着
（
フ
ィ
ル
ム
や

印
画
紙
に
残
留
し
た
未
感
光
の
ハ
ロ
ゲ
ン
化

銀
を
除
去
し
、
画
像
を
形
成
す
る
還
元
さ
れ

た
金
属
銀
を
残
し
、
光
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上

の
変
化
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
）
を
行
う

定
着
主
剤
が
ハ
イ
ポ
（
チ
オ
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
）、
現
像
液
の
混
入
に
対
す
る
緩
衝
剤
と
し

て
の
役
割
を
担
う
の
が
、
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
や
酢
酸
・
ホ
ウ
酸
で
あ
り
、
ゼ
ラ
チ
ン
膜

斎
藤
裕
子
・
今
村
友
紀
（
絵
画
修
復
工
房
Ｙ
ｅ
Ｙ
）

被
災
写
真
の
色
彩
層（
感
光
材
層
）
硬
化
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の
硬
化
を
担
っ
て
い
る
の
が
カ
リ
明
礬
で
あ

る
。カ

リ
明
礬
は
硫
酸
カ
リ
ウ
ム
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
と
呼
ば
れ
、
料
理
の
他
、
日
本
画
の
に
じ

み
止
め
に
も
用
い
ら
れ
る
。

明
礬
に
よ
る

被
災
写
真
の
色
彩
層
硬
化

明
礬
を
使
用
し
た
被
災
写
真
の
色
彩
層
の

硬
化
、
つ
ま
り
、
色
止
め
の
作
業
方
法
を
述

べ
る
。

１
、
乾
燥

あ
ら
か
じ
め
写
真
の
充
分
な
乾
燥
を
行
う

事
が
必
須
で
あ
る
。
送
風
に
よ
る
乾
燥
は
黴

の
飛
散
を
招
く
た
め
、
ア
ル
バ
ム
か
ら
取
り

外
し
た
写
真
は
シ
リ
カ
ゲ
ル
を
入
れ
た
密
封

容
器
に
保
管
し
、
色
止
め
・
洗
浄
処
置
前
に

簡
易
真
空
乾
燥
機
に
よ
る
乾
燥
を
行
っ
た
。

真
空
乾
燥
に
よ
る
被
災
写
真
の
乾
燥
は
、
電

気
抵
抗
式
水
分
計
で
含
水
量
測
定
を
行
い
乾

燥
具
合
を
確
認
し
た
。
真
空
乾
燥
前
の
含
水

量
が
20
％
前
後
、
真
空
乾
燥
後
は
9
～
7
％

で
あ
る
。
紙
の
含
水
量
は
室
内
湿
度
に
左
右

さ
れ
る
た
め
、
当
日
の
乾
燥
コ
ピ
ー
用
紙
の

含
水
量
10
％
前
後
で
あ
る
こ
と
を
乾
燥
の
目

安
と
し
た
。

表１　写真定着液の組成（F：イーストマン・コダック定着液型番号）

２
、
色
止
め

焼
き
明
礬
10
％
溶
液
に
真
空
乾
燥
後
の
被

災
写
真
を
5
分
間
浸
す
。
写
真
同
士
が
重
な

ら
な
い
よ
う
に
浸
し
、
写
真
が
浮
く
場
合
の

み
竹
製
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
写
真
を
沈
め
る
。

３
、
水
洗

　

明
礬
溶
液
か
ら
竹
製
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
写
真

を
引
き
上
げ
、
水
に
5
分
間
浸
す
。
現
像
面

に
触
ら
な
い
よ
う
に
同
じ
く
写
真
が
浮
い
た

場
合
の
み
竹
製
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
沈
め
る
。
写

真
に
残
存
す
る
明
礬
液
を
洗
浄
除
去
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

４
、
乾
燥

　

ク
リ
ッ
プ
ま
た
は
洗
濯
ば
さ
み
を
つ
る
し

た
紐
を
柱
材
に
渡
す
。
写
真
余
白
部
分
を
ク

リ
ッ
プ
で
挟
み
つ
る
し
、
乾
燥
を
行
う
。
こ

の
際
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
乾
燥
を
促
す

と
効
果
的
で
あ
る
。
写
真
の
最
終
的
な
乾
燥

は
、
イ
ン
ク
面
の
べ
た
つ
き
が
な
く
、
電
気

抵
抗
式
水
分
計
で
の
水
分
量
測
定
結
果
が
10

％
以
下
と
し
た
。

５
、
ふ
き
洗
浄

　

イ
ン
ク
面
に
付
着
し
て
い
る
泥
汚
れ
を
、

同
濃
度
明
礬
液
を
含
ま
せ
た
不
織
布
ウ
エ
ス

で
ふ
き
取
り
洗
浄
を
行
う
。
そ
の
後
乾
燥
し

F-24 酸性非硬膜剤 F-5 酸性硬膜定着剤 F-6酸性硬膜定着剤 F-7酸性迅速硬膜定着剤
ハイポ：240g ハイポ：240g ハイポ：240g ハイポ：360g
無水亜硫酸ナトリウム：10g 無水亜硫酸ナトリウム：15g 無水亜硫酸ナトリウム：15g 塩化アンモニウム：50g
亜硫酸水素ナトリウム：
２g

酢酸28％：48ml 酢酸28％：48ml 無水亜硫酸ナトリウム：15g

水：１ℓ ホウ酸：7.5g メタホウ酸ナトリウム：15g 酢酸28％：48ml
カリ明礬：15g カリ明礬：15g ホウ酸：7.5g
水：1ℓ 水：１ℓ カリ明礬：15g

水：1ℓ

た
不
織
布
ウ
エ
ス
で
軽
く
拭
き
上
げ
る
こ
と

で
イ
ン
ク
面
の
艶
が
出
る
。
写
真
裏
面
に
付

着
し
て
い
る
汚
れ
や
ア
ル
バ
ム
台
紙
の
接
着

剤
は
セ
ス
キ
炭
酸
ソ
ー
ダ
水
を
使
用
し
同
方

法
で
ふ
き
取
り
洗
浄
を
行
な
っ
た
。

災
害
の
際
の
写
真
洗
浄
作
業
に

求
め
ら
れ
る
こ
と

災
害
に
よ
る
被
災
写
真
の
洗
浄
作
業
は
大

量
の
写
真
を
処
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
上

に
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
安
心
し
て
使
え

る
薬
剤
を
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
点
に
お
い
て
、
薬
店
や
ス
ー
パ
ー
で
安

価
に
入
手
で
き
有
害
性
の
低
い
明
礬
は
、
浸

水
で
に
じ
み
色
落
ち
し
や
す
く
な
っ
た
写
真

の
残
存
色
彩
層
の
硬
化
に
有
効
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
白
黒
写
真
は
カ
ラ
ー
写
真
と
劣

化
状
態
が
異
な
り
、
浸
水
被
害
に
よ
り
色
彩

層
が
粉
状
に
剥
落
す
る
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
明
礬
に
よ
る
色
彩
層
の
硬
化
処

置
は
行
え
ず
、
メ
チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス
に
よ
る

色
彩
層
補
強
処
置
を
行
っ
た
。
こ
の
例
の
よ

う
に
、
写
真
の
劣
化
状
態
、
種
類
に
よ
り
色

彩
層
定
着
処
置
は
そ
の
都
度
検
討
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
今
後
の
災
害
に
備
え
、
よ
り

良
い
写
真
洗
浄
の
方
法
が
検
討
さ
れ
、
多
く

の
方
の
協
力
と
共
に
行
わ
れ
る
と
幸
い
で
あ

る
。

乾燥後水分
率：10％内

浸している間はインク
面に触らないように。

しっかり乾燥させる
ことでインクは再硬
化し、保護フィルム
もきれいにはがれる。

①明礬液10％に
　5分浸す

②水洗5分

お預かり直後のアルバムは水を大量に含み黴も発生している。
写真保護フィルムと台紙の間の写真インクは溶け液状。しか
しこの段階で焦らず、写真保護フィルムは残しアルバム台紙
から写真を切り取る。

吊るし乾燥させる。
写真の余白部分を挟みつるす事。
写真同士がつかないように間隔
をあけて吊るす。

明礬水10％によるふき洗浄 セスキ水による写真裏面ふき洗浄前・後

■写真表面のふき洗浄
インクにべとつきがなくしっかり乾燥し
ていることを確認し、明礬水（濃度は色
落ちを確認しながら調節）を柔らかい不
織布に含ませふき取り洗浄を行う。

■写真裏面のふき洗浄
アルコール、またはセスキ
水で裏面の汚れ、付着した
インク、アルバム台紙の接
着剤をふき取り洗浄する。

２．乾燥：真空乾燥による写真の乾燥

１．アルバムからの写真取り出し

３．被災写真の色止め処置

４．吊るし乾燥

５．ふき洗浄

■明礬水の作り方（10％）

①沸騰させた水1ℓに明礬10ｇ加える
②よく撹拌し、一晩おく
　：水溶液が白濁から透明になる

被災写真のデジタルデータ化
傷んだ写真はデジタルデータで保存することで再プリント可能になります。

被災写真の色止めと洗浄

デジタル化した写真データはCDに収
めお渡しされた。

Case２．大量のスナップ写真はスキャ
ナー取り込み

Case1．大判写真はデジタルカメラで
撮影
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的
で
あ
る
。
ま
た
、
真
空
ポ
ン
プ
に
逆
流
防

止
機
構
が
搭
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
停
電
で
真

空
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
際
に
油
が
逆
流
す
る

事
を
避
け
ら
れ
る
。
真
空
ポ
ン
プ
に
逆
流
防

止
機
構
が
搭
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

通
電
時
に
開
く
方
式
の
電
磁
弁
（
例
え
ば
Ｃ

Ｋ
Ｄ
製FAB31-8-6-12CG

N
-1

）
を
真
空

ポ
ン
プ
の
直
上
流
に
設
置
し
て
お
け
ば
、
停

電
時
に
バ
ネ
で
自
動
的
に
弁
が
閉
じ
る
た
め
、

油
は
逆
流
し
な
い
。

真
空
乾
燥
機
の
製
作
な
ら
び
に

使
用
方
法

村
上
浩
二
（
山
本
金
属
製
作
所
）

目
的水

没
し
た
ア
ル
バ
ム
で
は
、
写
真
（
印
画

紙
）
と
保
護
シ
ー
ト
の
間
に
水
が
入
り
込
ん

で
お
り
、
こ
の
状
態
で
長
期
間
保
管
す
る
と
、

カ
ビ
が
発
生
す
る
と
共
に
、
印
画
紙
表
面
の

感
光
材
料
が
水
に
溶
け
、
画
像
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
可
能
な
限
り
速
や
か

に
水
分
を
除
去
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、

水
の
抜
け
道
は
、
切
断
し
た
ア
ル
バ
ム
シ
ー

ト
の
端
面
な
ら
び
に
シ
ー
ト
の
裏
面
に
限
ら

れ
、
室
温
大
気
中
で
の
乾
燥
で
は
、
要
求
さ

れ
る
効
率
で
写
真
を
回
収
す
る
事
が
極
め
て

困
難
で
あ
る
。

乾
燥
剤
を
設
置
し
た
密
閉
空
間
に
写
真
を

設
置
す
れ
ば
、
水
分
除
去
の
効
率
は
高
ま
る

が
、
さ
ら
に
効
率
よ
く
水
を
除
去
す
る
た
め

に
は
、
圧
力
を
減
少
さ
せ
る
事
が
有
効
で
あ

る
。
そ
こ
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
水
の

液
体
の
水
の
減
少
速
度
が
上
昇
す
る
。
さ
ら

に
温
度
を
上
昇
さ
せ
れ
ば
、
液
体
の
水
は
表

面
の
み
な
ら
ず
、
内
部
か
ら
も
蒸
発
し
始
め

る
。
こ
れ
が
沸
騰
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ
り
、

温
度
を
一
定
と
し
て
圧
力
を
低
下
さ
せ
た
場

合
に
も
、
同
様
に
沸
騰
が
起
き
る
（
ｄ
）。
真

空
引
き
を
行
い
続
け
れ
ば
、
上
記
の
蒸
発
・

沸
騰
が
継
続
し
、
発
生
し
た
水
蒸
気
は
空
間

部
品
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
表

１
の
物
品
を
用
い
て
、
図
２
の
模
式
図
に
示

す
真
空
乾
燥
機
を
製
作
し
た
。
継
手
の
接
続

で
は
、
テ
ー
パ
ね
じ
部
の
密
封
性
を
確
保
す

る
た
め
、
オ
ス
ね
じ
部
に
ふ
っ
素
樹
脂
製
シ

ー
ル
テ
ー
プ
（
例
え
ば
サ
ン
プ
ラ
テ
ッ
ク
製

Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
シ
ー
ル
テ
ー
プ
１
５
１
９
３
）
を

時
計
回
り
に
約
1
・
5
周
ぶ
ん
巻
付
け
た
。

図
2
に
示
す
真
空
乾
燥
機
の
使
用
方
法
は
、

下
記
の
通
り
で
あ
る
。
下
記
ｊ
）
で
ニ
ー
ド

ル
弁
‐
３
を
開
く
の
は
、
真
空
ポ
ン
プ
か
ら

ニ
ー
ド
ル
弁
‐
１
へ
至
る
経
路
に
、
真
空
ポ

ン
プ
の
油
が
流
入
す
る
の
を
避
け
る
た
め
で

あ
る
。
最
も
注
意
す
べ
き
点
は
、
下
記
ｈ
）

の
確
実
な
実
施
で
あ
り
、
こ
れ
が
不
実
施
も

し
く
は
不
十
分
な
場
合
、
デ
シ
ケ
ー
タ
が
配

管
か
ら
空
気
を
吸
込
み
、
こ
の
際
に
真
空
ポ

ン
プ
内
の
油
も
デ
シ
ケ
ー
タ
内
部
へ
流
入
す

る
。

ａ
）
デ
シ
ケ
ー
タ
内
に
写
真
を
設
置
し
、
蓋

を
閉
じ
て
ボ
ー
ル
弁
‐
１
、
２
を
閉
じ
る

ｂ
）
ニ
ー
ド
ル
弁
‐
１
、
２
、
３
を
閉
じ
る

ｃ
）
真
空
ポ
ン
プ
の
電
源
を
Ｏ
ｎ
に
す
る

ｄ
）
ニ
ー
ド
ル
弁
‐
１
を
開
く

ｅ
）
ニ
ー
ド
ル
弁
‐
２
を
開
く

ｆ
）
ボ
ー
ル
弁
‐
１
を
少
し
ず
つ
開
く

ｇ
）
写
真
中
の
水
が
十
分
減
少
す
る
ま
で
待

つ
ｈ
）
ボ
ー
ル
弁
‐
１
を
閉
じ
る

ｉ
）
ニ
ー
ド
ル
弁
‐
２
を
閉
じ
る

ｊ
）
ニ
ー
ド
ル
弁
‐
３
を
開
く

ｋ
）
真
空
ポ
ン
プ
の
電
源
を
Ｏ
ｆ
ｆ
に
す
る

ｌ
）
ニ
ー
ド
ル
弁
‐
１
を
閉
じ
る

ｍ
）
ニ
ー
ド
ル
弁
‐
３
を
閉
じ
る

ｎ
）
ボ
ー
ル
弁
‐
２
を
少
し
ず
つ
開
く

ｏ
）
デ
シ
ケ
ー
タ
内
が
大
気
圧
に
戻
っ
た
ら
、

蓋
を
開
け
て
写
真
を
取
出
す

図
３
は
、
真
空
乾
燥
機
の
使
用
状
況
で
あ

る
。
真
空
ポ
ン
プ
に
は
、
空
気
と
共
に
水
蒸

気
が
流
入
す
る
た
め
、
真
空
ポ
ン
プ
内
で
水

蒸
気
が
液
体
の
水
に
変
化
し
、
油
に
混
入
す

る
。
こ
の
状
態
で
真
空
ポ
ン
プ
を
動
作
さ
せ

続
け
る
と
、
排
気
能
力
が
低
下
し
た
り
、
油

の
潤
滑
性
が
低
下
し
て
真
空
ポ
ン
プ
の
寿
命

が
短
く
な
る
た
め
、
油
量
確
認
窓
で
油
の
状

態
を
定
期
的
に
確
認
し
、
油
が
白
濁
し
た
時

点
で
新
し
い
油
に
交
換
す
る
事
が
必
要
で
あ

る
。今

回
製
作
し
た
図
２
、
３
の
真
空
乾
燥
機

で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
水
の
混
入
を

避
け
る
た
め
に
は
「
ガ
ス
バ
ラ
ス
ト
弁
」
を

有
す
る
真
空
ポ
ン
プ
（
例
え
ば
ア
ル
バ
ッ
ク

機
工
製
Ｇ
Ｌ
Ｄ
‐
０
５
１
）
の
利
用
が
効
果

蒸
発
速
度
を
高
め
る
た
め
の
簡
便
な
方
法
と

し
て
真
空
乾
燥
に
注
目
し
、
水
没
し
た
写
真

を
減
圧
雰
囲
気
で
短
時
間
に
乾
燥
さ
せ
る
装

置
を
製
作
し
た
。

水
分
除
去
の
原
理

図
1
は
、
真
空
引
き
に
よ
る
水
分
除
去
の

模
式
図
で
あ
る
。
密
閉
さ
れ
た
空
間
に
、
液

体
の
水
と
乾
燥
空
気
が
存
在
す
る
と
（
ａ
）、

液
体
の
水
が
表
面
か
ら
蒸
発
し
て
水
蒸
気
と

な
り
（
ｂ
）、
あ
る
時
点
で
空
気
中
の
水
蒸
気

量
が
飽
和
す
る
（
ｃ
）。
こ
の
時
点
で
蒸
発
は

停
止
す
る
が
、
こ
の
水
蒸
気
で
飽
和
し
た
空

気
を
乾
燥
空
気
と
入
替
え
れ
ば
（
ｃ
→
ａ
）、

再
び
液
体
の
水
が
水
蒸
気
と
な
り
、
徐
々
に

液
体
の
水
が
減
少
す
る
。

上
記
の
状
態
で
温
度
を
上
昇
さ
せ
る
と
、

水
の
飽
和
蒸
気
圧
が
増
加
す
る
た
め
、
空
気

は
よ
り
多
く
の
水
蒸
気
を
含
む
様
に
な
り
、

図1.真空引きによる水分除去の模式図

表1.真空乾燥機に使用した物品（1セット用、購入先はミスミ）

図2.真空乾燥機の模式図（図中の番号は表1の番号に対応する）図3.真空乾燥機の使用状況
（図中の番号は表1の番号に対応する）

気体の
水分子

(a) 乾燥空気 (b) 蒸発 (c) 飽和 (d) 真空引き
(e) 液体の
     水が減少

水蒸気の泡

液体の水

1

7

3

4

4

5 ( ニードル弁 -3)

6

写真

ボール弁 -2

ボール弁 -1

5 ( ニードル
弁 -1)

5 ( ニードル弁 -2)

7
2

8

9

村上浩二（むらかみ・こうじ）

岡山県生まれ。専門は金属材料工学。
2005年3月に京都大学大学院博士課程
(工学研究科 材料工学専攻) 修了。金
属材料の評価を通して研究開発に従事
した後、現職に至る。現在は切削加工
のセンシングに関するデバイス開発を
担当し、アナログ・デジタル回路と計
測制御ソフトウェアの設計・試作を主
に行う。「無ければ自分で作る」が信条。

内
か
ら
排
出
さ
れ
る
（
ｅ
）
た
め
、
効
率
よ

く
写
真
か
ら
水
分
を
除
去
す
る
事
が
可
能
に

な
る
。

製
作
方
法

真
空
乾
燥
を
行
う
た
め
に
は
、
写
真
を
設

置
す
る
た
め
の
容
器
、
真
空
ポ
ン
プ
、
配
管
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西
日
本
豪
雨
災
害

平
成
30
年
7
月
七
夕
前
後
に
発
生
し
た
西

日
本
豪
雨
災
害
。
自
然
災
害
が
少
な
い
と
い

わ
れ
て
き
た
私
た
ち
の
街
「
晴
れ
の
国
岡
山
」

で
し
た
が
、
倉
敷
市
、
総
社
市
、
笠
岡
市
、
井

原
市
、
高
梁
市
と
広
範
囲
で
被
害
が
発
生
し
、

死
者
66
名
、
行
方
不
明
者
3
名
と
な
る
大
規

模
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
倉
敷
市
真
備

町
の
小
田
川
決
壊
の
被
害
は
甚
大
で
、
住
宅

被
害
は
他
県
に
比
べ
最
も
多
く
全
壊
４
８
２

８
棟
（
倉
敷
市
４
６
３
３
棟
）、
半
壊
３
３
０

２
棟
（
倉
敷
市
８
２
２
棟
）。（
平
成
31
年
1

月
時
点
）

　

発
災
数
日
後
に
訪
れ
た
真
備
町
は
、
道
路

の
脇
に
家
屋
2
階
の
高
さ
ま
で
積
み
上
げ
ら

れ
た
泥
ま
み
れ
の
家
財
、
横
転
し
た
車
、
泥

が
2
階
ま
で
付
着
し
、
開
け
っ
放
し
の
家
々
。

泥
と
汗
ま
み
れ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
以
外

に
人
が
い
な
い
異
臭
と
土
埃
の
舞
う
町
で
し

た
。た

だ
、
美
術
品
で
も
文
化
財
で
も
な
く
、
市

場
価
値
が
つ
く
も
の
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も

「
何
に
も
代
え
ら
れ
な
い
大
切
な
も
の
」
が
皆

さ
ん
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

漏
れ
て
し
ま
う
被
災
さ
れ
た
方
の
「
大
切
な

も
の
」
を
お
手
元
に
残
し
た
い
と
当
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
８
人
は
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
龍
昌
院
（
倉
敷
市
西
岡
）、
岡
山

県
立
美
術
館
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大

学
、
岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
に
作
業
場

所
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
長
い
名
前
の
チ
ー

ム
は
、
当
活
動
に
優
し
い
気
持
ち
と
、
熱
く

強
い
思
い
を
も
っ
て
ご
協
力
・
参
加
い
た
だ

い
た
方
々
の
総
称
な
の
で
す
。

『
大
切
な
も
の
』チ
ー
ム
の
成
り
立
ち

　

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
当
チ
ー
ム
が

ま
ず
直
面
し
た
課
題
は
、「
活
動
を
被
災
さ
れ

た
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
」「
活
動
拠
点

と
マ
ン
パ
ワ
ー
」「
活
動
資
金
」
で
し
た
。
つ

ま
り
、
活
動
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の

全
て
が
な
い
状
態
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

発
災
か
ら
作
業
開
始
（
８
月
３
日
）
ま
で

の
約
２
週
間
「
大
切
な
も
の
を
ま
だ
捨
て
な

い
で
」
と
い
う
活
動
の
チ
ラ
シ
を
手
に
、
倉

敷
、
岡
山
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
活
動
趣
旨
を
ご
説
明
し
て
回
り
ま
し
た
。

「
早
く
し
な
い
と
す
べ
て
捨
て
ら
れ
て
し
ま

う
。」
と
い
う
焦
り
と
は
裏
腹
に
、
被
災
さ
れ

た
方
の
生
活
環
境
の
確
保
、
家
の
泥
だ
し
に

力
を
注
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
発
災
後
の
7

月
中
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
従
事
す
る
団
体
が

真
備
に
拠
点
を
置
こ
う
と
さ
れ
る
中
で
当
活

動
の
作
業
拠
点
を
見
つ
け
る
事
の
み
な
ら
ず
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
被
災
さ

れ
た
方
に
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は

大
変
難
し
い
も
の
で
し
た
。

活
動
の
始
ま
り
か
ら
万
策
尽
き
て
し
ま
っ

た
「
活
動
認
知
」「
活
動
拠
点
の
確
保
」
に
関

し
て
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
あ

る
美
術
館
学
芸
員
さ
ん
で
し
た
。「
人
命
と

被
災
者
様
の
生
活
が
先
ず
」
と
厳
し
く
私
を

諭
し
な
が
ら
も
初
め
て
の
活
動
拠
点
と
な
る

龍
昌
院
を
仲
介
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
活
動

趣
旨
を
新
聞
記
者
さ
ん
に
紹
介
し
て
く
だ
さ

り
記
事
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

本
当
の
活
動
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

資
金
面
で
は
、
資
材
は
メ
ン
バ
ー
の
持
ち

寄
り
か
ら
始
ま
り
、
平
成
30
年
9
月
よ
り
公

益
財
団
法
人
み
ん
な
で
つ
く
る
財
団
お
か
や

ま
の
「
も
も
た
ろ
う
基
金
」
の
採
択
に
よ
り

活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
切
な
も
の
と
は
？　

災
害
か
ら
残
す
べ
き
沢
山
の
も
の

子どもの絵画の洗浄 文集の解体：天神山文化プラザにて

被災地に配布されたチラシ
「大切なもの、捨てないで！」

民
間
資
料
・
想
い
出
を
残
す

西日本豪雨災害「大切なもの」無償応急処
置出来ることを出来るだけチーム
2018年7月西日本豪雨災害を機に、岡山在住　絵画修復士、表具師、
アーティスト、造本家　計8人で立ち上げる。龍昌院、岡山県立美術
館、ノートルダム清心女子大学、天神山文化プラザに作業場所、ボ
ランティアを提供いただき作業を進める。岡南ギャラリー（岡山市
表町）、天神山文化プラザで活動報告展「一枚のはがき」を開催、ま
びシェアで「みんなで残そう！想い出をつくろう！！まびシェアに
おいでよ2day‘s」を開催し災害から「想い出のもの」を残す活動を
伝える。

長
い
名
前
の
チ
ー
ム

私
は
油
彩
画
の
修
復
士
で
す
。
日
常
は
美

術
館
、
画
廊
、
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
依
頼

を
い
た
だ
き
「
美
術
品
」
と
し
て
の
油
彩
画

の
修
復
を
生
業
と
し
て
い
ま
す
。

「
文
化
財
あ
る
い
は
美
術
品
」
と
は
何
か
？

そ
の
定
義
と
し
て
「
文
化
財
保
護
法
」
で

は
、「
建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書

斎
藤
裕
子
（
西
日
本
豪
雨
災
害
「
大
切
な
も
の
」
無
償
応
急
処
置
出
来
る
こ
と
を
出
来
る
だ
け
チ
ー
ム
）

跡
、
典
籍
、
古
文
書
、
そ
の
他
の
有
形
の
文

化
的
所
産
、
並
び
に
考
古
資
料
及
び
そ
の
他

の
学
術
上
価
値
の
高
い
歴
史
資
料
」
を
〝
有

形
文
化
財
〟
と
し
、
建
造
物
を
除
い
た
も
の

を
〝
美
術
工
芸
品
〟
と
総
称
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
「
衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中

行
事
等
に
関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
、

民
俗
技
術
及
び
こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、

器
具
、
家
屋
そ
の
他
の
物
件
で
我
が
国
民
の

生
活
の
推
移
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
」
例
え
ば
、
民
具
・
民
芸
品
な

ど
を
〝
民
俗
文
化
財
〟
と
し
て
美
術
工
芸
品

に
準
じ
た
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
も
の
は
阪
神
淡
路
大
震
災
、
新

潟
中
越
地
震
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
今
ま
で

の
災
害
の
際
に
も
し
っ
か
り
と
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
が
組
ま
れ
、
様
々
な
困
難
と
課
題
が
あ
り

な
が
ら
も
救
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
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職人・アーティストとして出来る事を
災害から「大切なもの」を残す事を伝える

　災害に際して芸術系分野に身を置く職人、アーティストは何ができるのか？私たちメンバーが絶えず自問してき
たことです。日々の仕事、制作活動で培った技術を、被災物の応急処置に活かすとともに、災害から「想い出のも
の」を残す取り組みを伝えてきました。

●�2018年11月30日：講演と1A1Aプロジェクト・アルバム製作（ノ
ートルダム清心女子大学「史料講読Ⅱ」受講生と一緒に被災者様に
お渡しするアルバムつくり）

●�2018年12月8~16日：活動報告展「一枚のはがき」
KSギャラリー（岡山市表町）

●�2019年3月26-31日：活動終了報告展「一枚のはがき」
天神山文化プラザ

▶�ワークショップ
　「西洋の装丁―チェーンステッチかがりのオリジナルメモ帳つくりー」

魚井良人
　「日本の装丁―想い出の古布で折帖つくりー」

大西享一

●�2019年8月10、11日：「みんなで残そう！想い出をつくろう！！ま
びシェアにおいでよ2day’s」（真備町）

▶�「掛け軸」の災害応急処置講習（日本画修復士　山田祐子氏）
▶�「大切なもの」を殺菌をしよう！
▶�「被災写真」の色止め・洗浄をしてみよう！
▶�写真家によるご家族写真撮影（写真家　森田靖氏）
▶�オリジナルアルバムを作ろう！

●�2019年8月24日：講演とボランティア
　「西日本豪雨災害　その現状から『想い出のものを残す』取り組み」
　（倉敷市環境交流スクエア　水島愛あいサロン）

私
た
ち
に
託
さ
れ
た「
大
切
な
も
の
」

当
チ
ー
ム
が
お
預
か
り
し
た
「
大
切
な
物
」

は
、
子
ど
も
さ
ん
の
描
い
た
絵
、
工
作
、
書

道
作
品
、
作
文
、
学
校
か
ら
の
配
布
物
、
写

真
、
お
位
牌
、
過
去
帳
、
日
記
帳
、
母
子
手

帳
、
賞
状
、
御
朱
印
帳
、
手
紙
、
卒
業
ア
ル

バ
ム
等
、
当
初
想
定
し
て
い
た
よ
り
多
種
・

多
数
に
な
り
ま
し
た
。

ど
の
物
に
も
家
族
、
友
人
、
そ
の
時
の
自

分
自
身
へ
の
想
い
や
想
い
出
が
こ
も
っ
て
お

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
と
共
に
「
あ

ー
。
わ
か
る
。」
と
暖
か
な
気
持
ち
、
時
に
は

胸
を
締
め
付
け
ら
れ
る
気
持
ち
で
作
業
に
当

た
っ
た
こ
と
が
思
い
返
さ
れ
ま
す
。

一
口
に
「
想
い
出
の
物
」
と
い
っ
て
も
素

材
、
構
造
、
損
傷
状
態
が
様
々
で
あ
る
こ
と

が
こ
の
取
り
組
み
の
難
し
さ
で
も
あ
り
ま
し

た
。
ど
の
支
援
に
も
言
え
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
災
害
で
は
自
分
の
専
門
を
超
え
た
課
題

が
突
き
付
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
技
術

を
要
す
る
取
り
組
み
で
は
、
資
金
状
況
も
含

め
「
技
術
者
の
技
術
・
知
識
の
限
界
が
支
援

内
容
や
チ
ー
ム
の
限
界
」
と
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
や
技
術
者
は
そ
の
重

圧
と
も
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
タ
フ

な
現
場
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

た
だ
、「
災
害
か
ら
一
点
で
も
た
く
さ
ん
大

切
な
も
の
を
被
災
さ
れ
た
方
に
残
し
た
い
」

と
い
う
願
い
を
抱
く
方
が
当
チ
ー
ム
の
他
に

も
岡
山
に
は
た
く
さ
ん
お
り
、
そ
の
時
々
降

り
か
か
る
課
題
に
チ
ー
ム
、
専
門
を
超
え
て

一
緒
に
頭
を
抱
え
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
か

ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
そ
し
て
、
情
報
を
オ

ー
プ
ン
に
交
換
し
あ
う
。
そ
ん
な
雰
囲
気
と

環
境
が
当
チ
ー
ム
の
活
動
を
も
前
向
き
な
も

の
に
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

災
害
支
援「
出
来
る
事
」は
必
ず
あ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
初
め
て
。
そ
ん
な

職
人
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
集
ま
り
で
あ
る
当

チ
ー
ム
は
、
こ
の
2
年
と
少
し
の
間
、
本
当

に
多
く
の
方
に
ご
指
導
と
作
業
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
被
災
物
の
応
急
処
置
と
い
う

災
害
支
援
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」

と
い
う
方
も
当
チ
ー
ム
で
は
様
々
な
ア
イ
デ

ィ
ア
と
技
能
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

当
チ
ー
ム
が
心
掛
け
て
き
た
の
は
、
災
害

時
と
い
う
資
金
、
物
資
、
人
員
の
限
ら
れ
た

中
で
も
、
被
災
者
ご
自
身
、
あ
る
い
は
特
別

な
技
能
人
で
な
く
て
も
可
能
な
応
急
処
置
方

法
を
導
き
出
す
事
。
出
来
る
限
り
安
価
で
、

簡
単
に
入
手
可
能
、
使
用
者
に
も
作
業
対
象

物
に
も
安
全
な
材
料
を
使
用
す
る
事
。
そ
し

て
、Facebook

や
活
動
報
告
展
示
会
を
通
じ

て
活
動
の
全
て
、
試
行
錯
誤
の
過
程
も
含
め

課題は一緒に悩む：
思いもよらないアイディア、解決法方が生まれる現場

活動報告展（KSギャラリー）

講演とボランティア（水島愛あいサロン）

ワークショップ「オリジナルアルバム
を作ろう！」（まびシェア）

結婚式ウェルカムボードの洗浄

日記帳の綴り直し 

デザイナー 石原清 

造本家 魚井良人 

デザイナー 蔵知武 

表具師 大西享一 

画家 浅野有紀 

版画家 岡村勇佑 

油彩画修復士 今村友紀 

西日本豪雨「大切なもの」無償応急処置出来る事を出来るだけチーム

油彩画修復士 斎藤裕子

て
オ
ー
プ
ン
に
す
る
事
で
す
。

そ
れ
が
今
後
日
本
の
ど
こ
か
で
の
災
害
に

お
け
る
「
大
切
な
も
の
を
一
点
で
も
多
く
残

す
活
動
」
の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。災

害
か
ら
残
す
べ
き
「
大
切
な
も
の
」
は

膨
大
で
す
。
被
災
者
様
の
人
生
、
ご
家
族
の

歴
史
に
空
白
を
つ
く
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

今
後
も
多
く
の
方
の
「
出
来
る
事
を
出
来
る

だ
け
」
が
集
積
し
、
災
害
か
ら
大
切
な
も
の

を
残
す
取
り
組
み
が
広
く
、
深
い
も
の
に
な

っ
て
い
く
と
素
敵
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
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北
山
さ
ん
は
古
民
家
再
生
を
実
施
す
る
大

工
で
す
。
こ
の
災
害
で
被
害
の
大
き
か
っ
た

真
備
町
有
井
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
２
０
１
８

年
7
月
9
日
、
つ
ま
り
発
災
か
ら
2
日
後

「Team

桃
太
郎
」
のFacebook

は
、
こ
の

言
葉
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
西
日
本
豪
雨

災
害
に
お
け
る
家
屋
再
生
の
取
り
組
み
を
北

山
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

道
路
や
路
地
、
庭
に
散
乱
す
る
ど
こ
か
ら

か
漂
流
し
て
き
た
ポ
リ
タ
ン
ク
、
園
芸
用
品

等
々
。
あ
の
水
災
直
後
（
町
か
ら
水
が
引
い

た
後
）、
ま
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
が
、
そ
れ
ら
漂
着
物
の
分
別
、
清
掃
で
し

た
。
助
け
を
求
め
る
家
屋
に
車
両
が
た
ど
り

着
く
ま
で
に
も
気
の
遠
く
な
る
作
業
が
行
わ

れ
た
の
で
す
。
家
の
中
に
は
、
日
々
の
生
活

で
す
べ
て
が
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
た
沢
山
の
物
が
泥
だ
ら
け
に
な

り
、
床
を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
の
で
す
。
家

屋
自
体
の
復
旧
作
業
を
前
に
、
そ
れ
ら
は
ど

う
し
て
も
屋
外
に
運
び
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
残
す
の
か
、
廃
棄
す

る
の
か
分
別
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
そ
こ
で
、
家
財
は
限
ら
れ
た
敷
地
内
の

庭
、
車
庫
を
埋
め
尽
く
す
こ
と
に
な
り
ま
す

（
上
写
真
）。
ス
ペ
ー
ス
の
限
界
と
夜
間
の
盗

難
の
不
安
、
何
だ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど

の
汚
れ
と
損
傷
を
受
け
た
物
。
こ
の
よ
う
に

切
迫
し
た
中
で
家
財
取
捨
の
判
断
を
住
民
の

方
々
が
ど
の
よ
う
な
お
気
持
ち
で
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
の
心
身
と
も
に
辛
い
家
財
の

片
付
け
が
終
わ
っ
た
後
、
今
度
は
家
屋
の
こ

と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

水
害
に
よ
っ
て
浸
水
し
た
家
は
、
家
が
傾

い
て
い
る
も
の
、
基
礎
・
土
台
が
無
く
な
っ

て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
再
建
が
可
能
と
考

え
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
古
い
家
に
み

ら
れ
る
「
木
造
軸
組
工
法
」
で
建
て
ら
れ
た

家
は
、
そ
の
名
の
通
り
家
全
体
が
柱
や
梁
、

筋
交
い
な
ど
の
軸
組
で
支
え
ら
れ
て
い
る
の

で
、
水
濡
れ
し
た
部
分
を
解
体
し
な
く
て
は

な
ら
な
く
て
も
家
が
倒
壊
す
る
危
険
は
少
な

い
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、「
家
屋
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
の
か
、

全
壊
し
建
て
直
す
の
か
？
」
そ
の
見
極
め
は

住
民
の
方
々
に
は
当
然
難
し
く
、
し
か
も
今

後
の
生
活
の
不
安
と
泥
だ
ら
け
に
な
っ
た
家
、

家
財
を
前
に
冷
静
な
判
断
と
決
断
を
ご
自
身

で
担
う
こ
と
は
相
当
に
厳
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
の
立
場
に
立
っ
た
再

災
害
じ
ゃ
か
ら
っ
て

負
け
と
れ
ん
！

ぜ
っ
て
え
俺
は

助
け
に
行
く
け
ー
な

大
切
な
家
屋
を

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
の
か
、

全
壊
し
建
て
直
す
の
か
？

災
害
直
後
の
家
屋

建
計
画
を
提
示
で
き
る
建
築
業
者
で
あ
る
か

の
見
極
め
も
難
し
い
も
の
で
す
し
、
こ
の
よ

う
な
大
規
模
な
災
害
で
は
件
数
が
極
め
て
多

い
こ
と
か
ら
、
大
工
不
足
に
よ
る
工
事
の
遅

れ
が
被
災
さ
れ
た
方
の
避
難
所
生
活
を
長
引

か
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
し
た
。

被
災
地
で
は
住
民
の
方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
一
緒
に
、
片
づ
け
や
そ
の
後
の
復
旧
に

参
加
す
る
こ
と
で
し
か
気
づ
け
な
い
事
が
あ

り
ま
す
。

例
え
ば
、
水
濡
れ
し
た
天
井
、
床
、
壁
を

剥
が
す
こ
と
は
カ
ビ
の
繁
殖
を
軽
減
す
る
た

め
に
も
自
力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
え
る
処

置
で
す
が
、「
建
物
の
上
か
ら
剥
が
す
事
」
を

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
先
ず
手
が
付
け
や

す
い
床
を
剥
が
し
、
さ
て
天
井
を
剥
が
す
と

な
っ
た
時
に
再
度
床
場
を
こ
し
ら
え
る
…
…

と
い
っ
た
時
間
と
労
力
の
ロ
ス
が
現
場
に
は

と
て
も
多
い
の
で
す
。

　

ま
た
、
真
備
で
も
行
政
か
ら
消
毒
・
殺
菌

の
た
め
に
消
石
灰
が
住
民
の
方
々
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
使
い

方
を
間
違
え
る
と
効
果
が
な
い
ば
か
り
か
、

消
石
灰
の
撒
か
れ
た
現
場
で
作
業
す
る
人
の

身
体
に
悪
く
作
業
の
邪
魔
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

災
害
か
ら
2
年
と
少
し
過
ぎ
、
私
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
整
理
し
て
み
ま
し
た
。「
大
切
な
家
屋
を

復
旧
す
る
た
め
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
何

か
？
ど
の
よ
う
な
手
順
で
進
め
る
の
か
？
」

そ
れ
を
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
か
や
ま

「
被
災
家
屋
部
会
」
で
ま
と
め
た
も
の
が
私
の

ペ
ー
ジ
最
後
に
掲
載
し
た
「
復
旧
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
（
水
害
編
）」
で
す
。

被
災
し
た
後
、
何
に
一
番
困
る
の
か
？
そ

れ
は
「
生
活
（
お
金
・
家
屋
）」
に
係
る
こ
と

で
す
。
ど
ん
な
災
害
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は

ご
自
身
と
ご
家
族
の
身
を
守
る
。
そ
の
次
に

最
初
に
す
べ
き
こ
と
は
、
被
害
状
況
を
記
録

に
残
す
こ
と
。
写
真
や
動
画
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
生
活
・
家
屋
復
旧
計

画
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
大
切
な
ベ
ー
ス

と
な
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
身
近
な
家
族
や
知
人
な
ど
を
頼

り
、
専
門
家
の
方
々
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

そ
う
い
っ
た
方
々
を
知
ら
な
い
場
合
で
も
、

地
域
の
行
政
や
社
会 

福
祉
協
議
会
（
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ 

ー
）
な
ど
を
し
っ
か
り

と
利
用
し
相
談
し
て
欲
し
い
の
で
す
。
家
屋

の
復
旧
で
は
、
ど
の
よ
う
に
片
づ
け
る
か
、
ど

の
よ
う
に
建
て
直
す
の
か
と
い
う
「
作
業
手

順
・
方
法
」
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
共
に
、
復
旧

に
係
る
「
資
金
繰
り
」
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
つ
ま
り
、
今
あ
る

資
金
で
何
が
で
き
る
の
？
住
宅
ロ
ー
ン
は
ど

う
な
る
の
？
と
い
う
個
々
の
悩
み
に
即
し
た

再
建
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

家
屋
復
旧
の

取
り
組
み
と
課
題

家
屋
再
生
の
取
り
組
み 

伝
え
て
繋
い
で
動
い
て
助
け
合
う

北
山 

紀
明
（
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
桃
太
郎
・
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
か
や
ま
「
被
災
家
屋
部
会
」）ボランティア向け講習

木造軸組工法 平屋建の一例

必要のない消石灰

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
斎
藤
裕
子

家
屋
を
残
す
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で
す
。
加
え
て
令
和
2
年
7
月
に
は
、
特
定

非
常
災
害
で
は
被
災
家
屋
の
解
体
費
の
補
助

対
象
を
現
行
の
「
原
則
と
し
て
全
壊
」
か
ら

「
半
壊
以
上
」
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
が
、
災
害
に
係
る
補
助
金
制
度
も
適
切

に
、
う
ま
く
活
用
で
き
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

26
年
前
の
１
９
９
５
年
1
月
17
日
に
発
生

し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

元
年
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
限
ら
れ

た
専
門
家
、
活
動
団
体
で
行
わ
れ
て
い
た
被

災
地
支
援
が
、
市
民
の
意
志
と
行
動
力
で
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
い
つ
、
ど

こ
で
大
規
模
災
害
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
と
い
う
今
、
平
時
か
ら
皆
さ
ん
の
身
近
に

あ
る
「
横
の
つ
な
が
り
」
に
着
目
し
、
大
切

に
、
大
き
く
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思

う
の
で
す
。
医
師
、
看
護
師
、
弁
護
士
、
建

築
士
と
い
っ
た
専
門
家
に
加
え
て
、「
○
○
の

こ
と
だ
っ
た
ら
あ
の
人
が
詳
し
い
・
得
意
だ
」

と
い
う
よ
う
に
、
四
者
連
携
「
行
政
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
住
民
組
織
（
身
近
な

人
と
の
つ
な
が
り
）」
が
こ
れ
か
ら
の
災
害
支

援
に
は
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
災
害
を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
、

災
害
に
こ
れ
か
ら
あ
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
子
ど
も
た
ち
に
は
、
災
害
・
防
災
の
知

識
と
共
に
、
当
事
者
に
共
感
す
る
気
持
ち
を

育
て
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
例
年
1
月

17
日
に
震
災
犠
牲
者
を
悼
む
た
め
神
戸
で
行

わ
れ
る
「
１
・
17
の
つ
ど
い
」。
今
年
（
’21
）

は
、
竹
の
産
地
、
そ
し
て
同
じ
く
大
規
模
災

害
を
経
験
し
た
真
備
か
ら
竹
灯
籠
が
送
ら
れ

光
が
灯
さ
れ
ま
し
た
。
竹
灯
籠
に
書
か
れ
た

真
備
の
子
ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
当
事

者
を
思
う
気
持
ち
と
、
災
害
に
立
ち
向
か
う

強
さ
と
希
望
が
こ
れ
か
ら
も
育
ま
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

復旧ロードマップ
被災後の復旧についての大まかな目安です。ご参照ください。

写真を撮る
家屋＝4方向　家財＝各部屋

写真や大切なもの保護
災害廃棄物搬出 など写真記録

罹災証明
保険

家財搬出

水害編

家屋処置

取りはがす際には
天井▶壁▶床▶泥出し▶廃棄 の順に

被害ある場所を

生活再建計画

住み替え
引っ越して別の住居に住みます。

リフォーム
家を修繕して再び住みます。

新築
新たに家を建て直し住みます。

リフォームする場合は

罹災証明・保険手続に必要

室内の状況や
家電等も撮る

浸水深
分かる
ように

カメラ・スマホ等

四方向から
写真を撮る

床
下
浸
水

床
上
浸
水

全壊 床上180cm以上

全壊
床上100cm以上

大規模半壊
床一面に堆積

天端

床上100cm未満

床上100cm未満など

床上100cm以上
180cm未満

大規模半壊

一部損壊

床上浸水

半壊

天端下
25cmまで半壊

被害認定の目安 家屋処置の手順

※認定基準はあくまで目安です　※浸水した箇所の最も浅い部分での想定
※すべてのケースで有効とは限りません
　被災状況に応じて考える必要があります

木造戸建住宅の場合

河川氾濫
浸水

土砂崩れ
土砂流入

住宅基礎

取りはがす

清掃・洗浄

乾　燥

消　毒

罹災証明申請
火災保険確認・請求

保険金・支援金・減免制度 など
資金計画（借入/自己資金）  家計の見直し など

リカバリー
チェックシートRCS

新たな生活へ

「公費解体」制度について
特例措置により、家屋の解体を公費で行
うことができる制度。自治体や災害規模
により内容も変わってきます。

生活
について

家屋
について

学区なども考慮に入れ考えます

はい

いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

建て直す

家を買う
住んでいた所に戻る

元の場所に住む
どこに住む

新　築
リフォーム

賃貸（民間/公営）
土地
新築

リノベーション
中古

発行：

被災家屋支援チーム

水害編復旧ロードマップデータ
印刷用PDF／WEB用JPEG

被災後の家屋処置
1必要なこと  その

写真記録
写真を撮る

家屋＝４方向
家財＝各部屋
室内の状況や
家電等も撮るカメラ・スマホ等

４方向から写真を撮る

浸
水
深
が

分
か
る
よ
う
に

1
片付けを始める前に！

保険・補償の手続きに必要です

被害状況の

どんな風に撮る？

10
0

11
0

90

人が
立つ

目盛りが分かるように

浸水痕

浸水痕

基準になるものと
共に撮る

室内は各部屋撮影

家電類も（念のため製造番号も）

メジャー
を当てる

各部屋
撮影

発行：災害支援ネットワークおかやま 被災家屋部会

動画撮影も有効

被災後の家屋処置
3必要なこと  その

最終的に処分するものは「災害廃棄物」として処分することになります。
分別にあたっては自治体ごとにルールが異なります。指示に従ってください。
指定外の場所へ廃棄物を出すとトラブルになることもあります。

家財道具 搬出3

発行：災害支援ネットワークおかやま 被災家屋部会

冷蔵庫の中の食品は全て出す
ガスボンベ・薬品など危険物は除外する

災害ボランティアセンター等に依頼

処分する物は

各自治体の指示に従いましょう

災害廃棄物として廃棄

搬出

分別

問い合わせ先

分別・集約場所
の確認を！

被災後の家屋処置
2必要なこと  その

濡れてしまった家財を整理し、分別します。
思い出の品・大切な物・必要な物は冷静に選別し、なるべく取っておきましょう。
捨ててしまうと取り返しのつかない物もあります。

家財道具 仕分け2

発行：災害支援ネットワークおかやま 被災家屋部会

残
す
べ
き
物
は
分
け
る

写真

データ復旧できる場合
もあります 骨董品・宝飾品・家宝・古文書など

パソ
コン

HDD

SSD

保存
データ

SD

お子様の大切な絵など

日記 親子手帳

大切な

手帳
など

誤って捨てられないように

捨てないで
ください

捨てたくない物には
目印を

写真は
水で洗えます

すぐに処置
できない時は

広げて乾燥を

片
付
け
を
焦
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

冷静に

箪笥・表札など

捨ててしまうと…
全てが買い直しに

洗えば使える場合もあります

食器

無垢材
の品

大切な

作品

貴重品

あらかじめ
テープで色を決めて
おくとよいでしょう

被災後の家屋処置
4必要なこと  その

4

発行：災害支援ネットワークおかやま 被災家屋部会

天井・壁・床はがし
泥出し・廃棄

床

壁 浸水痕

水を含みカビの温床に

家の構造により処置法は
違います

リフォームを予定している方は念入りに行ってください困難な作業になります
災害ボランティアセンター・建築士会・工務店などに
処置の相談をしましょう

送風機で
強制乾燥させる方策も

浸水痕より
上側30cmくらいまで
壁材を除去

断熱材断熱材

泥を除去泥を除去 乾燥乾燥そしてそして をを

濡れた天井板を除去濡れた天井板を除去
壁の表側が乾いていても
内側の石膏ボードや断熱材が
水を含んでいる場合があります

場
合
に
よ
り
床
材
を
除
去

最
低
で
も
２
〜
３
ヵ
月
は
乾
燥

（
自
然
乾
燥
の
場
合
）

天井まで浸水した場合
天井板は取り外し
よく乾燥させます

天井

濡れた家屋をそのままにすると、カビが発生し、家が傷んでゆきます。
その後、必要になってくる処置です。専門家に相談しましょう。

一般的な木造家屋の場合

耐力壁の家は壁を取り外してはいけません

上からの作業が
基本です

濡れた壁材を除去濡れた壁材を除去

筋交い筋交い
貫貫

貫貫

日
本
家
屋
の
場
合

筋
交
い
・
貫
板
は

大
切
な
耐
震
建
材
で
す

取
り
外
し
厳
禁

問い合わせ先

内閣府『防災情報のページ』
住宅の応急処置PDF

NHK『災害列島 いのちを守る情報サイト』
浸水した家屋の片づけと掃除のしかた

北山 紀明
岡山県立岡山工業高校（建築科） 卒業後、大
手ハウスメーカー、一般木造住宅、鉄骨の店
舗、古民家再生などを行う工務店・伝統構
法の学びを経て７年前に独立。２０１８年７
月７日 西日本豪雨災害を機に岡山県の建設
関係者のメンバーを中心にボランティア団体

「Team 桃太郎」を立ち上げる。 倉敷市真備
町を中心に家屋再生までの技術作業・みなし
仮設や建設仮設の支援・地域住民組織の復旧
支援を行う。 現在は、『災害支援ネットワー
ク おかやま』被災家屋支援部会にて災害時に
必要な資料の作成を行うとともに行政や社会
福祉協議会などから依頼を受け講演を行う。

復旧ロードマップ 水害編「被災後の家屋処置 必要なこと」 「
横
の
つ
な
が
り
」を
大
切
に

子
ど
も
た
ち
に
は「
希
望
の
光
」を
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第１章　残す。私たちは真備に何を残そうとしたのか

災
害
か
ら
楽
器
を
残
す

「
楽
器
な
お
し
隊
」

服
部  

悟

楽
器
専
門
店
が

災
害
で
出
来
る
事
は
？

株
式
会
社
服
部
管
楽
器
は
岡
山
市
表
町
に

あ
る
操
業
17
年
の
管
楽
器
店
で
あ
り
、
管
楽

器
の
修
理
を
専
門
に
行
っ
て
い
る
。

服
部
管
楽
器
の
代
表　

服
部
悟
さ
ん
は
西

日
本
豪
雨
災
害
の
際
、
倉
敷
市
の
中
川
楽
器

さ
ん
、
岡
山
市
の
楽
器
堂
さ
ん
と
チ
ー
ム
を

組
ん
で
被
災
し
た
管
楽
器
を
無
償
で
修
理
す

る
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。

西
日
本
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
管
楽
器
は

岡
山
だ
け
で
な
く
、
山
口
、
北
九
州
、
愛
媛

か
ら
も
依
頼
が
あ
り
約
１
０
０
本
に
の
ぼ
っ

た
。服

部
さ
ん
は
東
日
本
大
震
災
の
際
に
も
災

害
で
被
害
を
受
け
た
管
楽
器
の
修
理
を
行
っ

「
そ
れ
で
も
自
分
に
し
か
出
来
な
い
事
を
」

と
、
被
災
楽
器
の
無
償
修
理
をFacebook

で
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
の
が
発
災
か
ら
約
3
日

後
。
そ
の
間
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
倉
敷
市

に
あ
る
中
川
楽
器
さ
ん
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
の

修
理
を
行
う
楽
器
堂
さ
ん
に
楽
器
無
償
修
理

の
活
動
を
し
た
い
と
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
そ
れ
は
や
ろ
う
！
」
と
返
事
を
も
ら
い
「
楽

器
な
お
し
隊
」
は
立
ち
上
が
っ
た
。

そ
し
て
、
考
え
て
い
た
以
上
の
協
賛
者
に

よ
る
寄
付
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

の
支
援
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

本
来
水
に
は
強
い
作
り
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
管
楽
器
も
西
日
本
豪
雨
災
害
で
浸
水
し

た
も
の
は
、
黴
と
錆
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
い
た
。
楽
器
ケ
ー
ス
に
は
大
量
の
カ

ビ
が
発
生
し
強
烈
な
臭
気
を
放
っ
て
い
た
。

管
楽
器
は
、
ま
ず
泥
な
ど
の
水
洗
い
を
行

い
、
た
く
さ
ん
の
パ
ー
ツ
や
小
さ
な
ネ
ジ
を

解
体
し
隅
々
ま
で
洗
浄
を
行
う
。
し
か
し
、

錆
に
よ
り
使
え
な
い
パ
ー
ツ
は
交
換
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
特
に
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
は
電

気
部
品
を
す
べ
て
交
換
し
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
。

塗
装
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
は
塗
膜
剥

が
れ
が
生
じ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
塗
装
は
す

べ
て
き
れ
い
に
剥
が
し
た
。

郷
土
の
管
楽
器
だ
か
ら
こ
そ

　

服
部
さ
ん
は
、
修
理
を
終
え
音
色
を
取
り

戻
し
た
楽
器
を
お
返
し
し
、
涙
を
流
す
持
ち

主
を
目
に
し
た
時
に
ほ
っ
と
し
た
と
い
う
。

「
次
の
災
害
に
は
ま
た
活
動
を
行
い
ま
す

か
？
」
と
尋
ね
る
と
、
服
部
さ
ん
は
少
し
考

え
て
か
ら
、「
郷
土
の
楽
器
だ
か
ら
で
き
た
の

か
な
。
実
は
こ
の
活
動
を
し
て
い
る
と
き
自

分
に
は
〝
謎
ル
ー
ル
〟
を
課
し
て
い
た
ん
で

す
。」
と
話
し
て
く
れ
た
。

そ
れ
は
、
こ
の
活
動
に
関
す
る
作
業
は
、
営

業
時
間
に
は
行
わ
な
い
事
。
ス
タ
ッ
フ
に
負

担
を
か
け
な
い
た
め
作
業
は
自
分
で
行
う
事
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
と
い
っ
て
も

経
営
者
と
し
て
日
々
の
仕
事
を
疎
か
に
は
で

き
な
い
し
、
ス
タ
ッ
フ
に
負
担
を
か
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
。「
自
分
に
し
か
出
来
な
い

事
」
と
し
て
貫
い
た
活
動
の
日
々
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

支
援
者
が
支
援
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
「
少
し

心
苦
し
か
っ
た
。」
と
も
。
そ
れ
は
、「
自
分

が
出
来
る
事
：
修
理
作
業
」
も
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
な
る
と
、
人
様
の
支
援
な
し
に
は

「
出
来
な
い
事
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら

で
あ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
修
理
職
人
は
、
目
の
前
に
治
す

べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
無
条
件
に
治
し
た
い
衝

動
に
駆
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
作
業
自
体
が

喜
び
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
に
支

援
を
い
た
だ
く
こ
と
に
少
し
の
違
和
感
を
自

分
の
中
で
抱
く
気
持
ち
は
な
ん
だ
か
よ
く
わ

か
る
気
が
し
た
。

岡
山
の
音
楽
・
楽
器
の
分
野
に
も
、
災
害

か
ら
物
を
残
す
職
人
が
い
る
。

た
こ
と
か
ら
、
岡
山
で
発
生
し
た
西
日
本
豪

雨
災
害
で
も
修
理
を
必
要
と
す
る
管
楽
器
が

た
く
さ
ん
出
る
こ
と
は
想
像
で
き
た
と
い
う
。

「
楽
器
な
お
し
隊
」

と
は
い
え
、
管
楽
器
の
無
償
修
理
は
自
身

の
決
断
と
思
い
だ
け
で
は
到
底
出
来
な
か
っ

た
事
だ
と
服
部
さ
ん
は
言
う
。

管
楽
器
は
沢
山
の
パ
ー
ツ
か
ら
で
き
て
い

る
。
水
濡
れ
し
た
管
楽
器
修
理
は
解
体
や
洗

浄
な
ど
自
身
の
労
力
だ
け
で
完
成
す
る
も
の

で
は
な
く
、「
さ
び
」
に
よ
る
パ
ー
ツ
の
新

調
・
交
換
が
必
要
に
な
る
か
ら
だ
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
ど
う
し
て
も
費
用
が
か
か
り
、
他
楽

器
店
と
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
け
れ
ば
他
店

に
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
た

と
い
う
。

被災した管楽器：ホルン

塗装剥がれが生じたトランペット被災管楽器の解体
沢山のパーツ、小さなネジが集まってできている

修理後トランペット修理後ホルン

服部  悟（はっとり・さとる）

岡山生まれ。中部楽器技術専門学校で楽器修理技術を学ぶ。岩井、角堀両氏に師事。
専門学校卒業後、ノルウェーの大学MIA（Musical Instrument Academy）に留
学。木管楽器修理をカナダの技術者Steve Fox氏、金管楽器修理をドイツのマイス
ターStefan Voigt各氏に師事。2004年管楽器修理工房服部設立。2015年服部管
楽器設立。2016年日本管楽器修理師協会設立理事に就任。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
斎
藤
裕
子
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つ
な
ぐ
。 災
害
を
超
え
て
、
地
域
の
絆
・
支
援
活
動
を
つ
な
ぐ

第２章

被災物を残すために
参考となるサイト・文献一覧

オンライン
■日本図書館協会：被災資料救済・資料防災情報源
http://www.jla.or.jp/committees/hozon/
tabid/597/Default.aspx

■文化財防災ネットワーク：被災関連リンク集
https://ch-drm.nich.go.jp/link/info/

■歴史史料ネットワーク：資料の修復方法

■文化財防災ウィール：平成16年 文化庁
https://www.bunka.go.jp/earthquake/taio_hoho/
pdf/jyoho_03.pdf

■大切な思い出の品々を守る ～水災害後の応急処置
～
㈱絵画保存研究所 小谷野匡子 先生によるメモ  
2011.6.22. 改訂版 （資料提供協力：文化財保存支援
機構 八木三香 氏）
http://www.tobunken.go.jp/~hozon/rescue/
file17.pdf

■水または塩水で浸水した文書・書籍等のレスキュー
法 試案（フローチャート案）
東京文化財研究所　木川りか・佐藤嘉則
http://www.tobunken.go.jp/~hozon/rescue/file6.
pdf

■水害で被災した日本の絵画、書跡の応急処置（初期
対応）について
国宝修理装潢師連盟 岡泰央 （2011.04.28）
http://www.tobunken.go.jp/~hozon/rescue/
file12.pdf

■水害で被災した油彩画の応急処置（初期対応）につ
いて
東京藝術大学  木島隆康(2011.4.22.)
www.tobunken.go.jp/~hozon/rescue/file13.pdf

■水害で被災した民俗資料の取り扱いについて
国立民族学博物館  日髙真吾  (2011.4.28.)
http://www.tobunken.go.jp/~hozon/rescue/
file14.pdf

■水害で被災した漆工品の応急処置（初期対応）につ
いて
東京文化財研究所  山下好彦（2011.516.）
http://www.tobunken.go.jp/~hozon/rescue/
file15.pdf

■水害被災写真の救済に関するガイドライン
社団法人日本写真学会 (2011.5.10.)
www.tobunken.go.jp/~hozon/rescue/file16.pdf

■文化財防災ネットワーク（被災資料の応急処置動画
あり）
https://ch-drm.nich.go.jp/

■文化財防災ネットワーク 文化財防災マニュアル ハ
ンドブック

【汚損紙資料のクリーニング処置例】（詳細写真あり）
https://ch-drm.nich.go.jp/wp-content/
uploads/2018/05/manual-paper-materials1.pdf

■津波水損写真：カビ被害への対策
日本写真学会誌2013年76巻1号新井英夫

■水害を受けた写真の救済と保存処置方法
日本写真学会誌2010年73巻3号鈴木隆史

書籍
■写真技法と保存の知識
ベルトラン・ラヴェドリン著、白岩洋子翻訳、高橋則
英監修

■現像焼付・引伸の実際
師岡宏次著

■紙と本の保存科学
園田直子編

■被災写真救済の手引き―津波・洪水などで水損した
写真への対応マニュアル―
RD3プロジェクト著

■写真の科学
中村賢市郎著

■大津波被災文化財保存修復技術連携プロジェクト―
安定化処理―
津波により被災した文化財の保存修復技術の構築と専
門機関の連携に関するプロジェクト実行委員会編
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第２章　つなぐ。災害を超えて、地域の絆・支援活動をつなぐ

天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
で
の「
大
切
な
も
の
」無
償
応
急
処
置
活
動

加
藤
淳
子
（
岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
主
任
展
示
室
担
当
）

中
に
応
急
処
置
技
術
を
応
用
し
た
形
で
来
場

者
が
楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
。

特
に
、
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
般
公
募

に
つ
い
て
は
、
県
の
文
化
拠
点
で
あ
る
天
神

山
文
化
プ
ラ
ザ
と
い
う
場
所
な
ら
で
は
の
提

案
で
、
こ
れ
ま
で
大
学
や
県
立
美
術
館
な
ど

特
定
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
作
業
を

し
て
き
た
チ
ー
ム
に
と
っ
て
の
念
願
で
も
あ

っ
た
。
企
画
は
す
ぐ
に
採
用
と
な
り
、
天
神

山
文
化
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
（
公

社
）
岡
山
県
文
化
連
盟
も
賛
同
し
、
共
催
と

し
て
名
を
連
ね
た
。

主
要
メ
ン
バ
ー
の
熱
意
と
行
動
力
も
相
ま

っ
て
企
画
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
、
２
０
１
９

年
1
月
に
は
資
材
を
当
館
倉
庫
に
運
び
込
み
、

2
月
か
ら
作
業
開
始
。
開
始
当
初
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
の
周
知
も
行
き
渡
ら
な
か
っ
た

が
、
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も

き
っ
か
け
と
な
り
2
月
後
半
か
ら
は
徐
々
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
が
増
え
、
口
コ
ミ
で

広
ま
り
最
終
的
に
は
55
名
の
登
録
と
な
っ
た
。

作
業
場
は
毎
回
活
気
に
あ
ふ
れ
、「
楽
し
い
」

と
常
連
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
も
多
か

っ
た
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
参
照
）。

天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
が
「
大
切
な
も
の
」

無
償
応
急
処
置
活
動
に
作
業
会
場
を
提
供
す

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
８
年

12
月
、
市
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
報

告
展
「
一
枚
の
は
が
き
―
西
日
本
豪
雨
災
害

を
超
え
る
大
切
な
も
の
―
」
だ
っ
た
。
地
元

の
修
復
師
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
々
で
構
成

す
る
メ
ン
バ
ー
は
知
人
も
多
く
、
そ
の
活
動

に
つ
い
て
は
私
も
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
展
示
会
場
に
伺
っ
た
。
そ
こ

で
絵
画
修
復
師
の
斎
藤
さ
ん
と
今
村
さ
ん
か

ら
活
動
の
流
れ
や
「
大
切
な
も
の
」
に
つ
い

て
の
想
い
を
伺
う
中
で
、
未
だ
応
急
処
置
作

業
途
中
で
あ
る
こ
と
、
今
後
の
作
業
場
と
資

料
収
納
場
所
を
提
供
し
て
く
れ
る
施
設
を
探

し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
。
当
館
で
も
、
夏

の
企
画
展
で
発
表
を
予
定
し
て
い
た
作
品
が

完
成
間
近
で
被
災
し
、
展
示
を
断
念
し
た
と

い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
被
災
し
作
品

の
多
く
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
地
元
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
こ
と
も
耳
に
し
て
い
た
。
日
々
の

業
務
に
奔
走
す
る
中
で
、
被
災
状
況
を
見
聞

き
し
な
が
ら
何
も
で
き
な
い
こ
と
が
気
が
か

り
だ
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
く
、
館
内
ス

タ
ッ
フ
皆
に
共
通
す
る
想
い
だ
っ
た
。「
出
来

る
事
を
出
来
る
だ
け
チ
ー
ム
」
の
志
と
現
状

を
知
り
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
な
ら
と
、
急

遽
、
以
下
の
内
容
で
２
０
１
８
年
度
の
共
催

企
画
と
し
て
提
案
し
た
。

・「
大
切
な
も
の
」
応
急
処
置
の
主
に
仕
上

げ
作
業
を
進
め
る
た
め
に
、
練
習
室
（
工
芸

室
）
の
貸
館
利
用
予
定
が
な
い
時
を
作
業
場

と
し
て
提
供
す
る
。

・
練
習
室
倉
庫
の
空
棚
を
作
業
資
材
保
管

場
所
と
し
て
提
供
す
る
。

・
更
に
多
く
の
人
に
こ
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
共
に
応
急
処
置
作
業
を
体
験
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
一
般
公
募
し
、
受
付
窓
口
は
当
館
と
す
る
。

・
広
報
活
動
を
当
館
が
行
う
。

・
活
動
終
了
時
報
告
展
を
開
催
し
、
会
期

２
０
１
９
年
３
月
26
日
〜
３
月
31
日
に
は

西
日
本
豪
雨
災
害
「
大
切
な
も
の
」
無
償
応

急
処
置　

活
動
終
了
報
告
展
「
一
枚
の
は
が

き
―
『
大
切
な
も
の
』
応
急
処
置
の
8
カ
月

―
」
を
、
当
館
の
第
２
会
議
室
に
て
開
催
。

作
業
が
完
了
し
た
「
大
切
な
も
の
」
の
展
示

と
と
も
に
作
業
資
料
・
掲
示
物
・
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
前
回
の
展
示
で
実
現
で
き
な
か
っ
た

部
分
も
補
わ
れ
た
。
会
場
入
口
で
は
「
復
興

に
む
け
て
泳
ぎ
出
せ
！
み
ん
な
の
願
い
を
こ

め
て
。」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
と
も

に
掲
示
さ
れ
た
大
空
を
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
の
イ

ラ
ス
ト
は
、
来
場
者
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

た
鱗
型
の
カ
ー
ド
で
次
々
と
彩
ら
れ
た
。
報

告
展
は
、
３
３
３
人
の
来
場
が
あ
り
、
活
動

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
日

本
の
装
丁
」（
講
師
：
大
西
享
一
）「
西
洋
の

装
丁
」（
講
師
：
魚
井
良
人
）
は
各
10
名
定
員

を
超
え
る
参
加
者
で
賑
わ
っ
た
。

天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
で
の
無
償
応
急
処
置

活
動
は
２
０
１
９
年
2
月
〜
5
月
の
期
間
で
、

作
業
日
33
日
と
展
覧
会
7
日
の
計
40
日
間
と

な
っ
た
。

そ
し
て
活
動
の
最
後
、
２
０
１
９
年
5
月

25
日
、
作
業
が
完
了
し
た
「
大
切
な
も
の
」

が
メ
ン
バ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
手

で
被
災
者
様
へ
返
却
さ
れ
た
。
依
頼
の
あ
っ

た
全
40
世
帯
の
内
、
10
世
帯
の
方
々
が
来
館

し
、
そ
の
様
子
は
岡
山
県
内
の
報
道
機
関
9

社
に
よ
り
報
道
さ
れ
た
。
お
返
し
す
る
「
大

切
な
も
の
」
は
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
資
料
箱
に
収
め
ら
れ

た
。
資
料
箱
は
、「
大
切
に
思
う
気
持
ち
」
を

忘
れ
ず
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

想
い
が
込
め
ら
れ
た
チ
ー
ム
か
ら
被
災
者
様

へ
の
贈
り
物
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
本
活
動
は
真
備
町
で
の
返
却
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
経
て
、
２
０
１
９
年

10
月
か
ら
12
月
ま
で
再
び
残
作
業
を
行
い
、

天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
で
の
活
動
を
終
え
た
。

天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
は
こ
の
活
動
を
支
え

る
こ
と
で
何
を
繋
い
だ
の
か
。

失
う
こ
と
で
初
め
て
気
づ
く
「
自
分
に
と

っ
て
本
当
に
大
切
な
も
の
」。
災
害
時
に
お
け

る
そ
の
喪
失
感
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
、

こ
の
活
動
は
、
そ
の
状
況
を
目
の
当
た
り
に

し
た
斎
藤
さ
ん
と
今
村
さ
ん
の
「
な
ん
と
か

し
て
救
い
た
い
」「
自
分
に
で
き
る
こ
と

は
？
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
と
体
当
た
り
の

行
動
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
想
い
に
共

鳴
し
た
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
「
チ
ー
ム
」
と

し
て
動
き
だ
し
た
。
さ
ら
に
チ
ー
ム
は
、
作

業
や
活
動
を
進
め
て
い
く
中
で
多
く
の
団
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
繋
が
っ
て
ゆ

水害から再生した「ナマズ」天神山を泳ぐ
令和２年度天神山文化プラザ特別企画 天神山迷図スピンオフ「鯰、ナマズ、なまず」
会期：2020年8月26日(水) ～ 9月6日(日)

　天神山という「場」をまるごと楽しむ企画シリーズ「天神山迷図」。開催３回目となる本展では、
2017年から中庭で展示を続ける天神山のヌシ・巨大な流木作品「天神鯰」（制作：岡部玄）に続き、

「バルーン天神ナマズ」、「AR手のり天神なまず」と３種のナマズが登場しました。
　展覧会の主役となった「バルーン天神ナマズ」（制作：大屋努×グリーンファブ玉島）は、全長９
メートルのナマズ型バルーン作品で、見る人の動きに反応して光の色が変化したり、目やヒレが動
いたりと、楽しみながら作品を体感できるインタラクティブアートです。2017年から同メンバーで
始動し、特別展「天神山迷図～みえない物語」（2018年開催）出品に向けて「まちなか研
究室まびデジタル工房」を制作拠点に準備が進められました。綿密な計画のもと、1/5スケ
ールの試作による動作テストを経て実物制作に着手してまもなくの2018年7月6日。深夜か
ら発生した豪雨が工房を襲いました。浸水被害を受けて、汚損した機材や制作中の資材す
べてを廃棄せざるをえませんでした。会期までの時間と現状を検討した結果、再制作を断
念。唯一残ったデータをもとにプロジェクトの経緯をパネル展示しました。
　そして2019年、天神山文化プラザは2020年夏に開催予定の「天神山迷図」に向けて、念
願だった「バルーン天神ナマズ」再制作を依頼しました。ところが今度は新型コロナウイ
ルス感染拡大を受けて、企画自体の開催を再検討することになります。企画規模を縮小し再構成せざるを得ませんでしたが、
なんとかバルーン天神ナマズを主軸とした小企画として進めることができました。再制作にあたっては感染対策への新たな
工夫も盛り込まれ、鑑賞者がナマズを動かすためのコントローラー「かなめ石」は、コロナ禍でも非接触で楽しめるように
センサー式で制作されました。待望のお披露目を多くの方に見ていただける時期ではありませんでしたが、TVや新聞等６
社に報道していただきました。度重なる逆境を乗り越えて完成したバルーン天神ナマズの晴れやかな姿は、訪れた人たちに
も、私たちスタッフにも、希望と力を与えてくれました。（加藤）

AR手乗り天神なまず
（ナカガワヒロカズ×
山下真未）

バルーン天神ナマズ
（大屋努×グリーンファブ玉島）

「
残
す
」
気
持
ち
を
つ
な
ぐ
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く
。
そ
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
の
が

「
作
業
場
所
」
で
あ
り
集
い
の
「
場
」
で
あ
る
。

私
は
常
々
、
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
は
単
な

る
文
化
施
設
と
い
う
「
箱
」
を
超
え
た
存
在

だ
と
感
じ
て
い
る
。
天
神
山
と
い
う
場
所
と

歴
史
、
前
川
國
男
に
よ
る
建
築
、
地
域
を
拠

点
に
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
、
そ
こ
に

集
う
全
て
の
人
々
。
様
々
な
要
素
が
血
肉
と

な
っ
て
、
こ
の
特
異
な
「
場
」
を
日
々
生
き

生
き
と
動
か
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
、
世

界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
は
当
館
に
も
大
き
な
打
撃

を
も
た
ら
し
た
。
開
館
し
て
も
館
内
に
人
気

は
な
く
、
来
館
者
よ
り
も
ス
タ
ッ
フ
の
数
の

方
が
多
い
日
々
。
い
つ
も
満
車
で
苦
情
が
多

か
っ
た
駐
車
場
は
日
曜
日
で
も
空
き
枠
が
あ

り
、
学
校
帰
り
に
中
庭
で
遊
ん
で
い
た
子
ど

も
た
ち
も
姿
を
消
し
た
。
天
神
山
文
化
プ
ラ

ザ
は
、
息
を
潜
め
て
厳
し
い
冬
を
や
り
過
ご

す
動
物
の
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
た
。
こ
ん

な
姿
は
、
こ
こ
で
働
き
始
め
て
十
数
年
間
、
見

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
人
が
い
な
い
と
「
場
」

は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
反
面
、「
場
」
が
あ
る

こ
と
で
人
は
繋
が
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
実
感
で
き
る
日
々
だ
っ
た
。
6
月
に
な

り
行
動
制
限
が
緩
和
傾
向
に
な
る
と
、
少
し

ず
つ
人
が
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
久
々

に
会
う
人
と
の
会
話
を
喜
び
合
う
こ
と
が
で

き
た
。

天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
と
い
う
「
場
」
は
、
活

動
と
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
を

繋
ぎ
、
さ
ら
に
展
覧
会
や
報
道
を
通
じ
て
不

特
定
多
数
の
人
々
と
を
繋
い
だ
。
当
館
ス
タ

ッ
フ
を
は
じ
め
通
り
が
か
り
の
常
連
さ
ん
た

ち
も
、
作
業
場
の
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
に
、
気

軽
に
中
に
入
っ
て
見
学
し
た
り
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
と
い
っ
た
光
景
も
、
こ
の
「
場
」
な

ら
で
は
繋
が
り
の
形
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

多
く
の
人
や
団
体
の
応
援
を
受
け
な
が
ら

育
っ
て
き
た
こ
の
活
動
が
、
こ
の
「
場
」
で

結
ん
だ
沢
山
の
実
。
そ
れ
は
こ
の
活
動
に
何

ら
か
の
形
で
関
わ
っ
た
各
々
が
体
験
を
通
じ

て
受
け
取
っ
た
想
い
や
技
術
で
あ
り
、
災
害

経
験
の
少
な
い
岡
山
と
い
う
地
域
に
お
い
て
、

私
た
ち
が
受
け
継
い
で
行
く
べ
き
「
大
切
な

も
の
」
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
、
成
果
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
書

籍
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
残
す
」。
活
動
の
想

い
が
詰
ま
っ
た
「
種
子
」
と
し
て
の
本
が
、
時

空
を
超
え
て
さ
ら
に
多
く
の
人
々
と
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

加藤淳子（かとう・じゅんこ）

岡山県天神山文化プラザ主任展示室担当（学芸員）
1974年勝田郡勝央町生まれ。島根大学理学部物理学科卒業。京都造形芸
術大学通信教育学部美術科洋画コース卒業。勝央美術文学館で3年間の勤
務を経て、2008年より天神山文化プラザに勤務。担当した主な企画は、「ア
ートの今・岡山」（2005〜継続企画）、「天プラ・セレクション」（2006〜
継続企画）、「天神山迷図」（2017、2018、2020）「まちなかアート再生チ
ャリティ展10×10」（2015）など。

岡山県天神山文化プラザでの『大切なもの』無償応急処置活動
ボランティアアンケートより

●被災後から役に立てることはないかと考えていたところ、新聞で活動を知って参加。細かいものまで全ての物を丁寧に残
してあげようとされていることに感心しました。和気あいあいとした中で作業できたことが嬉しかったです。被災者様の
気持ちが和んだり力になれる大切なものだと思います。

●自宅から通える場所での作業だったこと、自分の技能磨きにもならないかと思い参加。絵を水で洗う作業が一番好きで、
難しい作業ではあるが、洗うごとにきれいなものが見えるのが嬉しかった。ボランティアそれぞれが責任を持って真備の
人の役にたつ活動をやれているという自覚を持ちながら作業できたのが良かったと思う。場所、技術、差し入れ、笑顔の
提供に感謝。災害が起きた際は多くのものを失ってしまうが、少しでも心に残る物を復元させてあげることは他者ができ
る心のケアの一つだと思います。

●テレビと報告展で活動を知り、自分にできることがあればお手伝いしたいと思いました。皆さんと楽しく作業できたこと。
作業方法も手順よくわかりやすく指導していただいた。

●友人からの紹介で参加。多くの人が集まって一つの活動をしていることが印象に残りました。思い出が沢山ある人は幸せ
だと思いました。

●土曜劇場（ホール事業）同封のチラシを見て参加。「大切なもの」はプライベートなものが多く、内容に踏み込んだり思
いを入れすぎたりうっかり他人に言ったりということがないよう注意しなければと思いました。何が大切かは当人にしか
決められないことなので、ご本人が残したいと言われるものは極力残したいと思います。

●ボランティア募集チラシの持参物に「優しい気持ち」とあり心惹かれました。作業を進めていくにあたって、参加者から
のアイデアも募りながらあらゆる可能性を試して方法を探るという柔軟性が、開かれた場として参加しやすく、皆の雰囲
気を和やかにしていました。被災者の皆様にお会い（お返し）できる場を設けていただき、点が線になる感じがしました。

「もの」は大切にすることで心を育む何かが生まれるきっかけを与えてくれるものだと実感しました。
●活動の感想としては、短期速攻での組織化と技術力アップ。
●作業は全て難しく、全て好きな仕事だった。一緒にさせていただき専門家の細やかな仕事ぶりに驚いた。小さな事も当事

者にとって大切なことと思われてのことと知った。
●自分も浸水被害にあったことがあるので、ニュースを見て参加。一つ一つのものがかけがえのないものなのだと思いなが

ら作業しました。

みんなで考え、学ぶ劇場避難体験
平成30年度岡山県天神山文化プラザ 舞台技術講座シリーズ
開催：2019年2月23日（日）13:00〜16:00

岡山県天神山文化プラザ主任ホール担当　中川 有加

　近年、地震や台風などが猛威を振るい、全国各地に大きな爪痕を残しています。こうした中、劇場での
公演中に災害が発生した場合、関係者はどうふるまったらいいのでしょう。劇場避難体験は、このような
問いから始まりました。災害発生時に被害を最小限にとどめるためには適切な行動が求められます。その
ためには従来のシナリオ型ではなく、より災害時の具体的な状況を想定した訓練が必要ではないか？参加
者に起こりうる事態をどう体験してもらうのか？実演団体が企画段階から主体的に関わり、施設管理者、
観客と一体となって行うユニークで実践的な避難体験を目指しました。
　当日は、実際の災害時に近い状況をつくるため参加者、スタッフに事前にシナリオを伝えない「ブライ
ンド型訓練」で実施、１４６名が参加しました。避難の様子を撮影するため、館内数カ所へ事前にビデオ
カメラを設置、避難している人の目線映像もあればと手持ちの３６０度カメラも準備し、避難体験を開始
しました。貸館で開催している即興演劇公演「やるならやらねば！」の最中に火災が発生、観客および出
演者がホールから出るとホワイエはすでに煙で視界が悪く、防火扉は全て閉まっている…という状況をつ
くりました。
　実際に想定されるハプニングや演劇的要素を含む演出を盛り込んだ避難経路を複数用意し、全員が館内
外に避難。その後、水消火器訓練や館内消化設備の操作等を体験、岡山市北消防署番町分署より講評をい
ただき、岡山大学大学院の伊藤武彦教授と映像を交えて避難の様子を振り返りました。終了後、参加者か
ら「100 人以上知らない人同士での避難の難しさを知った」「主催者として意識が変わった」等の感想が
寄せられました。
　現在、コロナ渦において劇場、実演団体は感染予防のために努力するとともに、自らが担うべき役割と
責務を果たすために何ができるか、何をなすべきかを問いながら日々奮闘しています。見ず知らずの観客
同士が非常時に一体となって動けるのか？その時その場にいる‘わたし’はどうしたらいいのか？ 自身の行
動として緊急時の対応を学ぶことの大切さを改めて感じています。
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第２章　つなぐ。災害を超えて、地域の絆・支援活動をつなぐ

こ
れ
を
書
き
始
め
た
今
、
真
備
は
発
災
か

ら
８
５
０
日
。

決
壊
し
た
河
川
の
修
復
も
進
み
、
道
路
も

田
畑
も
色
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
公
費
解

体
を
終
え
た
町
に
は
新
し
い
住
宅
が
次
々
に

建
ち
、
災
害
の
爪
痕
が
日
に
日
に
見
え
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
秋
～
来
春
に
は
ま
た

多
く
の
人
が
再
建
を
終
え
て
帰
っ
て
こ
ら
れ

る
予
定
で
す
。

支
援
の
現
場
へ

私
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
を
受
け
、
２

０
１
２
年
か
ら
岡
山
へ
の
避
難
・
移
住
者
の

方
た
ち
（
特
に
お
母
さ
ん
た
ち
）
の
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
の
場
と
し
て
「
結

音
‐
ム
ス
ビ
ネ
‐
合
唱
団
」
を
作
り
、
そ
の

活
動
を
主
軸
に
し
な
が
ら
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

で
様
々
な
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
活

動
を
し
て
い
ま
し
た
。
発
災
の
前
年
に
は
、

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
＆
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を

テ
ー
マ
に
し
た
音
楽
フ
ェ
ス
や
、
ハ
ン
セ
ン

伝
っ
て
欲
し
い
」と
連
絡
が
入
り
、立
ち
上
げ

か
ら
の
ご
支
援
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

倉
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
災
害
対
応
を

し
た
職
員
の
方
と
話
す
る
と
、
み
な
さ
ん
「
お

手
上
げ
だ
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
災
害
対
応
に
お
い
て
「
お
手
上

げ
」
と
い
え
る
力
は
、
決
し
て
弱
さ
で
は
な

く
、
そ
れ
こ
そ
が
全
体
を
多
様
で
カ
ラ
フ
ル

な
協
働
へ
導
い
た
力
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
２
０
１
９
年
の
災
害
で
、
全
国
の

災
害
時
の
中
間
支
援
組
織
で
あ
るJVO

AD

（
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
へ
の
応
援
派
遣
で
長
野
県
、
福
島

県
に
入
ら
せ
て
頂
い
た
の
で
す
が
、
市
町
村

の
社
会
福
祉
協
議
会
の
設
置
す
る
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
地
域
の
中
間

支
援
を
呼
び
込
ん
で
運
営
し
た
ケ
ー
ス
は
ほ

ぼ
見
受
け
ら
れ
ず
、
真
備
の
よ
う
に
長
期
に

わ
た
っ
て
支
援
を
続
け
ら
れ
る
セ
ン
タ
ー
も

驚
く
ほ
ど
少
な
か
っ
た
の
が
現
状
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
被
災
状
況
や
自
治
体
の
基
礎
体
力
、

地
域
力
な
ど
の
条
件
に
も
よ
る
の
か
と
思
い

ま
す
が
、
何
よ
り
も
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
は
主
体
と
な
る
市
町
村
社

協
の
方
針
が
な
け
れ
ば
始
ま
ら
ず
、
倉
敷
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
「
被
災
者
の
た
め
に
な

る
な
ら
や
る
」
と
い
う
一
貫
し
た
姿
勢
の
元

で
こ
そ
様
々
な
支
援
も
真
備
へ
と
接
続
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

切
れ
目
の
な
い
支
援
を

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、

主
に
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
担
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
市
町
村
社
協
が
平
時

か
ら
の
地
域
福
祉
の
担
い
手
で
あ
り
、
復

旧
・
復
興
期
以
降
も
地
域
を
支
え
る
機
関
だ

か
ら
で
す
。

現
在
、
厚
労
省
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
中
で
、
地
域
の
互
助
力
を
引
き
出
し
支

え
る
た
め
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
い
う
職
員
が
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
倉
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

こ
の
取
組
み
を
、
制
度
が
設
置
さ
れ
た
当
初

か
ら
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
地

域
と
向
き
合
う
力
を
災
害
支
援
へ
と
接
続
さ

れ
ま
し
た
。

平
時
に
倉
敷
市
全
域
に
配
置
さ
れ
て
い
る

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
５
人
を
真
備

に
集
約
し
、
地
域
の
最
前
線
で
あ
る
サ
テ
ラ

イ
ト
（
被
災
地
域
内
に
立
て
ら
れ
る
ミ
ニ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
拠
点
）
に

配
置
。
平
時
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
、
地
域

の
顔
役
の
み
な
さ
ん
や
、
そ
う
で
な
く
て
も

キ
ー
に
な
っ
て
い
る
方
た
ち
と
協
力
し
て
地

域
の
支
援
拠
点
を
確
保
し
、
サ
ロ
ン
や
炊
き

出
し
、
住
宅
の
手
当
な
ど
の
講
習
等
を
行
い
、

み
な
し
仮
設
で
の
生
活
に
な
っ
て
も
真
備
と

の
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
の
繋
が
り
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
、
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

私
達
は
、
ボ
ラ
セ
ン
に
集
ま
る
県
内
各
地

か
ら
の
支
援
や
、
全
国
か
ら
の
支
援
を
調
整

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
た
こ

と
で
ス
ム
ー
ズ
に
お
つ
な
ぎ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

災
害
か
ら
２
年
経
っ
た
現
在
は
、
真
備
と

真
備
に
隣
接
す
る
船
穂
地
域
に
対
し
て
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
人
と
い
う
平
常
モ
ー
ド
に

戻
っ
て
い
ま
す
。
倉
敷
市
の
人
口
は
現
在
約

47
万
5
千
人
、
と
い
う
こ
と
は
9
万
5
千
人

に
対
し
て
1
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
災
害
対
応
の
中

で
は
約
2
ヶ
月
間
、
小
学
校
区
相
当
の
地
区

に
1
人
の
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
単
位
で
配
置
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
や
ア
ク
タ
ー
を
活
か
し
、
細
や
か

な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
実
現
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

こ
ま
で
の
配
置
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
し
て

も
、
民
主
的
な
（
あ
る
決
定
に
よ
り
起
こ
る

影
響
を
住
民
が
相
互
的
に
知
っ
た
上
で
の
）

意
思
決
定
を
可
能
に
す
る
単
位
は
2
万
人
ぐ

ら
い
ま
で
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ち
ょ
う

自
然
治
癒
力
の
高
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て

詩
叶
純
子
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
岡
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）

の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
「
ま
び
シ
ェ
ア
」

を
設
置
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
か
や
ま
事
務
局
と
し
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
援
者
の
み
な
さ
ん
と
部

会
を
作
り
、
被
災
家
屋
や
、
避
難
生
活
支
援

な
ど
、
時
系
列
で
の
整
理
を
行
い
、
こ
れ
か

ら
の
災
害
へ
の
備
え
を
し
て
い
く
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
章
で
は
、
全
国
で
も
稀
に
見
る
『
協

働
』
で
の
ボ
ラ
セ
ン
運
営
を
実
現
し
た
【
倉

敷
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】
の
姿

を
、
地
域
の
中
間
支
援
組
織
で
あ
る
岡
山
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
職
員
と
し
て
の
目
線
か
ら
ご

紹
介
し
な
が
ら
自
然
治
癒
力
の
高
い
ま
ち
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
様
々
な
言
葉
で
定
義
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
私
の
体
験
的
な
理
解
と
し
て
は
、
被

災
地
や
被
災
者
に
直
接
繋
が
り
の
な
い
方
た

ち
が
、
復
旧
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
を
す
る
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

で
あ
り
、
被
災
地
で
の
復
旧
活
動
に
必
要
な

資
源
（
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
コ
ト
）
の
調

達
と
供
給
を
行
う
機
関
で
す
。

被
災
地
域
の
皆
さ
ん
と
、
支
援
し
た
い
個

人
や
組
織
が
「
共
助
」
で
復
旧
に
取
り
組
む

た
め
の
、
官
民
協
働
で
設
置
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
。
こ
れ
が
私
の
体
験
し
た
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。

お
手
上
げ
と
頼
む
力

こ
れ
こ
そ
が
、
倉
敷
市
に
お
い
て
協
働
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
始
ま
り
で
あ
り
、

協
働
を
実
現
さ
せ
た
強
さ
で
す
。

災
害
か
ら
の
「
全
人
的
な
回
復
」
に
は
そ

の
人
、
そ
の
家
族
な
ら
で
は
の
ニ
ー
ズ
が
あ

り
、
そ
れ
は
多
様
で
す
。
個
人
や
、
一
つ
の

組
織
で
は
満
た
せ
な
い
の
が
現
実
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
頼
む
力
、
頼
ま
れ
る
力
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

当
時
、
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
立
ち
上
げ
を

担
わ
れ
た
安
原
さ
ん
は
、
市
役
所
で
協
働
を

担
当
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
幅
広
い
つ

な
が
り
の
中
か
ら
必
要
と
思
わ
れ
る
人
材
を

“
頼
む
力
”
で
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
私
達
の
代
表
の
と
こ
ろ
に
も

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
手

被
災
地
と
支
援
を
つ
な
ぐ＠くらしき情報共有会議で地域情報を共有する倉敷市社会

福祉協議会生活支援コーディネーター
倉敷市災害ボランティアセンター玉島
1日最大2300名のボランティアが参加

病
の
隔
離
の
島
と
言
わ
れ
た
長
島
を
音
楽
や

ア
ー
ト
の
面
か
ら
再
発
見
す
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

毎
年
、
７
月
７
日
は
岡
山
市
の
気
候
変
動

対
策
の
た
め
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
イ
ベ
ン
ト
で
キ

ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
が
行
わ
れ
て
い
て
、
２
０

１
８
年
も
例
年
の
よ
う
に
ラ
イ
ブ
を
す
る
予

定
で
し
た
が
、
災
害
発
生
の
た
め
、
中
止
。
そ

の
連
絡
を
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
る
中
、

岡
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
代
表
か
ら
災
害
対
応

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
か
な
い
か
、
と
の
打
診

が
入
り
、
７
月
８
日
よ
り
臨
時
枠
で
入
職
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
刻
々
と
変
わ
る
状

況
の
中
、
毎
日
違
う
場
所
で
必
要
に
応
じ
た

対
応
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
13
日
か
ら
倉

敷
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
常
駐

す
る
こ
と
と
な
り
、
２
年
を
越
え
て
真
備
に

か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
真
備
の
復
興
に
関
わ
る
支
援
団

体
さ
ん
や
、
地
域
組
織
の
み
な
さ
ん
の
た
め
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ど
真
備
の
人
口
が
2
万
人
を
少
し
超
え
る
ぐ

ら
い
で
す
。
せ
め
て
こ
れ
ぐ
ら
い
の
単
位
に

1
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
こ

と
が
で
き
た
ら
、
地
域
課
題
へ
の
対
策
も
防

災
も
進
ん
で
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
体

験
的
に
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
災
害
時
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
体
験
が
平
時

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
け
る
よ
う
、
今

後
社
協
の
み
な
さ
ん
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。。

地
域
の
中
間
支
援
組
織
と
し
て

支
え
る
を
支
え
る

こ
れ
は
、
西
日
本
豪
雨
災
害
が
起
き
た
２

０
１
８
年
に
設
立
20
年
を
迎
え
た
岡
山
Ｎ
Ｐ

Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

最
前
線
で
社
会
課
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、個
人
、ま
た
企
業
な

ど
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
必
要
な
手
立
て

を
用
い
て
支
援
を
行
い
、
課
題
解
決
を
一
緒

に
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
が
私
達
の
仕
事
で
す
。

倉
敷
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営
で
主
に
私
達
が
担
っ
た
の
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
、
運
営
の

シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
し
た
。
こ
れ
は
、
通
常

業
務
の
中
で
効
率
化
を
図
り
、
遠
隔
に
い
て

も
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
培
っ
て
き
た
経

験
を
活
か
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
前
項
で
触
れ
た
被
災
地
域
へ
の
ご

支
援
は
、
支
援
調
整
を
行
う
「
被
災
者
生
活

支
援
班
（
通
称
：
シ
ー
ズ
班
）」
で
行
い
ま
し

た
。
こ
の
班
は
私
達
だ
け
で
な
く
、
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
繋
が

り
方
に
お
い
て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ

る
「
お
か
や
ま
コ
ー
プ
」
さ
ん
、
災
害
支
援

専
門
組
織
で
あ
る
「
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害
支

援
セ
ン
タ
ー
」
さ
ん
と
協
働
で
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
知
識
と
ス
キ
ル
を
活
か
し
合
う

形
で
体
制
を
作
り
、
社
協
の
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
を
通
じ
て
物
資
の
他
、

炊
き
出
し
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
支
援
を
現

地
拠
点
へ
と
つ
な
い
だ
り
、
多
職
種
の
専
門

家
に
同
時
に
相
談
が
出
来
る
イ
ベ
ン
ト
づ
く

り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

つ
な
が
り
が
あ
り
、

信
じ
あ
え
る
ま
ち
へ

い
つ
も
当
法
人
の
代
表
理
事
石
原
達
也
が

災
害
関
連
の
講
演
で
入
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。

世
界
の
状
況
が
変
わ
り
、
地
球
の
環
境
も

変
わ
り
続
け
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
災
害

に
か
か
わ
ら
ず
変
化
の
痛
み
は
日
常
的
に
起

き
て
い
ま
す
。

災
害
は
地
域
課
題
を
10
年
早
回
し
に
す
る

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
解
決
は
、
行
政
だ

け
で
で
も
、
社
協
だ
け
で
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
け

で
も
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

本
当
の
回
復
・
課
題
解
決
と
い
う
の
は
、
主

体
で
あ
る
課
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
災
害
に

お
い
て
は
被
災
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
思
と
行

動
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
す
。 

中
間
支
援
は
、
同
じ
課
題
に
取
り
組
む
皆

さ
ん
を
つ
な
ぎ
支
え
る
こ
と
が
主
な
仕
事
で

す
。
基
本
的
に
は
私
達
が
直
接
何
か
を
す
る

こ
と
は
少
な
い
の
で
、
わ
か
り
づ
ら
い
か
と

思
う
の
で
す
が
、
例
え
れ
ば
、
ダ
ン
サ
ー
が

踊
る
た
め
の
舞
台
を
整
え
て
い
る
よ
う
な
感

じ
で
し
ょ
う
か
。

足
が
傷
ま
な
い
よ
う
に
床
に
シ
ー
ト
を
張

り
、
ダ
ン
サ
ー
が
踊
り
に
、
観
客
が
そ
の
世

界
に
没
入
で
き
る
よ
う
音
響
を
整
え
、
方
向

を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
必
要
な
印
を
つ
け
、

効
果
的
で
動
き
を
邪
魔
し
な
い
照
明
や
舞
台

装
置
を
整
え
ま
す
。
そ
う
し
て
踊
り
手
は
安

心
し
て
自
分
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
観
客
の
心
を
動
か
す
こ
と
で
、
共

振
が
起
き
る
の
で
す
。

災
害
支
援
に
お
い
て
も
、
他
の
社
会
課
題

の
解
決
に
お
い
て
も
、
み
な
さ
ん
が
持
て
る

才
能
や
資
源
を
発
揮
し
て
、
信
頼
し
合
い
、

つ
な
が
り
合
い
な
が
ら
活
躍
で
き
る
。
そ
う

し
た
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
る
こ
と
が
私
達
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

災害支援ネットワークおかやま
岡山県域をカバーする中間支援組織である岡山NPOセ
ンターでは、岡山県社協とともに岡山県ボランティア・
NPO活動支援センター「ゆうあいセンター」を共同運
営しており、災害への備えも県社協、県とともに進めてきていた。県域の災害支援
ネットワーク立ち上げのための会議が設置されたところで、平成30年7月豪雨災害
が発生。これを受けて「災害支援ネットワークおかやま」設立を県社協と呼びかけ、
事務局を務める。同年の秋には岡山県と日本赤十字社岡山支部も加わり正式に常設
のネットワークとして設立された。現在は、部会を設置し災害対応の備えを進める
とともに、市町村の三者連携での災害対応力の向上に取り組んでいる。

地域（住民＋行政）×災害ボランティアセンター（社協）×民間（NPO・企業）
三者が信じあいつながりあって届ける。多彩で多様な災害支援の協働プラットフォームを皆さまと。

詩叶純子（しかなえ・じゅんこ）

特定非営利活動法人　岡山NPOセンター
地域連携センター災害支援チーム主任
災害支援ネットワークおかやま事務局
2018年平成30年7月豪雨災害発生を受け
入職。真備を拠点に全国の支援なども行っ
ている。支援でご一緒した地域組織のみな
さんとのつながりから、真備に隣接した穂
井田地区の古民家を紹介していただき支援
者の仲間と猫たちと一緒にシェアハウス生
活。コロナで動けない今年は、裏山の開拓
にハマっています。

倉敷市災害ボランティアセンターは数えられるだけでも296組織（内企
業・NPO97組織）が参画して運営されました。私たちはICTや専門ボ
ランティアの受け入れの仕組みづくり、全国から寄せられる支援の調整
をするSEEDS班の運営を担いました

真備では被災規模も大きく活動者も多かったため、災害支援ネットワー
クおかやま＠くらしき情報共有会議を設けました。災害ボランティアセ
ンターを会場にしたことで、行政、社協職員も参加がしやすくなり、民
間支援との三者連携での災害対応が進められました

VC総務班内に設置されたSEEDS班にて医
療福祉系支援者とのミーティング

スマートサプライというシステムを使って
調達した物資を地域拠点にお届け

手書きで保存されていたニーズ票を災害時
の情報支援組織IT DARTとデータ化

2019年5月、全国からのご寄付を受け、ボ
ランティアの支援拠点として「まびシェア」
をオープン

目
指
す
は
自
然
治
癒
力
の
高
い
ま
ち
。
そ

れ
は
災
害
に
も
強
い
ま
ち
な
の
で
す
。

災
害
へ
の
備
え
は
地
域
づ
く
り
と
両
輪
で

動
い
て
い
き
ま
す
。
両
方
を
効
果
的
に
動
か

し
な
が
ら
、
つ
な
が
り
が
あ
り
、
信
じ
あ
え

る
ま
ち
づ
く
り
へ
―
真
備
の
よ
う
に
。

中間支援組織
「多元的社会における共生と協働
という目標に向かって、地域社会
とNPOの変化やニーズを把握し、
人材、資金、情報などの資源提供
者とNPOの仲立ちをしたり、ま
た、広義の意味では各種サービス
の需要と供給をコーディネートす
る組織」内閣府『中間支援組織の
現状と課題に関する調査報告』

（2002年）
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特定非営利活動法人 
みんなの集落研究所
主に岡山県内で、福祉・移動・空き家など、地域が抱え
る様々な課題に「そこに住む人たちが主体となって」取り組んでいく
ためのサポートを行っています。県南、県北の2か所に事務所を構え、
8名のスタッフが地域住民や自治体職員等、支援者と共によりよい地域
づくりに向けて活動しています。最近では高校生と地域をつなぐ「高
校地域コーディネーター」などにも力を入れています。
〒700－0822  岡山県岡山市北区表町1丁目4-64  上之町ビル３階
TEL. 086-206-6140　E-mail. npominken@gmail.com
HP. http://www.npominken.jp/

令
和
2
年
9
月
13
日
、
真
備
町
川
辺
分
館

に
各
地
区
の
町
内
会
長
さ
ん
が
集
ま
り「
川
辺

町
内
会
ど
う
な
っ
て
い
る
会
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
元
年
度
に
も
3
回
実
施
さ
れ
た

こ
の
会
は
、西
日
本
豪
雨
発
災
後
、一
度
は
皆

が
離
れ
離
れ
に
な
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
壊
れ

て
し
ま
っ
た
川
辺
の
地
域
づ
く
り
を
、
も
う

一
度
一
か
ら
見
直
し
て
い
こ
う
と
、
川
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
み
な
さ
ん
が

一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

そ
ん
な
み
な
さ
ん
と
の
会
に
毎
回
の
よ
う

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
私
は
、
２

０
１
８
年
7
月
17
日
、
発
災
か
ら
約
1
週
間

た
っ
た
こ
ろ
に
真
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入

っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、今
は「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
み
ん
な
の
集
落
研
究
所
」
に
所

属
し
、
地
域
支
援
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

人
生
で
初
め
て
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

私
の
地
元
は
福
岡
県
北
九
州
市
で
す
。
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
地
域
支
援
へ

～
地
域
自
ら
の
力
を
繋
げ
て
い
く
～

川辺地区まちづくり推進協議会戦略会議

永
田
愛
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ん
な
の
集
落
研
究
所
）

色
々
な
話
を
聞
き
な
が
ら
必
要
な
方
に
は
病

院
や
福
祉
系
の
専
門
機
関
へ
繋
ぐ
こ
と
も
し

て
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
初
め
て
で
分
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
、
毎
日
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き
、
気
づ
い
た
ら
9
か
月
が

経
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
へ

　

9
か
月
も
毎
日
真
備
で
色
々
や
っ
て
い
る

と
、
頑
張
ら
な
く
て
も
色
々
な
人
達
と
知
り

ま
た
ま
岡
山
の
友
人
を
訪
ね
る
タ
イ
ミ
ン
グ

と
発
災
が
重
な
り
ま
し
た
。
友
人
の
住
ん
で

い
た
地
域
は
被
害
も
な
く
、
予
定
か
ら
1
日

遅
れ
て
7
月
9
日
に
岡
山
へ
来
ま
し
た
。
最

初
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
予
定
は
全
く
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
色
々
な
人
か
ら
真
備
の

話
を
聞
き
、「
せ
っ
か
く
近
く
に
い
る
ん
だ
し
、

私
も
行
っ
て
み
よ
う
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
受
付
を
し
、
薗
地
区
の
下
有
井
サ

テ
ラ
イ
ト
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
で
は
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
し

た
。
た
ま
た
ま
6
月
末
で
仕
事
を
辞
め
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
サ
テ
ラ
イ
ト
を
運
営
し
て

い
た
リ
ー
ダ
ー
の
方
に
「
暇
な
ら
手
伝
っ
て
」

と
言
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
手
伝
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
毎
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
受
け

入
れ
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
担
当

エ
リ
ア
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
現
場
作
業
な
ど
に

も
入
っ
て
い
ま
し
た
。
職
業
病
な
の
か
、
被

災
者
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
る
と
つ
い
つ
い
体

調
や
生
活
環
境
が
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、

開所時のまびシェアスタッフ

合
い
に
な
り
ま
す
。
被
災
者
さ
ん
だ
け
で
な

く
支
援
に
入
っ
て
い
る
様
々
な
団
体
や
行
政

の
方
と
も
関
わ
る
機
会
を
頂
き
、
災
害
支
援

は
本
当
に
色
々
な
分
野
で
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
事
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
お
か
や
ま
の
詩
叶
さ
ん
と
出
会
い「
真
備

に
被
災
者
と
支
援
を
つ
な
ぐ
拠
点
を
つ
く
る

か
ら
そ
こ
の
地
域
支
援
担
当
ス
タ
ッ
フ
に
な

ら
な
い
か
？
」
と
言
わ
れ
、
２
０
１
９
年
4

月
岡
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
入
職
、「
ま
び
復

興
支
援
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
（
以
下
：

ま
び
シ
ェ
ア
）」で
お
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
び
シ
ェ
ア
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
詩
叶
さ
ん
の
章
で
書
か
れ
て
い
ま
す
の

で
割
愛
し
ま
す
が
、
私
は
こ
こ
で
真
備
7
地

区
の
地
域
を
支
え
る
住
民
さ
ん
や
、
そ
こ
に

携
わ
る
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
代
と
は
ま
た
少
し
違
う
立

場
の
人
た
ち
と
出
会
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ま
た
ま
た
初
め
て
の
連
続
で
、
今

ま
で
の
人
生
で
全
く
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
、「
地
域
組
織
」や「
課
題
解
決
」な
ど
に
つ
い

て
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
地
域
」

と
い
う
大
き
な
枠
組
み
に
対
し
て
、
何
を
ど

う
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
ど
ん
な
特
色
が
あ
り
、ど
ん
な
体
系
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
行
政
や
社
協
と

ど
ん
な
ふ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
ゼ
ロ

か
ら
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
の
毎
日
で
し
た
。

川
辺
地
区
の
地
域
支
援
に

　

真
備
の
中
で
、
ほ
ぼ
全
域
が
浸
水
し
た
川

辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会（
以
下
：

協
議
会
）の
支
援
に
入
り
始
め
た
の
が
２
０
１

９
年
9
月
で
す
。
災
害
後
は
本
当
に
目
ま
ぐ

る
し
く
町
の
状
況
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、

こ
の
こ
ろ
の
真
備
は
、
少
し
ず
つ
家
屋
の
再

建
も
進
み
始
め
、
メ
イ
ン
の
大
通
り
な
ど
は

お
店
な
ど
も
再
開
し
て
お
り
、
車
で
通
る
く

ら
い
だ
と
、
も
う
復
興
し
て
い
る
の
か
な
？

と
見
間
違
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
多
く
の
人
が
真
備
町

外
の
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
続
け
て
お
り
、

川
辺
の
場
合
だ
と
戻
っ
て
こ
れ
て
い
る
の
は

3
割
程
度
で
は
な
い
か
？
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
後
ど
の
く
ら
い
の
人
た

ち
が
真
備
に
戻
っ
て
く
る
の
か
も
全
く
見
当

の
つ
か
な
い
状
況
で
し
た
。

　

発
災
直
後
は
家
屋
の
片
付
け
や
町
の
復
旧

が
メ
イ
ン
と
な
り
、
外
部
支
援
な
ど
の
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
再
建
へ
向
け
た
取
り
組
み
は
長
期

間
に
わ
た
る
た
め
、
息
の
長
い
支
援
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
川
辺
の
地
域
支
援
を
引
き
継
い

だ
の
が
、
最
初
に
お
話
し
し
た
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
み
ん
な
の
集
落
研
究
所
（
以

下
：
み
ん
け
ん
）」
で
す
。
も
と
も
と
は
岡
山

県
北
の
中
山
間
地
域
を
中
心
に
、
過
疎
化
や

高
齢
化
な
ど
の
課
題
を
抱
え
た
地
域
支
援
を

行
っ
て
き
た
団
体
で
す
。
岡
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
と
は
姉
妹
団
体
の
よ
う
な
関
係
で
、
私

は
み
ん
け
ん
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
川
辺
地

域
支
援
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
ま
ま
２
０
２
０
年
4
月
に
み
ん

け
ん
に
移
籍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
自
ら

自
分
た
ち
の
課
題
を
見
つ
け
る

　

川
辺
に
入
り
始
め
の
頃
は
協
議
会
の
話
合

い
で
、
何
度
も
協
議
会
メ
ン
バ
ー
同
士
で
意

見
交
換
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。
や
は
り
主

に
防
災
の
話
題
が
大
き
く
上
が
る
中
で
、「
防

災
を
や
る
に
し
て
も
、
地
域
で
の
助
け
合
い

必
要
な
の
に
、
今
の
各
町
内
会
が
ど
う
い
う

状
況
な
の
か
何
も
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ

と
に
気
づ
き
、「
ま
ず
は
、
町
内
会
の
現
状
を

会
長
さ
ん
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
き
い
て
み

た
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
う

し
て
生
ま
れ
た
の
が
「
川
辺
町
内
会
ど
う
な

っ
て
い
る
会
」
で
す
。
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
っ
て
、「
町
内
会
長
さ
ん
達
へ
ど
ん
な
こ
と

を
聞
い
て
み
よ
う
？
」「
ど
ん
な
ふ
う
に
意
見

被
災
地
と
支
援
を
つ
な
ぐボランティア仲間と下有井サテライトで 特定非営利活動法人みんなの集落研究所スタッフ（2020年度）
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を
出
し
て
も
ら
う
の
が
い
い
の
だ
ろ
う
？
」

「
そ
も
そ
も
ど
の
く
ら
い
の
人
が
戻
っ
て
き
て

る
の
か
な
ん
と
な
く
の
感
覚
で
し
か
分
か
っ

て
な
い
よ
ね
」
そ
ん
な
風
に
み
ん
な
で
、
あ

あ
で
も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と
言
い
あ
い
な

が
ら
準
備
を
進
め
、
11
月
後
半
に
2
回
、
翌

年
2
月
前
半
に
1
回
、
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
3
回
の
会
で
、「
帰
っ
て
き
た
人M

AP

」

の
作
成
に
も
取
り
掛
か
り
、
１
５
０
０
世
帯

中
約
１
０
０
０
世
帯
の
お
宅
の
情
報
が
集
ま

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
長
さ
ん
達
か
ら
、
地

域
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
防
災
だ
け
で
は
な
く
、
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
や
、
高
齢
化
で
地
域

の
担
い
手
不
足
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
、
ご
近

所
の
繋
が
り
の
こ
と
な
ど
、
日
常
の
些
細
な

困
り
ご
と
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。

何
度
も
何
度
も
立
ち
返
る

　

3
回
の
会
が
終
わ
り
会
長
さ
ん
た
ち
か
ら

の
意
見
を
振
り
返
る
中
で
、「
私
た
ち
は
地
域

の
た
め
に
ど
ん
な
協
議
会
で
あ
り
た
い
の

か
？
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
か
ら
現
在
ま
で

会
議
の
た
び
に
何
度
も
何
度
も
同
じ
問
い
に

ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、
そ
の
度
に
み
ん
な
で
立

ち
返
る
こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
い
う
ま

た
新
た
な
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
冒
頭
で

お
話
し
た
第
4
回
目
の
「
町
内
会
ど
う
な
っ

て
い
る
会
」
は
約
半
年
ぶ
り
に
、
そ
し
て
新

年
度
を
迎
え
新
し
い
会
長
さ
ん
に
交
代
し
て

初
め
て
の
会
で
し
た
。

計
4
回
の
会
で
、
55
町
内
会
の
う
ち
52
町

内
会
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
地
域
の
情
報

が
回
を
重
ね
る
ご
と
に
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
こ
う
い
っ
た
作
業
を
、
自
分
た
ち

の
手
で
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
地
域
の

状
況
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
個
々
の
関
心

の
高
ま
り
に
も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
回
、特
に
若
い
世
代

の
会
長
さ
ん
が
多
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
何

よ
り
、
皆
さ
ん
主
体
性
を
持
っ
て
会
に
参
加

し
て
い
る
か
ん
じ
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

大
き
な
課
題
を
き
っ
か
け
に

地
域
の
力
を
次
へ
繋
げ
る

　

大
災
害
と
い
う
大
き
な
出
来
事
が
、
そ
れ

以
前
よ
り
も
地
域
づ
く
り
の
根
本
的
な
部
分

を
見
つ
め
な
お
す
き
っ
か
け
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
地
域
の
力
を
再
発
見

し
た
り
、
変
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
に
気
づ
い
た
り
し
て
い
く
過
程
を
こ
れ
ま

で
川
辺
を
は
じ
め
真
備
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
見
せ
て
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
を
作

っ
て
い
く
と
い
う
の
は
一
日
に
し
て
出
来
上

が
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
し
て
、
ゴ
ー
ル
ラ

イ
ン
が
定
ま
っ
て
い
る
も
の
で
も
な
い
ん
だ

と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
は
常
に
変
化
し
続
け
て
い
る
け
れ
ど
、

日
常
の
小
さ
な
変
化
は
見
落
と
し
て
し
ま
い

が
ち
な
こ
と
の
方
が
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
些
細
な
変
化
を
自
分
達
で
見
つ

け
、
そ
の
度
に
み
ん
な
で
ど
う
進
ん
で
い
く

の
か
を
考
え
、
動
い
て
い
く
。
そ
し
て
そ
の

小
さ
な
積
み
重
ね
が
、
大
き
な
課
題
を
超
え
、

地
域
自
身
の
力
で
次
へ
繋
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
事
を
、
真
備
に
来
て
か
ら
ず

っ
と
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
真
備
だ
け
で
な
く
世
界
中

川辺地区町内会どうなっている会

永田愛（ながた・あい）

特定非営利活動法人みんなの集落研究所。福
岡県北九州市出身、看護師・呼吸療法認定
士・YOGA講師の資格を持つ。西日本豪雨の
時に偶然岡山に来ていたのがきっかけで真備
町でボランティア活動を行う。2019年4月か
ら岡山NPOセンターに入職し真備地域支店
担当として「まびシェア」に勤務。2020年4
月より「みんなの集落研究所」へ移籍、現在
に至る。

の
様
々
な
場
所
で
、
こ
の
地
域
の
力
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
真
備
以
外
の

た
く
さ
ん
の
所
へ
も
こ
の
力
を
繋
げ
て
い
け

る
よ
う
、
ま
ず
は
今
自
分
の
い
る
と
こ
ろ
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

公益財団法人みんなでつくる財団おかやま
通称「みんつく」は、530名以上の方からの寄付4,133千円をもとに
設立した「みんなの何とかしたいをカタチにする」市民コミュニティ
財団です。ヒト・モノ・カネ・情報の資源循環を通じて、社会課題の
解決を進め「安心で持続可能な地域社会の実現」を目指しています。

〒700-0026
岡山県岡山市北区奉還町三丁目15-8奉還町第一ビル第11号
http://www.mintuku.jp/index.html

公
益
財
団
法
人
と
は
？

　

自
然
災
害
の
多
発
や
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

流
行
に
加
え
て
多
様
化
す
る
社
会
問
題
や
地

域
課
題
。
そ
れ
ら
を
き
め
細
か
く
ケ
ア
す
る

た
め
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
公
共

事
業
や
社
会
福
祉
事
業
に
加
え
て
、
民
間
の

団
体
が
自
発
的
に
行
う
「
公
益
事
業
」
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
益
事
業
と
は
、「
公
益
社
団
法
人
及
び
公

益
財
団
法
人
の
認
定
に
関
す
る
法
律
」（
法
律

第
69
号
）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
２
３
事
業
分

野
に
該
当
す
る
と
と
も
に
、「
不
特
定
か
つ
多

数
の
者
の
利
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
事
業
」

で
、
一
般
財
団
法
人
の
中
で
も
行
政
庁
に
よ

り
公
益
認
定
さ
れ
た
財
団
法
人
を
「
公
益
財

団
法
人
」
と
呼
び
ま
す
。

災
害
に
お
け
る
公
益
財
団
の
役
割
と
使
命

2012年9月創立時のみんつく理事・監事

みんつくの「地域を何とかしたい！」を応援するしくみ

石
田
篤
史
（
公
益
財
団
法
人
み
ん
な
で
つ
く
る
財
団
お
か
や
ま　

理
事
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
斎
藤
裕
子

被
災
地
と
支
援
を
つ
な
ぐ
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「
地
域
の
こ
と
を
何
と
か
し
た
い

岡
山
人
」は
沢
山
い
る
の
に・・・。

　

私
は
２
０
１
２
年
9
月
に
「
公
益
財
団
法

人
み
ん
な
で
つ
く
る
財
団
お
か
や
ま
」（
以
後

み
ん
つ
く
）
を
創
立
す
る
以
前
は
、
岡
山
県

庁
に
勤
め
公
共
事
業
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
2
月
に
内
閣
府
よ
り
「
新
し

い
公
共
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

伴
う
「
岡
山
に
も
市
民
フ
ァ
ン
ド
を
つ
く
ろ

う
！
」
と
い
う
気
運
の
中
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
勉
強

会
に
参
加
し
た
の
が
「
み
ん
つ
く
」
設
立
を

構
想
し
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。
こ
の
6
回

に
わ
た
っ
た
勉
強
会
は
、
当
時
34
歳
の
私
の

他
に
も
若
い
世
代
が
集
ま
り
、
学
び
、
議
論

す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
は
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
勉
強
会
で
私
が
感
じ
て
い
た
の
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
治
会
、
企
業
、
行
政
、
政
治
家

な
ど
が
「
地
域
や
社
会
を
よ
く
し
た
い
！
」

と
思
い
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
に
な
ん
と
な
く
漂
う
社
会
の
閉
塞
感
と

不
安
感
で
し
た
。
み
ん
な
の
思
い
が
う
ま
く

繋
が
り
、
結
実
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
？

　

ま
た
、
人
口
構
造
が
変
化
し
て
い
く
中
、
ま

た
予
期
で
き
な
い
大
規
模
災
害
が
多
発
す
る

中
、
行
政
の
公
正
公
平
の
原
則
だ
け
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
問
題
が
地
域
に
は
山
積
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
ど
の
課
題
が
優
先
順
位
が

高
い
の
か
？
」「
ど
の
地
域
が
一
番
大
変
な
の

か
？
」
そ
の
よ
う
に
考
え
る
だ
け
で
随
分
と

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
そ
の
間

に
も
問
題
は
ど
ん
ど
ん
深
刻
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

〝
課
題
に
気
づ
い
た
人
〟
が
地
域
を
よ
く
す

る
た
め
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は

そ
の
人
を
全
力
で
応
媛
で
き
る
仕
組
み
が
必

要
な
の
で
は
と
考
え
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
地
域
課
題
に
取
り
組
む
担
い
手

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
組
織
）
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
地
域
課
題
に
取
り
組
む
な
ん

て
自
分
に
は
無
理
」
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い

る
人
で
も
、
自
分
・
家
族
に
と
っ
て
心
地
良

い
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
あ

り
、「
私
だ
っ
た
ら
こ
う
す
る
」
と
い
う
課
題

意
識
が
あ
る
も
の
で
す
。
社
会
課
題
は
複
雑

化
す
る
の
に
限
ら
れ
た
人
の
み
の
社
会
参
画

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
解
決
す
る

た
め
に
も
、
地
域
を
思
う
人
た
ち
の
少
し
の

勇
気
や
行
動
、
支
援
、
応
援
が
「
地
域
に
と

っ
て
意
味
の
あ
る
も
の
だ
」
と
皆
で
実
感
で

き
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
た
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
課
題
に
取
り
組

む
市
民
グ
ル
ー
プ
は
行
政
の
制
度
や
企
業
の

サ
ー
ビ
ス
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
地
域
の
困
り

ご
と
を
支
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
多
く
は
ま
ず
資
金
的
に
苦
し
み
、
活
動
の

拡
大
や
継
続
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
切
り
込
む
思
い
が
結
実

し
た
の
が
２
０
１
２
年
の
「
み
ん
つ
く
」
の

創
立
で
し
た
。

み
ん
つ
く
の
取
り
組
み
：
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
つ
な
ぐ
」「
つ
た
え
る
」「
シ
ェ
ア
す
る
」

　

既
に
、
地
域
で
取
り
組
み
を
し
て
い
る
人
、

し
た
い
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

そ
の
人
た
ち
の
勇
気
（
活
動
）
を
み
ん
な

で
応
援
し
、
未
来
の
希
望
に
変
え
て
い
き
た

い
。

　

そ
の
た
め
に
、
地
域
の
持
っ
て
い
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
（
人
・
モ
ノ
・
お
金
・
情
報
な
ど

の
資
源
）
を
つ
な
ぎ
（
集
積
・
集
約
）、
つ
た

え
（
可
視
化
・
開
示
）、
シ
ェ
ア
（
共
感
・
協

同
）
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

み
ん
な
と
や
れ
ば
で
き
る
は
ず
！

「
地
域
円
卓
会
議
」

　

地
域
の
様
々
な
主
体
で
役
割
分
担
を
し
て

石田篤史（いしだ・あつし）
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地
域
に
お
け
る
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す

た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
い

ろ
ん
な
立
場
の
人
を
集
め
て
、
ま
さ
に
円
卓

を
囲
む
か
の
よ
う
に
全
員
参
加
で
解
決
を
め

ざ
そ
う
と
い
う
会
議
で
す
。

　

従
来
の
会
議
、
例
え
ば
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
の
場
合
、
参
加
し
た
人
は
ス
テ
ー
ジ
上
の

人
た
ち
の
意
見
を
一
方
的
に
聞
か
さ
れ
て
終

わ
り
、
と
い
う
こ
と
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
円
卓
会
議
で
は
、
会
議
に
参

加
し
た
全
員
が
課
題
に
か
か
わ
る
当
事
者
で

あ
り
、
か
つ
課
題
解
決
の
た
め
の
プ
レ
イ
ヤ

ー
で
も
あ
り
ま
す
。

　

意
見
を
言
う
人
、
聞
く
人
、
実
行
す
る
人

と
い
っ
た
線
引
き
も
、
上
下
関
係
も
な
く
、
全

員
参
加
で
オ
ー
プ
ン
に
域
課
題
の
共
有
と
解

決
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
会
議
で
す
。

割
り
勘
で
夢
を
か
な
え
よ
う
！

「
事
業
指
定
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

通
称
「
割
り
勘
」
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民

団
体
等
が
取
り
組
む
事
業
内
容
を
社
会
に
発

信
し
、
事
業
へ
の
賛
同
者
・
寄
付
者
を
募
る

地
域
版
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
。

つ
ま
り
、
割
り
勘
事
業
実
施
者
は
、
目
標

金
額
を
設
定
し
寄
付
募
集
活
動
を
自
ら
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
施
団

体
自
ら
が
寄
付
募
集
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

事
業
の
重
要
性
が
広
く
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
支

援
者
に
伝
わ
り
、
そ
の
事
業
が
支
援
者
・
実

施
者
が
よ
り
深
く
結
び
つ
い
た
形
で
実
施
さ

れ
る
の
で
す
。

み
ん
な
の
貯
金
箱
を
も
と
う
！

「
社
会
変
革
基
金
」

　

地
域
の
中
で
重
要
度
や
緊
急
度
が
高
い
社

会
課
題
を
私
た
ち
が
提
示
し
、
寄
付
者
は
そ

の
中
か
ら
支
援
し
た
い
課
題
に
少
額
で
も
寄

付
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
仕
組
み
で
す
。
寄

付
金
は
そ
の
課
題
に
取
り
組
む
団
体
へ
私
た

ち
が
助
成
を
行
な
う
財
源
と
な
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
西
日
本
豪
雨
災
害
で
の
「
も
も

た
ろ
う
基
金
」、
そ
の
翌
年
の
新
見
豪
雨
災
害

で
の
「
に
い
み
復
興
基
金
」
が
そ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。
寄
付
者
、
被
災
地
支
援
活
動
者
に

被
災
地
で
求
め
ら
れ
る
支
援
を
私
た
ち
が
わ

か
り
や
す
く
可
視
化
し
提
示
す
る
。
そ
し
て

寄
付
を
募
る
と
同
時
に
、
そ
の
支
援
に
取
り

組
む
人
が
現
地
ニ
ー
ズ
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
や
資
金
面
の
心
配
な
く
思
う
存
分
活
動
で

き
る
環
境
を
整
え
る
の
で
す
。
こ
の
基
金
・

助
成
で
目
指
し
て
い
る
の
は
、
迅
速
・
的
確

に
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
、
日
ご
ろ
行
政

の
方
、
県
内
外
の
中
間
支
援
団
体
、
市
民
グ

ル
ー
プ
、
出
資
者
と
地
域
課
題
を
共
有
し
て

い
る
私
た
ち
の
強
み
が
発
揮
さ
れ
る
仕
組
み

で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

社
会
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
自

分
の
環
境
を
自
分
の
望
む
形
に
デ
ザ
イ
ン
す

る
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
主
体
が

公
益
を
担
い
合
う
こ
と
で
実
現
す
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

当
事
者
の
意
識
と
存
在
を
大
切
に
し
た
、

安
心
で
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

2019年「第10回日本ファンドレイジング大賞」受賞
日本ファンドレイジング協会は毎年、人々に感動と笑顔を与えたファンドレ
イジングを行った団体を、認定・准認定ファンドレイザーの皆様の投票によ
り決定されます。選考委員会が選定したファイナリスト5団体から大賞を受
賞しました。地域に根差した丁寧な活動を行い、西日本豪雨災害では「災害
支援基金ももたろう基金」を立上げ、最初の2
カ月間で34プロジェクト（47団体）に活動助
成をするなど、スピード感と多様性をもって寄
付者と被災地をつないだ地域における復興のフ
ァンドレイジングモデルを示したとして評価い
ただきました。
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第２章　つなぐ。災害を超えて、地域の絆・支援活動をつなぐ

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
支
援
活
動

す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
の
が
活
動
資
金
。

「
大
切
な
も
の
」
チ
ー
ム
も
例
外
で
は
な
く
、

数
あ
る
助
成
金
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
資
金
を
補
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

災
害
支
援
活
動
に
対
し
て
助
成
を
行
う
団

体
は
沢
山
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
要
項
も
様
々

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
チ
ー
ム
が
、
目
指

す
支
援
対
象
、
活
動
内
容
、
必
要
資
金
に
よ

り
、
そ
の
時
公
募
さ
れ
て
い
る
助
成
の
中
か

ら
相
当
す
る
も
の
を
探
し
、
期
日
ま
で
に
厚

い
助
成
申
請
書
を
作
成
し
、
審
査
を
待
つ
と

い
う
の
が
一
連
の
流
れ
で
す
。
そ
の
一
連
の

流
れ
に
対
す
る
労
力
は
、
助
成
い
た
だ
く
た

め
と
は
い
え
、
目
ま
ぐ
る
し
い
災
害
支
援
活

動
と
共
に
行
う
に
は
負
担
の
大
き
い
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
当
チ
ー
ム
が
ご
支
援
い

た
だ
い
た
、
公
益
財
団
法
人
み
ん
な
で
つ
く

る
財
団
お
か
や
ま
の
「
も
も
た
ろ
う
基
金
」

に
つ
い
て
田
原
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

活
動
す
る
人
の
想
い
を
共
に
形
に

田
原
牧
子
（
公
益
財
団
法
人
み
ん
な
で
つ
く
る
財
団
お
か
や
ま　

事
務
ス
タ
ッ
フ
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

斎
藤
裕
子

迅
速
に
助
成
体
制
を
整
え
る

２
０
１
８
年
7
月
6
日
か
ら
8
日
に
か
け

て
降
り
続
い
た
豪
雨
の
末
に
発
生
し
た
西
日

本
豪
雨
災
害
で
す
が
、
災
害
対
応
が
必
要
と

な
る
こ
と
、
被
災
地
域
で
様
々
な
支
援
活
動

を
行
う
団
体
が
き
っ
と
動
き
出
す
こ
と
を
見

越
し
、
7
月
7
日
に
は
「
も
も
た
ろ
う
基
金
」

設
置
の
発
議
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
協
同
、
支
援
者
を
は
じ
め
ネ

ッ
ト
で
広
く
寄
付
を
求
め
、
7
月
中
の
う
ち

に
、
３
７
１
５
万
５
７
３
７
円
が
集
ま
り
ま

し
た
が
、
7
月
10
日
～
17
日
、
つ
ま
り
、
発

災
か
ら
約
10
日
内
に
は
「
も
も
た
ろ
う
基
金
」

第
1
次
助
成
「
緊
急
助
成
」
の
公
募
を
行
い
、

助
成
団
体
を
決
定
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
　

そ
の
後
は
、
他
の
助
成
機
関
の
災
害
支
援

活
動
に
対
す
る
助
成
の
傾
向
を
鑑
み
な
が
ら
、

活
動
団
体
目
線
で
の
助
成
を
行
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
緊
急
期
」

私
た
ち
は
、
災
害
発
生
か
ら
2
か
月
間
を

「
緊
急
期
」
つ
ま
り
、
被
災
地
で
支
援
活
動
を

行
う
チ
ー
ム
に
と
っ
て
は
一
刻
も
早
い
助
成

が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
他
の
財
団
・

基
金
が
よ
う
や
く
動
き
だ
そ
う
と
し
て
い
る

時
期
と
考
え
て
い
た
た
め
、
と
に
か
く
こ
の

2
か
月
は
迅
速
に
連
続
し
て
助
成
公
募
を
行

い
ま
し
た
（
図
2
参
照
）。

支
援
対
象
と
し
て
は
、
炊
き
出
し
を
行
う

チ
ー
ム
、
医
療
支
援
を
行
う
チ
ー
ム
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
本
部
運
営
の
支
援
、
子
ど
も
の
生

活
環
境
を
整
え
る
た
め
の
チ
ー
ム
な
ど
、
独

自
の
地
域
調
査
、
ニ
ー
ズ
把
握
の
上
で
緊
急

性
を
伴
い
、
か
つ
、
行
政
の
施
策
が
追
い
つ

き
に
く
い
事
案
に
つ
い
て
の
活
動
を
助
成
支

援
し
ま
し
た
。

助
成
決
定
は
24
時
間
以
内
！

こ
の
間
の
当
財
団
の
助
成
の
特
徴
は
、
月

に
2
回
と
い
う
公
募
と
、
申
請
書
受
理
か
ら

24
時
間
内
に
審
査
・
決
定
す
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
般
的
な
助
成
申
請
と
違
う
点

は
、「
申
請
書
が
す
べ
て
で
は
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

申
請
者
は
、
こ
う
い
っ
た
事
業
計
画
書
を

作
成
す
る
こ
と
に
慣
れ
た
方
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
申
請
書
の
文
面
だ
け
で
合
否
を

審
査
す
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
ス
タ
ッ
フ
が

申
請
者
に
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

事
業
の
よ
り
詳
し
い
内
容
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
必
要
と
あ
れ
ば
一
緒
に
そ
の
事
業
を

練
り
上
げ
、
一
刻
も
早
く
申
請
者
が
目
指
す

活
動
が
現
地
の
方
に
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に

と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。

「
支
援
期
」

　

災
害
発
生
3
か
月
後
か
ら
翌
年
3
月
末
ま

で
の
７
か
月
は
、「
支
援
期
」
と
位
置
づ
け
て

い
ま
し
た
。
こ
の
期
間
は
、
全
国
の
財
団
・

基
金
な
ど
か
ら
活
動
チ
ー
ム
に
対
し
て
の
助

成
支
援
が
増
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
は
、「
緊
急
助
成
」
に
加
え
て
対
象

を
「
災
害
支
援
」「
復
興
助
成
」
と
、
さ
ら
に

き
め
細
か
く
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
多
く
の

人
が
、
多
く
の
事
案
に
対
し
て
活
動
し
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

例
え
ば
、「
地
域
の
方
」
が
集
ま
る
場
を
つ

く
ろ
う
と
す
る
活
動
か
ら
、
子
ど
も
、
障
害

の
あ
る
方
、
高
齢
の
方
と
、
さ
ら
に
き
め
細

か
く
ケ
ア
す
る
場
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
活
動

に
広
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の

人
が
被
災
地
支
援
活
動
に
関
わ
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
被
災
者
様
に
よ
り
良
い
、
細
か

い
支
援
を
届
け
ら
れ
る
と
考
え
ま
し
た
。

「
復
興
期
」

２
０
１
９
年
4
月
か
ら
現
在
ま
で
は
「
復

興
期
」
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
か
ら
災
害
後
1
、
2
年
で
地
域
の

本
当
の
復
興
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
活
動
チ
ー
ム
と
共
に
、
他
財
団
・
基

金
も
被
災
地
支
援
を
離
れ
て
い
く
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

　

元
々
私
た
ち
は
、
２
０
２
１
年
度
事
業
ま

で
、
つ
ま
り
、
災
害
か
ら
4
年
間
助
成
支
援

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
し
た
。

活
動
す
る
人
の
想
い
を
共
に
形
に

　

民
間
の
財
団
法
人
と
し
て
の
被
災
地
・
被

災
者
支
援
は
、
現
地
で
活
動
す
る
人
を
応

援
・
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
被
災

者
個
人
で
は
な
く
、「
現
地
で
活
動
す
る
人
」

を
支
援
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
被
災
者

の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
私
た
ち
は
、「
寄
付
者
」「
活
動
者
」

「
被
災
者
」
3
つ
の
思
い
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。

「
も
も
た
ろ
う
基
金
」
の
助
成
は
、「
頑
張
っ

被
災
地
と
支
援
を
つ
な
ぐ
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て
い
る
か
ら
応
援
す
る
」
の
で
は
な
く
、
被

災
地
・
被
災
者
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
で
あ

る
の
か
を
見
極
め
る
責
任
も
負
っ
て
い
る
の

で
す
。

ま
ず
、
現
地
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
か
ら
情
報
を
集
め
「
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
こ
と
」。

　

次
に
、
そ
の
膨
大
な
情
報
か
ら
財
団
と
し

て
被
災
地
で
必
要
だ
と
考
え
る
テ
ー
マ
を
設

定
し
ま
す
。
今
回
の
災
害
で
は
、「
被
災
者
の

孤
立
防
止
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
」「
子

ど
も
の
居
場
所
」
に
特
に
注
力
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
実
は
「
被
災
し
た
子
ど
も

の
絵
や
日
記
帳
、
写
真
な
ど
の
想
い
出
の
も

の
を
残
す
」
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
意
見

が
分
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
財
団
と
し
て

も
被
災
地
の
復
興
と
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
を

見
据
え
て
い
ま
し
た
し
、
確
か
に
泥
だ
ら
け

の
家
や
家
財
の
片
づ
け
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
る
中
で
、
家
族
の
想
い
出
の
も
の
が
失

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
、
そ
の
活
動
の
緊
急

性
と
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

活
動
す
る
人
、
特
に
助
成
申
請
を
悩
む
方

に
対
し
て
は
、
常
々
私
は
、「
と
に
か
く
相
談

に
お
い
で
！
」
と
い
い
ま
す
（
笑
）。
そ
こ
に

良
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い

け
ど
も
、
人
に
話
す
こ
と
で
頭
の
整
理
が
で

田原牧子（たはら・まきこ）

公益財団法人みんなでつくる財団おかやま事務スタッフ
兵庫県赤穂市出身。両親のルーツである岡山県へ住み始め
て約15年。
管理栄養士の資格を持っているのがひそかな自慢。病院栄
養士のほかに外資系メーカーの品質管理（でも英語苦手）、
中小企業支援機関の業務などを経て、2018年6月にみんな
でつくる財団おかやまへ。現在は全国コミュニティ財団協
会の事務スタッフとして新しいことに挑戦中。好きなもの
は、旅とクルマと猫。

き
、
そ
れ
が
必
ず
次
の
一
歩
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
し
て
、
も
し
資
金
面
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
実
を
結
ん
だ
な
ら
ば
、
活
動
す
る
人
に
は

思
う
存
分
活
動
し
て
ほ
し
い
と
願
う
の
で
す
。

つ
な
が
り
を
生
き
る
力
に
～
真
備
町
川
辺
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
建
～

槙
原
聡
美
（
川
辺
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
る
く
）

「
も
う
、
終
わ
り
だ
。」「
過
去
を
消
さ
れ
て

し
ま
っ
た
…
…
。」「
片
付
け
て
帰
っ
た
っ
て
、

近
所
の
人
は
誰
も
川
辺
に
は
帰
っ
て
こ
ん
わ
。」

住
み
慣
れ
た
町
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
泥
の

色
に
染
ま
っ
て
し
ま
い
、
き
れ
い
な
緑
の
山
々

に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
私
た
ち
の
町
は
、

ど
こ
を
見
て
も
災
害
ご
み
の
山
ば
か
り
で
、

猛
暑
の
熱
気
と
一
緒
に
砂
ぼ
こ
り
が
舞
い
上

が
り
、
町
中
が
か
す
ん
で
見
え
ま
し
た
。
夜

に
な
る
と
明
か
り
も
車
の
通
り
も
な
く
、
真

っ
暗
に
な
り
、
ま
る
で
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
の

よ
う
で
し
た
。

　

２
０
１
８
年
７
月
７
日
、
平
成
30
年
西
日

本
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
倉
敷
市
真
備
町
川
辺
地
区
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
予
想
通
り
、
99
％
以
上
の
住
宅

が
全
壊
し
ま
し
た
。
ま
さ
か
自
分
が
、
自
分

が
住
ん
で
い
る
町
が
災
害
に
遭
う
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ
ま
で
も
、
夢
を
見
て

い
る
よ
う
な
感
覚
。
た
だ
ひ
た
す
ら
、
泥
水

を
含
ん
だ
家
具
や
思
い
出
の
品
を
家
の
中
か

ら
出
す
こ
と
に
専
念
し
、
今
日
、
明
日
の
こ

と
を
考
え
る
こ
と
が
精
い
っ
ぱ
い
。「
こ
の
先
、

ど
う
す
る
の
か
…
…
」
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

る
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
し
い
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
始
ま
り

（
２
０
１
８
年
７
月
ご
ろ
）

　

真
備
町
川
辺
地
区
は
、
地
区
の
ほ
ぼ
す
べ

て
が
浸
水
す
る
こ
と
か
ら
、
洪
水
時
の
指
定

避
難
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
区
内
に

避
難
所
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
す
べ

て
の
住
民
が
川
辺
地
区
外
に
バ
ラ
バ
ラ
に
避

難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
発
災
当
時
か

ら
情
報
が
少
な
く
、
災
害
後
の
町
の
現
状
や

受
け
ら
れ
る
支
援
な
ど
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。
そ
こ
で
作
っ
た
の
が
、
グ
ル

ー
プ
ラ
イ
ン
「
川
辺
地
区
み
ん
な
の
会
」（
以

下
、
川
辺
ラ
イ
ン
）
で
す
。
被
災
後
の
片
付

け
の
仕
方
か
ら
交
通
状
況
、
物
資
の
提
供
場

所
な
ど
の
共
有
が
始
ま
り
ま
し
た
。
川
辺
ラ

イ
ン
の
特
徴
は
『
参
加
者
全
員
が
情
報
提
供

者
で
あ
る
こ
と
』
そ
し
て
『
顔
の
見
え
る
関

係
性
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
』
で
あ
る
こ
と
で
す
。
川
辺

ラ
イ
ン
は
個
人
個
人
が
「
こ
の
情
報
は
自
分

に
も
、
み
ん
な
に
も
役
立
つ
。」
と
思
っ
た
こ

と
を
自
然
と
教
え
合
う
場
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
ま
た
、
顔
の
見
え
る
マ
マ
友
の
つ
な

が
り
が
多
い
こ
と
か
ら
相
手
を
想
い
、
よ
り

確
か
な
情
報
の
や
り
取
り
を
し
よ
う
と
参
加

者
全
員
が
意
識
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
問

題
に
な
る
デ
マ
や
噂
話
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
れ
に
不
確
か
な
情
報
が
あ

れ
ば
確
認
を
し
、
情
報
に
振
り
回
さ
れ
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
あ

っ
と
い
う
間
に
増
え
て
い
き
、
グ
ル
ー
プ
作

成
当
日
に
約
１
０
０
人
、
２
０
１
８
年
９
月

末
に
は
５
０
０
人
を
超
え
、今（
２
０
２
０
年

12
月
現
在
）
で
も
約
６
０
０
人
の
方
が
参
加

し
、
ロ
ー
カ
ル
情
報
の
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
が
浸
水
し
避
難
所
が
な
い
私
た
ち

に
集
え
る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
つ
な
が
り
を
感
じ
、
助
け
合
う
関

係
づ
く
り
が
芽
生
え
て
い
っ
た
の
で
す
。

絶
望
の
中
で
の
心
の
支
え

（
２
０
１
８
年
７
月
下
旬
～
10
月
ご
ろ
）

　

私
は
、
自
分
の
家
の
片
付
け
の
合
間
に
県

地
域
の
再
生
力
を
つ
な
ぐ
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ラ
イ
ン
で
共
有
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
わ
な
い

方
へ
の
お
知
ら
せ
の
協
力
も
お
願
い
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
最
終
日
の
３
日
目
に
は
３
０

０
人
も
の
住
民
が
集
ま
っ
た
の
で
す
。
炊
き

出
し
を
待
つ
間
、「
〇
〇
さ
ん
！
無
事
だ
っ
た

の
ね
！
？
ど
う
し
て
る
の
？
」
と
抱
き
合
っ

た
り
、
片
付
け
の
状
況
を
話
し
た
り
し
、
み

な
さ
ん
の
表
情
が
徐
々
に
ホ
ッ
と
し
た
表
情

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
テ
ン
ト
下
で
は
温
か

く
お
い
し
い
お
料
理
を
み
ん
な
で
い
た
だ
き
、

帰
り
際
に
は
「
ま
た
、
明
日
！
炊
き
出
し
で

会
お
う
ね
！
」
そ
う
い
っ
て
、
仮
住
ま
い
に

帰
っ
て
い
く
毎
日
。
そ
の
様
子
は
大
き
な
家

族
の
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た
。

　

明
日
の
約
束
と
気
兼
ね
な
く
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
、そ
し
て
、日
替
わ
り
で
炊
き

出
し
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
お
気
持
ち
が
、
私
た
ち
の
疲
れ
た
心
と
体

を
癒
し
、
不
安
だ
ら
け
の
明
日
が
少
し
楽
し

み
な
も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
こ

う
し
て
始
ま
っ
た
炊
き
出
し
は
、
被
災
後
１

か
月
半
を
す
ぎ
た
８
月
末
か
ら
10
月
中
旬
ま

で
ほ
ぼ
毎
日
続
き
、
毎
回
３
０
０
人
か
ら
５

０
０
人
も
の
住
民
が
夕
食
を
共
に
し
ま
し
た
。

本
当
の
意
味
で
の
つ
な
が
り
と
は

（
２
０
１
８
年
10
月
～
）

私
は
川
辺
地
区
に
住
み
始
め
て
３
年
後

（
２
０
１
１
年
）
か
ら
地
域
づ
く
り
の
中
核
を

担
う
川
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
川
辺
ま
ち
づ
く
り
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン

バ
ー
と
し
て
所
属
し
て
お
り
、
日
々
の
活
動

の
中
で
「
つ
な
が
り
っ
て
い
い
な
ぁ
」
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
被
災
後
、
つ

な
が
り
の
本
当
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。
人
に
会
え
な
い
、
集
え
な
い

こ
と
が
精
神
的
に
こ
ん
な
に
影
響
す
る
と
は

…
…
。
非
常
事
態
が
起
き
て
し
ま
っ
た
と
き

の
支
え
と
な
り
、
未
来
を
明
る
く
し
て
く
れ

る
も
の
が
『
つ
な
が
り
』
だ
と
災
害
に
遭
っ

て
か
ら
気
づ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
日
、
一
週
間
後
、
一
か
月
後

の
楽
し
み
を
見
つ
け
る
こ
と
が
、
復
興
へ
の

大
き
な
力
と
な
る
！
そ
う
思
っ
た
私
は
、
地

元
企
業
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
川
辺
小
学

校
内
に
小
さ
な
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、

川
辺
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
る
く
（
以
下
あ

る
く
）
を
２
０
１
８
年
10
月
に
設
立
。
20
人

の
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
、
川
辺
地
区
の
被
災
者

で
す
。
自
分
の
家
の
片
付
け
や
生
活
再
建
を

し
な
が
ら
の
活
動
は
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。

そ
れ
で
も
ス
タ
ッ
フ
は
、
ほ
ぼ
毎
日
交
代
で

9
時
～
12
時
ま
で
常
駐
し
、
住
民
の
み
な
さ

ん
が
片
付
け
の
合
間
に
フ
ラ
ッ
と
立
ち
寄
っ

て
、
集
え
る
場
所
を
つ
く
り
ま
し
た
。（
２
０

１
９
年
6
月
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
の
み

グループLINE
「川辺地区みんなの会」

川辺地区での炊き出し 水が引いた後

内
外
の
知
り
合
い
か
ら
受
け
取
っ
た
支
援
物

資
を
近
所
の
方
に
配
っ
て
回
り
ま
し
た
。
毎

日
、
仮
住
ま
い
し
て
い
る
場
所
と
自
宅
の
片

付
け
の
往
復
と
そ
の
日
の
食
べ
物
の
調
達
、

生
き
る
こ
と
が
精
い
っ
ぱ
い
の
状
況
で
す
。

お
会
い
し
た
方
か
ら
は
ご
近
所
さ
ん
や
知
り

合
い
の
無
事
を
心
配
し
、
支
援
物
資
や
食
料

の
不
足
と
先
が
見
え
な
い
不
安
を
口
に
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
み
ん
な
川
辺
に
は
帰

っ
て
こ
ん
（
来
な
い
）。
家
を
片
付
け
た
と
こ

ろ
で
、
ど
う
も
な
ら
ん
（
ど
う
に
も
な
ら
な

い
）。」
と
口
々
に
い
う
の
で
す
。
こ
ん
な
に

も
気
落
ち
し
て
し
ま
っ
て
い
る
原
因
、
そ
れ

は
、
気
心
の
知
れ
た
人
と
会
え
な
い
状
況
だ

か
ら
だ
と
感
じ
「
川
辺
に
こ
そ
、
炊
き
出
し

の
場
が
必
要
！
」
そ
う
、
確
信
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
と
あ
る
市
議
会
議
員
さ
ん
が
川
辺
小

学
校
で
試
し
に
３
日
間
続
け
て
決
ま
っ
た
時

間
に
炊
き
出
し
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
炊
き
出
し
の
情
報
は
事
前
に
川
辺

活
動
）。

拠
点
を
設
け
、
あ
る
く
の
活
動
を
ス
タ
ー

ト
す
る
と
、
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
っ

た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
や
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
体
験
、

お
抹
茶
の
ふ
る
ま
い
な
ど
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
と
同

時
に
、
被
災
後
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減

に
つ
な
が
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

活
動
を
続
け
る
中
で
苦
労
し
た
の
は
、
情

報
の
伝
達
で
す
。
川
辺
ラ
イ
ン
だ
け
で
は
情

報
が
届
か
な
い
家
庭
の
た
め
に
も
、
毎
月
あ

る
く
通
信
を
作
成
。
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
や
支
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
々
の
お
気
持
ち
も
詰
め
込
ん
で
、
倉
敷

市
か
ら
郵
送
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

災
害
後
は
本
当
に
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が

来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
支

援
者
と
被
災
者
の
間
に
、
同
じ
被
災
者
で
あ

る
「
あ
る
く
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
こ
と
で
、

あ
る
く
に
訪
れ
る
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
被
災
し
た
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
運

営
し
て
い
る
支
援
拠
点
だ
か
ら
こ
そ
作
る
こ

と
が
で
き
た
「
安
心
で
き
る
場
所
」
だ
っ
た

の
で
す
。

川
と
共
に
暮
ら
し
、備
え
る

平
成
30
年
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
2
年
半

が
た
ち
ま
し
た
。
今
で
は
、
更
地
が
目
立
つ

も
の
の
、
新
し
い
家
や
建
物
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
災
害
前
の
町
に
完
全
に
戻

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
被
災
後
の
会
話
の

中
で
後
悔
を
口
に
出
す
人
も
多
く
い
ま
す
。

「
避
難
す
る
と
き
に
、
近
所
に
声
を
掛
け
れ
ば

よ
か
っ
た
。」「
子
ど
も
を
守
る
の
は
親
。
も

っ
と
、
早
く
避
難
す
れ
ば
怖
い
思
い
を
さ
せ

ず
に
済
ん
だ
の
に
。」
と
。
川
辺
は
川
の
辺
り

と
書
き
ま
す
。
川
と
共
に
暮
ら
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
害
に
よ
っ
て
一
度

は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
つ
な
が
り

と
絆
を
紡
ぎ
合
わ
せ
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
川
辺
地
区
に
し
て
い
く
た
め
、

地
域
力
と
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
川
辺
に
帰

っ
て
く
る
住
民
や
こ
れ
か
ら
先
こ
の
地
で
生

活
す
る
子
ど
も
た
ち
の
為
に
も
。

槙原聡美（まきはら・さとみ）

川辺復興プロジェクトあるく代表。2児の母。地域づ
くりの団体「川辺地区まちづくり推進協議会」に所
属し、川辺小学校PTA会長を務め、真備町川辺地区
に住んで9年目で被災。自宅は2階の床上10㎝まで泥
水に浸かった。被災後から「帰りたくなる川辺・帰
ってきてよかったと思える川辺」を目指し、地域の
つながり作りや防災・減災に力を入れている。また、
NHK番組出演、各地での講演を通して西日本豪雨災
害の経験や学びを県内外に広く伝える活動を行う。

最
後
に
、
平
成
30
年
西
日
本
豪
雨
災
害
に

お
い
て
、
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
想
い
が
私
た
ち

の
心
を
支
え
、
前
へ
進
む
た
め
の
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。
感
謝
。

「あるく通信」
地域を離れて避難生活を
送る方々に毎月地域情報
を届ける。
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被災当事者だからこそ伝えていくこと
「子どもたちに怖い思いをさせないで！」

防災おやこ手帳
　「防災おやこ手帳」は、西日本豪雨災害で被災を経験した子育て
世代が伝えたいことをまとめた手帳です（2020年10月制作）。あ
るくの活動2周年の節目に完成しました。監修は防災の専門家でも
あり子育て中ママでもある香川大学准教授 磯打千雅子先生、デザ
インやカメラマンも子育て中のママにお願いしました。
　子どもが、「怖い！」と言ったことが早めの避難につながった家
族も多い災害でした。「子どもをしっかり守るには？」「災害で子
どもはどんなことに困るのだろう？」にスポットを当て他の防災
ブックでは見ないような避難判断基準も掲載しています。そのほ
か、被災経験をもとに川辺地区で取り組んでいる分散避難「マイ
避難先」については、各ご家族にとって最適な避難先を家族で考
えやすいようワークシート形式で掲載しました。また、避難中の
子どもには防災食がのどを通り辛らかった経験から、持ち出しグ
ッズの食品は食べ慣れたものをなど、細かな体験に基づいて災害
から子どもを守るためのご提案をまとめました。
　防災は100％充分もないし100％正解もありません。私たちの被
災体験と防災の取り組みをこれからも起こるかもしれない水害に
備えるヒントにしていただけるよう願っています。「まさか！」と
思うような災害が毎年起きてしまう昨今ですが、水害だけは事前
に備え、避難できる災害です。自分と大切な人の命を守るために
備えていきませんか？

真備から熊本へ
「助けてくれてありがとう！」をつなぐ

　2020年7月熊本を襲った豪雨。テレビから流れる映像は、まる
で2年前の真備町を見ているようでした。2020年7月4日の昼過ぎ
LINEグループを通じて支援物資義援金、運搬のための協力金を

「川辺地区まちづくり推進協議会」と協働し募集しました。次々に
物資を抱えた方が集まってくださり、一時は受付に列ができるほ
ど。 「西日本豪雨災害を思い出す。いてもたってもいられなかった。」
　「今、恩返ししないといつするんだ！」タオル、調理不要のレト
ルトや缶詰、お菓子、消毒液や衛生用品、新品の下着や服など皆
さんが支援物資としていただいてうれしかった、助かったものを
持ってきてくれました。提供者の皆さんが書いてくれた「ちょっ
とだけ元気になった真備からめいっぱいパワーを送ります。」「生
きていてくれてありがとう。」など温かいメッセージと共に。2日
間で集まった提供者数301人、物資段ボール数343箱、義援金
585,456円、協力金128,745円。まだまだ復興途中の私達ですが、
あの時は助けてくれてありがとう！そしてこれからも一緒に歩ん
でいきましょう！

集まった熊本への支援物資

A５サイズ　全12ページ。岡山県備中県民局
提案型協働事業にて作成。11000部発行。

（2020年1月現在）内容は、実際の経験をも
とにした水害エピソード、「マイ避難先」を
考えてみよう！「避難スイッチ」を決めてお
こう！「持っていくもの」を準備しておこ
う！など。

物資に添えられたメッセージ

想
定
外
の
只
中
で

忘
れ
も
し
な
い
２
０
１
８
年
7
月
７
日
の

夜
、
妻
と
子
ど
も
達
5
人
の
７
人
家
族
の
私

は
避
難
す
る
な
ら
早
め
に
避
難
出
来
る
よ
う

情
報
を
集
め
、
外
の
雨
の
状
況
を
確
認
し
続

け
て
い
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
に
は
避
難
勧
告
の

警
報
が
鳴
り
響
き
ま
す
が
岡
山
県
は
災
害
が

少
な
い
こ
と
も
あ
り
避
難
し
て
い
る
方
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

旭
川
の
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
カ
メ
ラ
を
頻
繁
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
中
で
水
か
さ
が
落
ち
着
き
、
上
流
で

の
雨
量
や
今
後
の
予
想
を
確
認
し
て
眠
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
時
に
雷
が
落
ち
た
よ
う
な
音

と
震
動
が
あ
り
ま
し
た
。
翌
朝
、
総
社
市
の

工
場
で
爆
発
が
あ
っ
た
こ
と
、
水
害
の
規
模

の
大
き
さ
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

7
月
8
日
、
日
曜
日
の
礼
拝
で
教
会
に
集

う
み
ん
な
で
共
に
災
害
の
た
め
に
祈
り
ま
し

た
。
そ
し
て
過
去
の
災
害
で
も
献
金
を
集
め

て
被
災
地
に
送
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が

自
分
の
町
を
愛
す
る
よ
う
に
隣
町
を
愛
す
る

石
原
靖
大
（IN

O
LIN

 JAPAN

）

今
回
は
「
自
分
達
の
街
や
地
域
で
も
災
害
が

起
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
少
し
で
も
今
こ
の

瞬
間
困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
助
け
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
」
と
い
う
思
い
か
ら
今
必
要
な
方

に
必
要
な
物
を
届
け
る
と
い
う
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
教
会
と
い
っ
て
も
小
さ
な
教
会
で

す
か
ら
が
ん
ば
っ
て
も
数
万
円
く
ら
い
が
限

度
で
し
た
。
し
か
し
普
段
牧
師
と
し
て
聖
書

か
ら
愛
を
語
る
者
と
し
て
言
う
だ
け
で
は
な

INOLIN JAPAN
いのりんジャパン（INOLIN JAPAN）

2018年 西日本豪雨災害をきっかけに設立された任
意団体。発災後、学童保育のサポートや被災地内での片付けや泥出し
などの現地活動（クリーン作戦）をはじめ、復興支援イベント企画運
営を行う。北海道胆振東部地震の支援や2019年長野の台風支援、2020
年熊本豪雨支援を行う。

地
域
の
再
生
力
を
つ
な
ぐ
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っ
て
次
の
日
に
持
っ
て
行
く
こ
と
を
そ
の
場

で
決
め
ま
し
た
。
ま
た
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

が
高
齢
者
施
設
で
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
知
り
、
そ
の
情
報
を
シ
ェ
ア
し
て
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
一
店
舗
に
数
本
し
か
な
い
ド
ラ

イ
シ
ャ
ン
プ
ー
を
手
分
け
で
買
い
占
め
す
ぎ

な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
集
め
ま
し
た
。

7
月
11
日
、
矢
掛
町
で
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
が
な
く
な
り
か
け
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
で
安
く
売
っ
て
く
だ
さ
る
店
を

探
し
て
ワ
ゴ
ン
車
い
っ
ぱ
い
に
物
資
を
詰
め

込
み
ま
し
た
。
そ
し
て
高
梁
市
と
矢
掛
町
に

物
資
を
運
び
ま
し
た
。
矢
掛
町
は
真
備
町
の

隣
に
あ
る
町
で
す
が
不
足
し
て
い
る
物
資
が

多
く
情
報
を
い
か
に
発
信
す
る
こ
と
が
大
切

な
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
高
梁
市

か
ら
矢
掛
町
に
車
を
走
ら
せ
る
中
で
道
路
は

泥
に
覆
わ
れ
、
車
が
あ
ち
こ
ち
に
転
が
っ
て

い
る
よ
う
な
被
災
地
の
状
況
を
間
近
で
見
た

時
に
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
帰
り
道
、

心
の
中
に
「
あ
な
た
の
限
界
を
超
え
な
さ

い
。」
と
い
う
神
様
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
感

じ
ま
し
た
。「
神
様
が
せ
よ
と
言
わ
れ
る
の
で

あ
れ
ば
私
は
喜
ん
で
従
い
ま
す
。
む
し
ろ
私

に
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。」
と
祈
っ
た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
覚
え
て
い
ま
す
。

思
い
を
つ
な
ぐ

　

そ
こ
か
ら
め
ま
ぐ
る
し
く
事
態
は
動
い
て

い
き
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
私
の
小
さ
な
支
援
活

動
を
知
っ
た
友
人
が
岡
山
で
支
援
で
動
い
て

い
る
人
を
探
し
て
い
る
東
北
の
方
達
と
の
繋

が
り
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
多
く
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
ま
た
被
災
し

た
真
備
の
子
ど
も
達
へ
の
支
援
の
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
こ
と
に
な
り
、
子
ど
も
支
援
が
き
っ

か
け
で
被
災
し
た
子
ど
も
達
の
関
連
施
設
を

片
付
け
も
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
５
人

の
子
育
て
を
し
て
い
る
身
と
し
て
は
子
ど
も

支
援
は
大
切
と
感
じ
ま
し
た
し
、
ま
た
被
災

し
た
家
の
片
付
け
を
す
る
大
人
の
助
け
に
な

る
と
思
い
お
手
伝
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
活
動
の
受
け
皿
と
な
る
た
め
に
7
月
17

日
にIN

O
LIN

 JAPAN

（
い
の
り
ん
ジ
ャ

パ
ン
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
子
ど
も
支
援
を

中
心
に
考
え
て
い
た
の
で
柔
ら
か
く
ホ
ッ
と

す
る
イ
メ
ー
ジ
で
名
称
は
考
え
ま
し
た
。
い

の
り
ん
と
は
三
河
弁
で
「
祈
り
な
さ
い
」
と

い
う
意
味
で
す
。
牧
師
と
し
て
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
と
し
て
祈
り
な
く
し
て
と
て
も
出
来
る
働

き
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
し
、
祈
り

心
を
持
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
方

も
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
こ
と
、
ま

た
英
語
でIN

O
LIN

と
い
う
の
は
風
邪
薬
に

く
実
行
出
来
る
者
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。「
あ
な
た
自
身
を
愛
す
る
よ

う
に
あ
な
た
の
隣
人
を
愛
し
な
さ
い
。」
と
い

う
有
名
な
聖
書
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
が
今

ま
さ
に
「
自
分
の
街
を
愛
す
る
よ
う
に
隣
の

街
を
愛
す
る
。」
こ
の
事
を
す
る
べ
き
時
だ
と

感
じ
た
の
で
す
。

　

7
月
9
日
「
下
着
や
服
が
な
い
。
特
に
子

ど
も
の
サ
イ
ズ
の
も
の
が
な
い
」
と
い
う
こ

と
が
確
認
で
き
た
の
で
す
ぐ
に
買
い
に
走
り

ま
し
た
。
で
も
数
万
円
で
は
段
ボ
ー
ル
一
箱

く
ら
い
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
も
う
高
梁
市

に
行
く
と
い
う
こ
と
は
決
め
て
い
た
の
で
友

人
知
人
に
「
明
日
物
資
を
持
っ
て
走
り
ま
す
。

明
日
の
午
前
中
ま
で
に
振
り
込
ん
で
い
た
だ

い
た
支
援
金
は
全
部
今
必
要
な
物
資
に
変
え

て
届
け
ま
す
。」
と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
実
質

1
日
も
な
い
時
間
の
中
で
28
万
円
も
の
支
援

が
集
ま
り
ま
し
た
。

7
月
10
日
、
物
資
を
さ
ら
に
購
入
し
て
集

め
な
が
ら
各
自
治
体
に
連
絡
を
し
て
情
報
を

集
め
ま
し
た
。
当
初
は
全
国
か
ら
物
資
も
人

も
集
ま
っ
て
い
る
真
備
町
で
は
な
く
、
そ
の

周
辺
の
物
資
が
不
足
し
て
い
る
地
域
の
支
援

か
ら
始
め
ま
し
た
。
高
梁
市
で
物
資
を
運
び

終
わ
り
、
情
報
を
集
め
る
中
で
「
仮
設
の
お

風
呂
が
設
置
さ
れ
る
け
ど
も
そ
こ
で
使
う
シ

ャ
ン
プ
ー
と
か
が
な
い
。」
と
い
う
こ
と
を
知

子ども関連施設の清掃 子ども関連施設の清掃

入
っ
て
い
る
よ
う
な
成
分
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
、
愛
を
持
っ
て
被
災
地
に
仕
え
、
少
し

で
も
回
復
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
団
体
名
を
決
め
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
る
方
達
の

た
め
の
宿
泊
場
所
や
拠
点
と
な
る
場
所
も
提

供
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
少
し
づ
つ
体
制

が
整
う
中
、
ど
れ
だ
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
来
て
下
さ
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
全

国
各
地
、
時
に
は
海
外
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
た
め
に
来
て
く
だ
さ
る
方
が
起
こ
さ
れ
、

道
具
も
ど
う
や
っ
て
揃
え
よ
う
か
と
悩
ん
で

い
ま
し
た
が
必
要
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
と
踏
み

出
す
度
に
満
た
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
直
接

現
地
に
行
け
な
い
か
ら
と
支
援
金
を
送
っ
て

く
だ
さ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
思

い
を
ス
コ
ッ
プ
に
変
え
て
ひ
と
す
く
い
の
泥

を
取
り
除
く
こ
と
。
忙
し
い
中
、
時
間
を
割

い
て
現
地
に
来
て
く
だ
さ
る
思
い
を
実
際
の

活
動
に
つ
な
ぐ
た
め
に
備
え
る
こ
と
、
そ
し

て
何
よ
り
も
被
災
さ
れ
た
方
の
復
興
へ
の
思

い
を
実
際
の
か
た
ち
に
つ
な
ぐ
た
め
に
一
日
、

ま
た
一
日
と
積
み
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
実
際
に
必
要
な
作
業
を
こ
な
す
こ
と

以
上
に
被
災
さ
れ
た
方
の
心
に
寄
り
添
う
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

の
方
は
ま
ご
こ
ろ
を
持
っ
て
支
援
に
入
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
す
が
、
観
光
地
に
来
る
よ
う

な
感
覚
で
被
災
地
の
現
場
に
来
て
何
か
助
け

る
わ
け
で
も
な
く
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
騒

い
だ
り
す
る
方
が
お
ら
れ
、
そ
れ
を
見
た
方

が
傷
つ
い
て
い
る
様
子
を
見
聞
き
し
ま
し
た
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
勉
強
で
す
が
そ
の
こ
と
を

知
っ
て
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る

時
に
「
観
光
地
で
は
な
く
被
災
地
な
の
で
被

災
さ
れ
た
方
の
心
を
考
え
て
活
動
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。」
と
お
願
い
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
活
動
の
積
み
重
ね
で

徐
々
に
大
き
な
施
設
の
作
業
も
相
談
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
一
番
広
か
っ
た
場
所
で
は
１

ヶ
月
以
上
の
期
間
、
延
べ
２
６
８
名
で
泥
掻

き
や
被
災
し
た
物
資
の
搬
出
や
片
付
け
、
洗

浄
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
真
備
町
を
通
し
て

知
り
合
う
方
と
ま
た
そ
の
方
の
知
人
と
い
う

か
た
ち
で
人
と
の
繋
が
り
が
増
え
て
い
き
、
い

ろ
ん
な
事
を
語
り
合
う
中
で
１
０
０
０
以
上

来
場
さ
れ
る
よ
う
な
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
に

関
わ
ら
せ
て
頂
い
た
り
、
毎
回
１
０
０
人
以

上
、
多
い
時
で
は
４
０
０
名
集
ま
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
て

町
本
来
の
姿
に
少
し
で
も
戻
す
お
手
伝
い
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
活
動
が
継
続
す
る
中

で
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
こ
と
、
し
た
い
け

ど
出
来
な
い
壁
に
ぶ
つ
か
る
中
で
い
ろ
ん
な

方
に
そ
の
現
状
を
相
談
す
る
中
で
応
援
し
て

く
だ
さ
る
団
体
様
も
与
え
ら
れ
、
炊
き
出
し

な
ど
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
実
現
し

て
い
き
ま
し
た
。

活
動
が
長
期
化
す
る
中
で
出
来
る
だ
け
住

民
の
方
の
目
線
に
立
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
、

私
た
ち
が
何
か
を
成
し
遂
げ
る
の
で
は
な
く
、

出
来
る
限
り
住
民
の
方
が
立
ち
上
が
れ
る
よ

う
寄
り
添
い
、
共
に
歩
む
こ
と
の
大
切
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
災
害
の
記
憶
は
上
書
き
さ

れ
て
い
き
、
過
去
の
災
害
を
も
う
復
興
し
て

済
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
物
質
的
な
復
興
も
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
心
の
復
興
は
さ
ら
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
聖
書
の
中
に
「
泣
く
者
と
共
に

泣
き
、
喜
ぶ
者
と
共
に
喜
ぶ
」
と
あ
り
ま
す

が
復
興
し
て
安
心
し
て
喜
べ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
よ
う
に
な
る
ま
で
忘
れ
ず
、
あ
る
時
に

は
共
に
涙
を
流
し
、
そ
し
て
共
に
喜
べ
る
よ

う
に
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら

も
一
歩
づ
つ
し
て
い
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
で
普
段
か
ら
そ
の
よ
う

な
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
災
害
に
強

い
地
域
、
住
ん
で
い
て
幸
せ
な
町
に
繋
が
っ

て
い
く
と
信
じ
ま
す
。

石原靖大（いしはら・やすひろ）

岡山ジョイフルプレイズチャーチ牧師、いのりんジャパン代表。
三男二女の7人家族。
西日本豪雨災害で最初に関わらせていただいた学童施設から見えるところ
にムクゲが咲いていたのは災害から一ヶ月が経過した頃で
した。こんな一輪の花でもわたしたちに元気や希望を与え
てくれるなら、被災した方が復興に向かって進んでいく姿
はどれほどのちからを与えてくれるでしょうか。力強く歩
み出す人々にフォーカスし、そのために必要な一輪の花の
ような希望、時には杖になれる存在であり続けたいです。
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災害支援を通して、命の尊さを共に学ぶ

　1ヶ月半の期間と総動員数274人での最も長期間関わらせていた
だいた真備いきいきプラザでの活動。その終盤で一日の作業を終え
て戸締まりの確認をして回っていた時のことです。被災して底が浮
き上がっているプールの中に出来ている水たまりにシュッと魚影が
走るのが見えました。災害発生から一ヶ月以上その時点で経過して
いましたが作業の音が連日響くまっただ中で力強く生きている魚が
いたのです。

　こども支援に関わっていた私たちは、いきいきプラザでの作業最
終日に安全対策をしたうえでこどもたちに魚を救助してもらう時間
を企画しました。災害の中で多くのいのちが真備でも失われました。
その悲しみは近くで体験した方にしか理解することは難しいかも知
れません。しかし、厳しいその現実の中でもいのちの尊さ、素晴ら
しさ、力強さを小さな体験を通して未来に向かっていく子ども達に
知ってもらいたいという思いからでした。
　当日はカトリックのシスターや保育園の職員の方々も参加してく
ださり、一緒にびしょ濡れになりながら3匹の魚やエビを助けまし
た。職員の方が「このプールでの最後の遊泳者だね」と涙を浮かべ
た笑顔で語られた時の感動を今でも鮮明に覚えています。
　物はいつか壊れます。しかし、なくならない思い出もあります。
元通りには直らないかも知れません。でもその中に沢山の思いがあ
れば、物はその物以上の価値を持ちます。
　かけがえのないいのちの尊さを大切にこれからも歩んでいきたい
と思います。

真備いきいきプラザ ―被災したプールの清掃活動―

伝
え
る
。 私
た
ち
は
ど
う
災
害
を
伝
え
て
い
く
の
か

第３章
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第３章　伝える。私たちはどう災害を伝えていくのか

岡
山
の
河
川
災
害
を
紐
解
く

岡
山
県
の
一
級
水
系
は
、
東
か
ら
吉
井
川
、

旭
川
、
高
梁
川
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
延
長
は
、
吉
井
川
１
０

０
８
・
０
㎞
、
旭
川
７
９
２
・
７
㎞
、
高
梁

川
８
５
３
・
１
ｋ
ｍ
で
あ
り
、
水
源
を
県
北

中
国
山
地
に
発
し
て
、
上
流
部
の
盆
地
、
県

中
部
の
丘
陵
地
帯
の
希
少
な
渓
谷
を
蛇
行
し
、

県
南
部
を
緩
や
か
な
勾
配
で
流
れ
瀬
戸
内
海

に
注
い
で
い
ま
す
。

岡
山
の
災
害
史
を
紐
解
く
と
、
昔
か
ら
こ

れ
ら
の
三
大
河
川
は
大
雨
に
よ
り
氾
濫
し
、

大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

近
世
ま
で
の
水
災

・
延
喜
14
年
（
９
１
４
）
6
月　

備
中
洪
水

・
天
暦
2
年
（
９
４
８
）
秋　

洪
水

・
応
和
2
年
（
９
６
２
）
5
月　

洪
水

・
長
承
3
年
（
１
１
３
４
）
洪
水

・
仁
平
元
年
（
１
１
５
１
）
7
月　

洪
水

・
明
治
41
年
（
１
９
０
８
）
6
月
23
日
：
和

気
郡
日
生
町
で
出
水
。
浸
水
４
０
０
戸
、

堤
防
破
壊
33
か
所

・
大
正
4
年
（
１
９
１
５
）
9
月
8
日
：
暴

風
で
県
下
の
被
害
甚
大
。
美
作
地
方
は
60

年
来
の
風
害

　

10
月
7
日
：
暴
風
雨
で
県
下
河
川
出
水
。

京
橋
仮
橋
も
流
失

・
大
正
5
年
（
１
９
１
６
）
6
月
25
日
：
豪

雨
で
各
河
川
出
水
、
美
作
地
方
で
被
害
甚

大

　

6
月
27
日
：
川
上
郡
吹
屋
町
吉
岡
鉱
山
で

沈
殿
池
堤
防
が
決
壊
、
死
者
13
人

・
大
正
6
年
（
１
９
１
７
）
10
月
10
日
：
暴

雨
で
県
下
各
地
に
被
害
。
小
田
郡
中
川
村

江
良
の
小
田
川
渡
船
が
転
覆
、
矢
掛
高
女

岡山の河川概要
「おかやまの河川」岡山県土木河川課編集

下
の
三
大
川
出
水
、
高
梁
川
流
域
の
被
害

が
多
く
支
社
70
人

・
明
治
15
年
（
１
８
８
２
）
8
月
5
日
：
県

下
各
地
に
暴
風
雨
、
死
者
37
人
、
家
屋
全

壊
２
４
５
４
戸

・
明
治
17
年
（
１
８
８
４
年
）
県
南
の
海
岸

地
帯
を
襲
っ
た
大
津
波
、
死
者
、
行
方
不

明
６
５
５
人

・
明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
9
月
11
日
：
綿

花
三
大
川
出
水
、
堤
防
決
壊
、
田
畑
浸
水

の
被
害

・
明
治
25
年
（
１
８
９
２
）
7
月
23
日
：
県

下
河
川
出
水
、
翌
日
に
か
け
被
害
続
出
、

旭
川
上
流
が
激
し
く
岡
山
の
中
橋
、
小
橋
、

京
橋
の
一
部
流
失
、
市
内
大
部
分
浸
水
。

支
社
74
人
、
流
失
、
破
壊
家
屋
５
５
０
０

戸
・
明
治
26
年
（
１
８
９
３
）
4
月
20
日
：
瀬

戸
内
海
に
暴
風
雨
、
和
気
郡
日
生
村
漁
民
、

小
豆
島
沖
で
遭
難
し
20
余
人
が
死
亡

　

10
月
14
日
：
県
下
に
水
害
、
死
者
４
２
３

人
。
流
失
、
破
損
家
屋
1
万
２
９
２
０
戸

　

11
月
15
日
：
水
害
後
赤
痢
流
行
。
治
療
中

２
７
４
１
人
、
死
亡
８
０
１
人
、
全
治
１

５
０
７
人

・
明
治
32
年
（
１
８
９
９
）
7
月
9
日
：
県

下
三
大
河
川
出
水
、
各
地
で
浸
水
被
害
。

22
日
に
再
び
氾
濫

・
安
元
元
年
（
１
１
７
５
）
洪
水

・
元
和
7
年
（
１
６
２
１
）
津
山
大
洪
水

・
承
応
3
年
（
１
６
５
４
）

・
延
宝
元
年
（
１
６
７
３
）

・
貞
享
4
年
（
１
６
８
７
）
9
月
9
日

・
元
禄
15
年
（
１
７
０
２
）
7
、
8
月

・
宝
永
4
年
（
１
７
０
７
）
8
月
19
日

・
宝
永
5
年
（
１
７
０
８
）
6
月
22
日

・
正
徳
2
年
（
１
７
１
２
）
6
月
2
日
、
7

月
2
日

・
文
政
9
年
（
１
８
２
６
）
5
月
21
日
、
6

月
6
日

・
嘉
永
3
年
（
１
８
５
０
）
6
月
1
日

・
嘉
永
5
年
（
１
８
５
２
）
8
月
22
日

明
治・大
正

・
明
治
4
年
（
１
８
７
１
）
5
月
18
日
：
岡

山
浄
化
洪
水
の
た
め
被
害
、
流
失
家
屋
１

２
１
４
戸

・
明
治
13
年
（
１
８
８
０
）
7
月
1
日
：
県
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性
3
人
溺
死

・
大
正
7
年
（
１
９
１
８
）
7
月
10
日
：
夜

か
ら
の
豪
雨
で
県
下
各
地
に
被
害
、
死
者
、

行
方
不
明
者
56
人
、
流
失
家
屋
８
８
２
戸
、

吉
井
川
の
永
安
橋
も
流
失

・
大
正
9
年
（
１
９
２
９
）
8
月
19
日
：
台

風
で
備
中
地
区
に
被
害
。
支
社
36
人
、
浸

水
３
０
０
０
戸

・
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
7
月
4
日
：
大

雨
の
た
め
県
下
大
洪
水
、
小
田
郡
矢
掛
町

で
６
０
０
戸
浸
水

昭
和

・
昭
和
9
年
9
月
21
日
：
室
戸
台
風
、
死
者

60
人
、
床
下
・
床
上
浸
水
６
万
３
３
４
戸
、

全
半
壊
６
７
８
９
戸

・
昭
和
20
年
9
月
、
10
月
：
枕
崎
台
風
、
死

者
不
明
者
92
人
、
床
下
・
床
上
浸
水
２
万

１
４
９
９
戸
、
全
半
壊
１
８
３
７
戸

・
昭
和
23
年
7
月
21
日
：
県
北
豪
雨

・
昭
和
38
年
5
〜
7
月
：
梅
雨
前
線
、
死
者

行
方
不
明
者
92
人
、
全
壊
流
失
40
戸
、
床

下
・
床
上
浸
水
４
７
８
６
戸

・
昭
和
40
年
7
月
・
9
月
：
梅
雨
前
線
と
台

風
、
死
者
7
名
、
全
壊
流
失
31
戸
、
７
５

３
２
戸

・
昭
和
47
年
6
〜
9
月
：
梅
雨
前
線
・
台
風
、

死
者
不
明
者
22
人
、
全
壊
流
失
１
３
６
戸
、

床
下
・
床
上
浸
水
１
万
９
４
８
１
戸

・
昭
和
51
年
9
月
8
〜
13
日
：
台
風
17
号
、

死
者
不
明
者
18
人
、
全
壊
流
失
１
５
２
戸
、

床
下
・
床
上
浸
水
３
万
３
０
４
６
戸

・
昭
和
54
年
3
〜
10
月
：
台
風
20
号
・
梅
雨

前
線
、
死
者
不
明
者
７
人
、
全
壊
流
失
10

戸
、
床
下
・
床
上
浸
水
２
１
４
３
戸

・
昭
和
56
年
6
〜
7
月
：
梅
雨
、
県
北
大
洪

水
、
死
者
不
明
者
４
人
、
全
壊
流
失
７
戸
、

床
下
・
床
上
浸
水
１
０
３
７
戸

平
成

・
平
成
2
年
9
月
：
台
風
14
・
19
号
、
死
者

不
明
者
11
人
、
全
壊
流
失
10
戸
、
床
下
・

床
上
浸
水
７
９
６
７
戸

・
平
成
10
年
10
月
：
台
風
10
号
、
死
者
不
明

者
３
人
、
全
壊
流
失
14
戸
、
床
下
・
床
上

浸
水
７
０
０
３
戸

・
平
成
16
年
6
〜
10
月
：
平
成
16
年
台
風（
計

7
つ
の
台
風
）、
死
者
不
明
者
8
人
、
全
壊

32
戸
、
床
下
・
床
上
浸
水
１
万
６
０
４
４

戸
・
平
成
18
年
7
月
：
梅
雨
前
線
、
全
半
壊
３

戸
、
床
下
・
床
上
浸
水
１
１
２
戸

・
平
成
23
年
9
月
：
台
風
12
号
、
床
下
・
床

上
浸
水
４
６
９
戸

・
平
成
30
年
7
月
：
平
成
30
年
7
月
豪
雨
、

死
者
不
明
者
71
人
、
全
壊
・
半
壊
８
１
８

４
戸
、
床
下
・
床
上
浸
水
７
０
６
８
戸

令
和

・
令
和
元
年
９
月
新
見
市
集
中
豪
雨
：
全

壊
・
半
壊
19
戸
、
床
下
・
床
上
浸
水
３
０

４
戸

明治25年７月26日　山陽新報

大正7年7月12日　山陽新報

「昭和九年九月風水
害被害状況」
岡山縣発行
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第３章　伝える。私たちはどう災害を伝えていくのか

　

一
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
は
各
地
で
大
き

な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
岡
山
は

災
害
が
少
な
い
地
域
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
豪
雨
は
私
た
ち
の
そ
う
し
た
認
識

を
変
え
た
点
で
も
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。

　

私
の
前
職
の
岡
山
市
立
中
央
図
書
館
で
は
、

そ
の
と
き
か
ら
「
自
分
が
住
む
場
所
は
大
丈

夫
か
」
と
か
、「
こ
れ
か
ら
家
を
建
て
た
い
が
、

そ
の
土
地
の
過
去
は
ど
う
だ
っ
た
か
」
な
ど

と
、
暮
ら
し
の
安
心
を
願
う
切
実
な
欲
求
か

ら
、
身
近
な
場
所
の
過
去
を
尋
ね
て
来
館
す

る
人
が
増
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
改
め
て
災
害

に
つ
い
て
考
え
る
と
、
地
域
の
環
境
の
長
期

的
な
変
動
を
把
握
す
る
こ
と
が
、
と
て
も
大

切
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。

災
害
の
記
録
を
残
す

飯
島
章
仁
（
岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

干
拓
で
広
大
な
農
地
が
生
ま
れ
、
近
代
に
も

藤
田
組
の
開
墾
な
ど
で
海
面
の
開
発
が
続
き
、

昭
和
三
四
年
の
児
島
湾
締
切
堤
防
の
完
成
に

至
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
長
期
に
わ
た
る
先
人
の
営
為
で
、

岡
山
の
人
口
の
大
半
は
、
か
つ
て
海
底
だ
っ

た
厚
い
泥
の
堆
積
の
上
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
は
軟
弱
地
盤
の
た
め
地
震
が
あ
れ
ば
大

き
く
揺
れ
、
水
は
け
が
悪
い
た
め
に
大
雨
が

降
る
と
河
川
や
用
水
が
溢
れ
、
高
潮
や
津
波

に
も
遭
い
や
す
い
土
地
で
す
。
そ
し
て
水
道

が
整
備
さ
れ
る
ま
で
は
飲
料
水
の
水
質
が
悪

く
、
感
染
症
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

人
類
は
開
発
に
よ
っ
て
自
然
か
ら
脅
威
を

取
り
除
き
、
豊
か
な
恵
み
を
得
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
危
う
い
均
衡
の
上
に
あ
り
、
機

会
さ
え
あ
れ
ば
自
然
は
失
地
を
取
り
返
そ
う

と
し
ま
す
。
人
々
の
生
活
の
場
は
災
害
と
隣

り
合
わ
せ
で
あ
り
、
被
害
を
少
し
で
も
小
さ

く
し
よ
う
と
思
う
な
ら
、
私
た
ち
が
暮
ら
す

地
域
の
過
去
を
知
り
、
環
境
の
特
徴
を
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
災

害
の
記
録
を
正
し
く
保
存
し
、
活
用
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

近
世
と
明
治
の
水
害
の
記
録

　

そ
こ
で
、
岡
山
市
立
中
央
図
書
館
が
所
蔵

す
る
資
料
か
ら
、
岡
山
平
野
に
お
け
る
過
去

環
境
の
動
き
と
災
害

　

私
た
ち
が
生
活
す
る
岡
山
平
野
は
、
吉
井
、

旭
、
高
梁
の
三
河
川
が
中
国
山
地
か
ら
土
砂

を
運
ん
で
堆
積
さ
せ
た
土
地
で
す
。
そ
の
海

岸
線
は
、
有
史
以
前
は
現
在
よ
り
は
る
か
に

遡
っ
た
位
置
に
あ
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の

祖
先
は
海
面
を
少
し
ず
つ
陸
地
化
し
、
長
い

時
間
を
か
け
て
生
活
圏
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

弥
生
時
代
か
ら
大
規
模
な
水
田
が
作
ら
れ
て
、

開
発
が
進
ん
だ
こ
と
を
古
代
の
条
里
制
は
示

し
て
い
ま
す
。
耕
地
の
拡
大
は
中
世
に
も
続

き
ま
し
た
が
、
近
世
初
頭
の
城
郭
と
都
市
の

建
設
で
は
、
水
運
の
掌
握
の
た
め
に
、
そ
れ

ま
で
は
未
開
発
で
あ
っ
た
低
地
を
選
び
、
河

川
の
流
路
を
整
え
て
市
街
地
を
作
り
ま
し
た
。

そ
し
て
江
戸
時
代
に
は
児
島
湾
の
大
規
模
な

図1　「嘉永三年七月　六
月四日洪水ニ付潰家書上
帳　児島郡粒江村」（藤原
家文書093.6/50）、表紙の
次の丁の表

の
災
害
の
記
録
を
紐
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

実
を
い
う
と
、
岡
山
の
市
街
は
幾
度
も
水

害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
池
田
光
政
の

治
世
に
起
こ
っ
た
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年

七
月
一
九
日
の
大
洪
水
で
は
、
死
者
一
五
六

名
、
流
失
破
損
家
屋
三
七
三
九
軒
、
田
畠
永

代
荒
一
万
一
六
六
〇
石
と
い
う
被
害
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
数
年
か

ら
十
数
年
の
間
隔
で
大
規
模
な
洪
水
に
見
舞

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
池
田
家
文
庫
の
「
留と

め

帳ち
ょ
う」

な
ど
の
藩
文
書
や
『
池
田
家
履
歴
略
記
』

の
よ
う
な
編
年
体
の
通
史
に
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
比
較
的
規
模
が
大
き
か
っ
た

嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
の
洪
水
に
つ
い
て

は
、
沖
新
田
西
組
の
大
庄
屋
を
経
て
郡ぐ

ん

方が
た

下し
た

役や
く

人に
ん

を
務
め
た
上
道
郡
三さ

ん

蟠ば
ん

村
の
豪
農
、
藤

原
深
蔵
（
号
、
操
南
）
の
文
書
（
岡
山
市
立

中
央
図
書
館
蔵
）
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
表
書
き
に
「
嘉
永
三
年
七
月　

六
月
四
日
洪
水
ニに

付つ
き

潰
家
書か

き

上あ
げ

帳　

児
島
郡

粒
江
村
」
と
あ
る
文
書
は
、
表
紙
を
め
く
る

と
図
１
の
と
お
り
、
こ
の
洪
水
で
家
を
失
っ

た
村
人
の
名
前
が
書
き
出
さ
れ
、
家
屋
の
大

き
さ
が
梁は

り

行
き
と
桁け

た

行
き
の
間け

ん

数
で
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
黒
い
文
字
か
ら
読
ん
で
み
ま
し

ょ
う
。

　

一　

潰
家
壱
軒　

弐
間　
　
　

房
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

四
間

　

一　

同
壱
軒　
　

弐
間　
　
　

藤
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　

五
間

　

一　

同
壱
軒　
　

弐
間
半　
藤
蔵
内
別

　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
半　
　

捨
治

　

続
い
て
「
右み

ぎ

之の

通と
お
り

六
月
四
日
洪
水
ニ
付つ

き

流
家
ニ
相あ

い

成な
り

候そ
う
ろ
うニ

付つ
き

間
尺
吟
味
仕

つ
か
ま
つ
り

書か
き

上あ
げ

申も
う
し

候
そ
う
ろ
う

以
上
」
と
あ
り
、
名な

主ぬ
し

重
蔵
、
同
天あ

ま

城ぎ

村む
ら

九
一
郎
、
五ご

人に
ん

組ぐ
み

頭が
し
ら

熊
太
郎
の
署
名

と
印
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
村
は
だ
い

た
い
現
在
の
大
字
の
範
囲
で
、
村
の
代
表
者

の
名
主
た
ち
が
被
害
を
書
き
出
し
て
報
告
し

て
い
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
文
書
は
「
右み

ぎ

之の

通と
お
り

御
届
相
違
無ご

ざ

御な
く

座そ
う

候ろ
う

以
上
」
と
続
き
、
黒
石
村
の
人
で
あ
っ

た
大
庄
屋
の
善
十
郎
が
報
告
の
内
容
を
吟
味

し
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
庄
屋
は
複
数

の
村
を
統
括
し
、
各
村
の
名
主
か
ら
届
い
た

報
告
を
点
検
し
て
、
郡ぐ

ん

方が
た

下し
た

役や
く

人に
ん

へ
取
り
次

ぐ
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
朱
色
の
文
字
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。
房
太
郎
に
は
「
此こ

の

坪つ
ぼ

八
坪
」、
藤
蔵
に
は

「
此
坪
拾
坪
」
と
書
き
添
え
て
間け

ん

数
を
坪
数
に

改
め
、
捨
治
は
藤
蔵
の
家
の
借
家
人
で
あ
っ

た
た
め
に
潰つ

ぶ

家れ
や

の
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
ま

す
（「
改
除
」）。
そ
し
て
丁
の
裏
（
図
２
）
に

は
朱
字
で
「
右
改

あ
ら
た
め

寄よ
せ　

家
数
弐
軒　

坪
数

拾
八
坪
」
と
書
か
れ
、
黒
字
で
「
右み

ぎ

潰つ
ぶ
れ

家や

相あ
い

改あ
ら
た
め

坪
数
朱
書
印
判
之
通と

お
り

相
違
無ご

ざ

御な
く

座そ
う

候ろ
う

已い

上じ
ょ
う」

と
続
き
、
最
後
に
藤
原
深
蔵
が
署
名

し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
村
名
主
の
報
告
を
大
庄
屋
が
取

り
次
ぐ
と
、
岡
山
藩
領
の
全
域
を
管
轄
し
た

農
民
社
会
の
代
表
者
で
あ
る
郡
方
下
役
人
の

藤
原
深
蔵
が
す
べ
て
を
点
検
し
て
、
家
屋
の

被
害
の
規
模
を
集
計
し
や
す
い
よ
う
に
、
梁

行
き
と
桁
行
き
の
間け

ん

数
で
示
さ
れ
て
い
た
数

字
を
坪
数
に
換
算
し
、
藩
へ
報
告
し
た
文
書

の
控
え
と
み
ら
れ
る
文
書
（
清
書
の
前
の
最

後
の
稿
か
）
が
藤
原
家
に
残
さ
れ
て
き
た
の

で
す
。

　

さ
き
に
「
留と

め

帳ち
ょ
う」

や
「
池
田
家
履
歴
略
記
」

な
ど
の
岡
山
藩
の
記
録
に
、
洪
水
ご
と
の
被

害
統
計
が
出
て
い
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
の
数
字
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
村
々

の
名
主
が
寄
せ
た
報
告
か
ら
集
計
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
す

で
に
江
戸
時
代
で
も
災
害
の
被
害
状
況
を
把

握
す
る
仕
組
み
が
発
達
し
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

公
権
力
に
と
っ
て
、
な
ぜ
被
害
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
大
切
か
と
い
う
と
、
そ
れ
が

救
援
と
復
興
へ
の
支
援
を
始
め
る
に
あ
た
っ

図2　図1の丁の裏
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第３章　伝える。私たちはどう災害を伝えていくのか

て
の
根
拠
で
あ
る
か
ら
で
、
被
害
の
程
度
に

応
じ
て
必
要
な
だ
け
の
行
政
措
置
を
行
う
た

め
に
、
そ
れ
ら
は
必
須
の
情
報
だ
っ
た
の
で

す
。

　

江
戸
時
代
の
幕
府
や
藩
に
と
っ
て
、
人
や

家
屋
の
被
害
を
把
握
す
る
こ
と
は
救

き
ゅ
う

恤じ
ゅ
つの

た

め
に
不
可
欠
で
し
た
が
、
加
え
て
年
貢
の
減

免
を
正
確
に
行
う
た
め
、
耕
地
の
被
害
の
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
も
大
切
で
し
た
。
そ
こ

で
先
ほ
ど
の
よ
う
な
「
潰

つ
ぶ
れ

家や

書か
き

上あ
げ

帳ち
ょ
う」

に
加

え
て
「
鍬く

わ

下し
た

願ね
が
い

上あ
げ

帳ち
ょ
う」

が
作
成
さ
れ
、
耕
作

地
の
一
筆
ご
と
に
被
害
の
程
度
が
書
き
上
げ

ら
れ
て
、
当
年
の
年
貢
高
の
審
査
（「
毛け

見み

」）

に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
明
治
時
代
に
な
る
と
、
地
租
改
正

を
通
じ
て
租
税
の
負
担
が
村
の
共
同
体
か
ら

一
人
一
人
の
耕
作
者
に
移
さ
れ
ま
す
が
、
災

害
対
応
に
お
け
る
基
本
的
な
構
造
は
同
じ
で

す
。

　

笹
ヶ
瀬
川
の
東
岸
に
位
置
す
る
芳
田
村
は
、

米
倉
、
万
倍
、
泉
田
、
当
新
田
、
西
市
の
五

つ
の
大
字
か
ら
な
り
ま
す
が
、
明
治
二
五
年

の
水
害
で
村
の
約
半
分
が
浸
水
す
る
高
潮
の

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
と
り
わ
け
潮
入
り
の

場
合
は
塩
害
で
耕
地
の
回
復
が
遅
れ
る
の
で
、

耕
作
が
で
き
な
く
な
る
期
間
が
長
引
き
ま
す
。

昭
和
二
七
年
の
岡
山
市
へ
の
合
併
後
に
岡
山

市
立
図
書
館
へ
引
き
継
が
れ
た
芳
田
村
の
文

書
の
中
か
ら
、
こ
の
水
害
の
と
き
に
作
成
さ

れ
た
「
潮
入
損
害
地
免
租
年
期
願
」
と
そ
の

「
見
取
絵
図
」（
図
３
）
を
み
る
と
、
被
害
が

あ
っ
た
耕
地
で
は
竿
を
用
い
て
土
地
の
面
積

を
測
る
丈

じ
ょ
う

量り
ょ
うを

改
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
免
租
期
間
は
最
大
で
一
〇
年
間
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
耕
地
で
八
年

と
か
六
年
な
ど
の
長
期
の
免
租
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

昭
和
九
年
の
災
害
の
記
録

　

最
後
に
、
岡
山
の
市
街
が
広
い
範
囲
に
わ

た
っ
て
浸
水
し
、
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
昭

和
九
年
九
月
二
一
日
の
室
戸
台
風
水
害
を
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

図
４
は
岡
山
県
が
発
行
し
た
『
昭
和
九
年

九
月
風
水
害
被
害
状
況
』
や
、
市
会
議
員
の

小
林
健
二
が
作
成
し
た
『
岡
山
風
水
害
史
』

（
図
５
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
で
す
が
、

市
内
の
石
関
町
か
ら
旭
川
の
水
が
あ
ふ
れ
、

岡
山
農
工
銀
行
（
現
在
は
同
じ
場
所
に
オ
リ

エ
ン
ト
美
術
館
が
建
つ
）
の
前
で
激
し
く
渦

巻
き
、
現
在
の
城
下
筋
を
流
れ
下
っ
て
市
街

地
を
呑
み
込
ん
で
い
っ
た
様
子
が
捉
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
濁
流
の
強
さ
を
見
る
と
、

こ
の
と
き
か
ら
九
〇
年
に
近
い
間
、
市
街
の

浸
水
を
一
度
も
経
験
し
て
い
な
い
私
た
ち
は
、

思
わ
ず
戦
慄
を
覚
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

災
害
の
記
録
の
中
で
最
も
多
く
残
さ
れ
て

き
た
の
は
統
計
の
も
と
に
な
る
情
報
で
、
そ

れ
ら
は
被
害
の
規
模
を
正
確
に
把
握
す
る
た

め
に
努
め
て
客
観
的
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

災
害
に
直
面
し
た
人
々
の
慌
た
だ
し
い
動
き

や
、
被
災
者
の
心
に
宿
っ
た
感
情
に
つ
い
て

は
、
多
く
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
点
で
、
水
害
の
翌
月
に
発
行
さ
れ
た
先
述

の
小
林
健
二
の
書
物
か
ら
、
私
た
ち
は
災
害

が
あ
っ
た
時
の
刻
々
と
移
り
変
わ
る
状
況
と
、

人
々
の
具
体
的
な
対
応
ぶ
り
を
つ
ぶ
さ
に
思

い
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
被
災
の
最
中
に

各
地
を
取
材
し
て
ま
わ
り
、
多
く
の
情
報
を

集
め
て
記
さ
れ
た
こ
の
書
物
か
ら
、
私
た
ち

が
受
け
る
恩
恵
は
多
大
で
す
。

著
者
は
序
文
で
「
吾
々
は
・
・
こ
の
苦
い

尊
い
経
験
を
生
か
す
為
に
、
又
、
天
災
に
対

す
る
絶
え
ざ
る
戒
心
を
子
孫
の
幸
福
と
平
和

の
為
に
、
彼
等
自
身
に
要
求
す
る
意
味
か
ら
、

そ
の
惨
禍
の
跡
を
巨
細
に
検
討
し
、
九
月
廿

一
日
を
強
く
銘
記
せ
し
む
る
義
務
を
有も

つ
で

あ
ら
う
。」
と
述
べ
、
あ
と
が
き
で
「
筆
者
自

ら
被
害
ヶ
所
を
跋
渉
し
て
、
其そ

の

惨
状
を
目
賭

し
、
惻
々
の
情
禁
ぜ
ざ
る
も
の
あ
り
、
此こ

の

形
象
の
眼
底
に
生
き
、
此
の
実
情
の
胸
臆
に

躍
動
し
つ
ゝ
あ
る
刹
那
の
心
事
を
永
遠
に
採

録
せ
ん
と
欲
し
た
る
為
め
」、
拙
速
を
承
知
で

こ
の
書
物
を
作
成
し
た
旨
を
記
し
て
い
ま
す
。

図3　「明治二十五
年十一月　潮入損
害地免租年期願　
御野郡芳田村大字
万倍」（芳田村文書
093.4/39-1）と

「同　潮入損害地
見取図」（芳田村文
書 093.4/39-2）

（いずれも一部を
黒塗りしています）

図4　小林健二『岡山風水害史』（昭和9年10月31日、
中国連盟出版部発行）から「石関決潰口ヨリ奔流ス
ル大氾濫、火災ニ襲ハレタル内山下方面ノ大惨禍」

過
去
の
記
録
か
ら
真
摯
に
学
ぶ
姿
勢
の
あ

る
人
は
、
目
の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
現
在
の

災
害
に
つ
い
て
も
、
困
難
を
顧
み
ず
後
世
の

た
め
に
記
録
を
残
そ
う
と
す
る
の
で
し
ょ
う
。

水
害
か
ら
受
け
た
被
害
の
大
き
さ
は
、
私

た
ち
市
民
の
間
で
多
く
語
り
継
が
れ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
と
き
に
暖
か
い
救
援
の
手
を

差
し
延
べ
る
こ
と
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
人
々

の
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
昭
和
九
年
の
水
害
で
は
旭
川
の

鉄
橋
が
破
損
し
た
た
め
、
お
も
に
岡
山
市
か

ら
西
の
自
治
体
が
救
援
物
資
を
送
り
ま
し
た

が
、
岡
山
市
立
中
央
図
書
館
に
は
、
福
山
市

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
支
援
の
品
物
の
貼
り
紙

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
（
図
６
）。

小
林
健
二
の
書
物
に
は
、
早
く
も
水
害
当

日
の
夜
一
〇
時
二
〇
分
に
、
真
金
町
と
倉
敷

市
か
ら
最
初
の
救
援
物
資
が
ト
ラ
ッ
ク
で
届

け
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
（
同

書
後
半
部
六
頁
）、
一
夜
が
明
け
る
と
広
島
市
、

呉
市
、
福
山
市
、
金
光
町
、
玉
島
町
、
大
野

村
、
笠
岡
町
な
ど
、
市
役
所
へ
宛
て
ら
れ
た

だ
け
で
も
五
五
の
市
町
村
等
か
ら
握
り
飯
、

白
米
、
パ
ン
、
漬
物
、
野
菜
、
毛
布
、
薪
炭

な
ど
が
届
き
、
岡
山
駅
前
の
広
場
に
設
け
ら

れ
た
臨
時
救
護
所
（
図
７
）
で
被
災
者
へ
配

ら
れ
ま
し
た
（
同
書
前
半
部
一
三
〜
一
四
頁
）。

こ
の
書
物
を
最
初
に
じ
っ
く
り
読
ん
だ
と

き
は
、
被
害
の
大
き
さ
の
ほ
う
に
関
心
が
向

い
て
い
て
、
救
援
物
資
の
こ
と
は
深
く
目
に

と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
図
書
館
の

書
庫
で
福
山
市
の
貼
り
紙
を
見
つ
け
た
と
き
、

飯島章仁（いいじま・あきひと）

愛知県出身。
岡山市立オリエント美術館学芸員ののち、
岡山市立中央図書館勤務などを経て、現
在は岡山シティミュージアム勤務。2020
年には同ミュージアムで「岡山市立中央
図書館所蔵　災害の記録」展を企画。

図6　福山市から送られ
てきた罹災救助品の貼
り紙とみられるもの

図5　小林健二著『岡山風水害史』の表紙

図7　小林健二前掲書から「市
役所臨時出張所岡山駅前ニ設
ケ諸般ノ応急ト見舞品ノ山積」

関
係
箇
所
の
記
述
を
思
い
出
し
て
、
当
時
の

状
況
が
鮮
や
か
に
目
に
浮
か
ぶ
気
が
し
た
も

の
で
す
。
や
は
り
資
料
を
残
す
こ
と
は
、
そ

の
と
き
の
様
子
を
生
き
生
き
と
想
像
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
大
切
で
す
。

（
掲
載
図
の
資
料
の
所
蔵
先
は
、
筆
者
所

蔵
の
図
５
を
除
き
、
す
べ
て
岡
山
市
立
中
央

図
書
館
で
す
）
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第３章　伝える。私たちはどう災害を伝えていくのか

救
助
さ
れ
る
ま
で

２
０
１
８
年
7
月
6
日

空
梅
雨
だ
っ
た
２
０
１
８
年
の
夏
、
珍
し

く
地
雨
の
七
夕
前
。
明
日
は
警
報
で
仕
事
も

休
み
に
な
る
だ
ろ
う
と
早
め
に
帰
宅
し
た
私

は
、
母
と
久
し
ぶ
り
に
ペ
ス
カ
ト
ー
レ
を
作

り
、
ワ
イ
ン
の
ボ
ト
ル
を
開
け
た
。
外
は
相

変
わ
ら
ず
雨
が
窓
を
打
ち
付
け
て
い
た
。
継

続
し
て
鳴
り
や
ま
な
い
緊
急
ア
ラ
ー
ト
。
テ

レ
ビ
で
は
随
時
各
地
の
状
況
が
放
映
さ
れ
、

ほ
ど
な
く
し
て
私
た
ち
は
真
備
町
内
に
住
む

祖
父
母
の
自
宅
を
訪
ね
た
。

真
備
の
メ
イ
ン
道
路
と
な
る
２
７
８
号
線

を
西
に
行
く
、
暗
さ
と
大
雨
で
前
が
見
え
な

い
。
末
政
川
付
近
で
対
向
車
か
ら
ウ
ォ
ー
タ

ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
な
大
量
の
水
が
車
の

フ
ロ
ン
ト
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
た
。
冠
水
し
た

道
路
、
こ
れ
は
通
れ
な
い
と
引
き
返
し
４
８

６
号
線
を
進
む
。
祖
父
母
宅
に
到
着
し
、
我

が
家
に
来
な
い
か
と
声
を
か
け
た
が
、
彼
ら

災
害
を
通
し
て
見
つ
け
た
大
切
な
も
の

大
塚
さ
や
か
（
特
定
非
営
利
法
人
岡
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
災
害
支
援
チ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

は
大
丈
夫
だ
と
言
い
切
っ
た
。「
い
つ
も
切
れ

る
側
が
決
ま
っ
て
い
る
、
こ
っ
ち
は
大
丈
夫

だ
。」
こ
の
地
に
何
十
年
と
住
ん
で
い
る
彼
ら

が
言
う
の
だ
か
ら
、
も
や
も
や
が
残
る
ま
ま

私
た
ち
は
我
が
家
へ
と
引
き
返
す
こ
と
に
し

た
。
そ
の
頃
に
は
夜
中
1
時
を
過
ぎ
て
い
た
。

母
は
先
に
就
寝
し
、
私
は
避
難
す
る
際
に
持

ち
出
す
も
の
を
リ
ュ
ッ
ク
に
詰
め
な
が
ら
テ

レ
ビ
を
見
て
い
た
。
た
し
か
Ｗ
杯
の
時
期
だ

っ
た
と
思
う
。
災
害
の
速
報
テ
ロ
ッ
プ
は
変

わ
ら
ず
流
れ
続
け
て
い
た
。

7
月
7
日

う
と
う
と
し
つ
つ
、
目
が
覚
め
た
時
は
ま

だ
朝
焼
け
が
見
え
始
め
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

昨
夜
ま
で
降
り
続
い
た
雨
は
止
み
、
私
は
ベ

ラ
ン
ダ
か
ら
住
み
慣
れ
た
町
を
眺
め
た
。
薄

靄
が
か
か
っ
た
い
つ
も
の
真
備
。
い
つ
も
通

り
の
朝
、
身
支
度
を
整
え
る
前
に
私
は
一
階

に
あ
る
母
の
書
斎
へ
行
く
。
カ
ー
テ
ン
の
隙

間
か
ら
朝
日
が
差
し
込
む
こ
の
部
屋
が
私
は

大
好
き
だ
っ
た
。

昨
日
の
ま
ま
の
食
器
類
を
片
付
け
よ
う
と

し
た
時
、
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
団
地
内
に

響
く
。
私
た
ち
が
外
を
見
る
と
、
地
面
は
既

に
冠
水
し
始
め
て
い
て
、
私
た
ち
に
何
か
を

判
断
す
る
時
間
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。「
避

難
所
へ
逃
げ
よ
う
。」

手
に
荷
物
を
持
ち
、
各
自
車
に
乗
り
込
む
。

（
当
時
私
は
新
車
だ
っ
た
車
を
置
い
て
い
け
な

か
っ
た
）
私
は
母
に
つ
い
て
行
く
。
車
に
乗

り
込
ん
だ
時
に
は
、
既
に
水
位
が
車
の
ド
ア

の
高
さ
ま
で
迫
っ
て
い
た
が
、
団
地
を
出
る

と
通
り
か
ら
波
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。
道
向

か
い
に
住
む
友
人
が
「
ど
こ
に
行
く
の
？
」

私
は
避
難
所
へ
行
く
途
中
だ
と
言
っ
た
。

「
危
な
い
か
ら
行
か
な
い
方
が
い
い
。」
彼
の

言
葉
に
ハ
ッ
と
我
に
返
っ
た
私
は
母
に
電
話

を
か
け
、「
友
人
宅
に
避
難
さ
せ
て
も
ら
う
こ

と
に
し
た
よ
。」
と
伝
え
た
。
こ
ん
な
時
に
冷

静
に
電
話
な
ん
か
し
た
も
の
だ
と
、
今
で
も

ゾ
ッ
と
す
る
。

先
を
行
く
母
の
前
方
に
も
う
1
台
車
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
車
が
立
ち
往
生
し
て
し
ま
っ

た
ら
し
い
。
母
は
追
い
抜
く
こ
と
が
で
き
ず
、

道
沿
い
に
あ
る
コ
ー
ポ
に
な
ん
と
か
避
難
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
自
宅
か
ら
必
要
最
低
限

の
荷
物
を
持
ち
友
人
宅
に
避
難
し
た
の
が
、

朝
7
時
半
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。

大
人
総
出
で
庭
の
倉
庫
に
置
い
て
あ
る
非

常
時
に
役
立
ち
そ
う
な
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ

や
、
一
階
に
あ
る
も
の
を
出
来
る
限
り
2
階

に
運
ん
だ
。
運
ん
で
い
る
最
中
、
濁
流
は
も

う
玄
関
の
靴
た
ち
を
浮
遊
さ
せ
て
い
た
。
子

ど
も
た
ち
の
不
安
が
少
し
で
も
和
ら
ぐ
よ
う
、

お
絵
か
き
を
し
た
り
、
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
り

歌
を
歌
っ
た
り
し
て
い
た
が
、
そ
ん
な
時
間

は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。
垂
直
避
難
は
20
時

間
に
及
ん
だ
。

そ
の
間
、
沢
山
連
絡
を
も
ら
っ
た
。
し
か

し
、
電
池
の
消
耗
を
抑
え
る
た
め
全
て
に
返

信
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
私
は
救
助
活
動

を
行
う
友
人
へ
の
情
報
提
供
と
、
物
資
を
準

備
し
始
め
て
く
れ
て
い
た
友
人
た
ち
や
職
場

と
連
絡
を
取
り
続
け
た
。

そ
の
頃
、
私
は
や
っ
と
愛
犬
た
ち
を
置
い

て
来
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
正

直
こ
ん
な
に
水
量
が
増
え
る
と
は
思
い
も
し

な
か
っ
た
。
私
が
避
難
し
た
友
人
宅
は
我
が

家
が
よ
く
見
え
る
距
離
。
愛
犬
た
ち
の
鳴
き

声
を
聴
き
な
が
ら
静
か
に
泥
水
に
飲
み
込
ま

れ
る
我
が
家
を
、
ず
っ
と
眺
め
て
い
た
。
水

位
が
２
階
に
到
達
し
た
頃
、
声
が
聞
こ
え
な

く
な
り
、
程
な
く
し
て
祖
父
母
が
救
助
さ
れ

た
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

次
第
に
夜
も
更
け
、
一
面
湖
と
化
し
た
町

中
で
は
水
上
ボ
ー
ト
で
救
出
活
動
が
始
ま
っ

て
い
た
。
あ
ら
ゆ
る
場
所
か
ら
「
助
け
て
」

の
声
が
連
呼
さ
れ
る
。
23
時
は
過
ぎ
て
い
た

頃
、
私
た
ち
大
人
は
ベ
ラ
ン
ダ
で
待
機
し
様

子
を
伺
っ
て
い
た
。
す
る
と
、
昼
間
に
連
絡

を
取
っ
て
い
た
友
人
が
釣
り
ボ
ー
ト
で
私
が

避
難
し
て
い
た
家
に
辿
り
着
い
た
。
子
ど
も

た
ち
を
一
番
に
連
れ
出
し
た
か
っ
た
が
、
家

族
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
ら
後
が
大
変
。
私

だ
け
が
乗
り
込
み
、
母
の
元
に
向
か
い
な
が

ら
笛
を
吹
き
、
母
の
名
前
を
呼
ん
だ
。

母
の
避
難
場
所
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
が
避
難
し
て
い
た
が
、
ボ
ー
ト
に
乗
れ
る

人
数
は
限
ら
れ
て
い
た
。「
絶
対
助
け
に
来
る

か
ら
、
こ
こ
で
待
っ
て
い
て
。」
自
分
で
言
葉

に
し
て
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
不
安
で
残
酷
な
言

葉
は
な
い
と
思
っ
た
。
静
寂
に
包
ま
れ
た
道

な
き
黒
い
海
を
土
手
へ
向
か
う
。
普
段
は
歩

い
て
15
分
も
か
か
ら
な
い
道
の
り
は
と
て
も

長
く
感
じ
た
。
ガ
ス
や
油
が
漏
れ
て
い
る
強

烈
な
臭
い
。
満
員
の
ボ
ー
ト
は
少
し
沈
み
、

水
面
は
手
で
触
れ
ら
れ
る
ほ
ど
近
か
っ
た
。

バ
ラ
ン
ス
を
崩
せ
ば
全
員
暗
闇
に
投
げ
出
さ

れ
る
。
誰
一
人
喋
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

友
人
た
ち
が
何
度
も
往
復
し
救
助
活
動
を

行
っ
て
い
る
間
、
私
は
陸
と
の
境
目
で
一
匹

の
犬
に
出
会
っ
た
。
雌
の
老
犬
だ
っ
た
。
水

没
し
た
方
向
を
見
据
え
、
震
え
る
身
体
で
ど

う
に
か
立
っ
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。
水
の
中

に
入
っ
て
い
こ
う
と
す
る
彼
女
を
抱
え
て
い

た
が
、
一
度
座
ら
せ
る
と
も
う
腰
が
立
た
な

い
状
況
だ
っ
た
。
ず
っ
と
こ
こ
に
居
た
の
だ

ろ
う
か
。
身
体
は
濡
れ
て
冷
た
く
、
愛
犬
と

重
な
っ
て
私
は
涙
を
堪
え
た
。
友
人
た
ち
が

救
助
活
動
を
終
え
、
彼
女
を
牽
引
ロ
ー
プ
で

消
防
団
に
預
け
、
私
た
ち
も
市
内
の
親
戚
の

家
へ
移
動
し
た
。
こ
の
子
に
は
標
札
が
付
い

て
い
て
、
そ
の
後
無
事
飼
い
主
さ
ん
の
元
に

帰
れ
た
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
連
絡
が
き
た
。

ほ
ど
な
く
し
て
カ
ヤ
ッ
ク
で
救
助
活
動
に

行
く
と
他
の
友
人
か
ら
情
報
が
入
り
、
私
は

二
つ
返
事
で
行
く
こ
と
を
決
め
、
少
し
の
仮

眠
を
取
っ
た
。

救
助
活
動
か
ら
地
区
の
片
付
け
、

支
援
の
呼
び
込
み

７
月
８
日

８
日
、
明
け
そ
め
ぬ
内
に
真
備
に
戻
っ
た
。

水
位
は
少
し
下
が
っ
た
よ
う
だ
が
、
恐
ら
く

足
は
地
面
に
つ
か
な
い
程
度
だ
っ
た
。

カ
ヤ
ッ
ク
を
引
っ
張
っ
て
来
て
く
れ
た
の

は
、
四
万
十
塾
（
オ
ー
プ
ン
ジ
ャ
パ
ン
）
の

ト
オ
ル
さ
ん
だ
っ
た
。
私
が
真
備
で
会
っ
た

１
人
目
の
支
援
者
で
共
に
ガ
イ
ド
と
し
て
救

助
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
水
没
し
た

町
は
方
向
感
覚
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
土

地
勘
が
な
い
場
合
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る

か
ら
だ
。
私
は
自
分
に
出
来
る
こ
と
は
何
で

も
し
た
か
っ
た
。

カ
ヤ
ッ
ク
二
艘
を
繋
ぎ
、
８
メ
ー
ト
ル
の

脚
立
で
2
階
に
い
る
避
難
者
を
救
助
し
た
。

自
衛
隊
と
連
携
し
、
２
階
か
ら
救
出
し
た
避

難
者
を
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
移
し
て
行
く
。
記
憶

で
は
、
50
人
く
ら
い
救
出
出
来
た
と
思
う
。

１
日
中
か
け
て
、
沢
山
の
友
人
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
に
救
助
活
動
を
行
っ
た
。
昼
に
な
り
、

ま
た
別
の
友
人
が
お
昼
ご
飯
を
差
し
入
れ
に

来
て
く
れ
た
。
濁
流
の
高
梁
川
沿
い
に
並
ん
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第３章　伝える。私たちはどう災害を伝えていくのか

で
食
べ
た
お
弁
当
は
、
全
く
味
が
し
な
か
っ

た
。
未
だ
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
ず
に
救
助
を
待

っ
て
い
る
人
が
沢
山
い
る
の
に
、
自
分
だ
け

ご
飯
を
食
べ
て
い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
冷

静
に
淡
々
と
こ
こ
ま
で
来
れ
て
い
た
の
に
涙

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
だ
け

で
保
っ
て
い
た
身
体
は
急
に
力
が
抜
け
、
現

実
を
悟
っ
た
。
明
日
か
ら
片
付
け
が
始
ま
る
。

帰
り
道
、
必
要
な
も
の
を
買
い
揃
え
に
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
へ
寄
っ
た
。

復
旧
活
動
1
日
目

7
月
9
日

水
の
退
い
た
我
が
家
。
先
ず
愛
犬
の
遺
体

救
出
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か
し
目
に
す
る
と
、

今
日
1
日
動
け
な
い
と
確
信
し
て
い
た
。
私

は
復
旧
活
動
の
指
揮
を
執
ら
な
い
と
い
け
な

い
。
辛
い
役
目
を
母
に
押
し
付
け
、
本
当
に

酷
い
こ
と
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
今
で

も
悔
や
む
。

そ
の
日
、
自
身
の
想
像
を
遥
か
に
超
え
る

数
の
友
人
た
ち
が
早
朝
か
ら
来
て
く
れ
た
。

午
後
に
は
、
職
場
に
お
願
い
し
て
い
た
支
援

物
資
も
届
い
た
。
物
資
拠
点
は
団
地
の
公
園

に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
と
タ
ー
プ
で
設
置
し
た
。

こ
れ
は
、
後
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、

公
園
内
に
災
害
ご
み
を
置
か
ず
に
済
ん
だ
た

め
、
瓦
礫
や
ガ
ラ
ス
が
砂
場
に
混
入
し
な
か

っ
た
。（
他
の
公
園
は
未
だ
に
ガ
ラ
ス
だ
ら
け

で
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊
べ
な
い
公
園
が

ほ
と
ん
ど
。）
私
の
家
は
２
７
８
号
線
に
近
く
、

ゴ
ミ
捨
て
場
も
近
か
っ
た
た
め
、
た
だ
で
さ

え
私
の
家
の
前
は
毎
日
大
渋
滞
だ
っ
た
。
毎

日
40
人
を
越
え
る
友
人
た
ち
、
そ
の
ま
た
友

人
た
ち
が
来
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
、
駐
車
場

の
整
備
を
す
る
だ
け
で
一
苦
労
。
真
備
町
外

で
乗
り
合
わ
せ
の
調
整
を
し
て
く
れ
た
人
、

交
通
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
く
れ
る
人
、
罹

災
証
明
の
手
続
き
を
ま
と
め
て
く
れ
る
人
、

物
資
支
援
調
整
を
し
て
く
れ
る
人
、
現
場
で

身
体
を
動
か
す
だ
け
で
は
な
く
沢
山
の
役
割

を
友
人
た
ち
が
担
っ
て
く
れ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
出
来
る
限
り
現
場

の
状
況
、
必
要
な
物
資
の
発
信
を
行
っ
た
。

し
か
し
振
り
返
る
と
、
被
災
１
日
目
の
写
真

は
憎
い
ほ
ど
晴
れ
た
青
空
の
写
真
だ
け
を
投

稿
し
て
い
た
。
私
は
こ
の
現
状
を
、
自
分
の

目
で
確
か
め
に
来
て
欲
し
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
変
わ
ら
ず
日
常
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
、
昨

日
ま
で
の
日
常
は
ど
こ
に
も
な
い
。
そ
し
て
、

川
辺
橋
を
渡
っ
た
先
に
も
変
わ
ら
な
い
日
常

が
あ
っ
た
。
私
が
初
め
て
日
常
の
大
切
さ
に

気
付
い
た
の
は
「
当
事
者
」
に
な
っ
て
か
ら

だ
っ
た
。

復
旧
活
動
2
日
目

母
と
女
二
人
だ
っ
た
我
が
家
を
向
か
い
の

友
人
が
心
配
し
て
く
れ
、
彼
の
家
族
も
ま
た

親
戚
宅
へ
一
時
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
、
私

た
ち
は
そ
の
一
室
を
借
り
共
同
生
活
が
始
ま

っ
た
。
こ
の
「
在
宅
避
難
」
は
、
移
動
の
時

間
ロ
ス
と
、
夜
に
な
る
と
窃
盗
団
が
湧
い
て

出
て
く
る
こ
と
が
決
断
の
要
因
だ
っ
た
。
実

際
私
の
車
も
深
夜
に
不
審
車
両
に
レ
ッ
カ
ー

さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら

監
視
し
て
い
て
難
を
逃
れ
て
い
た
。

復
旧
活
動
は
合
同
で
行
い
、
お
互
い
の
友

人
た
ち
を
毎
日
割
り
振
り
、
必
要
に
応
じ
て

近
隣
の
お
手
伝
い
も
始
め
、「
ミ
ニ
サ
テ
ラ
イ

ト
」
は
始
動
し
た
。

毎
晩
作
戦
会
議
を
し
つ
つ
ビ
ー
ル
を
飲
み

な
が
ら
、
窃
盗
団
の
警
備
。
在
宅
避
難
中
、

毎
日
浴
び
る
よ
う
に
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
た
。

そ
う
で
も
な
い
と
や
っ
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

外
観
は
綺
麗
な
の
に
住
め
な
い
家
。
夜
に
な

る
と
、
口
を
開
け
た
モ
ン
ス
タ
ー
の
よ
う
だ

っ
た
。
昼
は
凄
ま
じ
い
数
の
人
が
居
る
の
に
、

夜
に
は
誰
も
い
な
く
な
る
真
っ
暗
な
町
。
時

間
制
限
は
あ
っ
た
が
試
験
的
に
水
が
出
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ご
近
所
さ
ん
た
ち
と
歓
喜
し

た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。

復
旧
活
動
3
日
目

突
っ
走
っ
た
片
付
け
が
少
し
落
ち
着
き
、

発
電
機
や
サ
イ
レ
ン
の
音
に
疲
れ
て
、
音
楽

が
聴
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
時
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
に
音
楽
仲
間
が
反
応

し
て
く
れ
て
、YouTube

や
実
際
に
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
音
を
録
っ
た
も
の
が
コ
メ
ン
ト
に

あ
が
り
、
沢
山
の
音
楽
が
聴
け
た
。
翌
日
に

は
熱
望
し
て
い
たBluetooth

ス
ピ
ー
カ
ー

が
沢
山
届
き
、
音
楽
を
流
し
な
が
ら
作
業
を

開
始
し
た
。
毎
日
毎
日
、
書
き
き
れ
な
い
ほ

ど
沢
山
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
。
辛
い
こ
と
も

嬉
し
い
こ
と
も
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の

よ
う
な
日
々
。

ピ
ア
ノ
の
解
体
は
私
の
心
を
ズ
タ
ズ
タ
に

引
き
裂
い
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
を
乗
り
切

っ
た
大
好
き
な
ピ
ア
ノ
。
私
の
所
有
し
て
い

た
ピ
ア
ノ
や
キ
ー
ボ
ー
ド
、
機
材
は
全
て
水

没
し
た
。
沢
山
の
大
切
な
想
い
が
詰
ま
っ
た

相
棒
た
ち
。
そ
れ
で
も
、
友
人
の
手
に
よ
り

復
活
し
た
ピ
ア
ノ
も
あ
っ
た
り
す
る
の
だ
か

ら
プ
ロ
は
本
当
に
凄
い
。

大
阪
か
ら
保
冷
車
に
食
材
を
沢
山
積
み
料

理
を
作
り
に
来
て
く
れ
た
り
、
東
京
か
ら
バ

イ
オ
ト
イ
レ
と
お
風
呂
が
ト
レ
ー
ラ
ー
で
や

っ
て
来
た
り
、
毎
日
発
電
機
に
負
け
な
い
音

量
で
音
楽
が
か
か
っ
て
い
て
、
私
の
家
と
向

か
い
の
友
人
宅
は
毎
日
沢
山
の
人
で
イ
ベ
ン

ト
状
態
。
異
様
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
大
好
き
な
お
酒
は
毎
日
欠
か
さ

ず
飲
む
こ
と
が
で
き
た
し
、
1
階
は
窓
し
か

な
い
ス
ケ
ル
ト
ン
だ
け
ど
２
階
で
寝
る
こ
と

が
出
来
た
。

月
末
に
は
岡
山
と
姫
路
の
友
人
か
ら
ピ
ア

ノ
を
借
り
、
ラ
イ
ブ
で
演
奏
も
で
き
た
。
避

難
所
に
も
数
え
る
程
度
し
か
行
か
な
か
っ
た

し
、
行
か
な
く
と
も
支
援
は
充
分
足
り
て
い

た
。
悲
観
的
に
な
ら
ず
に
毎
日
楽
し
く
作
業

が
出
来
た
の
は
、
全
て
友
人
た
ち
の
お
か
げ

だ
。
生
き
て
い
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
い
つ

も
傍
に
音
楽
が
い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
経
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
職

７
月
末
、
初
め
て
下
有
井
サ
テ
ラ
イ
ト
を

訪
ね
た
。
そ
れ
か
ら
休
日
は
、
下
有
井
サ
テ

ラ
イ
ト
で
活
動
す
る
様
に
な
っ
た
。
元
々
薗

学
区
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
に

と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る
地
区
。
こ
こ
が
私
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
始
ま
り
、
沢
山
の
出
会
い

の
場
所
と
な
っ
た
。

友
人
周
り
か
ら
噂
は
聞
い
て
い
た
「
災
害

Ｎ
Ｐ
Ｏ
旅
商
人
」
の
原
君
と
も
こ
こ
で
出
会

っ
た
。
埼
玉
か
ら
や
っ
て
き
た
彼
は
、
サ
テ

ラ
イ
ト
運
営
を
し
つ
つ
県
外
か
ら
沢
山
の
仲

間
を
呼
び
寄
せ
、
下
有
井
集
会
所
を
拠
点
に

沢
山
の
人
々
の
助
け
と
な
っ
た
。

私
が
一
番
初
め
に
お
手
伝
い
に
向
か
っ
た

の
は
、
学
童
期
お
世
話
に
な
っ
た
恩
師
の
自

宅
。
子
ど
も
の
い
な
い
夫
妻
。
主
人
は
発
災

後
心
筋
梗
塞
で
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
お

盆
を
過
ぎ
て
い
た
が
、
全
く
の
手
付
か
ず
の

状
態
だ
っ
た
。
何
か
月
も
か
け
て
沢
山
の
仲

間
た
ち
と
復
旧
活
動
を
進
め
た
。
日
中
の
家

屋
修
繕
が
終
わ
っ
た
後
、
夜
な
夜
な
み
ん
な

で
竹
灯
籠
を
作
り
、
深
夜
に
な
る
こ
と
も
。

9
月
に
は
、
沢
山
の
仲
間
た
ち
と
お
月
見

夜
会
を
川
辺
小
学
校
で
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
蝋
燭
を
灯
し
た
凄
ま
じ
い
数
の
竹
灯

籠
。
夜
に
な
る
と
真
っ
暗
な
町
の
中
、
在
宅

避
難
者
が
一
番
多
か
っ
た
川
辺
地
区
に
灯
を

灯
し
た
か
っ
た
。
沢
山
の
灯
に
囲
ま
れ
、
目

に
映
る
世
界
は
美
し
か
っ
た
。
辛
い
気
持
ち

や
怒
り
、
喪
失
感
や
安
心
感
、
同
時
に
沢
山

の
感
情
が
織
り
交
ざ
り
、
ぐ
っ
と
涙
を
堪
え

た
。
あ
の
時
の
感
動
は
み
ん
な
の
心
に
灯
を

灯
せ
た
だ
ろ
う
か
。

秋
口
に
な
る
と
旭
町
に
新
た
に
ベ
ー
ス
を

増
設
し
、
年
末
ま
で
活
動
を
続
け
た
。
災
害

支
援
で
出
会
っ
た
仲
間
と
は
今
も
交
流
が
続

い
て
い
る
。
西
日
本
豪
雨
災
害
以
外
に
も
、

令
和
元
年
9
月
集
中
豪
雨
災
害
、
令
和
元
年

台
風
第
19
号
被
害
の
支
援
活
動
で
は
、
災
害

支
援
で
出
会
っ
た
仲
間
た
ち
と
活
動
を
行
っ

た
。
災
害
支
援
が
繋
い
で
く
れ
た
出
会
い
は
、

私
の
一
生
の
宝
物
に
な
っ
た
。

私
の
人
生
は
変
わ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
災
害

は
強
烈
な
体
験
で
あ
り
、
同
時
に
自
分
の
新

し
い
ス
タ
ン
ス
を
見
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。

私
は
カ
フ
ェ
の
仕
事
が
大
好
き
だ
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
真
備
の
こ
と
が
気
が
か
り
で
、
仕

事
が
手
に
つ
か
な
い
日
々
。
真
備
の
た
め
に

何
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
時
に

そろばん塾おかえり会
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大塚さやか（おおつか・さやか）

倉敷市出身。特定非営利活動法人岡山NPOセンター所属。災害支援事業担当。
平成30年西日本豪雨災害では真備町辻田で被災し、発災後ボランティアとして
主に被災家屋の修繕や地域コミュニティの接続支援を行う。西日本豪雨災害の
他に、令和元年9月集中豪雨災害支援、令和元年東日本台風支援を行った。災害
支援を機に、飲食業からNPOに転職。「日々ニュートラルであること」をモッ
トーに、当事者目線を活かした中間支援を目指す。まび復興支援ボランティア
団体・シェアオフィス「まびシェア」に勤務。

「
岡
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
」
雇
用
の
話
が
舞
い

込
ん
で
き
た
の
だ
っ
た
。
私
が
決
断
す
る
ま

で
に
、
そ
う
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
長

い
間
お
世
話
に
な
っ
て
、
若
か
っ
た
自
分
を

育
て
て
く
れ
た
店
。
故
郷
の
た
め
に
頑
張
れ

と
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
前
職
の
社
長
夫

妻
に
は
感
謝
し
て
い
る
。

災
害
支
援
の
現
場
で
は
、
私
と
同
じ
よ
う

に
被
災
を
経
験
し
、
災
害
支
援
に
携
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
方
に
沢
山
出
会
っ
た
。
そ
し
て
、

当
事
者
で
な
く
て
も
同
じ
気
持
ち
で
災
害
支

援
を
続
け
る
仲
間
も
全
国
に
沢
山
い
る
。

「
沢
山
の
出
会
い
」
が
私
に
、
災
害
支
援
は
辛

い
だ
け
で
は
な
い
と
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
よ

う
に
思
う
。

仕
事
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中
間
支
援
と
は
、
必
要
な
支
援
を
必
要
な

場
所
に
繋
ぎ
こ
む
。
目
立
た
な
く
て
も
、
き

っ
と
誰
か
の
救
い
に
な
る
。「
中
間
支
援
は
心

の
耐
力
が
必
要
。
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
受

容
す
る
肚
が
括
れ
れ
ば
少
し
は
楽
に
な
る
。」

上
司
の
こ
の
言
葉
を
い
つ
も
肝
に
銘
じ
て
い

る
。
日
々
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
い
る
こ
と
。
私

は
、
中
間
支
援
に
仕
事
と
し
て
携
わ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
関
わ
り
も
今
後
継
続

し
て
い
き
た
い
。

き
っ
か
け
は
災
害
で
も
、
1
人
の
人
間
と

し
て
数
々
の
出
来
事
に
心
動
か
さ
れ
た
こ
と
。

「
次
は
自
分
も
誰
か
の
助
け
に
な
り
た
い
。」

と
、
思
う
純
粋
な
気
持
ち
。

「
自
分
の
限
界
が
支
援
の
限
界
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。」
そ
の
た
め
に
、
様
々
な
セ
ク

タ
ー
と
協
働
し
、
支
援
を
続
け
て
い
く
。
そ

し
て
、
明
日
被
災
者
に
な
る
可
能
性
は
誰
に

で
も
あ
る
。
い
つ
起
き
て
も
動
け
る
よ
う
に

学
び
は
必
要
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
被
災
し
て

か
ら
思
う
こ
と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ハ
ー
ド

ル
は
実
際
自
分
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
高
く

な
い
こ
と
、
女
性
に
出
来
る
こ
と
も
沢
山
あ

っ
て
、
物
理
的
な
支
援
以
外
に
様
々
な
支
援

の
形
が
あ
る
こ
と
、
私
自
身
も
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
自
分
の
足
で
現
地
に
立
つ
と
よ
り

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
、
災
害
が
無
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

一
歩
踏
み
出
す
勇
気
が
持
て
た
な
ら
是
非
、

現
地
に
足
を
運
ん
で
み
て
欲
し
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
、
お
金
も
社
会
的
地
位
も
得
ら

れ
な
い
。
し
か
し
、
満
足
し
て
自
信
を
持
っ

て
い
る
自
分
と
仲
間
の
存
在
に
支
援
を
通
し

て
気
が
付
い
た
。
こ
れ
は
き
っ
と
お
金
の
や

り
と
り
が
な
い
か
ら
こ
そ
の
安
心
で
き
る
満

足
で
あ
り
、
仲
間
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
お

金
は
た
し
か
に
必
要
。
け
れ
ど
、
そ
の
た
め

に
何
か
を
必
死
で
頑
張
っ
て
ば
か
り
い
て
は
、

私
は
自
分
を
成
長
さ
せ
ら
れ
な
い
と
思
っ
た
。

災
害
支
援
に
関
わ
ら
ず
、
自
分
に
何
か
が

出
来
る
な
ら
行
動
し
た
い
と
い
う
勇
気
が
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
発
見
や
学
び
は
目
の

前
に
あ
る
世
界
だ
け
で
な
く
常
に
身
の
回
り

に
転
が
っ
て
い
て
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
こ
と

に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
こ
の
2
年
間
は
、
私

に
と
っ
て
血
と
な
り
骨
と
な
り
今
後
の
人
生

に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
る
だ
ろ
う
。
世

の
中
の
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
が
他
人
事
で
は
な

く
自
分
事
の
よ
う
に
、
優
し
い
社
会
に
な
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
行
動
出
来
る
人
で
あ
り
た

い
。

私
た
ち
は
何
を
大
切
に
す
る
の
か北

村
紀
一
郎
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

色
紙
に
込
め
ら
れ
た
決
意

　

色
紙
い
っ
ぱ
い
に
書
か
れ
た
「
残
す
」
の

文
字
。
こ
れ
は
、
西
日
本
豪
雨
災
害
「
大
切

な
も
の
」
無
償
応
急
処
置
出
来
る
事
を
出
来

る
だ
け
チ
ー
ム
（
以
下
「
大
切
な
も
の
」
チ

ー
ム
）
の
斎
藤
裕
子
さ
ん
が
、
２
０
１
９
年

６
月
、
西
日
本
豪
雨
か
ら
１
年
を
前
に
、
私

た
ち
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
し
た
時

に
、
後
世
に
伝
え
た
い
こ
と
と
し
て
記
し
た

も
の
。

　

本
書
の
題
名
は
、
こ
の
時
点
で
も
う
決
ま

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
残
す
」活
動
と
の
出
会
い　

私
が
「
残
す
」
活
動
と
出
会
っ
た
の
は
、
２

０
１
８
年
９
月
、
西
日
本
豪
雨
か
ら
２
か
月

後
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
生
中
継
で
紹

介
す
る
話
題
を
取
材
し
て
い
た
時
だ
っ
た
。

　

そ
の
１
か
月
あ
ま
り
前
の
２
０
１
８
年
７

月
下
旬
、
私
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
に
着
任

ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
て
伝
え
た
。

そ
の
取
材
過
程
で
知
っ
た
の
が
、
グ
ル
ー

プ
同
士
が
連
携
し
て
い
た
「
大
切
な
も
の
」

チ
ー
ム
の
活
動
だ
っ
た
。

　

な
ぜ
、
私
が
「
残
す
」
活
動
を
取
材
テ
ー

マ
に
選
ん
だ
の
か
。
そ
れ
は
、
地
域
の
文
化

を
地
道
に
守
る
活
動
に
心
ひ
か
れ
た
こ
と
と
、

今
津
さ
ん
の
次
の
こ
と
ば
に
共
感
し
た
か
ら

だ
。「
地
域
の
歴
史
が
記
さ
れ
た
資
料
は
、
将

来
、
復
興
の
道
し
る
べ
に
な
る
」。
被
災
後
、

目
の
前
に
次
々
と
現
れ
る
課
題
に
追
わ
れ
る

一
方
で
、
も
う
少
し
長
い
ス
パ
ン
で
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
取
材
者
と
し
て
、
そ
う
し
た
視
点
に
気

づ
か
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
倉
敷
市

歴史資料を洗浄する
「岡山史料ネット」の
メンバー

し
た
（
岡
山
で
の
勤
務
は
２
回
目
）。
西
日
本

豪
雨
か
ら
２
週
間
あ
ま
り
経
っ
て
か
ら
だ
っ

た
。赴

任
直
後
は
、
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え

る
こ
と
と
、
被
災
し
た
人
た
ち
に
向
け
た
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
情
報
の

作
成
な
ど
に
携
わ
っ
た
。
８
月
に
か
け
て
は

台
風
の
接
近
も
相
次
い
だ
。

　
　

９
月
に
入
り
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

の
放
送
内
容
が
次
第
に
通
常
に
戻
っ
て
き
た

頃
、
最
初
に
私
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
が
、
生
中
継
の
コ
ー
ナ
ー
。
そ
こ
で
岡
山

大
学
を
拠
点
に
し
た
「
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
」

の
活
動
を
取
り
上
げ
た
（「
岡
山
史
料
ネ
ッ

ト
」
の
活
動
は
、
第
１
章
18
ペ
ー
ジ
参
照
）。

こ
の
活
動
は
、
被
災
し
て
水
に
浸
か
っ
た

旧
家
な
ど
の
歴
史
資
料
を
１
枚
１
枚
洗
浄
し

て
き
れ
い
に
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
放
送
で

は
、
日
露
戦
争
当
時
の
絵
葉
書
な
ど
の
資
料

を
は
じ
め
、
作
業
の
工
程
を
紹
介
。
活
動
の

ね
ら
い
な
ど
に
つ
い
て
代
表
の
今
津
勝
紀
さ 雨の中の「第13回 真備・船穂総踊り」

（2019年7月13日）
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日
の
午
前
５
時
ま
で
、
お
よ
そ
６
時
間
放
送

し
て
い
る
。
普
段
、
東
京
や
大
阪
か
ら
放
送

し
て
い
る
が
、
年
に
数
回
は
、
地
方
局
か
ら

の
提
案
で
、『
地
域
発
ラ
ジ
オ
深
夜
便
』
を
放

送
。
全
国
に
熱
心
な
リ
ス
ナ
ー
が
多
く
、
し

か
も
深
夜
に
ゲ
ス
ト
の
話
を
じ
っ
く
り
伺
え

る
こ
の
番
組
が
、
ふ
さ
わ
し
い
と
思
っ
た
。

西
日
本
豪
雨
か
ら
１
年
と
な
る
時
期
に
合

わ
せ
て
、「
岡
山
を
元
気
に
す
る
地
元
の
人
た

ち
の
活
動
を
紹
介
し
、
豪
雨
で
被
害
を
受
け

た
岡
山
を
応
援
す
る
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、

『
岡
山
発
ラ
ジ
オ
深
夜
便
』
を
放
送
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

「
残
す
」活
動
の
伝
え
方

　

番
組
の
核
と
な
る
「
岡
山
を
元
気
に
す
る

地
元
の
人
た
ち
の
活
動
」。
取
材
を
進
め
る

中
で
、
２
つ
の
柱
が
固
ま
っ
た
。
一
つ
は
、
被

害
の
大
き
か
っ
た
倉
敷
市
真
備
町
で
、
自
ら

も
被
災
し
な
が
ら
地
元
の
復
興
の
た
め
に
活

動
す
る
人
た
ち
の
取
り
組
み
。
も
う
一
つ
は
、

大
切
な
も
の
を
失
っ
た
人
た
ち
の
悲
し
み
に

寄
り
添
い
、
支
え
よ
う
と
す
る
活
動
。

前
者
の
活
動
と
し
て
、
川
辺
復
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
あ
る
く
」（
活
動
の
詳
細
は
、
第
２

章
66
ペ
ー
ジ
参
照
）。
そ
し
て
、
真
備
町
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
人
形
劇
団
「
た
ん
ぽ
ぽ
ぐ
み
」

を
取
材
。

　

ま
た
、
後
者
の
活
動
と
し
て
は
、「
大
切
な

も
の
」
チ
ー
ム
を
取
材
し
た
。

「
大
切
な
も
の
」
チ
ー
ム
の
取
材
は
、
主
に
、

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
行
っ

た
。

　

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
応
急
処
置
の
活
動
と
、

処
置
が
終
わ
っ
た
品
物
を
持
ち
主
に
返
す
返

還
会
の
様
子
を
取
材
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
依

頼
者
双
方
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
聞
い

た
。取

材
す
る
中
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
女
性
が
、
水
に
浸
か

っ
た
結
婚
式
の
ア
ル
バ
ム
の
修
復
を
行
っ
て

い
た
。
そ
の
女
性
は
、
写
真
を
洗
浄
す
る
だ

け
で
な
く
、
紙
を
切
っ
て
作
っ
た
無
数
の
飾

り
（
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
、
一
つ
一
つ
丁

寧
に
作
り
直
し
て
い
た
。
細
か
い
装
飾
を
含

め
、
で
き
る
だ
け
元
に
近
い
形
に
戻
し
た
い

と
言
う
。
女
性
は
、
自
ら
も
数
年
前
の
台
風

で
自
宅
が
浸
水
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、「
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
無
く
し
た
人

が
、
一
つ
ず
つ
少
し
で
も
手
元
に
戻
っ
て
、
元

の
日
常
に
一
歩
ず
つ
近
づ
け
た
ら
い
い
と
思

っ
て
作
業
し
て
い
る
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

そ
し
て
、
迎
え
た
返
還
会
当
日
。
子
ど
も

が
生
ま
れ
る
前
の
エ
コ
ー
写
真
に
加
え
て
、

アルバムの飾りを作り直すボランティアの女性

そ
の
ア
ル
バ
ム
を
受
け
取
っ
た
持
ち
主
の
女

性
は
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
た
。「
み
な
さ
ん
の
気
づ
か
い
が

復
興
の
パ
ワ
ー
に
な
る
。
今
日
は
、
宝
物
と

一
緒
に
家
に
戻
れ
る
の
で
、
こ
ん
な
に
幸
せ

な
こ
と
は
な
い
」。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
依
頼
し

た
持
ち
主
の
気
持
ち
が
通
じ
合
っ
た
瞬
間
だ

っ
た
。

『
岡
山
発
ラ
ジ
オ
深
夜
便
』
は
、
２
０
１
９

年
６
月
28
日
（
金
）
か
ら
29
日
（
土
）
に
か

け
て
、
岡
山
か
ら
全
国
に
放
送
し
た
。

　

番
組
の
内
容
は
、
岡
山
市
出
身
の
元
女
子

マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
、
有
森
裕
子
さ
ん
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、
県
内
に
あ
る
探
偵
小
説

家
・
横
溝
正
史
ゆ
か
り
の
場
所
を
巡
り
、
そ

の
魅
力
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
。
そ
し
て
、
番

組
前
半
、
午
後
11
時
台
か
ら
午
前
１
時
台
ま

で
の
お
よ
そ
３
時
間
は
、「
お
か
や
ま
元
気
会

議
」。
復
興
に
向
け
て
力
強
く
歩
む
地
元
の

３
人
の
女
性
を
ス
タ
ジ
オ
に
招
き
、
倉
敷
市

出
身
の
俳
優
で
映
画
監
督
の
前
野
朋
哉
さ
ん

と
一
緒
に
、
地
元
が
元
気
に
な
る
ヒ
ン
ト
を

探
っ
た
。

出
演
者
の
一
人
、「
大
切
な
も
の
」
チ
ー
ム

の
斎
藤
裕
子
さ
ん
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
色

紙
を
示
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。「
被

真
備
町
に
何
度
も
通
い
、
倉
敷
市
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
や
、
毎
年

秋
に
開
か
れ
る
イ
ベ
ン
ト
「
１
０
０
０
人
の

金
田
一
耕
助
」
開
催
に
向
け
た
地
元
の
人
た

ち
の
活
動
な
ど
を
取
材
。

　
　

被
災
し
な
が
ら
も
地
元
の
魅
力
を
発
信

し
続
け
る
人
々
や
、
被
災
し
た
人
た
ち
の
生

活
再
建
を
支
え
る
人
々
の
話
を
聞
く
う
ち
に
、

そ
う
し
た
人
々
の
活
動
を
紹
介
し
、
被
災
し

た
人
た
ち
を
応
援
す
る
番
組
を
作
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
き
た
。

思
い
浮
か
ん
だ
の
は
、『
ラ
ジ
オ
深
夜
便
』

と
い
う
番
組
。
毎
日
午
後
11
時
５
分
か
ら
翌

災
し
て
も
、
思
い
出
の
も
の
は
、
捨
て
ず
に

ま
ず
残
し
て
も
ら
い
た
い
。
捨
て
る
と
そ
れ

で
終
わ
っ
て
し
ま
う
が
、
残
っ
て
い
た
ら
い

つ
か
ど
う
に
か
な
る
と
信
じ
て
ほ
し
い
」。

ま
た
、
ゲ
ス
ト
の
前
野
朋
哉
さ
ん
は
、「
大

切
な
も
の
が
残
っ
て
い
る
の
と
い
な
い
の
と

で
は
、
そ
の
後
生
き
て
い
く
上
で
気
持
ち
が

全
然
違
う
。
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ

れ
が
あ
っ
た
ら
乗
り
越
え
ら
れ
る
気
が
す
る
」

と
話
し
た
。

後
日
、
放
送
を
聞
い
た
京
都
の
男
性
か
ら
、

「
写
真
を
修
復
す
る
手
伝
い
を
し
た
い
」
と
い

う
お
便
り
が
届
い
た
。
自
分
も
何
か
し
た
い

と
思
っ
て
く
れ
た
男
性
の
気
持
ち
が
う
れ
し

か
っ
た
。
斎
藤
さ
ん
た
ち
の
よ
う
な
活
動
が
、

今
後
、
全
国
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

私
た
ち
に
は
、

思
い
出
や
物
語
が
必
要

倉
敷
市
真
備
町
な
ど
、
被
災
し
た
地
域
を

取
材
す
る
た
び
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
当

た
り
前
の
よ
う
に
誰
か
が
誰
か
を
支
え
て
い

て
、
そ
れ
が
お
互
い
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
つ
な
が
り

こ
そ
が
、
地
域
の
財
産
で
あ
り
、
い
ざ
と
い

う
時
に
、
住
民
同
士
で
助
け
合
え
る
防
災
力

だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
。

そ
し
て
、「
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
」
や
「
大
切

な
も
の
」
チ
ー
ム
の
よ
う
に
、
地
域
や
個
人

の
歴
史
を
守
り
、
伝
え
て
い
く
活
動
は
、「
私

た
ち
は
何
を
大
切
に
す
る
の
か
」
と
い
う
こ

と
を
問
い
か
け
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

が
続
く
中
（
執
筆
時
）、
そ
の
こ
と
は
よ
り
強

く
意
識
さ
せ
ら
れ
る
。

自
分
が
自
分
で
あ
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
。
そ
れ
は
、
地
域
や
個
人

に
と
っ
て
大
切
な
「
思
い
出
」
や
「
物
語
」

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
近
、
岡
山
市
出
身
の
作
家
、
小
川
洋
子

さ
ん
の
小
説
『
密
や
か
な
結
晶
』
を
読
ん
だ
。

こ
の
作
品
は
、
記
憶
狩
り
に
よ
っ
て
消
滅
が

静
か
に
進
む
島
の
生
活
を
描
い
て
い
る
。
す

べ
て
が
消
え
て
い
く
世
界
の
中
で
、
希
望
を

つ
な
い
で
く
れ
る
の
は
、
物
語
や
記
憶
な
の

だ
。私

も
、
報
道
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
西
日

本
豪
雨
を
経
験
し
た
人
た
ち
の
証
言
に
耳
を

傾
け
、
記
憶
と
教
訓
を
後
世
に
語
り
継
い
で

い
こ
う
と
思
う
。
地
域
の
防
災
力
向
上
に
少

し
で
も
つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ
て
。

北村紀一郎（きたむら・きいちろう）

NHK岡山放送局アナウンサー（所属は執筆時）。1994年NHK入局。これ
までに山口局、長野局、仙台局、岡山局、大阪局、奈良局、放送文化研究
所に勤める。岡山局での勤務は、2回目（2005年〜2009年、2018年〜）。
2019年6月、西日本豪雨から1年になるのを前に、被災地を応援する『岡山
発ラジオ深夜便』を制作し、アンカーをつとめる。

『岡山発ラジオ深夜便』出演者のみなさんと「大切なもの」チーム取材の様子
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第３章　伝える。私たちはどう災害を伝えていくのか

〈
自
分
事
〉
と
な
る
災
害
報
道

西日本豪雨を報じる
山陽新聞

平
井
美
佳
（
山
陽
新
聞
社
論
説
委
員
会
委
員
）

今
日
は
２
０
２
０
年
６
月
30
日
。
も
う
す

ぐ
「
あ
の
日
」
か
ら
２
年
に
な
る
。
山
陽
新

聞
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
「
西
日
本
豪
雨
」
と

打
ち
込
む
と
１
万
２
２
５
４
件
が
ヒ
ッ
ト
し

た
。
過
去
の
掲
載
記
事
の
う
ち
、
こ
の
５
文

字
が
含
ま
れ
る
数
だ
。
白
状
す
る
と
、
こ
の

数
が
多
い
か
少
な
い
か
は
判
断
が
つ
か
な
い
。

発
災
直
後
の
速
報
か
ら
節
目
ご
と
の
企
画
、

続
報
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
子
ど
も
用
記
事
、

読
者
の
投
稿
ま
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
に
混
在
し

て
い
る
。

　

朝
刊
で
の
初
報
と
な
っ
た
19
年
７
月
８
日

付
１
面
は
「
岡
山
豪
雨
３
人
死
亡　

９
河
川

決
壊
６
人
不
明
」。
一
連
の
報
道
の
起
点
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
呼
び
名
が
異
な
っ
て
い
た

た
め
リ
ス
ト
か
ら
漏
れ
て
い
た
。
一
方
、
北

海
道
地
震
（
18
年
）
や
台
風
19
号
（
19
年
）

の
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
、
近
年
起
き
た
自

然
災
害
の
一
例
と
し
て
一
言
添
え
て
あ
れ
ば

検
索
に
引
っ
掛
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
見
出
し
を
た
ど
る
と
、
被
災
地

域
の
約
７
０
０
日
間
が
徐
々
に
像
を
結
ん
で

く
る
。
全
半
壊
家
屋
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
猛

暑
、
避
難
所
、
心
の
ケ
ア
。
み
な
し
仮
設
、
融

資
相
談
、
学
校
再
開
…
…
。
濃
淡
は
あ
る
も

の
の
、
雨
の
季
節
に
入
る
６
月
か
ら
７
月
を

中
心
に
年
間
を
通
じ
て
記
事
は
あ
る
。
こ
れ

か
ら
も
記
憶
を
つ
な
ぎ
、
検
証
す
る
た
め
に

増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
豪
雨
報
道
と
い
う
大

き
な
「
絵
」
を
描
く
点
の
一
つ
一
つ
は
、
記

者
た
ち
が
集
め
続
け
る
肉
声
や
数
字
で
あ
る
。

山陽新聞社
　山陽新聞社は2019年、創刊140年を迎えました。1879

（明治12）年、前身である山陽新報の名で創刊号が印刷さ
れて以来、地域に根差したニュースを追いかけ、掘り下げ、
必要とする人に確実に届けることを使命としています。
　西日本豪雨をめぐっては、これまでに1万本以上の記事
が掲載されました。そのうちの一つとして「西日本豪雨

『大切なもの』無償応急処置出来る事を出来るだけチーム」
を取材した経験を軸に、災害を「自分事」と捉えてもらえ
るよう報じ続ける地方紙の役割について紹介します。

心
を
寄
せ
続
け
る
大
切
さ
を
、
多
く
の
報
道

人
が
肝
に
銘
じ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

時
を
18
年
７
月
に
戻
そ
う
。
西
日
本
豪
雨

の
発
生
を
受
け
、
記
者
の
大
半
が
連
日
、
避

難
所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
自
治
体

の
対
策
本
部
な
ど
に
派
遣
さ
れ
た
。
普
段
の

担
当
分
野
は
関
係
な
く
、
当
時
所
属
し
て
い

た
編
集
局
文
化
部
の
同
僚
も
最
前
線
の
取
材

陣
に
加
わ
っ
た
。
た
だ
し
災
害
以
外
の
ニ
ュ

ー
ス
も
当
然
な
が
ら
あ
る
わ
け
で
、
子
育
て

中
の
勤
務
シ
フ
ト
を
使
う
私
の
よ
う
な
者
は

社
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　

と
い
っ
て
も
文
化
部
が
日
ご
ろ
取
材
す
る

相
手
―
美
術
家
、
音
楽
家
、
書
道
家
と
い
っ

た
人
た
ち
―
の
表
現
活
動
も
ほ
と
ん
ど
止
ま

っ
て
い
る
。
生
命
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
状

況
下
で
〈
文
化
〉
の
優
先
度
は
ど
う
し
て
も

低
く
な
っ
て
し
ま
う
。「
今
は
出
番
が
な
い
け

れ
ど
、
社
会
や
心
が
立
ち
直
る
時
に
文
化
は

欠
か
せ
な
い
。
時
を
待
と
う
」
と
部
員
で
話

し
合
っ
た
り
も
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
耳
に
挟
ん
だ
情
報
だ
っ
た
。

「
絵
画
修
復
士
が
濡
れ
て
傷
ん
だ
絵
や
作
文

の
応
急
処
置
を
す
る
ら
し
い
」。
急
を
要
す
る

〈
文
化
〉、
し
か
も
暮
ら
し
に
根
付
い
た
〈
私

た
ち
の
文
化
〉
を
扱
う
と
い
う
。
東
日
本
大

震
災
（
11
年
）
の
被
災
写
真
の
洗
浄
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
取
材
し
た
経
験
か
ら
、
ニ
ー
ズ
を

直
観
し
た
。
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
て
Ｙ
ｅ

Ｙ
の
工
房
へ
急
い
だ
の
を
思
い
出
す
。

　

第
１
報
の
使
命
は
、
と
に
か
く
思
い
出
の

品
を
「
捨
て
な
い
で
」
と
広
く
呼
び
掛
け
る

こ
と
だ
。
呼
び
掛
け
に
は
声
の
主
の
〝
顔
〟

が
い
る
。
職
業
柄
き
っ
と
裏
方
が
性
に
合
う

の
だ
ろ
う
斎
藤
裕
子
さ
ん
と
今
村
友
紀
さ
ん

は
、
初
め
メ
デ
ィ
ア
へ
し
ゃ
し
ゃ
り
出
る

0

0

0

0

0

0

0

の

を
不
安
が
っ
た
が
、「
一
刻
も
早
く
救
わ
ね

ば
」
と
の
思
い
が
勝
っ
た
。
意
を
決
し
て
走

り
出
し
た
２
人
の
フ
ァ
ン
に
な
り
、
露
払
い

の
つ
も
り
で
原
稿
を
仕
上
げ
た
も
の
だ
。

　

そ
の
後
の
ご
活
躍
の
詳
細
は
別
項
に
譲
り
、

取
材
者
と
し
て
印
象
に
残
っ
た
場
面
を
紹
介

し
た
い
。

　

８
月
、
龍
昌
院
で
の
「
大
切
な
も
の
」
の

受
け
付
け
。
依
頼
者
を
丸
ご
と
受
け
止
め
、

被
災
前
か
ら
そ
の
日
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や

預
か
る
物
へ
の
思
い
を
、
ま
る
で
絡
ま
っ
た

糸
を
解
き
ほ
ぐ
す
か
の
よ
う
に
丹
念
に
聞
き

取
る
メ
ン
バ
ー
の
姿
が
あ
っ
た
。
皆
が
ま
だ

手
探
り
で
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、

こ
れ
な
ら
安
心
し
て
読
者
に
紹
介
で
き
る
と

確
信
し
た
。
そ
れ
に
、
首
尾
一
貫
し
た
こ
の

姿
勢
こ
そ
が
篤
い
信
頼
を
生
み
、
信
頼
が
チ

ー
ム
内
外
の
人
を
結
び
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

成
功
に
導
い
た
「
鍵
」
だ
っ
た
の
だ
と
今
は

　

話
は
少
々
そ
れ
る
が
、
ア
マ
ゾ
ン
の
ジ
ェ

フ
・
ベ
ゾ
ス
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

＝
当
時
＝
は
07
年
、
ア
メ
リ
カ
で
電
子
書
籍

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
際
、
こ
う
宣
言
し
た
。

「
本
は
未
来
永
劫
、
死
ん
だ
木
に
印
刷
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
ど
こ
に
も
書
か
れ
て

い
ま
せ
ん
」。
新
時
代
の
幕
開
け
だ
っ
た
。
新

聞
も
然
り
。
近
年
は
手
軽
で
速
い
ネ
ッ
ト
メ

デ
ィ
ア
が
親
し
ま
れ
、
死
ん
だ
木
（
紙
）
に

文
字
を
刷
る
体
裁
が
絶
滅
寸
前
の
恐
竜
な
ど

と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
海
外
で
は
生

き
残
り
を
懸
け
て
デ
ジ
タ
ル
版
に
完
全
移
行

し
た
新
聞
社
が
少
な
く
な
い
。

　

だ
が
こ
の
た
び
「
西
日
本
豪
雨
『
大
切
な

も
の
』
無
償
応
急
処
置
出
来
る
事
を
出
来
る

だ
け
チ
ー
ム
」
を
取
材
す
る
中
で
、
ま
だ
し

ば
ら
く
は
紙
の
新
聞
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ

り
そ
う
だ
、
と
感
じ
ら
れ
た
。「
報
じ
る
」
＝

「
伝
え
る
」
こ
と
は
印
刷
物
と
い
う
確
か
な
形

で
記
録
を
「
残
す
」
こ
と
で
も
あ
る
。
時
代

が
変
わ
っ
て
も
、
形
あ
る
モ
ノ
が
私
た
ち
の

心
を
支
え
て
く
れ
る
現
実
を
一
連
の
活
動
で

は
再
認
識
で
き
た
。

　

新
聞
の
特
徴
に
は
、
記
事
を
関
連
付
け
て

一
つ
の
塊
と
し
て
見
せ
る
「
一
覧
性
」、
重
要

な
情
報
を
選
び
、
優
先
順
位
を
付
け
て
報
じ

る
「
編
集
性
」、
日
々
伝
え
続
け
る
「
継
続

性
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
記
事
に

は
大
ま
か
に
２
つ
の
系
統
が
あ
る
よ
う
に
思

う
。

　

第
一
に
、
正
し
い
「
情デ

ー
タ報

」。
災
害
時
に
は
、

ま
ず
全
体
像
や
刻
々
と
移
り
変
わ
る
状
況
の

報
告
が
最
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

時
間
を
追
っ
て
行
政
手
続
き
、
支
援
団
体
窓

口
な
ど
の
手
引
き
が
加
わ
る
。
現
場
の
様
子

が
見
え
始
め
る
と
、
人
々
が
何
に
困
っ
て
い

る
か
を
多
方
面
か
ら
す
く
い
上
げ
る
リ
ポ
ー

ト
が
増
え
、
専
門
家
に
よ
る
解
説
、
掘
り
下

げ
た
分
析
も
求
め
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
い
わ
ば
「
物ス

ト
ー
リ
ー語

」。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、
聞
き
書
き
な

ど
幅
は
広
い
。
そ
の
魅
力
は
、
内
容
が
特
殊

で
あ
れ
普
遍
的
で
あ
れ
、
誰
か
の
体
験
談
「
他

人
事
」
が
、
読
み
進
め
る
う
ち
に
い
つ
し
か

「
自
分
事
」
へ
と
変
わ
り
、
共
感
し
た
り
発
見

し
た
り
、
教
訓
を
得
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
点
だ
ろ
う
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
語
り
継
ぐ
の
に
向
い
て
い

る
。
今
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
１
９
９

５
年
）
か
ら
25
年
と
あ
っ
て
「
そ
の
後
」
の

報
道
を
た
く
さ
ん
目
に
し
た
。
中
で
も
私
が

胸
を
打
た
れ
た
の
は
、
よ
う
や
く
口
を
開
く

勇
気
を
持
て
た
と
い
う
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
、

被
災
地
に
お
け
る
性
暴
力
の
実
態
が
露
わ
に

な
っ
た
こ
と
だ
。
ど
れ
だ
け
時
を
経
て
も
伝

え
る
べ
き
こ
と
は
必
ず
あ
る
。
取
材
対
象
に
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分
か
る
。

　

た
く
さ
ん
の
修
復
依
頼
者
の
人
生
に
触
れ

さ
せ
て
も
ら
っ
た
中
で
は
「
１
枚
の
は
が
き
」

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
忘
れ
が
た
い
。
主
役
は
、

絵
手
紙
の
月
刊
誌
を
通
じ
て
知
り
合
い
、
月

１
度
の
ペ
ー
ス
で
は
が
き
を
送
り
合
っ
て
き

た
後
藤
倫み

ち

好こ

さ
ん
と
、
中
塚
加
代
子
さ
ん
＝

兵
庫
県
＝
の
２
人
。
長
く
交
流
し
て
き
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
顔
を
合
わ
せ
る
の
は
取
材
時

が
初
め
て
だ
っ
た
。

被
災
し
た
後
藤
さ
ん
は
１
枚
だ
け
残
っ
た

中
塚
さ
ん
か
ら
の
は
が
き
を
懸
命
に
持
ち
出

し
た
こ
と
、
中
塚
さ
ん
は
な
す
す
べ
も
な
く
、

た
だ
後
藤
さ
ん
を
案
じ
て
い
た
こ
と
を
話
し

て
く
れ
た
。
双
方
ぽ
つ
ぽ
つ
と
言
葉
は
少
な

か
っ
た
が
、
交
わ
す
視
線
は
信
頼
に
あ
ふ
れ
、

は
が
き
と
い
う
小
さ
な
紙
の
内
に
２
人
が
ど

れ
だ
け
豊
か
な
時
間
を
積
み
重
ね
て
き
た
か

を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

友
情
だ
け
で
は
な
い
。
子
の
成
長
を
見
つ

め
る
親
の
気
持
ち
。
夫
婦
が
積
み
重
ね
て
き

た
あ
り
き
た
り
の
年
月
。
亡
く
な
っ
た
両
親

と
の
柔
ら
か
な
思
い
出
。
チ
ー
ム
は
修
復
に

よ
っ
て
、
私
た
ち
が
普
段
深
く
考
え
て
こ
な

か
っ
た
小
さ
な
営
み
（
コ
ト
）
の
愛
お
し
さ

を
、
誰
に
で
も
分
か
る
形
（
モ
ノ
）
に
し
て

差
し
出
し
て
見
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
う
い
う
行
為
を
文
化
と
呼
ぶ
の

だ
と
私
は
思
う
。

　

文
化
部
で
は
ほ
か
に
、
喪
失
感
や
わ
ず
か

な
希
望
を
歌
句
に
託
し
た
「
読
者
文
芸
」
投

稿
者
を
訪
ね
た
り
、
遺
跡
に
残
る
災
害
痕
跡

を
教
訓
と
す
る
方
法
を
専
門
家
に
尋
ね
た
り

し
た
。
文
化
面
の
ほ
か
に
、
く
ら
し
面
も
担

っ
て
い
る
た
め
、
住
宅
修
復
を
考
え
る
被
災

者
を
狙
っ
た
便
乗
・
悪
質
商
法
へ
の
対
処
法
、

水
禍
の
影
響
で
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る

子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
方
な
ど
も
取
り
上
げ

た
。

　

他
部
も
行
政
、
労
働
、
福
祉
、
教
育
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
課
題
を
随
時
記
事
に

し
て
い
る
。
20
年
の
大
型
連
載
企
画
「
一
歩
、

ま
た
一
歩　

災
害
か
ら
復
興
へ
」
で
は
、
専

従
取
材
班
が
被
災
し
た
人
々
の
生
活
再
建
の

場
に
密
着
し
、
１
人
も
残
さ
な
い
支
援
に
つ

い
て
問
題
提
起
し
た
。
被
災
地
の
四
季
折
々

を
切
り
取
る
写
真
特
集
や
、
被
災
記
者
が
心

境
を
つ
づ
る
「
ま
び
日
誌
」
も
支
持
が
高
い
。

　

こ
れ
ら
全
て
災
害
報
道
の
目
的
は
防
災
・

減
災
で
あ
る
。
記
事
を
次
の
災
害
へ
備
え
る

一
助
と
し
、
命
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

　

取
材
す
る
側
も
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

現
場
で
の
マ
ス
コ
ミ
不
信
や
、
犠
牲
者
の
氏

名
公
表
に
伴
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
中
傷

へ
の
対
応
、
事
前
の
注
意
喚
起
の
あ
り
方
な

平井美佳（ひらい・みか）

1998年山陽新聞社入社。倉敷支社
（現倉敷本社）、編集局社会部（現報
道部）、文化部を経て2019年より論
説委員会委員。文化部には産休・
育休期間を含め17年間在籍した。

たった「１枚のはがき」
がしぼんでしまった心を
潤すことがある。モノが
持つ力をあらためて感じ
た出会い=2018/12/3

遺影の両親と久々に向き
合う。修復したチーム、
依頼した持ち主、双方の
緊張で張っていた空気が
笑顔でふわっと緩む、こ
の瞬間の幸福感といった
ら=2019/6/14

Ａ
５
判
の
手
作
り
の
ア
ー
ト
カ
ー
ド
に
は
、

倉
敷
市
在
住
の
作
家
夫
妻
、
高
橋
秀
先
生
と

藤
田
桜
先
生
の
作
品
を
印
刷
し
て
あ
る
。
机

の
上
に
カ
ー
ド
を
並
べ
て
、「
ど
の
絵
が
一
番

気
に
入
っ
た
？
」
と
子
ど
も
達
に
訊
く
と
、
目

を
輝
か
せ
て
す
ぐ
さ
ま
カ
ー
ド
に
手
を
伸
ば

す
子
、
後
ろ
か
ら
カ
ー
ド
を
じ
っ
く
り
眺
め

て
考
え
こ
む
子
…
…
。　
　

西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
１
年
余
り
経
っ
た

２
０
１
９
年
10
月
、
倉
敷
市
立
美
術
館
で
開

催
中
の
特
別
展
「
高
橋
秀
＋
藤
田
桜
―
素
敵

な
ふ
た
り
」
に
関
連
し
て
、
真
備
地
区
の
二

万
小
学
校
で
行
っ
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

（
美
術
館
の
外
で
行
う
普
及
活
動
）
の
１
コ
マ

で
あ
る
。

そ
の
前
年
の
災
害
発
生
時
、
倉
敷
市
立
美

術
館
の
学
芸
員
で
あ
る
私
は
、
上
記
の
特
別

展
お
よ
び
そ
の
秋
に
開
催
予
定
の
企
画
展
の

準
備
中
だ
っ
た
。
私
も
含
む
美
術
館
の
職
員

は
通
常
業
務
は
後
回
し
に
、
避
難
所
勤
務
や

災
害
か
ら
２
年
経
っ
て

佐
々
木
千
恵
（
倉
敷
市
立
美
術
館
学
芸
員
）

か
ら
切
り
離
さ
れ
た
平
穏
な
日
常
生
活
に
、

し
ば
ら
く
の
間
違
和
感
と
と
も
に
過
ご
し
た
。

美
術
館
と
い
う
空
間
は
日
常
か
ら
か
け
離

れ
て
い
る
と
、
こ
の
時
ほ
ど
痛
感
し
た
こ
と

は
な
い
。
美
術
館
に
い
た
所
で
天
災
や
人
災

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
美
術
館
と

い
う
場
所
は
守
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
つ
く
づ

く
思
っ
た
。
災
害
対
応
と
は
違
う
が
異
動
に

よ
り
、
美
術
館
か
ら
一
時
庁
内
の
別
部
署
で

勤
務
を
し
た
知
人
の
学
芸
員
も
同
様
の
こ
と

を
言
っ
て
い
た
。
彼
に
よ
る
と
、
美
術
館
と

い
う
場
所
に
人
は
来
た
く
て
来
る
の
で
美
術

館
で
は
感
謝
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
異
動

先
の
部
署
は
市
民
に
怒
ら
れ
る
の
が
仕
事
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
。
こ
れ
を
留
意
し
な

い
と
、
学
芸
員
の
考
え
方
は
市
民
か
ら
も
同

じ
役
所
の
職
員
か
ら
も
か
け
離
れ
て
し
ま
う

こ
と
だ
ろ
う
。

最
近
掲
載
さ
れ
て
い
た
新
聞
記
事
に
は
、

被
災
地
の
復
興
は
ま
だ
６
割
ほ
ど
と
い
う
声

が
あ
り
、
私
自
身
復
興
に
役
立
つ
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
し
て
い
な
い
と
い
う
、
う
し
ろ
め
た

さ
も
あ
る
。
倉
敷
市
民
や
倉
敷
に
関
わ
り
の

あ
る
方
で
、
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
い
る
人
も

少
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
感
じ
た
の
は

２
０
２
０
年
１
月
、
真
備
公
民
館
で
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
時
で
あ
る
。

災
害
に
あ
っ
た
生
涯
学
習
施
設
の
片
づ
け
に

赴
い
た
。
こ
の
話
を
知
人
に
す
る
と
、「
学
芸

員
な
の
に
避
難
所
勤
務
も
す
る
の
!?
」
と
驚

か
れ
て
逆
に
驚
き
、『
学
芸
員
は
美
術
館
の
中

に
だ
け
い
る
よ
う
に
、
一
般
に
は
思
わ
れ
て

い
る
の
だ
』
と
気
づ
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

避
難
所
に
は
同
僚
だ
け
で
な
く
館
長
も
派

遣
さ
れ
た
。
彼
ら
は
災
害
直
後
の
最
も
混
乱

を
極
め
た
時
期
か
ら
避
難
所
対
応
に
あ
た
っ

た
が
、
私
は
そ
れ
よ
り
２
週
間
程
後
、
状
況

が
比
較
的
落
ち
着
い
て
か
ら
総
社
市
内
に
あ

る
避
難
所
勤
務
と
な
っ
た
。
諸
事
情
に
よ
り

一
部
の
真
備
住
民
が
総
社
市
内
に
避
難
さ
れ

て
お
り
、
被
災
し
た
家
の
片
付
け
に
真
夏
の

日
中
真
備
に
戻
っ
て
力
仕
事
を
し
、
夕
方
避

難
所
に
帰
っ
て
来
る
と
い
う
過
酷
な
毎
日
を

送
る
中
で
も
、
食
事
の
受
け
渡
し
の
時
、
笑

顔
で
お
礼
を
言
っ
て
い
た
だ
い
た
の
を
思
い

出
す
。
美
術
館
勤
務
に
戻
っ
た
際
に
は
災
害

二万小学校にて　2019/10/18

ど
議
論
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
は
、
平
時
か
ら
災
害
を
自
分
事
と
し

て
考
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
読
み

手
側
と
知
恵
を
出
し
合
っ
て
紙
面
を
作
る
の

も
良
策
か
も
し
れ
な
い
。
１
４
０
余
年
に
わ

た
り
地
元
に
根
を
張
っ
て
き
た
新
聞
だ
か
ら

こ
そ
、
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
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優
先
順
位
と
し
て
は
市
民
の
生
活
の
復
旧
が

先
に
あ
り
、
文
化
財
は
後
回
し
に
せ
ざ
る
を

得
な
い
所
が
あ
る
。
私
は
学
芸
員
で
あ
る
以

前
に
ま
ず
倉
敷
市
職
員
な
の
で
災
害
対
応
に

派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
展
覧
会

業
務
に
か
か
り
き
り
に
な
り
文
化
財
レ
ス
キ

ュ
ー
に
関
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
が
二

重
の
う
し
ろ
め
た
さ
に
な
っ
て
い
る
。

う
し
ろ
め
た
い
な
ら
ぐ
ず
ぐ
ず
せ
ず
に
動

け
、
と
書
い
て
い
て
自
分
で
も
苛
々
す
る
。

何
が
で
き
る
か
、
何
を
す
る
か
。
そ
れ
を
改

め
て
自
ら
に
問
い
か
け
た
時
答
え
の
手
が
か

り
に
な
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
は
何
か
、
美
術
館
の
仕
事
と
は
何
か
、
改

め
て
見
直
し
て
み
る
こ
と
だ
ろ
う
。

前
段
が
長
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
冒
頭
の
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
戻
る
。
豪
雨
災
害
時
の

避
難
所
業
務
か
ら
美
術
館
業
務
に
戻
っ
て
私

が
思
っ
た
の
は
、
準
備
中
の
展
覧
会
を
通
し

て
、
何
か
復
興
の
た
め
に
応
援
が
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
生
活
を
立

て
直
す
の
に
直
接
的
に
は
役
に
立
て
な
く
て

も
、
何
か
別
の
こ
と
で
ア
ー
ト
は
役
に
立
て

な
い
だ
ろ
う
か
、
ア
ー
ト
で
元
気
に
な
っ
て

も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
。

同
年
開
催
の
間
近
に
迫
っ
た
企
画
展
で
は

間
に
合
わ
な
い
。
翌
年
開
催
予
定
の
「
素
敵

な
ふ
た
り
」
展
に
、
バ
ス
を
準
備
し
て
真
備

の
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
達
を
招
待
し
て

は
？
と
い
う
案
は
、
倉
敷
全
域
に
学
校
が
あ

る
の
に
特
別
扱
い
す
る
の
は
…
…
等
の
理
由

で
通
ら
な
か
っ
た
。
展
覧
会
で
は
藤
田
桜
先

生
の
絵
本
原
画
の
ほ
ぼ
全
て
を
岡
山
県
立
図

書
館
か
ら
借
用
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
そ
の

他
に
県
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
絵
本
原
画
の

複
製
を
、
美
術
館
で
の
展
示
と
は
別
に
小
・

中
学
校
の
図
書
室
で
巡
回
展
示
し
て
は
？
と

い
う
案
も
、
か
え
っ
て
学
校
に
負
担
を
か
け

る
の
で
は
な
い
か
、
展
覧
会
準
備
で
担
当
者

が
手
一
杯
だ
ろ
う
か
ら
、
ま
ず
は
展
覧
会
準

備
に
全
力
を
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
そ

も
そ
も
学
校
で
展
示
す
る
意
義
や
効
果
が
見

え
て
こ
な
い
、
等
々
の
理
由
で
頓
挫
し
た
。

改
め
て
「
で
き
な
い
理
由
」
を
書
き
出
し

て
み
る
と
、
市
の
施
設
が
公
金
を
使
っ
て
す

る
事
業
に
は
、
い
か
に
公
平
性
と
必
然
性
、

市
民
の
誰
も
が
納
得
す
る
理
由
や
目
に
見
え

る
効
果
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
も
担
当
者
に
情
熱

が
あ
れ
ば
、
う
ま
く
周
囲
を
説
得
し
て
進
め

る
は
ず
、
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
な
の
で
、

自
分
自
身
や
り
通
す
自
信
が
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
私
事
で
困
難
が
あ
っ
た
時
期

で
も
あ
る
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。

で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
だ
け
、
で
き
る

よ
う
に
。
結
局
は
そ
れ
に
尽
き
る
の
だ
。
展

水
没
し
た
真
備
図
書
館
が
２
０
２
１
年
１

月
に
再
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
盛
り

上
げ
て
い
こ
う
と
市
民
グ
ル
ー
プ
が
企
画
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
、
市
の
生
涯
学
習
施
設
や
県

立
図
書
館
な
ど
が
参
加
し
た
。
美
術
館
は
カ

ー
ド
ゲ
ー
ム
や
塗
り
絵
な
ど
を
用
意
し
、
美

術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
手
伝
い
を
お
願
い

し
た
所
、
急
な
声
が
け
に
関
わ
ら
ず
６
名
集

ま
っ
た
。
真
備
の
た
め
に
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
し
た
い
が
き
っ
か
け
が
掴
め
ず
、
美
術

館
か
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
い
機
会
と
思
っ
て

来
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
終
了

後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
達
が
笑
顔
で
帰
る
の

を
見
な
が
ら
、
呼
び
か
け
て
よ
か
っ
た
と
し

み
じ
み
感
じ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
春
・
夏
・

秋
と
続
け
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
美
術
館

か
ら
も
引
き
続
き
参
加
す
る
つ
も
り
だ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
残
念
な
が
ら
規
模
が
縮

小
さ
れ
、
冬
だ
け
一
回
限
り
の
参
加
と
な
っ

た
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
そ
う
に
塗
り
絵

や
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
姿
を
思
い
出
す
と
、
少

し
で
も
何
か
の
お
役
に
立
て
た
か
も
し
れ
な

い
。さ

て
、
近
年
立
て
続
け
に
大
規
模
な
自
然

災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
起
こ
る
中
、
文

化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
が
美
術
館
・
博
物
館
の
間

で
も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

覧
会
期
間
中
に
、
美
術
館
や
市
役
所
で
プ
リ

ン
ト
し
た
高
橋
・
藤
田
両
先
生
の
作
品
複
製

を
持
っ
て
真
備
地
区
の
学
校
に
行
き
、
対
話

型
鑑
賞
会
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
と

い
う
案
は
、
予
算
が
か
か
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
比
較
的
す
ん
な
り
と
通
っ
た
。
ま
た
、「
倉

敷
っ
子
美
術
展
」（
倉
敷
全
域
の
子
ど
も
達
の

展
覧
会
）
の
会
期
中
に
同
時
開
催
す
る
美
術

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
で
、
こ
れ
ま
で
何
度

も
対
話
型
鑑
賞
を
体
験
し
て
く
れ
て
い
る
二

万
小
学
校
の
校
長
先
生
に
お
声
が
け
を
し
た

所
、
快
く
受
け
て
い
た
だ
い
た
。

ア
ー
ト
カ
ー
ド
と
大
型
の
複
製
画
、
絵
本

を
持
っ
て
学
校
に
行
く
と
、
子
ど
も
達
に
取

り
囲
ま
れ
、
中
に
は
私
の
似
顔
絵
を
描
い
て

く
れ
た
少
女
も
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
カ

ー
ド
の
「
ど
こ
が
気
に
入
っ
た
？
」
と
訊
く

と
子
ど
も
達
は
口
々
に
話
し
出
し
た
。
み
ん

な
一
通
り
喋
っ
た
の
を
見
計
ら
っ
て
黒
板
に

大
き
な
絵
を
貼
り
、「
こ
の
絵
を
じ
っ
く
り
見

て
。
…
…
何
か
気
が
つ
い
た
こ
と
、
感
じ
た

こ
と
が
あ
る
？
」
と
質
問
す
る
。
真
剣
な
顔

で
絵
を
見
つ
め
る
子
ど
も
達
。
絵
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
身
に
聞
く
の
で
は
な
く
、
絵

を
見
て
発
見
し
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
鑑
賞

者
同
士
が
対
話
す
る
こ
と
で
、
人
に
よ
っ
て

様
々
な
見
方
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
発
的

に
学
ぶ
。
そ
れ
が
こ
の
数
年
全
国
の
美
術
館

で
広
ま
っ
て
い
る
対
話
型
鑑
賞
で
あ
る
。
大

人
が
「
ど
う
見
て
い
い
の
か
判
ら
な
い
」
と

い
う
抽
象
絵
画
も
、
子
ど
も
達
は
面
白
が
っ

て
鑑
賞
し
、
自
由
に
色
ん
な
意
見
を
言
う
。

子
ど
も
に
美
術
作
品
、
特
に
抽
象
絵
画
や
現

代
美
術
は
難
し
い
、
と
い
う
考
え
は
、
実
は

大
人
の
固
定
観
念
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
現
在
、
小
学
校

で
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
か
ら
１
年
余
り
が

過
ぎ
て
い
る
が
、
目
を
輝
か
せ
生
き
生
き
と

発
言
す
る
子
ど
も
達
の
姿
を
思
い
出
す
と
、

自
分
の
中
に
暖
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
い
て

く
る
の
を
感
じ
る
。
イ
ベ
ン
ト
参
加
も
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
活
動
も
そ
の
後
行
っ
て
お
ら
ず
、

足
踏
み
し
て
い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、
ア
ー

ト
で
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
と
偉
そ

う
な
こ
と
を
言
っ
て
も
、
結
局
元
気
を
も
ら

っ
た
の
は
こ
ち
ら
の
方
な
の
だ
。

作
品
を
見
て
感
じ
た
こ
と
を
共
有
す
る
、

喜
び
を
分
か
ち
合
う
。
他
者
と
の
対
話
を
通

し
て
多
様
な
視
点
を
知
る
こ
と
で
感
性
を
広

佐々木千恵（ささき・ちえ）

倉敷市立美術館学芸員
1967年大阪生まれ。1995年大阪大学大学院文学研究科美学講座博士課程

（美学）中退。
同年より倉敷市立美術館に学芸員として勤務。担当した主な展覧会に「尖
端に立つ男　岡本唐貴とその時代1920－1945」（2001年）、「生誕110年　
池田遙邨展」（2005年）、「共鳴する美術」（2007年、2008年、2010年）、「髙
原洋一　風景のメタモルフォーシス」（2008年）、「京都画壇の巨匠　池田
遙邨展」（2011年）、「二人のHIROSHI－貝原浩・永岡博－」（2017年）、

「高橋秀＋藤田桜－素敵なふたり－」（2019年）などがある。

げ
て
学
び
を
深
め
、
心
を
大
ら
か
に
す
る
。

美
術
作
品
そ
れ
自
体
に
生
活
を
変
え
る
力
は

な
く
と
も
、
私
た
ち
が
ど
う
日
々
の
く
ら
し

や
自
分
自
身
と
向
き
合
う
か
を
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
方
向
に
変
え
る
力
は
、
確
か
に
あ
る
だ

ろ
う
。

決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
い
つ
自
分
が

大
切
な
も
の
、
平
穏
な
日
常
を
失
う
か
判
ら

な
い
。
そ
ん
な
時
に
生
き
る
力
に
な
る
の
は
、

些
細
な
こ
と
に
も
喜
び
や
美
を
見
い
だ
す
柔

ら
か
な
感
性
と
、
他
者
へ
の
共
感
力
で
あ
ろ

う
。
自
然
災
害
の
よ
う
に
突
然
何
か
を
奪
う

の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
が
じ
わ
じ
わ
と
大
切

な
も
の
を
浸
食
し
て
い
る
中
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
活
動
ど
こ
ろ
か
美
術
館
内
で
の
活
動
も
、

身
を
縮
ま
せ
て
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
少
し
ず
つ
で
も
美
術
館
の
外
へ
出
て
、

美
術
館
の
中
に
だ
け
い
た
の
で
は
会
え
な
い

人
々
と
共
に
ア
ー
ト
に
触
れ
、
皆
で
楽
し
み

喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
。
災
害
か
ら
２
年

経
っ
て
、
改
め
て
思
う
の
は
そ
ん
な
こ
と
で

あ
る
。

真備公民館にて
2020/1/12
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第３章　伝える。私たちはどう災害を伝えていくのか

　

２
０
１
８
年
７
月
７
日
、
西
日
本
豪
雨
が

発
生
し
岡
山
市
に
住
む
私
は
総
社
市
の
高
校

に
通
っ
た
こ
と
も
あ
り
馴
染
み
深
い
真
備
町

の
状
況
に
心
を
痛
め
、
す
ぐ
近
く
で
お
き
た

災
害
に
戸
惑
い
な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
。
10

日
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
友
人
で
も
あ
る
絵
画
修

復
士
の
斎
藤
裕
子
氏
、
今
村
友
紀
氏
か
ら
何

か
で
き
な
い
か
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
開

始
す
る
連
絡
を
受
け
「
西
日
本
豪
雨
災
害
大

切
な
も
の
無
料
応
急
処
置
出
来
る
こ
と
を
出

来
る
だ
け
チ
ー
ム
」
へ
参
加
す
る
こ
と
に
し

た
。
彼
女
ら
か
ら
連
絡
を
も
ら
っ
た
と
き
は

ま
だ
現
地
の
状
況
も
何
を
で
き
る
か
も
わ
か

ら
な
か
っ
た
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

わ
ず
か
な
説
明
で
す
ぐ
に
理
解
で
き
た
。
動

か
す
手
と
私
が
画
家
と
し
て
日
常
的
に
筆
を

持
ち
、
紙
を
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
き
る
こ
と

が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
。
こ
の
時
は
被
災
直
後

の
現
地
へ
赴
く
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
た
私
が

微
力
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
い
う
想

い
だ
っ
た
。

経
験
か
ら
つ
な
が
る
可
能
性

子どもさんの成長の記録：欠損部分を和紙で繕う

浅
野
有
紀
（
画
家
）

　

活
動
を
始
め
た
当
初
は
早
急
の
処
置
が
必

要
な
ア
ル
バ
ム
の
解
体
や
写
真
の
洗
浄
な
ど

を
中
心
に
し
て
い
た
が
被
災
物
の
種
類
や
状

況
が
把
握
で
き
た
半
年
ほ
ど
経
過
し
た
頃
か

ら
日
本
画
を
描
く
上
で
筆
や
刷
毛
を
使
い
、

常
に
水
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
役
立
つ
よ
う

に
な
っ
た
。
特
に
裏
打
ち
と
い
う
絵
を
描
い

た
和
紙
や
絵
絹
に
補
強
の
た
め
薄
い
和
紙
を

糊
で
張
る
作
業
は
作
品
制
作
で
行
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
破
れ
や
皺
の
つ
い
た
紙
類
を

元
通
り
に
は
な
ら
な
く
と
も
保
存
出
来
る
状

態
に
す
る
に
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
画
用
紙

な
ど
に
描
か
れ
た
子
ど
も
の
絵
や
賞
状
、
母

子
手
帳
な
ど
の
紙
の
洗
浄
、
修
復
が
主
な
内

容
で
、
和
紙
よ
り
も
破
れ
や
す
い
物
も
多
く

泥
や
皺
が
付
い
た
紙
は
慎
重
に
作
業
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
書
道
の
半
紙
は
破

れ
や
す
か
っ
た
が
メ
ン
バ
ー
で
表
具
師
の
大

西
享
一
氏
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
品
の
特
徴
を
見
極
め
て
洗
浄
、
裏

打
ち
を
し
た
。
こ
の
よ
う
な
作
業
は
経
験
が

あ
り
紙
な
ど
の
素
材
に
慣
れ
て
い
る
こ
と
や

道
具
の
扱
い
や
品
の
状
態
を
見
な
が
ら
作
業

を
出
来
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
始
め
た
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
技
術

や
知
識
が
役
立
つ
か
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

裏
打
ち
の
よ
う
に
私
に
と
っ
て
の
当
た
り
前

の
こ
と
で
も
災
害
時
の
活
動
に
役
立
て
る
こ

破れ・欠損部分の補紙作業子どもさんの書道作品の裏打ち

と
が
出
来
る
こ
と
を
知
っ
た
。
修
復
の
専
門

家
で
は
な
い
の
で
全
て
に
対
応
で
き
た
訳
で

は
な
い
が
日
頃
か
ら
画
材
に
向
き
合
う
中
で

の
気
付
き
や
技
術
が
活
か
せ
た
こ
と
は
得
難

い
経
験
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
こ
の
よ
う
な

技
術
を
要
す
る
活
動
は
誰
に
で
も
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
知
識
と
経
験
が
あ
る

者
が
指
導
し
伝
え
る
こ
と
で
多
く
の
人
と
共

有
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
ず
は
諦

め
な
く
て
も
い
い
こ
と
を
多
く
の
人
が
知
り
、

こ
の
知
識
共
有
が
災
害
を
受
け
た
品
を
救
え

る
希
望
に
な
れ
ば
失
う
も
の
が
減
り
未
来
に

残
す
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
の
活
動
に
お
い

て
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
初
め

て
の
作
業
を
積
極
的
に
こ
な
し
、
地
道
な
修

復
作
業
を
行
う
中
で
も
新
し
い
発
想
が
生
ま

れ
、
よ
り
良
い
方
法
が
導
き
だ
さ
れ
て
い
く

様
子
を
見
て
き
た
。
そ
れ
は
特
別
な
能
力
が

必
要
な
の
で
は
な
く
集
ま
っ
た
人
々
が
協
力

す
る
こ
と
で
こ
そ
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

私
が
関
わ
っ
た
こ
と
は
ほ
ん
の
一
部
分
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
土
地
に
住
む
技
術
と
知
識

を
持
つ
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
関
わ

る
こ
と
で
ア
イ
デ
ア
も
生
ま
れ
、
よ
り
災
害

後
の
復
興
に
可
能
性
が
見
出
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
。
美
術
品
で
は
な
く
と

も
ひ
と
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
に
は
価
値

が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
専
門
性
を
活
か
し

た
活
動
で
救
う
こ
と
が
今
後
起
こ
る
災
害
を

諦
め
な
い
希
望
に
繋
が
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。

膨
大
な
数
の
被
災
物
に
ひ
と
り
の
「
手
」
が

関
わ
れ
る
時
間
は
限
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
人
々
が
伝
え
て
い
く
こ
と
で
「
手
」
が
増

え
て
残
せ
る
も
の
が
確
実
に
増
え
て
い
く
だ

ろ
う
。

浅野有紀（あさの・ゆき）

画家。岡山県出身岡山市在住。
和紙、絹などに墨や顔料で日本画の技法を
用いて作品制作をしている。岡山県内外
のギャラリーや美術館などで展覧会を開催。
西日本豪雨災害発災後「大切なもの」チー
ムメンバーとして子どもさんの絵画、書道
作品、書類等の応急処置活動を行う。

応急処置に使われた日本画用筆・刷毛

裏打ち最終工程：乾燥・しわ伸ばしのために仮張り板に貼る
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今
回
の
西
日
本
豪
雨
災
害
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
参
加
す
る

こ
と
に
少
々
の
戸
惑
い
を
覚
え
つ
つ
、
私
に

も
出
来
る
こ
と
を
、
と
思
い
作
業
に
あ
た
り

ま
し
た
。

　

な
ぜ
な
ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
有
事

に
お
い
て
一
次
的
な
こ
と
に
対
し
て
一
体
ど

の
よ
う
な
働
き
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
も

っ
と
別
の
視
野
を
示
す
こ
と
で
き
る
は
ず
だ
、

「
物
」
よ
り
も
「
心
」
の
方
を
中
心
に
考
え
て

い
き
た
い
、
と
い
う
よ
う
な
思
い
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ま
ず
は
命
を
守
り
助

け
と
な
る
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
第
一
で
す
。

と
同
時
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
果
た
せ

る
こ
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
自
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
今
回
、
私
が
実
際
に
携

わ
っ
た
作
業
は
写
真
の
修
復
、
ア
ル
バ
ム
作

り
の
２
点
で
す
。
な
か
で
も
ア
ル
バ
ム
作
り

は
私
が
版
画
家
で
あ
り
、
製
本
に
近
い
仕
事

を
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
経
験
が

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
使
命

これからも思い出を綴っ
てほしい「アルバムつく
り」（ノートルダム清心女
子大学にて）

岡
村
勇
佑
（
版
画
家
）

う
ま
く
活
か
せ
ら
れ
ま
し
た
。
お
預
か
り
し

た
写
真
を
持
ち
主
に
お
返
し
す
る
際
に
、
そ

の
写
真
を
ま
と
め
る
ア
ル
バ
ム
の
表
紙
を
作

る
デ
ザ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
で
し
た
。

ア
ル
バ
ム
の
表
紙
台
紙
と
な
る
ボ
ー
ル
紙
を

装
幀
紙
な
ど
で
く
る
み
、
そ
の
上
に
予
め
数

十
パ
タ
ー
ン
に
切
っ
て
い
た
紙
、
布
、
レ
ザ

ー
な
ど
を
使
っ
て
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
構

成
す
る
も
の
で
し
た
。
最
初
は
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
清
心
女
子
大
学
の
学
生
た
ち
が
授
業
で
作

成
し
た
と
こ
ろ
、
出
来
上
が
り
も
よ
く
好
評

で
あ
っ
た
た
め
、
写
真
の
持
ち
主
に
も
作
成

し
て
も
ら
い
喜
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
業
に

お
い
て
重
視
し
た
こ
と
は
傷
つ
い
た
物
を
自

身
か
ら
切
り
離
す
の
で
は
な
く
、
新
た
な
希

望
と
し
て
持
ち
続
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
の
思
い
で
あ
り
、
一
助
と
な
れ
る
よ

う
意
識
し
た
こ
と
で
す
。

　

そ
の
意
味
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し

て
い
る
こ
と
の
意
義
を
果
た
せ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

被災アルバムの解体

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
人
の
心
に
直
接
的
、
間

接
的
に
訴
え
か
け
る
仕
事
で
す
。
人
々
の
心

が
豊
か
に
な
り
、
社
会
が
よ
り
良
い
方
向
に

進
ん
で
行
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
作

品
を
通
し
て
、
幸
せ
を
肯
定
し
素
直
に
喜
べ

る
、
悲
し
い
こ
と
が
あ
る
時
に
深
く
寄
り
添

い
、
穏
や
か
に
暮
ら
し
た
い
時
に
は
そ
こ
に

そ
っ
と
佇
み
ま
す
。
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な

心
を
育
む
た
め
の
肥
料
と
し
て
美
術
の
役
割

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
人
々
の
気
づ
か
な
い
よ

う
な
こ
と
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
感
性
、
思
考
、

思
想
で
注
意
警
戒
を
促
し
、
新
た
な
視
点
を

提
示
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
。
美
術

作
品
は
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
生
き

る
こ
と
へ
の
贈
り
物
で
す
。
そ
れ
は
作
品
の

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
直
接
的
な
寓
意
を
持
た
な

い
に
し
て
も
心
に
届
く
べ
き
も
の
で
す
。

　

美
術
作
品
は
た
だ
そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
成

立
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
る
人
が

い
て
、
そ
こ
に
自
身
の
心
を
投
影
し
、
そ
の

反
射
さ
れ
た
も
の
を
心
で
受
け
止
め
る
と
い

う
関
係
で
よ
う
や
く
作
品
と
し
て
成
立
す
る

も
の
で
す
。
そ
れ
は
見
る
ひ
と
り
ひ
と
り
の

意
識
の
違
い
で
作
品
か
ら
受
け
取
る
印
象
は

違
う
で
し
ょ
う
。
同
じ
作
品
で
も
、
あ
る
人

は
感
動
し
、
あ
る
人
は
畏
怖
を
覚
え
る
、
ま

た
あ
る
人
は
何
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
の
過

程
を
経
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
で
も
自
分
と
い

う
存
在
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が

心
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
へ
の
ひ
と
つ

の
行
程
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
そ
の
こ
と
を
繰
り
返
し
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は

提
示
し
続
け
る
こ
と
で
、
そ
の
人
を
励
ま
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

思
え
ば
、
私
た
ち
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
「
今
」

だ
け
で
は
な
く
「
未
来
」
に
向
け
て
制
作
し

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
人
類
が
営
々
と
築
い
て
き
た
文

化
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
た
め
に
あ
り
、

作
品
が
作
ら
れ
た
同
時
代
の
人
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
後
に
生
き
て
い
る
我
々
を
も
力
づ
け
て

く
れ
る
も
の
な
の
で
す
。
そ
れ
は
過
去
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
（
人
類
）
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
言
え
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
取
っ
た
か
ら
に
は
現
代
に
生
き
る
私
た

ち
も
そ
の
文
化
を
継
承
、
共
有
し
、
よ
り
大

き
な
バ
ト
ン
と
し
て
次
の
世
代
に
渡
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
美
術
に
は
生
き
る
こ
と

を
強
く
照
ら
す
力
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
状
況
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
を

追
求
し
顕
に
し
、
人
々
の
心
に
届
け
る
こ
と

こ
そ
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
使
命
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

岡村勇佑（おかむら・ゆうすけ）

1979年倉敷市生まれ、2006年倉敷芸術科学大学大学院博士課程修了、2008年
第2回秀桜基金留学賞受賞後1年間イタリア・ローマ滞在。個展、グループ展を
中心に活動中。
西日本豪雨災害発災後「大切なもの」チームメンバーとして写真、子どもさん
の絵画、書道作品、書類等の応急処置活動を行う。

「大切なもの」保管Box
（デザイン・岡村）

子どもさんの想い出の品を災害から
残すことが出来た方は、それを一つ
の箱にまとめられて保管されていた。
今後の災害からも想い出を残すため
に、大切なものチームからの願いを
込めて。
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２
０
１
９
年
9
月
28
日
か
ら
11
月
4
日
、

岡
山
県
立
美
術
館
に
お
い
て
回
顧
展
「
太
田

三
郎
―
此
処
に
い
ま
す
」
が
開
催
さ
れ
た
。

10
月
末
、
美
術
館
の
休
憩
場
所
に
腰
か
け
て

い
る
と
見
知
ら
ぬ
女
性
が
話
し
か
け
て
き
た
。

斎
藤
裕
子
さ
ん
と
今
村
友
紀
さ
ん
、
と
も
に

絵
画
の
修
復
士
だ
と
い
う
。
前
年
倉
敷
市
真

備
町
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
で
水
浸
し
に
な
っ

た
写
真
を
無
償
で
洗
浄
し
て
届
け
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
画
像
が
流
れ
落
ち
て
何
が

映
っ
て
い
る
か
判
ら
な
い
写
真
は
持
主
か
ら

「
見
る
の
が
つ
ら
い
」
と
言
わ
れ
る
と
さ
み
し

そ
う
に
語
っ
た
。

「
太
田
さ
ん
な
ら
、
こ
れ
ら
を
ア
ー
ト
で
残

す
こ
と
が
出
来
ま
す
か
？
」
と
訊
か
れ
、
ま

ず
は
引
き
取
り
手
の
な
い
写
真
を
見
せ
て
貰

う
こ
と
に
な
っ
た
。

11
月
半
ば
、
そ
れ
ら
の
写
真
を
目
に
し
た

と
き
、
緑
や
紫
が
か
っ
た
マ
ー
ブ
ル
模
様
に

抽
象
絵
画
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。
人
物

「
大
切
な
も
の
」
を
未
来
に
届
け
る

浸水で像が残らなかった写真

太
田
三
郎
（
現
代
美
術
家
）

や
風
景
が
わ
ず
か
に
残
り
「
絵
画
と
は
何

か
？
写
真
と
は
何
か
？
」
と
問
い
か
け
る
よ

う
な
写
真
も
あ
り
、
偶
然
が
も
た
ら
し
た
ア

ー
ト
作
品
に
見
え
る
。

斎
藤
さ
ん
た
ち
は
被
災
し
た
写
真
に
と
ど

ま
ら
ず
、
子
ど
も
の
絵
や
母
子
手
帳
な
ど
も

洗
浄
し
て
い
る
と
言
い
、
西
日
本
豪
雨
災
害

被
災
者
の
心
の
復
興
を
目
指
す
尊
い
活
動
を

な
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
。
何

か
に
活
用
す
る
と
約
束
は
し
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
ら
を
受
け
取
っ
て
別
れ
た
。

災害を記録・伝えるためのアート
2020年3月、共同通信社の寺田佳代記者から取材を受
け、4月に入ると配信された記事が中国新聞や産経新聞、
東京新聞、山陽新聞、東奥日報（青森）、秋田魁新報、毎
日新聞岡山県版に掲載された。読売日新聞岡山県版は
単独取材。6月26日NHK岡山放送局「もぎたて」で放
送された。

「宛名のない手紙」「浮遊・拡散する写真」

水
浸
し
に
な
っ
た
う
え
に
、
持
主
か
ら
受

け
取
っ
て
貰
え
な
い
写
真
は
、
二
重
に
傷
つ

い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
ま
た
一

所
懸
命
洗
浄
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も

報
わ
れ
な
い
と
感
じ
た
。
日
が
た
つ
に
つ
れ

西
日
本
豪
雨
災
害
「
大
切
な
も
の
」
無
償
応

急
処
置
活
動
チ
ー
ム
の
取
組
を
、
岡
山
の
美

術
史
に
残
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
写
真
は
、
物
質
的
に
は
紙
に
顔

料
が
付
着
し
た
だ
け
の
も
の
だ
。
あ
る
者
に

と
っ
て
は
何
等
興
味
を
持
た
な
い
写
真
が
、

別
の
者
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
一
枚

に
な
る
。
つ
ま
り
誰
か
が
、
意
味
を
見
出
し

た
と
き
に
写
真
と
し
て
の
存
在
価
値
が
生
じ

る
と
言
え
よ
う
。

私
に
託
さ
れ
た
写
真
は
、
画
面
か
ら
人
物

や
風
景
が
失
わ
れ
て
抽
象
絵
画
の
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
私
を
惹
き
つ
け
た
。
損
傷
す
る

前
の
写
真
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
写
真
を
白
い
フ
レ
ー
ム
に
納

め
る
と
、
掌
の
上
で
眺
め
て
い
た
と
き
よ
り

魅
力
的
に
見
え
る
。
フ
レ
ー
ム
に
は

「R
escued Photo July 2018 M

abi 
Kurashiki O

kayam
a Japan

」
と
記
し
た
。

そ
れ
ら
を
棚
に
整
然
と
並
べ
て
広
い
空
間
に

展
示
し
て
み
た
い
。
ま
た
展
示
し
な
い
時
は
、

傷
つ
い
た
写
真
を
ガ
ー
ゼ
や
包
帯
で
擁
護
す

る
感
覚
で
、
不
織
布
で
つ
く
っ
た
封
筒
に
入

れ
て
保
管
す
る
。
封
筒
に
は
太
田
三
郎
特
製

の
消
印
が
エ
ン
ボ
ス
状
に
刻
印
さ
れ
、
い
わ

ば
「
宛
名
の
な
い
手
紙
」
と
い
う
位
置
づ
け

で
あ
る
。
さ
ら
に
写
真
を
拡
大
コ
ピ
ー
し
て

舟
を
折
っ
た
。
こ
れ
ら
は
「
浮
遊
・
拡
散
す

る
写
真
」
と
し
て
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

作
品
に
仕
上
げ
る
予
定
だ
。

大
き
な
災
害
現
場
で
真
っ
先
に
役
立
つ
の

は
炊
き
出
し
の
お
に
ぎ
り
で
あ
り
、
温
か
い

毛
布
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
ア
ー
ト
作

品
の
何
と
無
力
な
こ
と
か
。
し
か
し
、
ア
ー

ト
は
即
戦
力
こ
そ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
被

災
し
た
方
々
の
心
に
寄
り
そ
え
る
の
で
は
な

い
か
。
西
日
本
豪
雨
災
害
「
大
切
な
も
の
」

無
償
応
急
処
置
活
動
チ
ー
ム
の
活
動
は
、
ま

さ
に
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
チ
ー
ム

の
「
大
切
な
も
の
」
と
は
写
真
や
母
子
手
帳

な
ど
思
い
出
の
品
々
だ
が
、
私
は
そ
こ
に
チ

ー
ム
の
「
活
動
」
そ
の
も
の
を
加
え
て
未
来

に
届
け
た
い
。

太田三郎（おおた・さぶろう）

1950年山形県鶴岡市生まれ。岡山県津山市在住。1971年国立鶴岡工業高等専
門学校機械工学科卒業。2013年「創造する伝統賞」2016年「山陽新聞賞/文化
功労」「福武文化賞」2018年「地域文化功労者文部科学大臣表彰。
現代美術家。郵便切手や消印を用いた作品や、身近なものをオリジナルの切手
の形にした作品制作など、郵便を素材に「時間」と「場所」の関係性をテーマ
とする。近年は一般市民と共同制作するアート・プロジェクトを各地で展開し
ている。
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表
具
師
と
し
て
出
来
る
事
を

倉
敷
川
の
支
流
、
汐
入
川
の
土
手
道
に
沿

っ
た
住
宅
地
に
我
が
家
は
建
っ
て
い
ま
す
、

道
幅
は
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
水
面
は
日
頃

四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
を
緩
や
か
に
流
れ
て
い

ま
す
。

平
成
三
十
年
七
月
六
日
バ
ケ
ツ
を
引
っ
繰

り
返
し
た
よ
う
な
雨
が
降
り
続
き
、
濁
流
が

土
手
道
す
れ
す
れ
に
ま
で
上
が
っ
て
き
ま
し

た
。
私
の
記
憶
に
は
無
い
水
量
と
流
れ
の
勢

い
で
し
た
、
幸
い
な
こ
と
に
土
手
道
を
超
え

る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
真
備
地
域

で
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
仕
事
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
絵
画
修
復
工
房
さ
ん
か
ら
、
こ
の
度

水
害
に
あ
わ
れ
た
人
達
の
大
切
な
思
い
出
の

品
々
を
出
来
る
だ
け
き
れ
い
に
し
て
さ
し
あ

げ
た
い
、
と
い
う
思
い
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
立
ち
上
げ
た
い
と
、
お
声
か
け
頂

き
ま
し
た
。
も
し
前
の
川
の
水
位
が
数
十
セ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
終
え
て

被災した御朱印帳カビの発生した日本画

大
西
享
一
（
表
具
師
）

ン
チ
増
し
て
い
た
ら
同
じ
被
害
を
受
け
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
何

が
で
き
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
職
業
上

（
表
具
師
）古
書
画
等
の
修
復
の
経
験
が
お
役

に
立
て
れ
ば
と
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

龍
昌
院
で
の
活
動

八
月
に
入
り
倉
敷
の
お
寺
を
お
借
り
し
作

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
多
く
の

人
た
ち
と
又
色
々
な
場
所
を
お
借
り
し
て
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
お
預
か
り
し
た
品
は
多
種

に
わ
た
り
、
写
真
類
、
子
ど
も
さ
ん
の
日
記

帳
、
図
画
の
作
品
、
半
紙
に
書
い
た
習
字
、
賞

状
、
ノ
ー
ト
類
、
又
茶
道
の
許
状
、
御
朱
印

帳
、
過
去
帳
、
母
子
手
帳
等
々
す
べ
て
が
泥

に
ま
み
れ
て
い
て
、
夏
と
い
う
こ
と
も
あ
り

色
々
な
カ
ビ
が
生
え
て
い
ま
し
た
。
担
当
は

違
い
ま
し
た
が
写
真
は
ア
ル
バ
ム
に
入
っ
て

い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
水
が
中
に
残

り
プ
リ
ン
ト
の
映
像
が
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て
い

る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
映
像
が

崩
れ
無
い
よ
う
ア
ル
バ
ム
か
ら
水
を
抜
き
写

真
を
取
り
出
し
乾
燥
さ
せ
消
毒
を
行
う
気
の

遠
く
な
る
作
業
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
活
動
に
は
気
の
遠
く
な
る
と
言
う

言
葉
が
全
て
に
あ
て
は
ま
り
ま
し
た
。

御
朱
印
帳
の
応
急
処
置

私
は
朱
印
帳
に
、
乾
燥
し
て
こ
び
り
つ
い

て
い
る
、
赤
土
を
は
が
す
作
業
か
ら
皆
さ
ん

と
一
緒
に
始
め
ま
し
た
。

先
ず
は
ヘ
ラ
等
で
表
面
の
土
を
か
ぎ
落
そ

う
と
し
ま
し
た
が
、
朱
印
帳
の
作
り
か
ら
の

問
題
で
、
一
般
に
朱
印
帳
は
表
紙
と
裏
表
紙
、

そ
し
て
朱
印
を
い
た
だ
く
紙
面
（
主
に
奉
書

い
う
和
紙
）
と
で
で
き
、
蛇
腹
折
り
の
折
本

で
す
の
で
、
中
が
空
洞
に
な
っ
て
い
ま
す
、
そ

こ
に
も
泥
が
入
り
込
み
固
ま
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
1
冊
を
24
枚
（
多
く
が
）
に
分
解
し

て
１
枚
１
枚
柔
ら
か
い
刷
毛
で
水
洗
い
を
行

い
ま
し
た
。

和
紙
の
繊
維
の
中
に
パ
ウ
ダ
ー
状
の
土
が

溶
け
込
ん
で
い
た
の
で
皆
さ
ん
根
気
よ
く
慎

重
に
水
洗
い
を
行
な
い
ま
し
た
、
後
プ
レ
ス

乾
燥
、
折
本
仕
立
で
や
っ
と
１
冊
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
工
程
を
何
冊
も
何
冊
も
行
い
ま

し
た
。
少
し
疑
問
に
思
っ
た
事
は
墨
や
水
彩

絵
具
で
書
い
た
も
の
は
水
に
浸
か
る
と
に
じ

ノートルダム清心女子大学での裏打ち講
習会

掛け軸に発生した黴の吸引除去

西日本豪雨災害「大切なもの」無償応急処置活動報告展「一枚のはがき」ワークショ
ップ（天神山文化プラザ）：日本の装丁―想い出の古布で折帖つくり2019年3月31日

み
が
出
や
す
い
の
で
す
が
、
に
じ
み
は
あ
ま

り
で
な
か
っ
た
用
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
、
浸

か
っ
た
水
に
は
い
ろ
ん
な
物
質
が
混
ざ
っ
て

墨
等
に
定
着
効
果
が
で
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
作
業
後
の
手
洗
い
励
行
）

「
表
装
」の
技
術・楽
し
さ
を

後
日
、
朱
印
帳
作
り
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
、
岡
山
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
で
皆
さ

ん
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
以
外
の
人
た
ち
も
多
く
参
加
さ
れ
、
楽
し

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
多
く
行
っ
た
の
は
作
品
の
破
れ
や
欠

如
し
た
部
分
に
補
修
を
し
補
強
を
目
的
と
し

て
裏
打
ち
と
い
う
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
薄

口
の
和
紙
に
薄
糊
を
塗
り
刷
毛
で
撫
で
て
定

着
す
る
作
業
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め

て
の
作
業
で
し
た
の
で
、
少
し
指
導
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
直
ぐ
に
慣
れ
て
作

業
は
進
み
ま
し
た
。

水
災
の
爪
痕「
紙
に
発
生
し
た
黴
」

今
回
一
番
厄
介
な
作
業
は
カ
ビ
の
除
去
で

し
た
、
絵
画
修
復
工
房
さ
ん
が
所
有
さ
れ
て

い
る
特
殊
な
吸
引
機
で
乾
燥
し
て
い
る
カ
ビ

を
取
り
除
き
（
マ
ス
ク
着
用
）
後
、
水
洗
い
、

消
毒
、
等
行
な
い
ま
し
た
が
一
部
の
カ
ビ
色

は
取
り
除
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
日
カ
ビ
の

つ
い
た
廃
棄
物
で
酸
素
系
塩
素
系
漂
白
剤
、

還
元
作
用
を
利
用
し
た
漂
白
剤
等
々
で
実
験

を
行
い
ま
し
た
、
カ
ビ
の
種
類
に
よ
り
漂
白

剤
の
効
果
が
か
な
り
違
っ
て
い
ま
し
た
、
赤

カ
ビ
に
は
酸
素
系
、
黒
カ
ビ
に
は
還
元
系
が

効
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
薬
品

を
使
用
す
る
た
め
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

又
作
品
に
水
分
を
少
し
ず
つ
与
え
て
カ
ビ

の
部
分
に
超
音
波
ポ
ー
タ
ブ
ル
ウ
ォ
ツ
シ
ヤ

ー
（
シ
ャ
ツ
の
襟
汚
れ
等
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

す
る
機
器
）
を
あ
て
て
、
バ
キ
ュ
ー
ム
す
る

と
か
な
り
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
紙
等

が
い
た
み
や
す
い
の
で
最
大
限
の
注
意
が
必

要
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
振
り
返
り
、
私
自

身
は
作
品
を
お
預
か
り
し
工
房
で
の
作
業
が

主
で
し
た
が
皆
さ
ん
は
時
間
を
割
い
て
遠
く

か
ら
も
来
ら
れ
作
業
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

特
に
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
立
ち
上

げ
、
被
災
し
た
品
々
を
集
め
、
安
全
に
保
管

し
、
作
業
場
を
確
保
し
、
当
日
の
準
備
等
々

を
行
い
そ
し
て
お
預
か
り
し
た
品
々
を
依
頼

者
の
方
に
お
返
し
し
て
い
く
責
任
を
担
い
果

た
さ
れ
た
、
絵
画
修
復
工
房
の
斎
藤
さ
ん
今

村
さ
ん
へ
心
か
ら
お
疲
れ
様
で
し
た
と
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

大西享一（おおにし・きょういち）

1951年生まれ、明賢堂三代目。1910年創業
の明賢堂大西表具店にて修業の後、京都西田
松月堂にて書画の修復を学ぶ。一級表具技能
士、職業訓練指導士、ものづくりマイスター。
西日本豪雨災害発災後「大切なもの」チーム
メンバーとして、写真、子どもさんの絵画、
書道作品、書類等の応急処置活動を行う。
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第３章　伝える。私たちはどう災害を伝えていくのか

「
大
切
な
も
の
」無
償
応
急
処
置
出
来

る
こ
と
を
出
来
る
だ
け
チ
ー
ムへ
の
参
加

私
が
本
活
動
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
、

代
表
者
で
あ
る
斎
藤
裕
子
氏
か
ら
の
呼
び
か

け
で
し
た
。
同
氏
は
油
絵
の
修
復
が
ご
専
門

で
あ
り
、
掛
軸
等
の
日
本
絵
画
の
修
復
に
関

す
る
協
力
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
要
請
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
地
に
赴
き
作
品
と
対
面

し
た
の
は
２
０
１
９
年
8
月
、
被
災
か
ら
1

年
が
過
ぎ
た
頃
で
し
た
。
本
稿
は
そ
の
際
の

被
災
品
掛
軸
に
施
し
た
処
置
に
つ
い
て
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

災
害
時
の「
文
化
財
」保
護
と「
個

人
の
大
切
な
も
の
」の
保
護
に
つい
て

言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
は
災
害
大
国
で

す
。
地
震
、
大
雨
、
火
事
…
…
毎
年
の
よ
う

に
予
想
を
超
え
る
災
害
が
起
こ
り
、
多
く
の

方
が
被
災
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
人
命

や
文
化
財
の
救
済
体
制
す
ら
不
十
分
な
中
、

被
災
品
の
応
急
処
置
と
そ
の
後
の
本
格
的
な
修
復
に
向
け
て

水に浸かった後
巻いたまま乾燥し
てしまった掛け軸

山
田
祐
子
（
日
本
画
修
復
士
）

未
指
定
の
個
人
所
有
作
品
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
対
処
が
で
き
る
か
と
い
う
の
は
非
常
に

難
し
い
問
題
で
す
。
し
か
し
、
個
人
に
と
っ

て
想
い
出
の
あ
る
大
切
な
も
の
は
唯
一
無
二

で
あ
り
、
簡
単
に
諦
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
個
人
所
有

作
品
の
修
復
に
関
し
て
、
ど
こ
に
相
談
す
れ

ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
問

題
点
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

災
害
時
の
文
化
財
の
救
済
と
い
う
点
で
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、
近
年

で
は
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
台
風
被
害
、

熊
本
地
震
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
災
害
時
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
お
い
て
、

い
わ
ゆ
る「
文
化
財
」と
さ
れ
る
国
民
共
有
の

財
産
を
守
る
体
制
は
数
々
の
災
害
か
ら
の
経

験
を
も
と
に
近
年
少
し
ず
つ
整
っ
て
き
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で

文
化
財
の
専
門
家
に
よ
る
文
化
財
を
対
象
に

し
た
活
動
で
あ
り
、
個
人
所
有
作
品
へ
の
対

応
に
は
目
が
向
け
ら
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

紙
作
品
が
水
害
に
遭
う
と
い
う
こ
と

紙
媒
体
の
作
品
が
水
害
に
遭
う
と
水
に
よ

る
汚
染
、
カ
ビ
の
発
生
、
乾
燥
後
の
変
形
な

ど
様
々
な
損
傷
が
起
こ
り
ま
す
。
中
で
も
最

も
緊
急
性
を
要
す
る
問
題
と
し
て
は
、
カ
ビ

に
よ
る
損
傷
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
洪
水
の
際

に
は
、
泥
と
と
も
に
様
々
な
汚
染
物
質
を
含

ん
だ
水
が
作
品
を
襲
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

様
々
な
も
の
が
含
ま
れ
た
水
は
真
菌
類
の
栄

養
分
を
豊
富
に
含
ん
で
お
り
、
湿
度
の
高
い

日
本
で
は
カ
ビ
が
発
生
す
る
の
は
時
間
の
問

題
で
す
。
作
品
に
付
着
し
た
カ
ビ
の
胞
子
は

菌
糸
を
伸
ば
し
て
物
理
的
に
素
材
を
破
壊
す

る
だ
け
で
な
く
、
カ
ビ
に
よ
る
生
成
物
の
色

素
は
シ
ミ
と
な
り
作
品
を
汚
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
色
素
は
紙
の
繊
維
の
奥
に
ま
で
入
り

込
む
た
め
、
除
去
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で

す
。一

般
に
相
対
湿
度
60
％
rh
以
上
の
環
境
下

で
カ
ビ
の
発
生
、
生
育
が
活
発
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
梅
雨
時
の
日
本
で
は
60
％

rh
ど
こ
ろ
か
70
％
rh
を
超
え
る
こ
と
も
珍
し

く
な
く
、
ま
し
て
や
作
品
が
湿
っ
た
状
態
が

続
く
と
カ
ビ
の
リ
ス
ク
が
よ
り
高
ま
る
の
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
水
害

に
遭
っ
た
作
品
は
ま
ず
そ
れ
以
上
カ
ビ
被
害

が
進
行
し
な
い
状
況
を
整
え
る
こ
と
が
最
も

特殊なへらで掛
け軸を開く

重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
乾
燥
方
法

は
、
風
乾
や
凍
結
乾
燥
、
吸
い
取
り
紙
を
使

用
し
て
圧
を
か
け
る
方
法
な
ど
、
作
品
の
状

態
と
状
況
に
応
じ
て
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。

真
備
の
被
災
掛
軸
に
つ
い
て

今
回
対
象
と
な
っ
た
被
災
掛
軸
は
、
ほ
と

ん
ど
が
巻
か
れ
た
状
態
で
被
災
し
た
も
の
で

し
た
。
箱
は
な
く
、
複
数
本
ま
と
め
て
長
持

に
入
れ
ら
れ
た
状
態
で
長
持
の
中
に
水
が
侵

入
し
て
被
災
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
す
べ

て
紙
本
作
品
で
、
墨
画
、
墨
書
、
淡
彩
と
い

っ
た
作
品
群
で
し
た
。

巻
か
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
風
乾
さ
れ
、
掛

軸
の
外
側
は
乾
い
た
泥
に
覆
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
泥
が
接
着
剤
と
な
り
容

易
に
は
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。

さ
ら
に
、
作
品
や
表
具
に
繊
維
の
短
い
紙
が

使
わ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
り
、
強
引
に
力
を

加
え
る
と
作
品
が
破
れ
か
ね
な
い
状
況
で
し

た
。

被
災
掛
軸
へ
の
処
置

こ
れ
ら
の
作
品
は
そ
の
後
地
元
の
専
門
家

に
修
復
を
依
頼
す
る
予
定
の
も
の
も
あ
れ
ば

当
面
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ

る
と
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
展
開
し

て
中
の
作
品
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
し
た
。
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

小
さ
な
竹
や
金
属
の
箆
を
差
し
込
ん
で
少
し

ず
つ
剥
が
す
方
法
を
と
り
ま
し
た
。
ど
う
し

て
も
開
か
な
い
箇
所
は
少
量
の
湿
り
を
与
え

て
慎
重
に
剥
が
し
ま
し
た
。

し
っ
か
り
と
巻
か
れ
た
状
態
で
被
災
し
た

た
め
に
、
著
し
い
泥
の
侵
入
は
表
具
層
に
留

ま
り
、
幸
い
作
品
へ
の
被
害
は
比
較
的
軽
度

な
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
既
に
中
ま
で
し
っ

か
り
乾
燥
し
て
お
り
、
カ
ビ
跡
は
認
め
ら
れ

た
も
の
の
こ
の
時
点
で
活
動
性
の
カ
ビ
は
見

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

目
視
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
作
品
は
比
較
的

難
を
逃
れ
て
い
ま
し
た
が
表
具
部
分
は
泥
に

よ
る
汚
染
や
シ
ミ
、
カ
ビ
跡
な
ど
の
損
傷
が

著
し
く
表
具
裂
／
紙
の
再
使
用
が
困
難
で
あ

る
と
判
断
し
ま
し
た
。
表
具
部
分
は
未
だ
多

く
の
泥
を
含
み
カ
ビ
な
ど
の
温
床
と
な
り
得

る
こ
と
、
か
つ
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
す
ぐ
に

本
格
的
な
修
復
処
置
を
受
け
ら
れ
る
状
況
に

な
い
こ
と
か
ら
、
所
有
者
の
承
諾
の
も
と
、
作

品
と
表
具
部
分
を
切
り
離
す
処
置
を
行
い
ま

し
た
。

一
般
に
裏
打
紙
の
交
換
を
伴
わ
な
い
部
分

的
な
処
置
の
場
合
、
そ
の
処
置
に
よ
り
修
復

が
完
了
す
る
場
合
と
、
そ
の
後
の
本
格
的
な

処
置
を
前
提
と
し
た
応
急
的
な
処
置
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
掛
軸
作
品
群
は
、
い
ず
れ
も

そ
の
後
の
仕
立
て
直
し
な
ど
の
大
掛
か
り
な

修
復
処
置
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
今
後
の
修
復
作
業
を
踏
ま
え
て
、
応

急
処
置
と
し
て
行
う
べ
き
こ
と
を
判
断
し
ま

し
た
。

応
急
処
置
か
ら

本
格
的
な
修
復
処
置
へ

　

被
災
に
よ
る
損
傷
状
況
と
し
て
は
、
水
害

に
よ
る
シ
ミ
、
カ
ビ
跡
、
絵
具
の
剥
離
、
裏

打
紙
と
作
品
の
糊
離
れ
、
作
品
と
表
具
の
つ

な
ぎ
目
の
外
れ
、
掛
軸
全
体
の
波
う
ち
な
ど

が
確
認
さ
れ
、
被
災
以
前
か
ら
の
損
傷
は
虫

喰
い
、
破
れ
、
巻
緒
の
擦
り
切
れ
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
診
断
か
ら
、
今

後
本
格
的
な
修
復
で
行
う
べ
き
処
置
と
し
て
、

絵
具
の
剥
落
止
め
、
水
を
用
い
た
洗
浄
、
カ

ビ
の
除
去
、
欠
損
部
の
補
填
、
裏
打
紙
の
交

換
、
表
具
の
仕
立
て
直
し
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

本
事
例
で
幸
運
だ
っ
た
の
は
、
地
元
の
表

具
・
修
復
工
房
の
方
々
が
応
急
処
置
作
業
に

ご
参
加
く
だ
さ
り
、
所
有
者
様
と
一
堂
に
会

し
て
方
針
決
定
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
今
後

の
修
復
は
地
元
の
工
房
に
依
頼
さ
れ
る
可
能

性
が
高
か
っ
た
た
め
、
状
況
を
一
緒
に
確
認

し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
よ
り
明
確
に
「
応
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「みんなで残そう！想い出をつ
くろう！！まびシェアにおいで
よ２day`s」
ご自身でできる「掛け軸」の災害応急処置講習

（まびシェア　真備町有井）2019年8月10日
掛け軸の構造、扱い方講習のほか、水災後の乾燥で
開かなくなった軸を依頼者と共に開く。中には、破
れた子どもさんの絵画の処置を依頼し一緒に作業す
るお母さんも。

急
処
置
と
し
て
何
を
す
れ
ば
そ
の
後
の
修
復

作
業
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
れ
る
か
」
と
い
っ
た

こ
と
を
ご
相
談
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
多
く
の
被
災
現
場
で
は
、
応

急
処
置
の
段
階
で
は
そ
の
後
ど
の
工
房
が
ど

こ
ま
で
の
修
復
を
行
う
か
、
と
い
う
の
は
不

確
定
な
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
今
回
の
よ

う
に
修
復
作
業
の
施
工
者
と
相
談
し
な
が
ら

応
急
処
置
が
で
き
た
の
は
非
常
に
稀
な
こ
と

で
し
た
。

災
害
か
ら
学
ぶ
こ
と

災
害
大
国
日
本
に
お
い
て
、
自
然
災
害
を

避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
何

を
備
え
、
被
災
し
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
先
例
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
被
災
し
た
大
切
な
も
の
を
守

る
に
は
参
考
と
な
る
多
く
の
事
例
が
あ
り
ま

す
が
、
各
々
の
現
場
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が

あ
り
応
用
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
う
い
っ
た
経
験
を
風

化
さ
せ
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
保
つ
こ
と
が

災
害
対
策
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

文化財保護法について

　本プロジェクトは「文化財」には含まれないけれども「何にも代えられない大切なもの」を対象として
立ち上がりました。では、そもそも「文化財」とはいったい何でしょうか？
　わが国では「文化財」に関する法律として「文化財保護法」という法律があります。この法律では文化
財の定義や保護の目的、制度などについて定められています。そしてこの法律に基づいて日本の文化財は
守られているのです。
　では、その保護対象となる「文化財」とは、具体的にどのようなものでしょうか。文化財保護法では有
形文化財（建造物、美術工芸品）・無形文化財（演劇、音楽、工芸技術など）・民俗文化財・記念物（埋蔵
文化財と史跡名勝天然記念物）・文化的景観・伝統的建造物群が挙げられています。また、これらの他に
文化財の保存技術（保存に必要な材料や用具の生産製作や修復の技術）や埋蔵文化財も保護の対象となっ
ています。
　これらの文化財のうち、重要なものが国から指定/選定/登録されています。指定等のレベルを「とくに
重要なもの（国宝/特別史跡/特別名勝/特別天然記念物）」と「重要なもの（重要文化財/史跡/名勝/天然
記念物）」という2段階に分けることでそれぞれの重要度に応じた保護措置がとられています。
　また、文化財保護法ではその目的として文化財の保存と活用を謳っています。活用というのは、国民の
文化的向上やその進歩のために文化財を役立てる、ということです。どんなにすばらしい文化財でも、誰
の目にも触れずにしまい込まれていると、それは物質的には守られるかもしれませんが、その価値を守っ
ていることにはなりません。そこで、国民共有の財産である文化財は保存しながら公開するという基本的
な方針があります。
　文化財保護法が制定されるまでには、文化財を守らなければならないという価値観を国民が共有するに
至る経緯がありました。明治時代以前の日本では国の制度のもとで古い宝物を保護するという概念はあり
ませんでした。ところが明治維新以降、天皇を中心とした近代的な国家を作るため、あらゆる分野で近代
化が推進されました。そうした中で日本古来の伝統文化を軽視する風潮が高まり、各地で廃仏毀釈という
運動が起こりました。廃仏毀釈とは、仏教関係の建造物や宝物を破壊し排斥する運動です。日本中で仏教
に関わる宝物が破壊され、古物商に流出しました。この時の廃仏毀釈と第2次世界大戦が日本における文
化財の2大危機と言われています。このような状況の中で、このままでは日本の貴重な宝物がなくなって
しまう、という危機感が高まりました。そこで日本初の文化財保護政策が布告されました。古い貴重なも
のを国が守るという近代的な文化財保護の概念の始まりでした。しかしこのころは仏教関係の建造物や美
術工芸品のみが保護の対象でした。その後新しい政策が布告され、仏教関係以外の建造物や美術工芸品、
史蹟、天然記念物も保護の対象となっていきました。
　そんな中、文化財保護法が制定されるきっかけとなった事件がありました。当時、法隆寺の大修理事業
に先立って大規模な調査が実施されていました。その一環として行われていた金堂壁画の模写作業中に火
災が発生し、貴重な壁画が全焼してしまったのです。この事件がきっかけとなり、翌1950年、文化財保護
法が制定されました。この苦い経験を忘れないために、火災の起こった1月26日は文化財防災デーと定め
られています。
　文化財保護法が制定されたことで、それまでは対象外だった無形文化財や埋蔵文化財も保護の対象とな
りました。その後7回の改正を経て今日の保護体制に至っています。（山田、2020年現在）

補彩作業 欠損部分の補彩 短冊の裏打ち
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水
損
油
彩
画
の
修
復

斎
藤
裕
子
・
今
村
友
紀
（
絵
画
修
復
工
房
Ｙ
ｅ
Ｙ
）

芸
術
が
伝
え
る
水
災

　

私
た
ち
は
絵
画
修
復
士
で
す
。
絵
画
の
中

で
も
油
彩
画
の
修
復
が
専
門
で
す
。
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
作
品
を
生
み
出
す
の
に
対
し
て
、

私
た
ち
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
生
み
出
し
た
作

品
を
良
い
状
態
で
残
し
、
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
仕
事
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

「
坂
田
一
男
」
と
い
う
画
家
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
。
明
治
22
年
8
月
22
日
岡
山
市
に
生

ま
れ
、
昭
和
31
年
玉
島
市
の
自
宅
で
逝
去
し

た
日
本
人
と
し
て
は
抽
象
画
の
先
駆
を
な
し

た
画
家
で
す
。
そ
の
作
品
は
今
で
も
大
原
美

術
館
、
岡
山
県
立
美
術
館
、
倉
敷
市
立
美
術

館
な
ど
に
収
蔵
、
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

坂
田
一
男
作
品
は
そ
の
画
業
を
今
に
伝
え

る
と
共
に
、「
水
災
が
油
彩
画
に
与
え
る
ダ
メ

ー
ジ
は
い
か
な
る
も
の
か
」「
水
損
油
彩
画
を

残
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
処
置
と
配
慮
が
な

さ
れ
る
の
か
」
を
今
に
伝
え
続
け
て
い
る
作

品
群
で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

玉
島
に
あ
っ
た
坂
田
一
男
の
ア
ト
リ
エ
は
、

昭
和
20
年
と
29
年
の
水
害
に
よ
っ
て
水
没
し

て
い
る
の
で
す
。

「
坂
田
一
男
」作
品
に
み
る

水
損
油
彩
画
の
損
傷
と
修
復

　

平
成
23
年
、
倉
敷
市
立
美
術
館
所
蔵
の　

坂
田
一
男
油
彩
画
作
品
の
修
復
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
水
災

に
よ
り
甚
大
な
損
傷
を
受
け
つ
つ
も
、
数
十

年
の
間
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

そ
の
中
の
2
点
が
「
オ
ダ
リ
ス
ク
」「
横
た
わ

る
裸
婦
」
で
す
。

１
．
油
彩
画
の
構
造

　

油
彩
画
の
支
持
体
（
絵
が
描
か
れ
る
も
の
）

は
、「
キ
ャ
ン
バ
ス
」
で
す
。
油
絵
具
の
油
が

キ
ャ
ン
バ
ス
布
に
し
み
こ
む
こ
と
を
防
ぐ
た

め
と
、
画
家
の
好
む
絵
具
の
伸
び
を
実
現
す

る
た
め
の
「
地
塗
り
」
が
施
さ
れ
た
麻
布
を
、

ペ
ン
チ
で
木
枠
に
ぴ
ん
と
張
り
く
ぎ
留
め
し

た
も
の
が
キ
ャ
ン
バ
ス
で
す
。
習
作
な
ど
に

は
支
持
体
と
し
て
合
板
が
使
用
さ
れ
る
例
も

あ
り
ま
す
。

　

日
本
画
や
水
彩
画
な
ど
に
比
べ
て
油
彩
画

は
絵
具
層
が
厚
く
硬
い
、
水
で
色
が
滲
ん
だ

り
も
し
な
い
と
い
っ
た
ふ
う
に
丈
夫
な
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
水
損
に
は
と
て

も
も
ろ
い
構
造
を
持
つ
絵
画
な
の
で
す
。

２
．
支
持
体
の
損
傷
と
修
復

　

油
彩
画
の
絵
具
層
の
亀
裂
（
ひ
び
割
れ
）、

剥
離
、
剥
落
な
ど
の
損
傷
は
、
キ
ャ
ン
バ
ス

布
が
受
け
る
湿
気
に
起
因
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン

バ
ス
布
は
木
枠
に
ぴ
ん
と
張
っ
て
い
る
と
は

い
え
、
作
品
裏
面
は
布
が
む
き
出
し
の
状
態

で
す
。
つ
ま
り
、
室
内
湿
度
の
影
響
を
受
け

や
す
く
、
日
々
の
湿
度
変
化
に
よ
る
伸
縮
を

繰
り
返
し
て
い
る
の
で
す
。
湿
気
を
含
む
と

麻
布
繊
維
は
縮
み
、
乾
燥
す
る
と
伸
び
る
。

こ
の
微
妙
な
伸
縮
は
、
長
年
の
う
ち
に
絵
具

層
に
負
担
を
か
け
、
ひ
び
割
れ
、
つ
い
に
は

絵
具
の
剥
落
を
引
き
起
こ
す
の
で
す
。

　

水
災
で
油
彩
画
が
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
の
ダ
メ
ー
ジ
は
想
像
に
難
く
な
い
で

し
ょ
う
。

坂田一男　油彩画
「オダリスク」修復前

修復前斜光写真
合板の剥離・欠損

　

坂
田
一
男
作
品
は
、
水
災
に
よ
る
水
濡
れ

と
そ
の
後
の
乾
燥
に
よ
り
キ
ャ
ン
バ
ス
は
激

し
く
波
う
ち
、
し
か
も
パ
サ
パ
サ
と
し
た
布

と
し
て
の
柔
軟
性
を
失
っ
た
状
態
で
し
た
。

さ
ら
に
、
坂
田
一
男
の
作
品
キ
ャ
ン
バ
ス
は
、

長
年
木
枠
か
ら
取
り
外
さ
れ
た
状
態
で
保
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
も
、
キ
ャ
ン

バ
ス
の
収
縮
を
助
長
し
た
と
い
え
ま
す
。

「
オ
ダ
リ
ス
ク
」
に
関
し
て
は
、
６
６
１
×

１
８
３
６
㎜
（
残
画
面
サ
イ
ズ
）
の
合
板
に

描
か
れ
た
油
彩
画
で
す
が
、
水
濡
れ
に
よ
り

合
板
の
薄
板
が
バ
ラ
バ
ラ
に
剥
が
れ
、
描
画

さ
れ
た
最
上
層
の
薄
板
は
ほ
ぼ
3
分
の
1
が

欠
損
し
て
い
る
状
態
で
し
た
。

　

修
復
で
は
ま
ず
、
こ
の
よ
う
に
も
ろ
く
な

っ
た
キ
ャ
ン
バ
ス
を
補
強
す
る
と
と
も
に
、
波

う
ち
や
折
れ
を
伸
ば
す
処
置
を
行
い
ま
す
。

一
方
、
合
板
に
描
か
れ
た
「
オ
ダ
リ
ス
ク
」

は
絵
具
層
を
補
強
し
つ
つ
合
板
薄
板
を
剥
が

し
、
描
画
さ
れ
て
い
る
薄
板
の
み
を
水
溶
性

糊
を
使
用
し
て
和
紙
で
裏
打
ち
し
、
厚
い
中

性
紙
マ
ッ
ト
に
張
り
込
み
ま
し
た
。
描
画
薄

板
を
新
し
い
合
板
に
貼
り
直
せ
ば
い
い
じ
ゃ

な
い
か
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は

木
材
同
士
を
接
着
す
る
強
力
な
接
着
剤
よ
り

も
作
品
に
や
さ
し
い
接
着
剤
を
選
択
す
る
た

め
、
つ
ま
り
、
何
十
年
後
か
に
再
修
復
が
必

要
に
な
っ
た
時
、
簡
単
に
描
画
薄
板
か
ら
修

復
で
設
置
し
た
土
台
を
取
り
除
け
る
よ
う
に

と
い
う
目
的
の
た
め
選
択
し
た
処
置
な
の
で

す
。

３
．
絵
具
層
の
損
傷
と
修
復

　

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
は
絵
具
層
は

亀
裂
、
剥
離
、
剥
落
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

絵
具
層
は
か
ろ
う
じ
て
キ
ャ
ン
バ
ス
上
に
残

っ
て
い
る
状
態
で
、
少
し
の
接
触
で
剥
落
に

つ
な
が
る
状
態
で
す
。

　

膠
と
修
復
用
合
成
接
着
剤
を
絵
具
層
に
浸

透
さ
せ
、
電
気
ご
て
で
絵
具
層
を
補
強
す
る

と
と
も
に
キ
ャ
ン
バ
ス
へ
の
再
定
着
処
置
を

行
い
ま
す
。

絵
画
修
復
の
ル
ー
ル「
可
逆
性
の

あ
る
修
復
素
材
を
使
う
」

　

前
述
の
合
板
支
持
体
の
補
強
処
置
で
必
要

以
上
に
強
力
な
接
着
剤
の
使
用
を
避
け
る
方

法
を
選
択
し
た
例
と
同
じ
く
、
絵
具
層
の
補

強
に
用
い
る
接
着
剤
は
「
可
逆
性
が
あ
る
こ

と
」
が
修
復
で
は
重
要
で
す
。

　

可
逆
性
と
は
必
要
が
あ
れ
ば
何
十
年
後
で

も
そ
の
処
置
の
前
の
状
態
に
戻
せ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
剥
が
れ
そ
う
な
絵
具
層
は
強
力

油彩画「横たわる裸婦」
修復前

修復前斜光写真
キャンバスの収縮・波うち

「横たわる裸婦」
画面左上　絵具の剥落

「オダリスク」
剥離した合板薄板を剥がす作業

「横たわる裸婦」修復工程
上右）絵の具層の補強
上左）絵の具剥落部の充填
下）補彩
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第３章　伝える。私たちはどう災害を伝えていくのか

な
接
着
剤
で
が
っ
ち
り
接
着
し
て
し
ま
え
ば

い
い
わ
け
で
は
な
く
、
何
十
年
た
っ
て
も
水

で
洗
い
流
せ
る
よ
う
な
膠
や
弱
い
溶
剤
で
洗

浄
で
き
る
接
着
剤
を
選
択
し
ま
す
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
絵
具
の
キ
ャ
ン
バ
ス
へ
の
定
着
力
、
絵

具
の
硬
度
よ
り
も
強
い
接
着
剤
は
逆
に
後
々

新
た
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
か

ら
で
す
。

　

接
着
剤
以
外
に
も
、
油
彩
画
の
修
復
で
用

い
る
絵
具
は
、
質
感
や
使
用
感
が
同
じ
油
絵

具
を
使
え
ば
よ
い
よ
う
な
と
こ
ろ
を
、
水
で

簡
単
に
除
去
で
き
る
水
彩
絵
具
や
弱
い
溶
剤

で
洗
浄
で
き
る
修
復
用
合
成
樹
脂
絵
具
を
使

用
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
色
彩
に
合
わ
せ
た
補
彩

を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、「
オ
ダ
リ
ス
ク
」
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
大
き
な
絵
具
の
剥
落
個
所

は
、
そ
こ
に
何
が
描
い
て
あ
っ
た
の
か
作
者

し
か
知
り
え
な
い
事
で
あ
り
、
修
復
士
の
想

像
で
描
き
足
す
と
い
う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

「
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
や
歩
ん
で
き
た
歴

史
は
最
大
限
に
残
し
つ
つ
損
傷
を
改
善
す

る
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
作
り
出
し
た
画
面
に

修
復
士
の
痕
跡
を
残
さ
な
い
事
」
が
私
た
ち

修
復
士
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
ル
ー
ル
な
の

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
可
逆
性
の
あ
る
修
復
素
材

を
使
用
す
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
、
何
十
年
た

っ
て
も
修
復
前
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
状
態

斎藤裕子（さいとう・ゆうこ）　今村友紀（いまむら・ゆき）

油彩画修復士。Universita’Internazionale dell’arte（イタリア）絵画修復専門コース
カリキュラム終了、イタリア･トスカーナ州認定絵画修復技師免許取得。Silvia bensi
修復士の工房で修業（斎藤）。Beatrice cliverti修復士の工房勤務（今村）。2006年岡
山に絵画修復工房YeY設立。

に
戻
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
高
度
な
修
復

素
材
・
技
術
が
開
発
さ
れ
た
と
き
に
は
そ
れ

に
ゆ
だ
ね
作
品
が
さ
ら
に
永
く
残
っ
て
い
く

こ
と
を
目
指
す
の
で
す
。

私
達
の
み
た「
水
災
」

　

最
後
に
、「
残
し
た
い
と
思
う
気
持
ち
に
こ

た
え
る
事
」
が
「
修
復
士
」
の
最
も
基
本
的

な
役
割
だ
と
考
え
ま
す
。

　

坂
田
一
男
作
品
が
水
害
か
ら
何
十
年
も
大

切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
物
は
人
の

残
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
な
し
で
は
消
失
し

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で

目
の
当
た
り
に
し
た
の
は
、
被
災
さ
れ
た
方
、

被
災
地
の
あ
ま
り
に
も
多
く
の
「
残
し
た
い

も
の
」
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
前
に

「
私
た
ち
は
何
を
大
切
に
す
る
の
か
」「
何
を

残
す
の
か
」
と
苦
悩
し
な
が
ら
も
、
託
さ
れ

た
も
の
を
残
そ
う
と
地
道
な
作
業
を
行
う

方
々
、
そ
れ
を
支
え
る
方
々
で
し
た
。
今
後

も
西
日
本
豪
雨
災
害
の
よ
う
な
災
害
は
起
こ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、「
修
復
士
」

は
い
つ
で
も
、
ど
こ
に
で
も
、
た
く
さ
ん
い

る
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
2
年
間
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

坂田一男「横たわる裸婦」修復後

坂田一男「オダリスク」修復後

こ
の
度
の
災
害
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
幸
い
、
私
が
住

職
を
つ
と
め
る
龍
昌
院
は
被
害
か
ら
免
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
檀
家
の
中
に
は
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
百
年
に
一

度
の
災
害
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
災
害
で
悲
し
い
被
害
を
ど
な
た
も
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

大
切
な
も
の
チ
ー
ム
の
方
か
ら
、
災
害
の

際
に
私
が
行
っ
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
記
録

に
し
た
い
と
い
う
お
話
を
受
け
、
記
憶
や
当

時
関
わ
っ
た
方
々
と
お
話
し
す
る
中
で
、
思

い
出
し
た
こ
と
を
書
き
連
ね
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

龍
昌
院
は
、
残
っ
て
い
る
記
録
で
は
、
慶

長
年
間
以
降
、
何
度
か
の
火
事
に
見
舞
わ
れ

一
期
一
会

２
０
１
８
年
８
月
３
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
大
切
な
も
の
」
無
償
応
急
処
置
活
動
に
お
寺
の
一
室
、

水
場
を
２
か
月
間
に
わ
た
っ
て
提
供
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
泥
と
黴
に
汚
損
し
た
「
大
切
な
も
の
」

が
日
に
日
に
増
え
て
い
く
室
内
に
恐
縮
す
る
私
ど
も
に
、「
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
し
な
く
て
い
い
、

必
要
な
も
の
は
な
い
で
す
か
？
」
と
向
け
て
く
だ
さ
っ
た
中
野
住
職
の
穏
や
か
で
お
お
ら
か
な
笑

顔
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

西
日
本
豪
雨
災
害
『
大
切
な
も
の
』
無
償
応
急
処
置
出
来
る
こ
と
を
出
来
る
だ
け
チ
ー
ム

中
野
隆
章
（
西
岡
山
西
安
寺
龍
昌
院
前
住
職
）

中野隆章（なかの・りゅうしょう）

西岡山西安寺龍昌院第30世。
昭和26年島根県生まれ。昭和62年から龍昌院住職。龍昌保育園園長、医療法人雄
栄会角田医院理事、社会福祉法人浅原桃花会理事などを務めた。
■西岡山西安寺龍昌院（倉敷市西岡）：西安寺は、天平勝宝6年（754）に、唐から
日本に渡ってきた鑑真和上によって開基されたと伝えられています。龍昌院は、西
安寺の12の寺院の一つとして創建されました。文亀3年（1503）～永正5年（1508）
の間に、兵火等によって11の寺院が壊滅しましたが、財善院（現在の行願院）と
龍昌院は残りました。その後慶長年間（1596～1615）や、安政年間（1854～60）
にも火災や天災によって焼失しましたが、安政4年（1857）に再建されました。

て
き
ま
し
た
。
そ
の
都
度
、
当
時
の
住
職
や

檀
家
の
方
々
の
努
力
に
よ
っ
て
復
興
を
と
げ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
日
頃
か
ら
岡
山
に
ゆ
か
り
の
あ
る

も
の
が
、
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
は
忍
び
が
た

く
、
目
の
前
に
そ
の
よ
う
な
も
の
が
出
て
き

た
場
合
に
は
、
で
き
る
範
囲
で
守
る
努
力
を

し
て
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
池
田
光
政
が
書
い
た
「
風
葉

和
歌
集
」
や
、
伊
木
三
猿
斎
（
忠
澄
）
の
旧

蔵
資
料
な
ど
は
、
旧
家
か
ら
流
出
す
る
状
況

で
し
た
の
で
入
手
し
、
岡
山
県
立
博
物
館
に

お
預
け
し
て
、
展
覧
会
や
研
究
に
活
用
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
犬

養
毅
の
書
簡
や
硯
な
ど
が
出
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
犬
養
木
堂
記
念
館
に
お
預
け
し
て
、

皆
さ
ん
に
お
役
に
立
て
て
も
ら
う
よ
う
に
も

し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
災
害
の
際
に
も
、
倉
敷
市
立
美
術

館
の
前
田 

興
氏
か
ら
、
災
害
に
あ
っ
た
資
料

を
救
済
す
る
た
め
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
と
い
う
お
声
か
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
幸

い
空
い
て
い
た
部
屋
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
水

場
も
す
ぐ
で
し
た
の
で
、
喜
ん
で
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
が
作
業
を
お

手
伝
い
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
お
若
い
方
々
が
熱
心
に
作
業
を

さ
れ
る
こ
と
を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
私
に
と
っ
て
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
で
し
た
。
汚
れ
て
し
ま
っ
た
資
料
を
丁

寧
に
き
れ
い
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
皆
さ
ん

の
姿
は
、
大
変
輝
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

皆
さ
ん
と
楽
し
く
お
昼
を
ご
一
緒
し
た
こ
と

な
ど
も
、
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

龍
昌
院
と
し
て
で
き
た
こ
と
は
、
特
別
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
は
、
お
寺

と
い
う
と
こ
ろ
は
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
自
身
の
出
来
る

範
囲
で
、
岡
山
の
文
化
や
資
料
を
守
る
こ
と

に
協
力
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
中
野
隆
章
様
は
、
令
和
２
年
８
月
19
日
に

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
本
文
章
は
、
生
前
に
ご

執
筆
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
）

山田祐子（やまだ・ゆうこ）

日本画修復士。兵庫県姫路市出身。東京芸術大学大学院文化財保存学保存修復日本画
修士課程修了。国立文化財機構東京文化財研究所文化遺産国際協力センターアソシエ
イトフェロー、株式会社修美勤務を経て、現在はフリーランスの東洋絵画修復家。
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書籍制作ご支援者様 （クラウドファンディングご支援者様敬称略）

　

こ
の
本
の
製
作
に
は
、
西
日
本
豪
雨
災
害

（
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
）の
発
災
か
ら
ち

ょ
う
ど
2
年
目
の
令
和
2
年
7
月
7
日
か
ら

8
月
21
日
ま
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
実
施
を
行
い
、
45
日
間
で
計
１
１
７
名
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
制
作
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
先
ず
は
、
ご
支
援
者
の
皆
様
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

思
い
返
す
と
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
実
施
直
前
か
ら
実
施
期
間
中
は
、
令
和
2

年
7
月
豪
雨
の
発
災
が
あ
り
熊
本
が
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
、
執
筆
者
の

方
々
か
ら
原
稿
を
お
預
か
り
し
、
西
日
本
豪

雨
災
害
で
の
岡
山
の
知
見
を
次
災
害
に
活
か

す
た
め
に
と
書
籍
制
作
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
、

「
間
に
合
わ
な
か
っ
た
か
。」
と
い
う
歯
痒
い

気
持
ち
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
思
い
返
さ
れ

ま
す
。

　

執
筆
者
の
皆
様
に
は
、
貴
重
な
原
稿
、
資

料
写
真
を
こ
の
本
の
た
め
に
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
校
正
作
業
な
ど
（
ご
無
理
を
申
し
て

追
加
原
稿
を
い
た
だ
い
た
方
も
…
…
）
お
時

間
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
本
は
、
執
筆
い
た
だ
い
た
チ
ー
ム
の

2
年
間
の
活
動
、
知
見
、
ご
苦
労
を
読
者
の

方
に
お
伝
え
す
る
に
は
、
ほ
ん
の
「
入
り
口
」

に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
吉
備
人

出
版
山
川
様
、
守
安
様
に
多
大
な
お
世
話
に

な
り
や
っ
と
制
作
で
き
ま
し
た
。
こ
の
本
が
、

こ
れ
か
ら
の
災
害
に
少
し
で
も
活
か
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
な
ら
幸
い
で
す
。

西
日
本
豪
雨
災
害『
大
切
な
も
の
』無
償
応

急
処
置
出
来
る
事
を
出
来
る
だ
け
チ
ー
ム

あ
と
が
き

杉田知恵
杉田匡顕
ひとみ眼科奥田
加藤淳子
岸一也
大西康雅
佐藤朋子
山下香織
一色晴子
三原新
大山知康
綾悦子
久野洋
服部恭子
近藤真保
幾田匡
千枝大志
宮前良平
松岡英彦
三浦理恵
齋藤佐知子
高木めぐみ

守安收
押野美雪
下道基行
須賀千絵
ナゴウマサミ
松島彩
赤木智江
宇野淳子
田中大輔
大内航
平岩めぐみ
甲村希
松本直子
谷直樹
加藤晃一
藤原和明
兼信陽二
糸山拓輝
岩瀬佳典
田渕恵理
伊勢希
田中博久

高橋浩明
山本太郎
佐藤賢二
綾野雄紀
岡南ギャラリー
阿部美佳
川鍋暢子
大塚数馬
山川隆之
岡村勇佑
村上岳
山田伸彦
前田洋一
工藤善雅
間野敏志
岡野雅子
大西享一
藤實久美子
蔵知武
大塚愛
浅野有紀
永宗幸信

福田寛
長谷川雅啓
井手元啓江
松岡弘之
藤田明良
小田晃弘
林里美
大西崇裕
田原牧子
安原梨乃
内藤康裕
大前都
川本みさ
木地亮恵
松山喬一
佐藤絵理
村上浩二
佐々木千恵
天野真志
村井良介
冨久佳代子
村田芙月

麻生健太
栗原知己
今津裕子
今津千尋
藏知晋
寺尾佳子
尾島夫規子
小林高樹
疋田博美
上田誠
楠京子
小山篤子
今村允
藤井照雄
岸野裕人
齋藤晃一
大山やよひ
成広直子
齋藤雅士
黒住宗道
今村友紀
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